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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 建造物 旧燈明寺本堂 きゅうとうみょうじほんどう １棟 T10.4.30 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

室町時代初期。中世密教寺院本堂。五間仏堂の類例
が少ない関東において、存在価値は高い。内部の厨
子は蟇股が美しく、春日厨子としては国内最大。昭和
62年に移築。

国 建造物 臨春閣 りんしゅんかく ３棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

第一屋・第二屋・
第三屋

江戸時代初期。臨春閣は第一屋から第三屋まで雁行
する形で池をめぐるように建てられている。臨春閣とは
三棟の建物の総称で現在地へ移築されてからの名称
である。数寄屋造の影響を受けた書院造の建物で、か
つて聚楽第にあったという伝えがある。

国 建造物 月華殿 げっかでん １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

桃山時代。所伝では伏見城の遺構と伝えるが、現状で
は後世の数寄屋風の加味が大きく全体として江戸初
期の書院である。

国 建造物 春草廬 しゅんそうろ １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

江戸時代。宇治金蔵院にあって九窓亭と呼ばれてい
た。織田有楽斎の作と伝えられている。

国 建造物 旧天瑞寺寿塔履堂
きゅうてんずいじじゅとう
おおいどう

１棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

桃山時代。豊臣秀吉が母大政所の病気平癒を祈り、
天正16年に大徳寺塔頭として創立した天瑞寺の建物
である。

国 建造物 聴秋閣 ちょうしゅうかく １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

江戸時代初期。小規模ながら外観室内ともに軽妙洒
脱な楼閣造りの建物。京都二条城内に建てられたと伝
えられる。

国 建造物 旧東慶寺仏殿 きゅうとうけいじぶつでん １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

江戸時代（棟札に寛永11年の銘）。細部手法が簡素な
禅宗様仏殿である。

国 建造物 旧燈明寺三重塔
きゅうとうみょうじさんじゅ
うのとう

１基 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

室町時代。大正３年に京都府相楽郡加茂町(現：木津
川市）の燈明寺から移築された。各重の各面を三間に
わった三間三重塔であり、洗練された和様の意匠をも
つ優作。

国 建造物 旧矢箆原家住宅
きゅうやのはらけじゅうた
く

１棟 S31.6.28 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

江戸時代末期。旧所在岐阜県大野郡荘川村岩瀬、上
級の合掌造り民家の代表的遺構である。

国 建造物 天授院 てんじゅいん １棟 S35.6.9 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

江戸時代（慶安４年の墨書あり）。鎌倉の旧心平寺地
蔵堂であったと考えられている。

国 建造物 関家住宅 せきけじゅうたく ３棟 S41.6.11 横浜市 都筑区勝田町 個人 主屋・書院・表門
S53.5.31追加指
定（書院・表門）

江戸時代初期。寄棟造茅葺。入口に長屋門を置き、広
い敷地内には本屋、離れ座敷、倉を配し、後方の高見
には鎮守や墓地もある堂々たる屋敷構えは、当時最
上級の民家と思われる。

国 建造物 旧横浜正金銀行本店本館
きゅうよこはましょうきん
ぎんこうほんてんほんか
ん

１棟 S44.3.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60）

神奈川県
S38.3.5
県指定

明治37年完成した本格的様式建築の傑作である。外
観は全体として手堅くまとめられている。

国 建造物 横浜市開港記念会館
よこはましかいこうきねん
かいかん

１棟 H元.9.2 横浜市 中区本町1-6 横浜市
附）設計図（青写
真）46枚

大正６年。横浜開港50周年を記念し、市民から寄付を
募って建設された公会堂建築。大正期の建物として意
匠が優れ、また、煉瓦造の建物に構造補強を施した早
い例であり、復旧した内部も建物に調和していて価値
が高い。

国 建造物 旧内田家住宅 きゅううちだけじゅうたく １棟 H9.5.29 横浜市 中区山手町16 横浜市

旧所在地は東京都渋谷区南平台で、ガーディナー設
計による外交官内田定槌の住宅。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 建造物
旧横浜船渠株式会社第二号
船渠（ドック）

きゅうよこはませんきょかぶし
きがいしゃだいにごうせんきょ
（どっく）

１基 H9.12.3 横浜市 西区みなとみらい2-2-2
三菱地所株式会
社

現存する商船用石造ドックとして最古のもので、近代
土木技術史上の成果として重要。現在は「ドックヤード
ガーデン」として活用。

国 建造物
旧横浜船渠株式会社第一号
船渠（ドック）

きゅうよこはませんきょかぶし
きがいしゃだいいちごうせん
きょ（どっく）

１基 H12.12.4 横浜市 西区みなとみらい2-7-10 横浜市

建設当時、日本最大規模を有した明治期を代表する
乾船渠のひとつ。現在は「日本丸メモリアルパーク」と
して活用。

国 建造物 神奈川県庁舎 かながわけんちょうしゃ １棟 R1.12.27 横浜市 中区日本大通１ 神奈川県

附）東自動車庫 １
棟、西自動車庫 １
棟、外塀 １基、建
築図面 230枚、建
築模型 １基

H8.12.20
国登録

神奈川県庁舎は、横浜港の近く、日本大通りに面して
建つ。公募による設計競技（コンペ）で一等となった小
尾嘉郎案をもとに、県庁舎建築事務所が実施設計を
行い、昭和３年に竣工した。先代の庁舎が関東大震災
で大被害を受けたため、耐震・耐火に優れた鉄骨鉄筋
コンクリート構造を採用した。官公庁舎として、その最
初期の例である。象徴的な塔をもつ庁舎建築の先駆
であり、内装には和風を基調とした優れた意匠を見せ
る。「キングの塔」の愛称で親しまれ、現役の庁舎とし
て使用されている。

県 建造物 東漸寺釈迦堂 とうぜんじしゃかどう １棟 S46.9.17 横浜市
東漸寺（磯子区杉田1-9-
1）

東漸寺

梁牌に正安３年（1301）の年号がある。桁行５間１重入
母屋造。創建当初の材を多数転用している。

県 建造物 東漸寺五輪塔 とうぜんじごりんとう ３基 S47.11.24 横浜市
東漸寺（磯子区杉田1-9-
1）

東漸寺

鎌倉時代。鎌倉後期以降造られる安山岩製五輪塔に
先行する凝灰岩製五輪塔である。

県 建造物 旧太田家住宅 きゅうおおたけじゅうたく １棟 S48.12.21 横浜市 横浜市都筑区勝田町760 横浜市

江戸時代。書院造。もと松平不昧公の江戸中屋敷と伝
え、材料はぜいたくに吟味された本格的な建物であ
る。

県 建造物 称名寺金堂 しょうみょうじこんどう １棟 H7.2.14 横浜市
称名寺（金沢区金沢町
212-1）

称名寺
附）天和三年祈祷
札（１枚）

江戸時代。桁行５間、梁間５間入母屋造、禅宗様。

県 建造物 旧横浜居留地48番館
きゅうよこはまきょりゅうち
48ばんかん

１棟 H13.2.13 横浜市 中区山下町54 神奈川県

明治16年創建の横浜居留地建築唯一の遺構。石灰目
地のフランス積み煉瓦造り。モリソン商会の建物として
大正15年まで使用された。

県 建造物 神奈川県立図書館・音楽堂
かながわけんりつとしょか
ん・おんがくどう

２棟 R3.8.13 横浜市 西区紅葉ケ丘9-2 神奈川県

図書館・音楽堂ともに昭和29年（1954）10月竣工。近代
建築の巨匠として知られるル・コルビュジエに学んだ前
川國男が手掛けたモダニズム建築であり、戦後わが
国に積極的に試みられ、普及していくモダニズム建築
の最初期の代表作である。

国
宝

絵画

絹本著色　北条実時像
絹本著色　北条顕時像
絹本著色　金沢貞顕像
絹本著色　金沢貞将像

けんぽんちゃくしょく　ほう
じょうさねときぞう
けんぽんちゃくしょく　ほう
じょうあきときぞう
けんぽんちゃくしょく　かな
ざわさだあきぞう
けんぽんちゃくしょく　かな
ざわさだまさぞう

４幅 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

附）絹本著色　顕
弁像１幅

M33.4.7指定、
S30.6.22追加指
定、S52.6.11名
称変更

実時像:鎌倉時代後期作の法体坐像である。
顕時像:鎌倉時代後期作の法体坐像、下部に「前越前
守顕時法名慧日」の墨書がある。
貞顕像:鎌倉時代後期作の俗体坐像、下方に「修理権
大夫貞顕法名崇顕」の墨書がある。
貞将像:鎌倉時代後期作の俗体坐像、下方に「武蔵前
司貞将」の墨書がある。
顕弁像:室町時代作の法体坐像、顕弁は顕時の長男と
推定される。

国 絵画 紙本著色　提婆達多像
しほんちゃくしょく　だいば
だったぞう

１幅 M33.4.7 横浜市
總持寺（鶴見区鶴見2-1-
1）

總持寺
高麗時代。提婆達多が地獄より天上に復治する所を
描いたものと云える珍しい作例である。

国 絵画 絹本著色　前田利家夫人像
けんぽんちゃくしょく　まえ
だとしいえふじんぞう

１幅 M38.4.4 横浜市
總持寺（鶴見区鶴見2-1-
1）

總持寺
僧象山の賛があ
る

桃山時代。小袖の上に白衣を纏い、白の頭巾を頂き、
手に数珠を執って上畳上にやや左斜向きに坐す婦人
像である。

国 絵画 絹本著色　十二神将像
けんぽんちゃくしょく　じゅ
うにしんしょうぞう

12幅 M43.8.29 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

鎌倉時代。十二神将は薬師如来の眷属である。本像
は比較的濃彩を賦してあり保存状態は良好である。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 絵画 絹本著色　紹瑾和尚像
けんぽんちゃくしょく　しょ
うきんおしょうぞう

１幅 S10.4.30 横浜市
總持寺（鶴見区鶴見2-1-
1）

總持寺
元応元年九月八
日の自賛がある

南北朝時代（元応元年の賛あり）。總持寺開山瑩山紹
瑾の頂相で自賛もあり珍重される作品である。

国 絵画
板絵著色　弥勒来迎図・弥勒
浄土図

いたえちゃくしょく　みろく
らいごうず・みろくじょうど
ず

２面 S30.2.2 横浜市
称名寺（金沢区金沢町
212-1）

称名寺
附）板絵著色弥勒
浄土図断片１面
（金堂来迎壁）

H22.6.29追加指
定

鎌倉時代。称名寺本堂の来迎壁に、黄土と白土で下
地を作り、表裏に弥勒来迎図と弥勒浄土図を描いたも
のである。

国 絵画 絹本著色　十王図
けんぽんちゃくしょく　じゅ
うおうず

10幅 S38.2.14 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県
宋時代。十王図の構成としては筆致もしっかりしてお
り、特に平等王の幡を持った図柄はめずらしいもので
ある。

国 絵画 絹本墨画淡彩　十六羅漢像
けんぽんぼくがたんさい
じゅうろくらかんず

16幅 S48.6.6 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

元時代。本像は禅月様のもので、描線にはあまり肥痩
がないが、時おり強まり筆の返しを見せるものである。

国 絵画 絹本著色　北条実泰像
けんぽんちゃくしょく　ほう
じょうさねやすぞう

１幅 H元.6.12 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

東明恵日の賛が
ある

S46.3.30県指定
鎌倉時代。上畳に坐す僧形の肖像画で、金沢文庫を
創設した北条実時の父、実泰と考えられる。

国 絵画 絹本著色　審海像
けんぽんちゃくしょく　しん
かいぞう

１幅 H7.6.15 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

S46.3.30県指定
称名寺の開山、妙性房審海の画像。鎌倉時代の著名
な律僧の肖像画として重要である。

国 絵画 絹本著色　忍性像
けんぽんちゃくしょく　にん
しょうぞう

１幅 H11.6.7 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

S42.2.3県指定
鎌倉時代末。大衣を着し、法被をかけた椅子に坐し、
両手に払子をとる像容で描かれ、保存は良好である。

県 絵画
板絵著色　山桜図　安藤広重
筆

いたえちゃくしょく　やまざ
くらず　あんどうひろしげ
ひつ

８面 S33.1.14 横浜市
泉谷寺（港北区小机町
256）

泉谷寺

江戸時代。広重の肉筆により八面の板戸に堂々と山
桜を描いた大作で、「一立斉広重画」と款するものであ
る。

県 絵画
絹本著色　千手観音二十八
部衆像

けんぽんちゃくしょく　せ
んじゅかんのんにじゅうは
ちぶしゅうぞう

１幅 S34.3.6 横浜市
弘明寺（南区弘明寺町
267）

弘明寺

鎌倉時代後期。十一画四十二臂の千手観音を中心に
してその左右に二十八部衆をあらわす画面構成のも
のである。

県 絵画 絹本著色　両界曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく　りょ
うかいまんだらず

２幅 S36.4.18 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

宝生寺（南区堀ノ
内1-68）

鎌倉時代末。この曼荼羅は素描画風な趣を具えてい
るもので、所々に切金を使った痕跡があるものであ
る。

県 絵画 絹本著色　僧形八幡神像
けんぽんちゃくしょく　そう
ぎょうはちまんしんぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代後期。衲衣をつけた老比丘の姿に描かれ、
左手に水精念珠、右手には六輪錫杖を持つ。頭上の
日輪は現在は欠失している。

県 絵画 絹本著色　伝南山和尚像
けんぽんちゃくしょく　でん
なんざんおしょうぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代後期。袈裟を環でつり法被をかけた椅子に
坐し、両手に払子をとり傍らには合掌する侍衛の天部
一人を描くものである。

県 絵画 絹本著色　伝霊芝和尚像
けんぽんちゃくしょく　でん
れいしおしょうぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代後期。茶褐色の法衣をまとう僧像で、右手に
筆、左手に巻物をとる姿に描き傍らには硯をささげる
侍童一人を描くものである。

県 絵画 絹本著色　種子愛染明王図
けんぽんちゃくしょく　しゅ
じあいぜんみょうおうず

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代後期。二重框座に宝瓶を置き、その上に大
月輪があり、月輪内に蓮華座を置きその上に愛染明
王の種子を大書する。

県 絵画 絹本著色　焔魔天曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく　えん
まてんまんだらず

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代後期。内院中央水牛に左脚を垂下し、右手
肘を屈し仰裳し左手に檀努幢も執り、真正面を向いて
坐す焔魔天を図するものである。

県 絵画 絹本著色　三千佛像
けんぽんちゃくしょく　さん
ぜんぶつぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

南北朝時代。三千佛は一幅本と三幅本とがあり、称名
寺本はもと三幅本だったと思われるが、現在は二幅と
なっている。二幅共に中央に一画区を設けて代表尊を
大写するものである。

県 絵画 絹本著色　千体佛像
けんぽんちゃくしょく　せ
んたいぶつぞう

２幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

南北朝時代。中央区画の三体の本尊は、共に数段の
框を重ねた蓮華座上に結跏し、何れも通肩で袈裟を
着けて、描かれているものである。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

県 絵画 絹本著色　石清水八幡宮図
けんぽんちゃくしょく　い
わしみずはちまんぐうず

１幅 H7.2.14 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

鎌倉時代の作。京都八幡町の石清水八幡宮の本殿で
の出来事を描いている。

県 絵画 紙本墨画淡彩　一遍上人像
しほんぼくがたんさい
いっぺんしょうにんぞう

１幅 H7.2.14 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

南北朝時代の作。念仏札をさし出す図柄の古い例とし
て優れた作品。

県 絵画
紙本著色　花鳥図　賢江祥啓
筆

しほんちゃくしょく　かちょ
うず　けんこうしょうけいひ
つ

１幅 H10.2.17 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

室町時代。建長寺の僧賢江祥啓の作で中国南宋時代
の画風、日本の花鳥図の最初期の作品。

県 絵画 絹本著色　高僧像
けんぽんちゃくしょく　こう
そうぞう

１幅 H11.2.12 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

南北朝時代。法被をかけた椅子に袈裟を着し、手に払
手をもって座した僧の像で、傍らに角髪を結って袋を
下げる童子が描かれている。

国 彫刻
厨子入金属製　愛染明王坐
像

ずしいりきんぞくせい　あ
いぜんみょうおうざぞう

１躯 M43.8.29 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

永仁五年二月廿七日
の銘あり

鎌倉時代。極めて小型の金銅仏であるが、精緻な技
巧を駆使しており、同時代金銅仏技法の一頂点を示す
作例である。

国 彫刻 木造　十一面観音立像
もくぞう　じゅういちめんか
んのんりゅうぞう

１躯 T4.8.10 横浜市
弘明寺（南区弘明寺町
267）

弘明寺

平安時代。一木造。丸のみの彫痕を表面に残した鉈
彫の典型的な作品である。

国 彫刻 木造　弥勒菩薩立像
もくぞう　みろくぼさつりゅ
うぞう

１躯 T14.4.24 横浜市

称名寺（金沢区金沢町
212-1）
附）像内納入品について
は県立金沢文庫(金沢区
金沢町142）

称名寺

像内に建治二年三月
三十日の銘がある。
附）像内納入品
［版本法華経８巻、紙
本三劫三千仏擢仏３
包（内包紙一紙に弘
安元年十一月二日奉
籠の記がある）、紙本
墨書願文・消息等１括
（建治三年四月十三
日ゑんさい、弘安元
年十月十五日及び十
一月一日ふちわらの
女、弘安元年十一月
一日しんくわん、弘安
元年十一月一日れん
心等の記がある）、版
本種子曼茶羅・真言
等１巻、木製舎利塔
残闕・竹筆等６点］

S36.6.30追加指
定

鎌倉時代。寄木造。頭には華やかな宝冠をかむり、衣
文は波状に刻んで、彩色の上に細かく截金の模様を
ほどこす装飾性の強い宋風彫刻の典型的な作品であ
る。

国 彫刻
木造　釈迦如来立像（釈迦堂
安置）

もくぞう　しゃかにょらい
りゅうぞう（しゃかどうあん
ち）

１躯 T14.4.24 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

鎌倉時代（胎内に徳治３年の造像銘）。寄木造。いわ
ゆる清涼寺式釈迦如来の等身の模像である。

国 彫刻
木造　阿弥陀如来及両脇侍
像

もくぞう　あみだにょらい
およびりょうきょうじぞう

３躯 T14.4.24 横浜市
證菩提寺（栄区上郷町
1864）

證菩提寺
鎌倉時代。寄木造。定朝様の典型的な藤原末鎌倉初
の三尊像である。

国 彫刻
木造　十一面観音立像
木造　不動明王毘沙門天立
像

もくぞう　じゅういちめんか
んのんりゅうぞう
もくぞう　ふどうみょうおう
びしゃもんてんりゅうぞう

１躯
２軀

S2.4.25 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

H27.9.4
追加指定

鎌倉時代。寄木造。もと海岸寺の本尊で、明治40年に
この寺が称名寺に合併された時移座された。

国 彫刻 木造　釈迦如来立像
もくぞう　しゃかにょらい
りゅうぞう

1躯 S8.1.23 横浜市
真福寺（青葉区荏田町
432-8）

真福寺

鎌倉時代。寄木造。清涼寺式釈迦如来像。切れ長の
眉や眼、固く結んだ唇などに個性的な表情が認められ
る。

国 彫刻 木造　舞楽面（陵王、抜頭）
もくぞう　ぶがくめん（りょ
うおう、ばっとう）

２面 H12.12.4 横浜市
瀬戸神社（金沢区瀬戸
18-14）

瀬戸神社
鎌倉時代。舞楽の面だが、神楽や雨乞いにも使われ
たと考えられる。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 彫刻
木造 大威徳明王像（運慶
作）、像内納入品

もくぞう だいいとくみょう
おうぞう（うんけいさく）、
ぞうないのうにゅうひん

１躯、
１口・
１巻

H20.7.10 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142）

光明院（金沢区金
沢町215）

像内納入品
一、蓮実製舎利容器
１口
一、大威徳種子・梵字
三身真言・梵字愛染真
言・梵字千手陀羅尼　１
巻　建保四年十一月、
源氏大弐殿、法印運慶
の奥書がある

数少ない運慶の真作として、さらに運慶最晩年の作と
して極めて重要。像内納入品は蓮実製舎利容器１口と
文書１巻で、文書の奥書から本像が建保４年（1216）
運慶作と判明し、運慶と鎌倉幕府との緊密な関係が裏
付けられるなど、歴史的に見ても貴重。

県 彫刻 木造彩色　僧形八幡坐像
もくぞうさいしき　そうぎょ
うはちまんざぞう

１躯 S29.7.27 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代。寄木造。同寺境内の新宮社に伝わった。表
現はかなり個性的で一見肖像彫刻にすら見える。

県 彫刻 木造　十大弟子立像
もくぞう　じゅうだいでし
りゅうぞう

10躯 S29.7.27 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142)

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代。寄木造。十大弟子像一組がほぼ完存する
貴重な例で、近年まで同寺釈迦堂でまつられていたも
のである。

県 彫刻 木造　十一面観音半跏像
もくぞう　じゅういちめんか
んのんはんかぞう

１躯 S33.6.17 横浜市
慶珊寺（金沢区富岡東4-
1-8）

慶珊寺
鎌倉時代。寄木造。宋風が強い造像。胎内に正慶元
年院誉の朱銘がある。

県 彫刻 木造　大日如来坐像
もくぞう　だいにちにょらい
ざぞう

１躯 S34.3.6 横浜市
鎌倉国宝館（鎌倉市雪ノ
下2-1-1）

宝生寺（南区堀ノ
内1-68）

附）像内納入品
寛永十四年快弁奉納
目録１通、十三仏摺仏
等６点、巻物１括（中に
享保七年理海納入の
記がある）、舎利２包、
香包

鎌倉時代。寄木造。智拳印を結び結跏趺坐する通例
の金剛界大日如来像で、納入文書等により慶長６年
に覚園寺塔頭から移されたことが知られる。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょらい
ざぞう

１躯 S39.12.15 横浜市
證菩提寺（栄区上郷町
1864）

證菩提寺
鎌倉時代。寄木造。慶派の流れをくむと思われる男性
的な表現を持った像である。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅ
うぞう

１躯 S41.7.19 横浜市
光傳寺（金沢区六浦3-2-
11）

光傳寺

鎌倉時代。寄木造。胎内に永仁２年増慶の銘があり、
その他各時代の修理銘札が多数納入されていた。衣
文等により写実性を示す像である。

県 彫刻 木造　聖徳太子立像
もくぞう　しょうとくたいし
りゅうぞう

１躯 S41.7.19 横浜市
永勝寺（戸塚区下倉田町
1021）

永勝寺

南北朝時代。寄木造。太子16歳孝養像で、面部の表
現に神経がゆきとどき、衣文部も巧みに構成されてい
る。

県 彫刻 木造　千手観音立像
もくぞう　せんじゅかんの
んりゅうぞう

１躯 S41.7.19 横浜市
真福寺（青葉区荏田町
432-8）

真福寺

平安時代。一木造。十一面八臂の像。頬のまるみや
衣文の浅い彫り口などに藤原様式を見ることが出来
る。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょらい
ざぞう

１躯 S44.12.2 横浜市
西方寺（港北区新羽町
2586）

西方寺

平安時代。寄木造。おだやかな表現の藤原仏で光背
を欠くものの、７重の蓮華座も残されている。

県 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょらいざ
ぞう

１躯 S53.11.17 横浜市
東漸寺（磯子区杉田1-9-
1）

東漸寺
鎌倉時代。寄木造。作風からも、構造上からも鎌倉時
代初期の本格的な運慶一派の作例と思われる像であ
る。

県 彫刻 木造　金剛力士立像
もくぞう　こんごうりきし
りゅうぞう

２躯 S53.11.17 横浜市
称名寺（金沢区金沢町
212-1）

称名寺

鎌倉時代（胎内墨書銘に元享３年院興ら作）。関東に
おける最大の金剛力士像であり、山門に安置されてい
る。

県 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょらいざ
ぞう

１躯 S58.2.8 横浜市
県立博物館（中区南仲通
5-60）

保木薬師信徒会
（青葉区美しが丘
西2-7-2）

鎌倉時代。寄木造。玉眼の欠落した穴から承久３年の
造像銘、寛文10年の修理銘が判読できる。

県 彫刻 木造　方崖元圭坐像
もくぞう　ほうがいげんけ
いざぞう

１躯 S59.11.22 横浜市
金龍院（金沢区瀬戸10-
12）

金龍院

南北朝時代。寄木造、玉眼嵌入、褐色漆塗。金龍院開
山方崖元圭の肖像彫刻。

県 彫刻 木造　阿弥陀三尊像
もくぞう　あみださんぞん
ぞう

３躯 H4.11.20 横浜市
宝樹院（金沢区大道2-7-
1）

宝樹院 附）頭部内納入品

平安時代。一木造。時代の特色が顕著。頭部内から
称名寺開山審海の修理願文などを発見。

県 彫刻 木造　菩薩半跏像
もくぞう　ぼさつはんかぞ
う

１躯 H10.2.17 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60）

神奈川県
附）胎内納入品（布製
五臓六腑等）

南宋時代。日本では数少ない宋代の彫刻で女性的な
風貌に特徴がある。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 工芸 刺繍　獅子吼文大法被
ししゅう　ししくもんだい
はっぴ

１枚 M33.4.7 横浜市
總持寺（鶴見区鶴見2-1-
1）

總持寺
S43.2.2
名称変更

江戸時代。仏殿の須弥檀上方から垂帳して使用する
大型（縦 715センチメートル、横 665センチメートル）の
法被である。

国 工芸 銅鐘 どうしょう １口 T10.4.30 横浜市
称名寺（金沢区金沢町
212-1）

称名寺
文永己巳仲冬七日の
旧銘並に正安辛丑仲
和九日の改鋳銘あり

鎌倉時代。金沢八景のひとつ称名寺の晩鐘で名高
い。形は典型的な鎌倉時代特有の姿をした名鐘であ
る。

国 工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 横浜市
東漸寺（磯子区杉田1-9-
1）

東漸寺
東漸、鐘、永仁六年、
孟春望日、大工大和
権守物部国光在銘

鎌倉時代。鐘の上半身が細く見えるため、実際より丈
高に見える鐘。国光は当時、関東一円で活躍した鋳工
である。

国 工芸 二十八間四方白星兜鉢
にじゅうはっけんよほうし
ろほしかぶとはち

１頭 S31.6.28 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

鎌倉時代。鉢は鉄板二十八枚を矧ぎ合わせた大円山
形（だいえんざんなり）の星兜。

国 工芸 二十四間四方白星兜鉢
にじゅうよんけんよほうし
ろほしかぶとはち

１頭 S32.2.19 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

鎌倉時代。大鎧に附属した兜の鉢で、鉢の周囲の鋲
が外観の特徴。

国 工芸 太刀　銘　来国光 たち　めい　らいくにみつ １口 S33.2.8 横浜市 個人
梨地金螺鈿蛭巻打刀
拵

鎌倉時代。僅かに磨上。徳川家光より島津光久が拝
領の品と伝わり、拵はこの折り製作されたと云われる。

国 工芸 金銅装宝篋印塔
こんどうそうほうきょうい
んとう

１基 S35.6.9 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

（軸部相輪等を欠く）
台座裏に永仁五年二
月廿三日の紀年と又
五郎藤原秀吉、藤原
胤吉等の墨書がある

鎌倉時代。木心金銅張。現在は、基壇、座盤及び屋蓋
の四層部を残すのみである。

国 工芸 色々威腹巻　壺袖付
いろいろおどしはらまき
つぼそでつき

１領 S37.2.2 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

室町時代。複数の色使いが色々威と呼ばれるゆえん
であり、かつては華やかな色合いであったことがしの
ばれる。

国 工芸 木製　多宝塔 もくせい　たほうとう １基 S38.7.1 横浜市
三溪園（中区本牧三之谷
58-1）

公益財団法人三
溪園保勝会

室町時代。舎利塔として造られた為、中央間を広くし、
基壇は引き出しにする。多宝小塔として古い例の一つ
である。

国 工芸 鈸子 ばっし １双 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

金沢審海の刻銘があ
る

鎌倉時代。打楽器の一種。刻銘により称名寺開祖審
海の所持したものと知られる。

国 工芸 玉華鬘 たまけまん ３面 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代。なつめ形の水晶の玉を金銅線で差し連ね、
これに金銅の瓔珞を垂らしている。

国 工芸 玉簾 たますだれ １張 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代。細長いガラス棒を横にならべた簾。楊貴妃
の玉簾との伝説がある。

国 工芸 葛箱 つづらばこ １合 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代。被せ蓋造。葛を編んでつくった文箱である。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 工芸

黒漆須弥壇
黒漆大壇
黒漆礼盤
黒漆机
黒漆磬架

くろうるししゅみだん
くろうるしだいだん
くろうるしらいばん
くろうるしつくえ
くろうるしけいか

１基
１基
１基
２基
１基

H元．6.12 横浜市
称名寺（金沢区金沢町
212-1）

称名寺 附）黒漆鉦架１基

県指定
S44.5.20
S44.12.2

黒漆須弥壇：壇鎌倉時代後期。禅宗様須弥檀。後補
部もあるが、上下框の繰形や束の部分は創立当時の
ものと思われる。
黒漆大壇：鎌倉時代後期。方形で檀の四面に蓮弁を
彫出する根本様大檀である。
黒漆礼盤：鎌倉時代後期。修法の際導師の牀座する
台。前期大檀と一具のものである。
黒漆机：鎌倉時代。堂内具の一つで甲板全面を一枚
板で作り脚四本を立て、各間に格狭間を設けるやや大
型の前机である。
黒漆磐架：鎌倉時代。打楽器の磐を吊る台である。
附）黒漆鉦架：室町時代。堂内具の一つで、鉦を吊す
台で丸面取りの柱を立て、基台は四方にのびた繰形
の脚で支えられている。

国 工芸 張良図沈金鞍 ちょうりょうずちんきんぐら １背 H8.6.27 横浜市
馬の博物館（中区根岸台
1-3）

公益財団法人馬
事文化財団

室町時代。木製黒漆塗り。中世鞍で唯一、沈金による
装飾を施した作品として貴重である。

国 工芸 太刀　銘　秀近 たち　めい　ひでちか １口 S25.8.29 横浜市 個人
平安時代。

国 工芸
太刀　銘　守次
革包太刀拵

たち　めい　もりつぐ
かわづつみたちこしらえ

１口 S30.2.2 横浜市 個人
本太刀は南北朝時代のもの。革包太刀拵は太刀　銘
守次付属の太刀拵。ほぼ中身と同時代の制作と見ら
れる。

県 工芸
刀　銘　肥前国佐賀住橋本新
左衛門尉忠吉

かたな　めい　ひぜんのく
にさがじゅうはしもとしん
ざえもんじょうただよし

１口 S29.12.3 横浜市 個人

江戸時代。反りの浅い刀姿で鼓中心である。

県 工芸 刀　銘　長曽禰興正
かたな　めい　ながそね
おきまさ

１口 S30.5.10 横浜市 個人

江戸時代。金像嵌銘延宝三年十月十六日二ツ胴於眼
前切断之山野勘十郎久英、身幅広い堂々とした寛文
新刀である。

県 工芸 刀　銘　加卜 かたな　めい　かぼく １口 S30.5.10 横浜市 個人
江戸時代。銘竜大森治郎左衛門入道大村加ト慰作之
越後幕下士真十五用伏作。身幅広い反りの少ない豪
壮な刀である。

県 工芸 太刀　銘　信国 たち　めい　のぶくに １口 S31.8.17 横浜市 個人
南北朝時代。銘信国。京反りの優美な太刀。表に素
剣、裏に腰樋が彫刻されている。生中心。

県 工芸 刀　無銘　伝元重
かたな　むめい　でんもと
しげ

１口 S34.3.6 横浜市 個人
南北朝時代。磨上刀姿。表裏に棒樋を彫刻する。大磨
上無銘である。

県 工芸
わきざし　銘　相模国住人広
光　康安二年八月日

わきざし　めい　さがみの
くにじゅうにんひろみつ
こうあんにねんはちがつ
ひ

１口 S34.12.4 横浜市 個人

南北朝時代。平造り身幅広い寸延び姿のわきざし。表
に倶利伽羅、裏に素剣の彫刻がある。

県 工芸
太刀　銘　備前国長船住左近
将監長光造　正応二年己丑
六月日

たち　めい　びぜんのくに
おさふねじゅうさこんの
しょうげんながみつぞう
しょうおうにねんきちゅう
ろくがつひ

１口 S35.5.17 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県
附）足利時代墨革包
太刀拵 S60.8.29　　変更

鎌倉時代。小切先、腰反り長寸の太刀。太刀表鎬地に
元より梵字、素剣二筋樋が彫ってあり、基上横手の近
くまで神名が各種彫り付けてある。

県 工芸 わきざし　銘　肥前国忠吉
わきざし　めい　ひぜんの
くにただよし

１口 S36.7.4 横浜市 個人 附）江戸時代合口拮 S55.5.21    変更
江戸時代。平造の寸延短刀姿の脇差。表に二筋樋、
裏に棟樋に添樋が彫られる。

県 工芸 銅鐘（龍華寺） どうしょう（りゅうげじ） １口 S44.12.2 横浜市
龍華寺（金沢区洲崎町9-
31）

龍華寺
室町時代。古様式の鐘で銘文にある天文より以前に
鋳られたと思われる鋳ばなしのままである。

県 工芸 銅鐘（妙光寺） どうしょう（みょうこうじ） １口 S44.12.2 横浜市
妙光寺（瀬谷区上瀬谷町
8-3）

妙光寺
鎌倉時代（銘文に正中二年、物部守光）。追刻銘によ
り妙光寺に寄進された際の事情が知られる。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

県 工芸 金銅装笈 こんどうそうおい １基 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

室町時代。桐材製のやや裾開きの箱に短い四脚をつ
け、正面の表側には薄手の金銅版を張る。（修験者な
どが持ち物を入れて背中に負う箱）。

県 工芸 椿彫木朱漆笈
つばきちょうぼくしゅしつ
おい

１基 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

室町時代。三脚をつけた箱笈で、正面の６枚の扉全体
に渡って開花した椿と葉を一杯に埋めた図様であらわ
している。

県 工芸 刀　銘　康継 かたな　めい　やすつぐ １口 S28.12.22
不明

（横浜市）
不明

江戸時代。銘於武州江戸越前康継南蛮鉄。生中心。
表に素剣梵字、裏にゴマ箸に梵字の彫りものがある。

県 工芸 刀　無銘　伝兼光
かたな　むめい　でんか
ねみつ

１口 S41.7.19
不明

（横浜市）
不明

南北朝時代。表裏に棒樋を彫刻する大磨上無銘であ
る。

県 工芸 刀　無銘　伝則重
かたな　むめい　でんのり
しげ

１口 S32.2.19
不明

（横浜市）
不明

鎌倉時代末。正宗十哲に数えられる則重と極められる
刀で、大磨上無銘である。

国
宝

書跡・典
籍・古文

書
文選集注 もんぜんしっちゅう 19巻 S30.2.2 横浜市

県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

M43.8.29指定

平安時代。周以来の有名な詩文などを梁の蕭統（しょ
うとう）が編集したものの写本である。

国
宝

書跡・典
籍・古文

書

称名寺聖教
金沢文庫文書

しょうみょうじしょうぎょう
かなざわぶんこもんじょ

16,692
点

4,149
通

H28.8.17 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

称名寺聖教（H18.6.9
重文指定）と金沢文
庫文書（H2.6.29重文
指定）を統合し、新
たな聖教類を追加し
て国宝指定。

金沢氏の菩提寺であった称名寺と、北条実時の草創
にかかる金沢文庫に伝来した史料群の一括で、称名
寺聖教及び金沢文庫文書ともに、我が国における代
表的な仏教・寺院史料及び武家文書として貴重であ
る。称名寺聖教及び金沢文庫文書ともに重要文化財
の指定を受けていたが、これらを統合し、新たに明ら
かになった聖教類を追加することで、史料群の全体像
を把握することができる。鎌倉時代の浄土宗や禅宗な
どの鎌倉新仏教、真言宗をはじめとした旧仏教を問わ
ず仏教史はもちろんのこと、政治史のみならず武家の
文化を解明する上で欠かせない第一級の史料であ
る。

国
書跡・典
籍・古文

書
称名寺絵図並結界記

しょうみょうじえずならび
にけっかいき

２幅 M42.4.5 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

元亨三年二月廿
四日（旧裏書）

S52.6.11現変

鎌倉時代。図は金堂と講堂を中心に諸堂、施設を描
き、周囲に朱線をめぐらせている。もと紙背に結界文
が記されていたが、現在、二幅仕立てに改装されてい
る。

国
書跡・典
籍・古文

書
紙本墨書　円覚経

しほんぼくしょ　えんがく
きょう

２巻 T3.4.17 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

正慶二年三月金
沢貞顕筆

鎌倉時代。円覚の理＝仏の悟りを説いた経で、金沢貞
顕が父顕時の三十三年忌の菩提を弔った宿紙供養経
である。

国
書跡・典
籍・古文

書
紙本墨書　明儒願文集

しほんぼくしょ　めいじゅ
がんもんしゅう

１冊 T11.4.13 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

・紙に湛睿とある

鎌倉時代。明儒日野賢実と菅原為長の六種の願文を
収めたものである。

国
書跡・典
籍・古文

書

紙本墨書　観音堂縁起　紹瑾
筆

しほんぼくしょ　かんのん
どうえんぎ　しょうきんひ
つ

１巻 S10.4.30 横浜市
總持寺
（鶴見区鶴見2-1-1）

總持寺
奥に元亨元年六
月十七日とある

鎌倉時代。一般に総持寺中興縁起と呼ばれ、諸岳観
音堂から禅院を開創するに至った由来を述べたもの。

国
書跡・典
籍・古文

書
紙本墨書　続古今集　巻下

しほんぼくしょ　ぞくこきん
しゅう　かんげ

１帖 S10.4.30 横浜市 個人
正平六年十二月
三日兼好感得の
奥書がある

鎌倉時代。続古今集の巻下を書写した胡蝶装の本。
兼好の自筆による奥書がある。

国
書跡・典
籍・古文

書

紙本墨書　建春門院中納言
記

しほんぼくしょ　けんしゅ
んもんいんちゅうなごんき

１帖 S11.5.6 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142）

神奈川県

藤原俊成の娘・建寿御前（藤原定家の姉。高倉天皇の
母である建春門院に使えた）の綴った宮廷生活等の回
想録。後宮のしきたり・風俗を描写する。奥書に金沢
貞顕の自署あり。

国
書跡・典
籍・古文

書
注大般涅槃経巻第十九

ちゅうだいはんねはんきょ
うまきだいじゅうきゅう

１巻 S24.2.18 横浜市
西方寺
（港北区新羽町2586）

西方寺

奈良時代。大般涅槃経を唐の韋・　（？）が注釈をした
もので全三十巻からなるものの一部である。

国
書跡・典
籍・古文

書
弘決外典鈔　巻第一、二、三

ぐけつげてんしょう　まき
だいいち、に、さん

３帖 S34.6.27 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

巻第二、弘安七年
六月十五日円種
奥書

鎌倉時代。「止観輔行伝弘決」の中の外典を鈔出し、
注釈を加えたもの。首尾を通じ施された綿密な訓点は
国語資料として貴重なもの。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国
書跡・典
籍・古文

書
連歌懐紙 れんがかいし ５帖 S36.2.17 横浜市

県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

中二帖、正慶元
年・元弘三年興行
年記

鎌倉時代。仏書の紙背として伝存されたもの。称名寺
で張行された連歌の懐紙である。

国
書跡・典
籍・古文

書
卜筮書巻第廿三断簡

ぼくぜいしょまきだいに
じゅうさんだんかん

１巻 S36.2.17 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

紙背授菩薩戒儀

唐時代。占卜の書。現在はわずかに式三の巻末部分
二紙四十九行を残すのみである。

国
書跡・典
籍・古文

書

古今和歌集第一、二残闕（片
仮名本）

こきんわかしゅうだいい
ち、にざんけつ（かたかな
ぼん）

１巻 S36.2.17 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

紙背応永三年十
月書写胎蔵法聞
書

鎌倉時代。藤原清輔が校合した片仮名書きの「清輔本
古今和歌集」である。

国
書跡・典
籍・古文

書
宋版一切経 そうはんいっさいきょう

3486
帖

H9.6.30 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142）

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

附）版本一切経目
録一幅

南宋時代。北条実時が一門の菩提寺である金沢称名
寺に寄進したまとまった宋版一切経遺品。

国
書跡・典
籍・古文

書
法曹類林断簡 ほっそうるいりんだんかん １巻 H14.6.26 横浜市

県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

平安時代末期に成立した律令格式に基づいた判例集
であり、奥書から嘉元２年（1304）年に金沢貞顕が書写
したことが知られる。

国
書跡・典
籍・古文

書

宋版南史　残巻（列伝巻第三
十六、三十七、三十八）、断
簡（目録、列伝巻第十六、三
十五）（金沢文庫本）

そうはんなんし　ざんかん
（れつでんまきだいさん
じゅうろく、さんじゅうな
な、さんじゅうはち）、だん
かん（もくろく、れつでんま
きだいじゅうろく、さんじゅ
うご）（かなざわぶんこぼ
ん）

３帖、
６紙

H18.6.9 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

中国の歴代王朝の正史の一つで、南北朝時代の南朝
国家の歴史を記したものである。現存最古の南宋時
代の版本として極めて貴重であり、北条実時が創建し
た金沢文庫に伝来したことが明らかなもの。

国
書跡・典
籍・古文

書
武蔵国鶴見寺尾郷絵図

むさしのくにつるみてらお
ごうえず

１幅 H17.6.9 横浜市
県立金沢文庫（金沢区金
沢町142）

神奈川県

建長寺塔頭正統庵領であった鶴見・寺尾両郷に関す
る堺争論に際して、南北朝初期に作成された絵図であ
る。

国
書跡・典
籍・古文

書
新古今和歌集竟宴和歌

しんこきんわかしゅうきょ
うえんわか

１巻 H27.9.4 横浜市
横浜市立大学（横浜市金
沢区瀬戸22-2）

公立大学法人横
浜市立大学

新古今和歌集の完成を祝って、元久二(1205）年に、後
鳥羽院（1180～1239年）が催した歌会の和歌である。
後鳥羽院が作った１首と、藤原良経らの各１首の計20
首を収めている。勅撰集の完成に伴い、初めて催され
た竟宴における和歌であり、かつ、鎌倉時代中期にさ
かのぼる最古の写本として貴重である。

県
書跡・典
籍・古文

書
清拙正澄墨蹟

せいせつしょうちょうぼく
せき

１幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

南北朝時代。日本の禅寺の規律を確立した清拙正澄
の貴重な墨跡。建武五年(1338）に弟子鏡空が乗福寺
住持に新任する時の祝辞。

県
書跡・典
籍・古文

書
石室善玖墨蹟 せきしつぜんくぼくせき １幅 H11.2.12 横浜市

県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

南北朝時代。建長寺の住持石室善玖の墨跡。応安二
年(1369)智翁紹綱が京都長福寺へ帰る際、餞別として
与え、併せて太政大臣久我通相に表敬したもの。

県
書跡・典
籍・古文

書
源頼朝袖判下文

みなもとのよりともそでは
んくだしぶみ

１幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

鎌倉時代。鎌倉幕府初代将軍源頼朝が、北関東の御
家人の小山朝政に宛てた下文。将軍家政所より発給
された地頭職補任状を再度承認したもの。数少ない頼
朝袖判下文。

県
書跡・典
籍・古文

書
源頼家袖判下文

みなもとのよりいえそでは
んくだしぶみ

１幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

鎌倉時代。鎌倉幕府二代将軍源頼家が、小山朝政を
播磨国五箇庄の地頭職に補任した下文。頼家関係の
数少ない極めて貴重な古文書。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 考古資料 青磁壺 せいじつぼ １合 S43.4.25 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺
（金沢区金沢町
212-1）

武蔵称名寺境内石造
五輪塔（伝金沢貞顕
墓）納置

宋時代。俗に酒会壺とよばれる元口の壺。伝金沢貞
顕墓から骨を収めた状態で発見された。

県 考古資料 人面付土器 じんめんつきどき １箇 S59.3.30 横浜市
横浜市歴史博物館
（都筑区中川中央1-18-
1)

横浜市
横浜市鶴見区上末吉
上台遺跡出土

弥生時代後期のひょうたん形をした人面付壺形土器。

県 考古資料 綾瀬市寺尾遺跡出土品
あやせしてらおいせきしゅ
つどひん

368点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財センター
（南区中村町3-191-1）

神奈川県

後期旧石器時代及び縄文時代草創期。時期の異なる
７層の文化層が重複して発見され、石器群の変遷が
層位的に明らかにされた。

県 考古資料
海老名市上浜田遺跡出土玦
状耳飾

えびなしかみはまだいせ
きしゅつどけつじょうみみ
かざり

６点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財センター
（南区中村町3-191-1）

神奈川県

縄文時代早期。滑石製で墓穴と考えられる３基の土擴
から２点一対で出土し、埋葬された人物の両耳に装着
されていたことを推測させる良好な出土状態を示すと
ともに、玦状耳飾の初期の優品。

県 考古資料
山北町尾崎遺跡出土の石斧
製作に関連する石器

やまきたまちおさきいせき
しゅつどのせきふせいさく
にかんれんするせっき

1,081
点

H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財センター
（南区中村町3-191-1）

神奈川県

縄文時代中期。良質な凝灰岩の石材産地に立地した
石斧の生産遺跡で、縄文時代の石斧の生産と供給の
状況を示し、この時代の社会・経済を知るうえで貴重
な資料。

県 考古資料
秦野市砂田台遺跡出土の石
器、鉄器及び弥生土器

はだのしすなだだいいせ
きしゅつどのせっき、てっ
きおよびやよいどき

42点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財センター
（南区中村町3-191-1）

神奈川県

弥生時代中期。大陸系磨製石斧と鉄剣を再加工した
鉄器は、東日本での本格的な農耕文化定着期の鉄器
の普及を明らかにする貴重な資料。

県 考古資料 綾瀬市宮久保遺跡出土木簡
あやせしみやくぼいせき
しゅつどもっかん

１点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財センター
（南区中村町3-191-1）

神奈川県

奈良時代。「鎌倉郷」が記載された最古の資料であり、
「田令」・「郡稲長」などの郡雑任や「軽部」という部姓氏
族の資料であり、古代の地方行政に関する貴重な資
料である。

県 考古資料 三浦市間口洞窟遺跡出土品
みうらしまくちどうくついせ
きしゅつどひん

450点 H13.2.13 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60)

神奈川県

弥生時代中・後期及び古墳時代後期。三浦半島に特
徴的に分布する海蝕洞窟遺跡特有の骨角貝製生活
用具と墳墓副葬品。

県 考古資料

綾瀬市吉岡遺跡群Ｂ区と藤
沢市用田鳥居前遺跡出土の
旧石器時代の遺跡間接合石
器

あやせしよしおかいせき
ぐんびーくとふじさわしよ
うだとりいまえいせきしゅ
つどのきゅうせっきじだい
のいせきかんせつごう
せっき

455点 H16.2.10 横浜市
県埋蔵文化財センター
（南区中村町3-191-1）

神奈川県 附)その他の剥片類

およそ２㎞離れたふたつの遺跡で出土した旧石器時
代の石器群が接合。旧石器時代人の移動の実態や生
活の様相を知る上で貴重な資料。

県 考古資料
鎌倉市下馬周辺遺跡出土の
鎧

かまくらしげばしゅうへん
いせきしゅつどのよろい

一括 H28.3.29 横浜市
県埋蔵文化財センター
(南区中村町3-191-１)

神奈川県
附）銭貨1,896枚、古
瀬戸　花瓶1口、古瀬
戸　香炉1口

　鎌倉時代。若宮大路に面して建てられた大型の竪穴
建物から、平成23年に出土。部品単体ではなく鎧全体
の形でまとまって出土した例は、平安時代後期から鎌
倉時代では全国で２例目、鎌倉時代では全国初の貴
重な事例。

国 歴史資料 日本図（遠江、越後以東欠）
にほんず（とおとうみ、え
ちごいとうけつ）

１枚 S62.6.6 横浜市
県立金沢文庫(金沢区金
沢町142）

称名寺（金沢区金
沢町212-1）

鎌倉時代。金沢文庫に伝存する中世文書中より発見
された所謂行基式日本図。

国 歴史資料
銀板写真（遠藤又左衛門と従
者像）ｴﾘﾌｧﾚｯﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ｼﾞｭﾆｱ
撮影一八五四年

ぎんばんしゃしん（えんど
うまたざえもんとじゅうしゃ
ぞう）えりふぁれっと･ぶら
うん･じゅにあさつえいせ
んはっぴゃくごじゅうよね
ん

１枚 H18.6.9 横浜市
横浜美術館（西区みなと
みらい3-4-1）

横浜市 附）添状１通

幕末に来航したペリー配下の写真師が撮影した銀板
写真。遠藤又左衛門は松前藩士で、箱館でペリーとの
諸交渉にあたった。外国人が日本国内で日本人を撮
影した現存最古の写真の一枚。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 歴史資料
銀板写真（石塚官蔵と従者
像）ｴﾘﾌｧﾚｯﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ｼﾞｭﾆｱ撮
影一八五四年

ぎんばんしゃしん（いしづ
かかんぞうとじゅうしゃぞ
う）えりふぁれっと･ぶらう
ん･じゅにあさつえいせん
はっぴゃくごじゅうよねん

１枚 H18.6.9 横浜市
市立函館博物館(北海道
函館市青柳町17-1)

個人
附）添状２通、ｳｨﾘ
ｱﾑｽ・羅森合筆扇
面１幅

幕末に来航したペリー配下の写真師が撮影した銀板
写真。石塚官蔵は松前藩士で、箱館でペリーとの諸交
渉にあたった。外国人が日本国内で日本人を撮影した
現存最古の写真の一枚。

国 歴史資料
氷川丸
　昭和五年、横浜船渠株式会
社製

ひかわまる
　しょうわごねん、よこは
ませんきょかぶしきがい
しゃせい

１艘 H28.8.17 横浜市
横浜市中区山下町山下
公園地先

日本郵船株式会
社

附）航海日誌・
     諸記録類　８

点
　　図面類　455点

昭和５（1930）年に日本郵船株式会社が発注し、横浜
船渠株式会社にて竣工した貨客船である。昭和35
（1960）年の引退まで主としてシアトル航路に就航し、
戦前・戦後の貨客輸送に従事したが、昭和16（1941）
年からは海軍特設病院船、終戦後は復員輸送船、の
ちに国内・国外航路貨客船の任を担った。本船は当時
の先進の造船技術を導入して国内にて建造された貨
客船であり、海外との輸送手段を貨客船が担っていた
時代、戦中戦後の激動の時代において、社会・経済史
上に大きな役割を果たした。戦前期に多数建造された
外航船の現存唯一の遺存例として、近代交通史上、
造船技術史上などにおいて貴重な資料である。

国 歴史資料
日本丸
　昭和五年、株式会社川崎
造船所製

にっぽんまる
　しょうわごねん、か
ぶしきがいしゃかわさ
きぞうせんしょせい

１艘 H29.9.15 横浜市

横浜市西区みなとみら
い２－１－１　旧横浜
船渠株式会社第一船渠
内

横浜市

船員養成用の練習帆船として文部省が発注した船で、
昭和５年（1930）に進水した。全長97.05メートル、総トン
数2278.25トン、横肋骨方式リベット構造の鋼製補助機
関付帆船であり、帆装は４本マストバーク型、主機関
は国産初の大型ディーゼル機関である池貝鉄工所製
造の無気噴油式四サイクルディーゼルエンジンを搭載
している。
長い期間にわたり船員養成の任を担い、我が国の海
運業の発展に貢献した。現存する希少な戦前期建造
の船であり、建造当時の構造、艤装(ぎそう)をよく伝
え、わが国の海運史、造船技術史等研究上において
貴重である。

県
有形民俗
文化財

舞楽面（陵王、抜頭）
ぶがくめん（りょうおう、
ばっとう）

２面 H7.2.14 横浜市
瀬戸神社（金沢区瀬戸
18-14）

瀬戸神社

鎌倉時代。舞楽の面だが、神楽や雨乞いにも使われ
たと考えられ、民俗的に貴重。
なお、この文化財は「木造　舞楽面（陵王、抜頭）」の名
称で国指定重要文化財（彫刻）にも指定されている。

県
有形民俗
文化財

「神奈川の職人の道具」コレ
クション

「かながわのしょくにんの
どうぐ」これくしょん

1,982
点

H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館（中区南
仲通5-60）

神奈川県

神奈川県立歴史博物館が長年収集してきた県内の工
芸関係以外の職種の道具集。木地師、物差し職人等
県内でも限られた地域で活躍していた職種のものも含
まれ全国的にも貴重。多職種の道具がそれぞれ一式
揃えられ、製作の工程や技術、職人の信仰習俗などを
うかがい知ることができる。都市化により有形民俗文
化財が消滅しつつある本県において、職人の様相を
後世に伝える貴重なコレクション。

県
無形民俗
文化財

お馬流し おうまながし S53.6.23 横浜市
本牧お馬流し保
存会

８月第１又は第２
日曜日

S52.2.9県選択
本牧神社に伝わる御霊信仰による厄霊放流行事。茅
でつくった馬首亀体のお馬を御神船から海へ放流す
る。

県
無形民俗
文化財

善部妙蓮寺の曲題目
ぜんぶみょうれんじのきょ
くだいもく

H3.2.8 横浜市
善部妙蓮寺曲題
目保存会

１０月第３土曜日 S53.9.1県選択
唄うように唱える題目に合わせ子供達が、バチや太鼓
を可憐に操る。

県
無形民俗
文化財

牛込の獅子舞 うしごめのししまい H13.2.13 横浜市 牛込獅子保存会
１０月上旬の土・
日

一人立ち三頭獅子舞。前日には美しが丘の神明社に
も奉納。元禄の悪疫流行期に伝習されたとの説も。締
太鼓の枠打ちが多く、力強い所作が特徴。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

県
無形民俗
文化財

鉄の獅子舞 くろがねのししまい H13.2.13 横浜市
鉄古典獅子舞保
存会

１０月第１日曜日

一人立ち三頭獅子舞。舞の名称が振りに起因している
点は奥多摩方面と類似。舞手は大人。花や弓等の道
具とじゃれたり、格闘を表す舞振りがあったりと、変化
に富んでいるのが特徴。

国
無形

文化財
芸能　能シテ方 げいのう　のうしてかた R4.10.31 横浜市

大坪近司
（芸名・雅号等：大
坪喜美雄)

能シテ方は、ワキ方、囃子方、狂言方とともに能を成
立させる技法で、曲中の人物に扮し、曲中に扱われて
いることを歌い舞いして演じる。氏は、昭和34年に宝生
英雄（後の十八世宝生宗家）に師事し、着実に芸歴を
重ね、現在に至っている。伝統的なシテ方宝生流の技
法を高度に体現し 、 地謡や後見での力量も含め評価
が高く 、 現在の宝生流を代表する能楽師の一人とし
て重要な位置を占めている。

国
選定保存

技術
甲冑修理 かっちゅうしゅうり R4.10.31 横浜市 西岡文夫

甲冑の修理には、各材質に応じた高度な技術が求め
られるとともに、製作された当初の構造材を可能な限
り活かすことが必要である。氏は、昭和53年より甲冑
製作を独学で始め、昭和56年に甲冑師森田朝二郎氏
に師事し、同技術を体得した。氏の甲冑修理は、平
安・鎌倉期の大鎧から当世具足など中近世以降に至
る幅広い時代の甲冑について、安定した技術と確かな
見識の下に適切な保存処置を施すことにおいて、高い
評価を得ている。

国 史跡 称名寺境内 しょうみょうじけいだい T11.10.12 横浜市 金沢区金沢町、西柴町 横浜市
S47.1.31追加指定
及び名称変更

関東では例の少ない苑池中心の庭園、指定地西側の
隣接地に由緒ある金沢文庫の名を冠した県立の博物
館施設がある。

国 史跡 三殿台遺跡 さんとのだいいせき S41.4.2 横浜市 磯子区岡村 横浜市所管

調査により縄文、弥生、古墳、各時代にわたる２５０例
の住居跡が発見され野外博物館として保存されてい
る。

国 史跡 大塚・歳勝土遺跡
おおつかさいかちどいせ
き

S61.1.31 横浜市 都筑区大棚西 横浜市所管

鶴見川支流の早淵川左岸台地上に位置する弥生時
代中期の環濠集落跡（大塚遺跡）と方形周溝墓群（歳
勝土遺跡）である。

国 史跡 旧横浜正金銀行本店
きゅうよこはましょうきん
ぎんこうほんてん

H7.6.27 横浜市 中区南仲通 神奈川県所有

明治13年、貿易取引の決済業務と貿易金融とを主要
目的として設立。近代の貿易金融機関の在り方を示す
重要な遺跡。

国 史跡 朝夷奈切通 あさいなきりどおし S44.6.5
横浜市・
鎌倉市

横浜市金沢区朝比奈
町、鎌倉市十二所

H15.8.27、
H19.7.26、
H20.7.28追加指定

13世紀中期に執権北条泰時によって開削された。鎌
倉七口の一つで最も高く峻険である。鎌倉と外港・六
浦津を結ぶ重要交通路であり、防禦施設の名残も残さ
れている。

県 史跡 市ヶ尾横穴古墳群
いちがおおうけつこふん
ぐん

S32.2.19 横浜市 青葉区市ケ尾町 横浜市管理

七世紀頃。丘陵の西斜面に作られた横穴が並ぶ。入
口の前方に墓前祭的行事が行われた前庭部が存在
する。

県 史跡 品濃一里塚 しなのいちりづか S41.7.19 横浜市 戸塚区品濃町、平戸町 横浜市管理

旧東海道は切り下げられたが、塚はほぼ東西に両相
対し、原型に近い形で保存されている。

県 史跡 稲荷前古墳群 いなりまえこふんぐん S45.3.24 横浜市 青葉区大場町字稲荷前 横浜市管理

前方後円墳・前方後方墳・円墳・方墳・横穴墓が発見
された。今は前方後方墳一基と方墳二基が保存され
ている。

国 名勝 山手公園 やまてこうえん H16.2.27 横浜市
中区山手町、中区妙香
寺台

明治時代初頭に横浜の外国人居留地に設置された我
が国最初の公園であり、開設当時から継承する多くの
諸要素が一体となって、現状に見る優秀な風致景観を
形成していることから、学術上、観賞上の高い価値を
有する公園である。

国 名勝 三溪園 さんけいえん H19.2.6 横浜市
中区本牧三之谷、同本
牧間門

近代横浜を代表する実業家である原富太郎（三溪）が
明治時代後期から造営した自邸の庭園。起伏に富む
広大な敷地に古建築を移築し、池や渓流を築造した自
然主義に基づく風景式庭園で、学術上・芸術上・鑑賞
上の価値は極めて高い。

県
天然記念

物 日野のシイ ひののしい S36.3.14 横浜市 港南区日野中央 個人
原家の庭に在るスダジイの大木。樹高約20メートル、
目通しは4.3メートル。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

県
天然記念

物 旧城寺の寺林 きゅうじょうじのじりん S55.2.15 横浜市
緑区三保町2029-1、
2030～4、2038～9

旧城寺

県下の内陸台地に残された典型的な郷土林で、カヤ、
アラカシ、シラカシ、ケヤキなどの大木が密閉した樹冠
を形成している。

県
天然記念

物 根岸八幡神社の社叢林
ねぎしはちまんじんじゃの
しゃそうりん

S55.2.15 横浜市 磯子区西町171 八幡神社
急な崖上を発達した常緑広葉樹林でタブノキ、スダジ
イを中心とし、カクレミノ大木も混える。

県
天然記念

物 宝生寺・弘誓院の寺林
ほうしょうじ・ぐぜいいん
のじりん

S55.2.15 横浜市
南区堀ノ内1-68-1、南区
睦町2-226、228、229

宝生寺、弘誓院

タブノキ、スダジイ、シラカシなど関東地方の常緑広葉
樹林の主木による横浜市内でも有数のまとまった林相
をもつ寺林。

県
天然記念

物 師岡熊野神社の社叢林
もろおかくまのじんじゃの
しゃそうりん

H3.2.8 横浜市
港北区師岡町字表谷戸
1137-2

熊野神社

針葉樹の植栽もみられず、各階層に常緑広葉樹の種
群がバランスよく育成している。

県
天然記念

物
森浅間神社とその周辺の樹
叢

もりせんげんじんじゃとそ
のしゅうへんのじゅそう

H6.2.15 横浜市 磯子区森2-463-1他
浅間神社、
横浜市

スダジイが優占する常緑広葉樹林で、市街地内に残さ
れた貴重な自然林。

国 登録有形
横浜市西谷浄水場濾過池整
水室上屋３号棟

よこはましにしやじょうす
いじょうろかちせいすいし
つうわやさんごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国 登録有形
横浜市西谷浄水場濾過池整
水室上屋４号棟

よこはましにしやじょうす
いじょうろかちせいすいし
つうわやよんごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国 登録有形
横浜市西谷浄水場濾過池整
水室上屋７号棟

よこはましにしやじょうす
いじょうろかちせいすいし
つうわやななごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国 登録有形
横浜市西谷浄水場濾過池整
水室上屋８号棟

よこはましにしやじょうす
いじょうろかちせいすいし
つうわやはちごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国 登録有形
横浜市西谷浄水場配水池浄
水井上屋

よこはましにしやじょうす
いじょうはいすいちじょう
すいいうわや

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国 登録有形
横浜市西谷浄水場配水池配
水井上屋

よこはなしにしやじょうす
いじょうはいすいちはいす
いいうわや

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国 登録有形
旧横浜居留地煉瓦造下水道
マンホール

きゅうよこはまきょりゅうち
れんがづくりげすいどうま
んほーる

H10.9.2 横浜市 横浜市中区日本大通 横浜市 明治14～16年 煉瓦

明治初年のブライトン設計の陶管下水道を煉瓦造に
改造した際の施設。日本人の計画による最初の近代
下水遺構。

国 登録有形 川島町旧配水計量室上屋
かわしまちょうきゅうはい
すいけいりょうしつうわや

H10.9.2 横浜市
横浜市保土ヶ谷区川島
町578-12

横浜市 大正３年 煉瓦１

同時期建設の西谷浄水場の下方に位置する。浄水場
内の上屋と同様の造りであるが、外装には格別の仕
様がとられている。

国 登録有形
市立港中学校門柱（旧花園
橋親柱）

しりつみなとちゅうがっこ
うもんちゅう（きゅうはなぞ
のばしおやばしら）

H11.11.18 横浜市 横浜市中区山下町241 横浜市 昭和３年 石造

震災復旧事業の一環で大岡川に架けられた花園橋の
親柱を移設したもの。石柱と鋳鉄製照明部から構成さ
れ、全体にアールデコ調の意匠が施される。

国 登録有形 横浜国立大学名教自然碑
よこはまこくりつだいがく
めいきょうしぜんひ

H12.4.28 横浜市
横浜市保土ヶ谷区常盤
台79-5

国立大学法人横
浜国立大学

昭和12年/昭和54
年移築

石造

横浜高等工業学校初代校長である鈴木達治の功績を
讃えて建てられた。端整な比例と素材を生かした造形
に気品と記念性がうかがわれる。

国 登録有形
横浜国立大学教育人間科学
部附属横浜中学校校舎（旧
横浜高等工業学校本館）

よこはまこくりつだいがく
きょういくにんげんかがく
ぶふぞくよこはまちゅう
がっこうこうしゃ（きゅうよ
こはまこうとうこうぎょう
がっこうほんかん）

H12.12.4 横浜市 横浜市南区大岡2-31-3
国立大学法人横
浜国立大学

昭和13年 ＲＣ３

両翼を全面に突出させたルネッサンス様式的形態をと
るが、外見は水平線を強調するとともに、正面中央に
縦長の連続窓を配するなどモダニズム的意匠でまとめ
る。

整水室上屋は、内法10フィート角の正方形で、花崗岩
切石の土台に煉瓦一枚積みで外壁を造り、銅板葺の
特異な宝形屋根をかける。浄水・排水井上屋は八角
形の煉瓦造で規模が一回り大きいが、構造及び意匠
は整水室上屋と共通である。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 登録有形
ジェラール水屋敷地下貯水
槽

じぇらーるみずやしきちか
ちょすいそう

H13.4.24 横浜市 横浜市中区元町1-77 横浜市 明治10年代 煉瓦

幕末から横浜に居留したフランス人ジェラールが経営
した船舶給水業施設で兼営したフランス瓦煉瓦製造工
場に地下に築造され、谷戸の湧水を集めて貯水した。

国 登録有形 関戸家住宅主屋 せきどけじゅうたくおもや H13.8.28 横浜市
横浜市青葉区美しが丘
西2-40-8

個人 明治初期 木造１

久保木村の名主の住宅で、桁行１４間と横浜市内では
最大級の民家。寄棟造で、東側に土間を置いた六間
取り形式で、土間に接して馬屋を内部に取り込む。

国 登録有形 関戸家住宅文庫蔵
せきどけじゅうたくぶんこ
ぐら

H13.8.28 横浜市
横浜市青葉区美しが丘
西2-40-15

個人 安政５年 土蔵２

桁行３間、梁行２間規模の２階建土蔵。主屋寄りに隠
居と伝えられる床付８帖を備えるという特徴がある。

国 登録有形 関戸家住宅穀蔵 せきどけじゅうたくこくぐら H13.8.28 横浜市
横浜市青葉区美しが丘
西2-40-8

個人 江戸末期 土蔵２

桁行４間、梁行２間の丁寧な造りの２階建土蔵。

国 登録有形 金澤園 かなざわえん H16.3.2 横浜市 横浜市金沢区柴町46 個人 昭和４年 木造２

海岸の近傍に建てられた割烹旅館。入母屋造、桟瓦
葺の木造2階建で、客室は銘木を用いた凝ったつくり
の座敷飾りや建具、欄間により、それぞれ趣向を凝ら
す。戦前の郊外行楽地における休泊施設の好例を示
す。

国 登録有形 總持寺三松関 そうじじさんしょうかん H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正９年 門　木造
総欅造の１間高麗門。

国 登録有形 總持寺香積台 そうじじこうしゃくだい H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正９年 木造二階建
切妻造、妻入の大規模な２階建。

国 登録有形 總持寺待鳳館 そうじじたいほうかん H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺
大 正 ４ 年 ／ 昭和
32年移築改造

木造平屋建
迎賓館施設。主体部は尾張徳川家旧書院を移築した
もの。

国 登録有形 總持寺紫雲台 そうじじしうんたい H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正４年 木造平屋建
入母屋造、軒唐破風付の向拝をもつ壮大な構成。

国 登録有形 總持寺御霊殿 そうじじごれいでん H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 昭和12年 木造平屋建
拝殿・幣殿・奥殿が連続した独特な権現造風。

国 登録有形 總持寺仏殿（大雄宝殿）
そうじじぶつでん（だいゆ
うほうでん）

H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正４年 木造平屋建
方３間もこし付で、創意工夫を凝らし、内外とも荘厳な
構成。

国 登録有形 總持寺虎嘯窟 そうじじこしょうくつ H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺
安政年間／明治
44年移築

木造平屋建
貫首の居住施設で丁寧な書院造。

国 登録有形 總持寺放光堂 そうじじほうこうどう H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺
安政年間／明治
44年移築

木造平屋建
桁行30mに及ぶ雄大な規模を持つ。

国 登録有形 總持寺鐘鼓楼 そうじじしょうくろう H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正４年 木造二階建
古風な楼造。

国 登録有形 總持寺衆寮 そうじじしゅりょう H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正４年 木造平屋建
簡明な住宅建築の形式になる。

国 登録有形 總持寺大僧堂 そうじじだいそうどう H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 昭和12年 木造平屋建
内部に座禅用の畳敷の床を設け、中央２本の独立円
柱上に独特な挿肘木を組む。

国 登録有形 總持寺百間廊下及び門
そうじじひゃっけんろうか
およびもん

H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正４年頃 木造平屋建
長大な廊下に３つの門を設けた形式。

国 登録有形 總持寺向唐門 そうじじむかいからもん H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正14年 木造
前後に唐破風を付けた精緻なつくりの四脚門。

国 登録有形 總持寺鐘楼 そうじじしょうろう H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正４年 木造
卓越した造形感覚の吹放し鐘楼。

国 登録有形 總持寺三宝殿 そうじじさんぽうでん H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 昭和17年 木造平屋建
独特な構成になる社殿建築。
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横浜市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理団

体
備考１ 備考２ 建設年代

国 登録有形 總持寺放光観音台座
そうじじひかりかんのんだ
いざ

H17.7.12 横浜市 横浜市鶴見区鶴見2-1-1 大本山總持寺 大正12年 石造

花崗岩製台座で、細部まで行き届いた造形になる。

国 登録有形 光明寺書院 こうみょうじしょいん H17.7.12 横浜市 横浜市南区庚台66 光明寺
明治33年／大正
13年移築

木造平屋建

もと小田原御用邸の常宮御座所を移築したもので、近
代和風の宮廷建築として貴重。

国 登録有形 山口家住宅主屋
やまぐちけじゅうたくしゅ
おく

H17.7.12 横浜市
横浜市港北区篠原台町
12-21

個人 昭和13年頃
木造平屋一部二
階建

私鉄（東急東横線）沿線住宅地に建つ１間洋館付の木
造和風住宅。

国 登録有形 角田家住宅主屋 つのだけじゅうたくしゅおく H18.11.29 横浜市 横浜市栄区公田町2306 個人 大正２年頃 木造平屋建

国 登録有形 角田家住宅道具蔵
つのだけじゅうたくどうぐ
ぐら

H18.11.29 横浜市 横浜市栄区公田町2306 個人 明治期 土蔵造二階建

国 登録有形 角田家住宅石垣
つのだけじゅうたくいしが
き

H18.11.29 横浜市 横浜市栄区公田町2306 個人 大正期
石 造 / 延 長 40
メートル

国 登録有形 田畑家住宅主屋 たばたけじゅうたくしゅおく H22.1.15 横浜市
横浜市神奈川区白幡上
町93

個人
昭和７年/昭和中
期・昭和後期改修

木造平屋建/桟
瓦葺・スレート葺

和風住宅の玄関脇に急勾配の切妻屋根と出窓をもつ
洋館部分を併設した、いわゆる「洋館付き住宅」の典
型例である。

国 登録有形
旧長濱検疫所一号停留所
（厚生労働省横浜検疫所検
疫資料館）

きゅうながはまけんえき
しょいちごうていりゅう
じょ(こうせいろうどう
しょうよこはまけんえき
しょけんえきしりょうか
ん)

H30.5.10 横浜市 横浜市金沢区長浜107-8
国（厚生労働
省）

明治中期／大正
後期改修

木造平屋建、金
属板葺

検疫対象者の旧宿泊施設。切妻造鉄板葺、コの字形
平面で、外壁は下見板張、上下(あげさげ)窓を基調と
しながら突出部の先端にベイウィンドウを用いて変化
を付ける。横浜最古級の洋風建築として貴重な存在。

国
登録記念
物 山下公園 やましたこうえん H19.2.6 横浜市 横浜市中区山下町 横浜市

関東大震災後の復興事業の一環として、横浜港に臨
んで造成された日本で最初の臨海都市公園。保健・休
養の場として重要な機能を持ち、園内にはインド水塔、
石積護岸、石造バルコニーなど当時の公園施設が多
く遺存するなど景趣に富む。

国
登録記念
物 日本大通り にほんおおどおり H19.2.6 横浜市 横浜市中区日本大通 横浜市

慶応２年（１８６６）の大火後に、東の外国人居留地と
西の日本人街を隔てる防火道路として明治４年（１８７
１）に設計され、明治１０年（１８７７）までに完成した横
浜市関内の並木街路で、公園史上の意義が深く、風
致に富んだ優秀な景趣を持つ。

国
登録記念
物 横浜公園 よこはまこうえん H19.2.6 横浜市 横浜市中区横浜公園 横浜市

明治９年（１８７６）に居留外国人と日本人がともに使え
る「彼我公園」として開園し、日本大通りとともに横浜
の中心市街地における重要な空間軸を成してきた都
市公園。

主屋はつし２階建で、瓦葺屋根の軒を出桁造とする農
家系近代和風住宅の好例である。隣接する道具蔵は
黒漆喰塗の２階建で、両開塗戸を備え、主屋とともに
重厚な外観を構成する。敷地の東辺をなす石垣は切
石積で延長は40ｍ、上部は生垣とし良好な住宅景観
を呈す。
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川崎市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 建造物 旧伊藤家住宅
きゅういとうけじゅう
たく

１棟 S39.5.29 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。旧所在川崎市金程。入母屋
造茅葺。ヒロマ型平面で、前面の格子窓
は17世紀末にさかのぼるものである。

国 建造物 旧北村家住宅
きゅうきたむらけじゅ
うたく

１棟 S41.12.5 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代（貞享４年の墨書）。旧所在秦
野市堀山下。寄棟造茅葺。ヒロマ型平面
をもつ民家である。

国 建造物 旧佐々木家住宅
きゅうささきけじゅう
たく

１棟 S42.12.11 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

附）寛保三亥年家
普請人足諸入用
帳、延享四年座敷
普請入用覚帳

江戸時代（享保17年）。旧所在長野県南
佐久郡八千穂村。寄棟造茅葺。土間側
をカブト造としてある。

国 建造物 旧太田家住宅
きゅうおおたけじゅう
たく

２棟 S43.4.25 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市 主屋・土間

江戸時代中期。旧所在茨城県笠間市。
両棟とも寄棟造茅葺、土間を別棟とした
分棟型民家である。

国 建造物 旧江向家住宅
きゅうえむかいけ
じゅうたく

１棟 S44.6.20 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代中期。旧所在富山県東礪波郡
平村。切妻造妻入茅葺。五箇山地方の
典型的な合掌造民家である。

国 建造物 旧工藤家住宅
きゅうくどうけじゅう
たく

１棟 S44.12.18 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。旧所在岩手県紫波郡紫波
町。寄棟造茅葺。

国 建造物 旧作田家住宅
きゅうさくたけじゅう
たく

２棟 S45.6.17 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市 主屋・土間

江戸時代中期。旧所在千葉県山武郡九
十九里町。主屋寄棟造茅葺。土間寄棟
造妻入茅葺。別棟造民家の典型である。

県 建造物 旧清宮家住宅
きゅうきよみやけ
じゅうたく

１棟 S46.3.30 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代初期。一重寄棟造。南面一部
庇付。旧所在川崎市登戸。ヒロマ後半に
小室をもち、周囲の間取り等も古式の民
家である。

県 建造物 旧野原家住宅
きゅうのはらけじゅう
たく

１棟 S46.3.30 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代後期。合掌造平入。旧所在富
山県東礪波郡利賀村。庄川支流利賀川
筋の民家である。

県 建造物 旧広瀬家住宅
きゅうひろせけじゅう
たく

１棟 S46.3.30 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代中期。切妻造。旧所在山梨県
塩山市上萩原。甲州型切妻民家として最
も古い遺構の一つである。

県 建造物 旧山下家住宅
きゅうやましたけ
じゅうたく

１棟 S47.11.24 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。合掌造。旧所在岐阜県大野
郡御母衣村。現存の合掌造としては、比
較的古く、かつ整備されている重要な遺
構である。

県 建造物 旧鈴木家住宅
きゅうすずきけじゅう
たく

１棟 S47.11.24 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代後期。寄棟造。旧所在福島県
松川町。奥州街道の馬宿で、奥行が長
い典型的な宿場建築である。

県 建造物 旧三澤家住宅
きゅうみさわけじゅう
たく

１棟 S47.11.24 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。切妻造。旧所在長野県伊那
市西町。幕末の整備された町屋建築で
ある。

県 建造物 影向寺薬師堂 ようごうじやくしどう １棟 S52.8.19 川崎市
影向寺
（宮前区野川419）

影向寺

附）厨子（１基）、銅
板屋根替銘札（２
枚）、薬師堂前石
燈籠（１基）、境内
出土古瓦（15個）、
塔心礎（通称影向
石１個）

江戸時代（造営銘札に元禄７年）。桁行５
間梁行５間、寄棟造、内陣、外陣で構成
され内部は中世以来の伝統的な密教本
堂の形式によるものである。なお、当堂
に関係する文化財も一括指定した。
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川崎市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 旧岩澤家住宅
きゅういわさわけ
じゅうたく

１棟 S61.11.28 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市
S62.4.1
変更

江戸時代中期。寄棟造。旧所在愛甲郡
清川村煤ヶ谷。神奈川県近世民家の古
い特徴を示す民家である。

県 建造物 旧井岡家住宅
きゅういおかけじゅ
うたく

１棟 S61.11.28 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市
附）旧柱等部材11
丁

江戸時代中期。切妻造。旧所在奈良市
高畑町。奈良市付近の近世町屋の典型
である。

県 建造物 旧菅原家住宅
きゅうすがわらけ
じゅうたく

１棟 H元.2.10 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市 附）祈祷札１枚

江戸時代。茅葺寄棟造、二面破風付。旧
所在山形県東田川郡朝日村。東北豪雪
地帯の特色をあらわしたはっぽう造りに
よる近世民家。

県 建造物 旧山田家住宅
きゅうやまだけじゅう
たく

１棟 H9.2.10 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

18世紀前期、平入り、切妻の合掌造の
古例。越中に所在しながら飛騨の特徴を
有する。

国 絵画
紙本著色　花鳥人物図　等春筆六曲
屏風（十一図）

しほんちゃくしょく
かちょうじんぶつず
とうしゅんひつろっ
きょくびょうぶ（じゅう
いちず）

１双 S63.6.6 川崎市 個人
各扇に景徐周麟の
賛がある

室町時代。向かって右隻は虞舜図、陶淵
明図、紅蓼白鷺図、林和靖図、芙蓉鶉
図、茶花双禽図、向かって左隻は榴花禽
蝶図、布袋図、桃花珍禽図、霊照女図、
梅花鳩図を各扇に一図ずつ貼り（一図欠
けている）、各図の上方にそれぞれに対
する七言絶句の賛を貼っている。

国 絵画
紙本墨画瀟湘八景図（東山清音帖）
〈池大雅筆／扇面十六（絵八、対題
八）〉

10枚 S60.6.6 川崎市 個人

書画共に江戸時代の代表的な文人画家
池大雅（1723～1776）の手になるもの。
伝統的な画題を扱いながら、斬新な感覚
が認められ、扇面形を生かした構図は変
化に富み、筆法も疎密さまざまに水墨の
妙を尽しており、大雅の水墨画の傑作に
挙げられ、晩年の作と考えられる。

県 絵画 紙本金地著色　鳥合わせ図屏風
しほんきんじちゃく
しょく　とりあわせず
びょうぶ

６曲
１双

S59.11.22 川崎市
長念寺（多摩区登戸
1416）

長念寺

江戸時代。伝承によれば、永徳筆という
が不明。めずらしい主題である鳥の鳴き
くらべを描いている。

国 彫刻 木造　薬師如来両脇士像
もくぞう　やくしにょ
らいりょうきょうじぞ
う

３躯 M33.4.7 川崎市
影向寺（宮前区野川
419）

影向寺

平安時代。一木造。量感に富むが、全体
に彫り口は浅く、地方的な一種荒い作風
を示す。

県 彫刻 木造　聖観音立像
もくぞう　しょうかん
のんりゅうぞう

１躯 S41.7.19 川崎市
広福寺（多摩区枡形
6-7-1）

広福寺

鎌倉時代。寄木造。髪の毛を高く結い上
げた宋風を思わせる像である。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさ
つりゅうぞう

１躯 S41.7.19 川崎市
広福寺（多摩区枡形
6-7-1）

広福寺
平安時代。寄木造。後世の修理による削
り直しが目立つが、全体として平安後期
の風が認められる。

県 彫刻 木造　虚空蔵菩薩立像
もくぞう　こくぞうぼ
さつりゅうぞう

１躯 H4.11.20 川崎市
能満寺（高津区千年
354）

能満寺
南北朝時代。寄木造。高く結い上げた宝
髻、女性的な顔立などに宋元風の特色
が認められる。

国 工芸 銅　錫杖頭
どう　しゃくじょうがし
ら

１柄 S35.6.9 川崎市 個人

平安時代。鋳銅製。宝塔、十一面観音、
脇侍二天、僧形などを鋳出した優作であ
る。

国 工芸 葵梶葉文染分辻が花染小袖
あおいかじはもんそ
めわけつじがはなそ
めこそで

１領 S46.6.22 川崎市
明長寺
（川崎区大師本町
10-22）

明長寺

桃山時代。綿を薄く入れた袷仕立の小袖
で、身幅を広く、袖幅を狭くして振りがな
く短い袖の形態に桃山時代の作風があ
らわれている。

国 工芸 蕨手刀子 わらびてとうす １口 S51.6.5 川崎市 個人

奈良時代。鋒（きっさき）両刃造、蕨手形
茎（わらびでがたなかご）をした伝世の刀
子。伝世品として類例は極めて少ない。
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川崎市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 工芸 鰐口（春日神社）
わにぐち（かすがじ
んじゃ）

１口 S44.12.2 川崎市
春日神社（中
原区宮内4-
12-2）

室町時代。全体としてふくらみの極めて
少ない扁平な鰐口で、釣環の目との間
が広くあいている。

県 工芸 太刀（銘国宗） たち（めいくにむね） １口 S29.3.30 川崎市 川崎市 個人

鎌倉時代。やや細身の太刀姿で、中心
は少磨上となっている。

国
書跡・典籍・

古文書
宋拓隋啓法寺碑

そうたくずいけいほ
うじひ

１帖 S37.2.2 不明
（川崎市）

不明
宋時代。

国 考古資料 鬼瓦　伝奈良市大安寺出土
おにがわら　でんな
らしだいあんじしゅ
つど

１箇 S35.6.9 川崎市
奈良国立博物館（奈
良県奈良市登大路
町50）

個人

奈良時代。大安寺出土と伝えられ、ほぼ
完形を保つ優品である。

国 考古資料 片口土器 かたくちどき １口 S35.6.9 川崎市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13−9）

個人
埼玉県入間郡福岡村
上福岡出土

縄文時代。

国
有形民俗文

化財
旧船越の舞台

きゅうふなこしのぶ
たい

１棟 S51.8.23 川崎市
日本民家園（多摩区
枡形7-1-1）

川崎市

三重県志摩郡大王町船越から移築。建
物全体は間口17.960メートル、奥行
11.817メートル。舞台間口　10.840メート
ル、　奥行8.570メートル。廻り舞台の直
径5.470メートル。花道長さ9.696メート
ル。幅1.350メートル。前に出語りあり
1.818メートル。楽屋は下手溜にあり、舞
台後と二階に道具置場兼楽屋がある。
瓦葺。出語りの造りの美しさも特徴の一
つ。

県
無形民俗文

化財
沖縄民俗芸能

おきなわみんぞくげ
いのう

S51.10.19 川崎市
川崎沖縄芸能
研究会

不定期
S29.3.30
県無形文
化財指定

江戸時代に能、歌舞伎の技法を参酌し
て構成したといわれる独特の古典美をも
つ旧尚王家の式楽。

県
無形民俗文

化財
小向の獅子舞 こむかいのししまい H13.2.13 川崎市

小向獅子舞保
存委員会

８月第２日曜日

享保年間に顕妙院日義上人が修得し伝
授。大きなささら、両側から二人で打つ大
太鼓、竜頭型獅子舞、明確な緩急、すり
足の所作等が特徴の一人立三頭獅子
舞。舞手は青年、仲立ちは小学生が担
当。

県
無形民俗文

化財
初山の獅子舞 はつやまのししまい H13.2.13 川崎市

初山獅子舞保
存会

１０月第１日曜日

江戸初期の獅子頭が現存。一人立三頭
獅子舞。舞手は小中学生。低姿勢の舞
振り、観客からのおひねりを使って博打
を打つ場面、剣獅子が雌獅子隠し役とな
るなどが特徴。

県
無形民俗文

化財
菅の獅子舞 すげのししまい H13.2.13 川崎市

菅獅子舞保存
会

９月１２日頃の休日

明和８年以前から。一人立三頭獅子舞で
舞手は共に２０歳以下の青年。獅子の足
支度が脚絆・わらじ履きであることから
「旅獅子」とも呼ばれる。物語性も豊か。

県
選
択

無形民俗文
化財

川崎山王祭りの宮座式
かわさきさんのうま
つりのみやざしき

H3.2.8 川崎市
稲毛神社氏子
総代会

８月１～３日

神社に、専任の神職が置かれていな
かった中世の神事の執行方法を伝える。
関東では珍しい。

国 史跡 橘樹官衙遺跡群
たちばなかんがい
せきぐん

H27.3.10 川崎市
高津区千年、宮前区
野川

川崎市

H30.10.15、
H31.2.26、R3.3.26
R3.10.10、R4.3.15
追加指定

橘樹官衙遺跡群は、７世紀後半の地方
行政組織である評の役所の成立の背景
や構造、そこから郡衙へと発展する過程
やその後の廃絶に至るまでの経過をた
どることができる遺跡である。
７世紀から10世紀の地方官衙の実態と
その推移を知る上で重要である。

県 史跡 子母口貝塚 しぼくちかいづか S32.2.19 川崎市
高津区子母口富士
見台

川崎市管理

縄文時代早期後半の子母口式土器の標
準遺跡。多摩川の沖積地をのぞむ台地
上に立地する。

県 史跡 東高根遺跡 ひがしたかねいせき S46.12.21 川崎市 宮前区神木本町 （県立公園）

弥生時代後期から古墳時代後期までの
保存状態のよい住居跡。県立東高根森
林公園として整備されている。

県 史跡 馬絹古墳 まぎぬこふん S46.12.21 川崎市 宮前区馬絹 川崎市管理

古墳時代後期。第１室・第２室・玄室から
なる石室は、奥行約９メートル、幅約３
メートルの堂々としたものである。
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川崎市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 史跡 西福寺古墳 さいふくじこふん S55.9.16 川崎市 高津区梶ヶ谷 川崎市管理

六世紀中～後半。径29メートル、高さ５
メートルの円墳。円筒埴輪片が発見され
ている。

県 天然記念物 東高根のシラカシ林
ひがしたかねのしら
かしりん

S46.12.21 川崎市
宮前区神木本町2-
10-1

神奈川県
シラカシ群集を中心とした常緑広葉樹林
であり、関東平野の内陸台地の本来の
植生状態をよく示している。

国 登録有形 二ヶ領用水久地円筒分水
にかりょうようすいく
じえんとうぶんすい

H10.4.21 川崎市
川崎市高津区久地
341

川崎市 昭和16年 ＲＣ

サイフォンの原理の応用により湧き上
がった水を、円筒の周囲に配された４つ
の水路に分水する。この形式の分水施
設は数多く作られたが、その初期の事例
である。

国 登録有形 川崎河港水門
かわさきかこうすい
もん

H10.9.2 川崎市
川崎市川崎区港町
66地先

川崎市 昭和３年 ＲＣ

鉄筋コンクリートと金森式鉄筋煉瓦が併
用される。門構頂部に果物をあしらった
飾りを載せるなど土木構造物としては極
めて装飾的で異彩を放っている。

国 登録有形 昭和電工川崎工場本事務所
しょうわでんこうか
わさきこうじょうほん
じむしょ

H11.8.23 川崎市
川崎市川崎区扇町
5-1

昭和電工株式
会社川崎工場

昭和６年 ＲＣ２

ＲＣ造り２階建、陸屋根の事務所建築
で、正面中央に車寄を低平に突き出し、
縦長の窓を並べた簡潔な外観意匠。昭
和初期京浜工業地帯における工場事務
所建築の代表的事例のひとつ。

国 登録有形 旧原家住宅稲荷社
きゅうはらけじゅ
うたくいなりしゃ

R1.12.5 川崎市
川崎市中原区小杉
陣屋町

個人
明治後期／平成
27年移築

木造平屋
建、銅板
葺

中原街道に面する旧家の稲荷社。屋
敷地南寄りの覆屋内に北面して建
ち、一間社流造銅板葺で、正面に軒
唐破風を付す。小規模ながら上質な
つくりの社殿。主屋は川崎市立日本
民家園に移築している。

国 登録有形 旧原家住宅表門
きゅうはらけじゅ
うたくおもてもん

R1.12.5 川崎市
川崎市中原区小杉
陣屋町

個人
明治後期／平成
４年移築

木造、瓦
葺

敷地南面中央に立つ一間薬医門。切
妻桟瓦葺で、五平の本柱に縦長の冠
木を渡す。簡素ながら良質なケヤキ
材を用いており、旧家の屋敷構の一
端を伝える。主屋は川崎市立日本民
家園に移築している。

国 登録記念物 二ヶ領用水
にかりょうようす
い

R2.3.10 川崎市
多摩区・高津区・
中原区・幸区

川崎市 川崎市

慶長16年（1611年）、多摩川右岸の低地
（稲毛領・川崎領）の新田開発を目的とし
て開削された用水である。近代以降、
桃・梨畑にも利用され、昭和になると工
業用水としても利用された。近世・近現代
の川崎の歴史を理解するうえで意義深
い。

県 天然記念物
春日神社、常楽寺及びその周辺の樹
叢

かすがじんじゃ、じょ
うらくじおよびその
しゅうへんのじゅそ
う

H4.2.14 川崎市
中原区宮内字白田
耕地614 他

春日神社、
常楽寺

市街地内に残された貴重な郷土林。

国 登録記念物 禅寺丸柿 ぜんじまるがき H19.7.26 川崎市

禅寺丸柿は、鎌倉時代前期に現在の
川崎市麻生区王禅寺地内、星宿山王
禅寺（せいしゅくざんおうぜんじ）
の山中で発見され、果実の甘さが記
録されたことにより日本で最古の甘
柿とされている。日本最古の甘柿と
して江戸時代から戦後まで多く生産
された。明治時代に誕生した柿生村
の由来となった、この地域では重要
なものである。

川崎市麻生区王禅
寺他

個人
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相模原市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 建造物 石井家住宅 いしいけじゅうたく １棟 S46.12.28 相模原市 緑区澤井 個人 附）古図１枚

江戸時代（宝永２年）の、式台を持つ格
式の高い民家。大工銘まであるめずらし
いものである。

県 建造物 旧青柳寺庫裡
きゅうせいりゅうじく
り

１棟 S56.7.17 相模原市 緑区大島3853-8 相模原市
S56.7.28
変更

江戸時代。大型の広間型民家の間取り
と、庫裡の特色を併せ持つ。

県 建造物 小原宿本陣
おばらじゅくほんじ
ん

１棟 H8.2.13 相模原市 緑区小原698-1 相模原市

江戸時代後期。本陣特有の座敷を構
え、全体は江戸後期の養蚕民家の形式
を示している。

県 建造物 石楯尾神社本殿
いわだておじんじゃ
ほんでん

１棟 H8.2.13 相模原市
石楯尾神社（緑区佐
野川3448）

石楯尾神社

16世紀末。津久井郡旧佐野川村の鎮
守。蛙股、組物などに顕著な地方色が見
られる。

県 絵画
紙本淡彩　十六羅漢図　久隅守
景筆

しほんたんさい
じゅうろくらかんず
くすみもりかげひつ

16幅 S33.1.14 相模原市
県立歴史博物館（横
浜市中区南仲通5-
60)

光明寺（緑区
青山2591）

江戸時代。十六幅の中の一幅に「守景
筆」の落款があり狩野探幽門下の久隅
守景の作と知られている。

県 絵画 絹本著色　夢窓疎石像
けんぽんちゃくしょく
むそうそせきぞう

１幅 H19.2.9 相模原市
県立歴史博物館（横
浜市中区南仲通5-
60）

光明寺（緑区
青山2591）

優れた画質を有する南北朝時代の絵画
で、月江正印の筆跡を画上に持ち、留学
僧による請賛の経緯が分かることなどの
諸点において、夢窓の頂相のなかで極
めて重要な作品。

県 絵画 絹本著色　熊野権現影向図
けんぽんちゃくしょく
くまのごんげんよう
ごうず

１幅 S34.3.6 相模原市
県立歴史博物館（横
浜市中区南仲通5-
60）

正念寺（緑区
名倉3967）

室町時代中期。熊野権現の本地仏であ
る阿弥陀如来が来迎印を結び山上にわ
きあがる雲より来迎する図である。

国 工芸 太刀　銘　定吉 たち　めい　さだよし １口 S24.2.18 不明
（相模原市）

不明
鎌倉時代。猪首切先、生ぶ莖。山城綾
小路一派の作である。

国 工芸
短刀　銘　賀州住真景　貞治六
年月日

たんとう　めい　か
しゅうじゅうさねかげ
ていじろくねんつき
ひ

１口 S30.6.22 不明
（相模原市）

不明

室町時代。平造、生中心（うぶなかご）。
平造三ツ棟の短刀で僅かに反りがある。

県 工芸 鰐口（普門寺） わにぐち（ふもんじ） １口 S44.12.2 相模原市
普門寺（緑区中沢
200）

普門寺
室町時代（銘文に暦応二年）。全体とし
てやや繊細な感じのする整った鰐口で、
本県で最も古い作例である。

県 考古資料 津久井郡三ケ木遺跡出土品
つくいぐんみかげい
せきしゅつどひん

４箇ほ
か

S36.3.14 相模原市
県立津久井高校（緑
区三ケ木272-1）

神奈川県
弥生式壺形土器２個、
弥生式甕形土器２個、
弥生式土器破片一括

弥生時代。関東地方の弥生式土器のな
かで古い位置を占めるもので、一部に
「三ケ木式」の名称がある。

県 考古資料
相模原市田名向原遺跡の住居
状遺構出土の旧石器時代石器
群

さがみはらしたなむ
かいはらいせきの
じゅうきょじょういこ
うしゅつどのきゅう
せっきじだいせっき
ぐん

403点 H22.2.5 相模原市

相模原市立博物館
（中央区高根3-1-
15）
相模原市立史跡田
名向原遺跡旧石器
時代学習館（中央区
田名塩田3-23-11）

相模原市 附）その他の剥片等

本石器群は、最終氷期最寒冷期の相模
川河畔に構築された住居状遺構に、原
産地が多地域にわたる黒曜石の素材剥
片を主体とした原料が持ち込まれ、尖頭
器を中心とした石器製作が繰り返し行わ
れたことにより形成されたものであり、当
該期を代表する石器群であることととも
に、旧石器時代後半という我が国最古と
いわれる建物跡である住居状遺構から
出土したという点で、そこで行われた旧
石器時代の人々の活動や他地域との交
流、生活の仕組み等を解き明かす上で
欠くことのできない学術的に貴重な資料
である。

所在地は
神奈川
県、埼玉
県、千葉
県の三県
にわたる

端午の節句に行われ、子どもの成長祈
願と凧合戦と呼ばれる競技の２要素をも
つ大凧揚げ習俗。埼玉県東北部の江戸
川流域、千葉県上総地方、神奈川県相
模川流域の３地域で現在も盛んに行わ
れている。

H3.2.2
相模原市
・座間市

相模の大凧文
化保存会・座
間市大凧保存
会

５月４日～５日
国
選
択

無形民俗文
化財

関東の大凧揚げ習俗
かんとうのおおだこ
あげしゅうぞく
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相模原市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県
無形民俗文

化財
下九沢の獅子舞 しもくざわのししまい S51.10.19 相模原市

下九沢御嶽神
社獅子舞保存
会

８月２６日
S36.7.4県
無形文化
財指定

角兵衛流の一人立ち三頭獅子舞。優美
な江戸情緒をもつ衣装に、太鼓をもって
舞う。

県
無形民俗文

化財
大島の獅子舞 おおしまのししまい S51.10.19 相模原市

大島諏訪明神
獅子舞保存会

８月下旬の土曜日
又は日曜日

S36.7.4県
無形文化
財指定

下九沢と同型の角兵衛流一人立ち三頭
獅子舞。剣獅子の内側に「文政十二年」
の修理年号がある。

県
無形民俗文

化財
鳥屋の獅子舞 とやのししまい S51.10.19 相模原市

鳥屋獅子舞保
存会

８月の第２土曜日
S29.12.3
県無形文
化財指定

一人立ち三頭獅子舞。十七世紀に八王
子市高槻から伝えられたものといわれ
る。獅子頭は竜頭型で重箱獅子の異名
もある。

国 史跡 勝坂遺跡 かつさかいせき S49.7.2 相模原市 南区磯部字勝坂

S55.10.22､
S59.1.11、
H18.1.26、
R元.10.16
追加指定

縄文時代中期の拠点的な集落跡であ
り、立体的で豪華な文様で飾られた勝坂
式土器の標準遺跡である。本遺跡で最
初に調査が行われた現指定地の谷を挟
んだ東側等が追加指定された。

国 史跡 田名向原遺跡
たなむかいはらい
せき

H11.1.28 相模原市 中央区田名塩田 相模原市所有
約一万五千年前の旧石器時代末の遺
跡で、我が国最古の竪穴住居址状の遺
構を伴うことで注目される。

国 史跡 寸沢嵐石器時代遺跡
すあらしせっきじだ
いいせき

S5.11.19 相模原市 緑区寸沢嵐 相模原市
縄文時代後期初めの敷石住居跡、長径
は4.3メートルのほぼ楕円形の範囲に河
原石を敷きならべたものである。

国 史跡 川尻石器時代遺跡
かわしりせっきじだ
いいせき

S6.7.31 相模原市
緑区谷ヶ原、久保
沢、向原

相模原市

H13.1.29追
加指定及
び一部解
除
H16.9.30、
18.7.28、
R2.3.10追
加指定

神奈川県北西部、相模川北側河岸段丘
上に位置する縄文時代中期から後期に
かけての大規模な集落跡。竪穴住居の
ほか、敷石住居、配石遺構、配石墓など
礫を多用した遺構が多く確認されている
学史的にも著名な遺跡。

県 天然記念物 諏訪神社の大杉
すわじんじゃのおお
すぎ

S28.12.22 相模原市 緑区青根1304 諏訪神社
諏訪神社の御神木。雄大なスギの単木
で樹高45.5メートル、目通し９メートル、
根回り12.5メートルに達する。

県 天然記念物
石楯尾神社（名倉）の二本杉と
社叢

いわたておのじん
じゃ（なぐら）のにほ
んすぎとしゃそう

S47.2.25 相模原市 緑区名倉4523 他 石楯尾神社

ウラジロガシの群落は、自然林のおもか
げを残している。また境内地の中央に二
本杉がある。

県 天然記念物
キマダラルリツバメとその生息
地

きまだらるりつばめ
とそのせいそくち

S52.11.18 相模原市
緑区（旧藤野町全
域）

相模原市

幼生時にシリアゲアリと完全な共存をす
る特別な生態をもつ蝶で、個体数も極め
て少ない。

県 天然記念物 ギフチョウとその生息地
ぎふちょうとそのせ
いそくち

S57.12.28 相模原市
緑区（旧藤野町全
域）

相模原市
春の女神と称される愛らしいチョウ。太
平洋側での分布の東限域に当たるが、
県内では絶滅に瀕している。

国 登録有形
横浜市水道局青山水源事務所
旧青山取水口

よこはましすいどう
きょくあおやますい
げんじむしょきゅう
あおやましゅすいぐ
ち

H10.10.9 相模原市
相模原市緑区青山
3482

横浜市 明治30年 土木

取水地を道志川上流右岸に移した際の
遺構。流木除けの鉄柵の内側に玉石を
詰め、英国グラスゴーのレイドロー・アン
ド・サンズの鉄管２本立て直接取水する
構造をとる。

県内の数か所のカタクリ自生地の中で
も、もっとも自然に近い状態で現存して
いる。S53.6.23 相模原市 緑区牧野 個人県 天然記念物 カタクリの自生地 かたくりのじせいち
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相模原市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形
横浜市水道局青山水源事務所
旧青山沈殿池

よこはましすいどう
きょくあおやますい
げんじむしょきゅう
あおやまちんでんち

H10.10.9 相模原市
相模原市緑区青山
3482

横浜市 明治30年 土木

コンクリート造、約30ｍ角の規模で、２池
に分け、法面を玉石貼りとする（第２次拡
張時に約半分に縮小）。

国 登録有形 中村家住宅主屋
なかむらけじゅうた
くしゅおく

H18.3.2 相模原市
相模原市南区磯部
1734

相模原市 江戸末期
木造二階
建

鎌倉大工の石井甚五郎の手による初期
の擬洋風建築。

国 登録有形 神原家住宅長屋門
かんばらけじゅうた
くながやもん

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区牧野
4204

個人 江戸後期
木造平屋
建

規模が大きく、軒や小屋組に当初の形
式を良好にとどめ、豪壮な屋敷構えを伝
える。

国 登録有形 遠藤家住宅主屋
えんどうけじゅうたく
しゅおく

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区澤井
583

個人 江戸後期
木造二階
一部三階
建

国 登録有形 遠藤家住宅衣装蔵
えんどうけじゅうたく
いしょうぐら

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区澤井
583

個人 明治末期
土蔵造二
階建

国 登録有形 遠藤家住宅穀蔵
えんどうけじゅうたく
こくぐら

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区澤井
583

個人 文化７年
土蔵造二
階建

国 登録有形 和智家住宅主屋
わちけじゅうたくしゅ
おく

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区名倉
3788

個人 江戸末期
木造平屋
一部二階
建

式台を備え、書院造風座敷のある大規
模な民家建築。

国 登録有形 旧笹野家住宅主屋
きゅうささのけじゅう
たくしゅおく

H27.11.17 相模原市
相模原市緑区上九
沢

相模原市
江戸末期／明治２
年移築

木造平屋
建／瓦葺

国 登録有形 旧笹野家住宅長屋門
きゅうささのけじゅう
たくながやもん

H27.11.17 相模原市
相模原市緑区上九
沢

相模原市 江戸末期
木造平屋
建／鉄板
葺

林業と養蚕業を営んだ農家の住宅。主
屋は２階正面軒を高くつくり、せがい造と
した木造２階建で、衣装蔵と穀蔵は扉廻
り等に入念な漆喰仕上げの高度な技術
を見せる。

旧笹野家住宅は、養蚕などを手掛けた
旧名主の住宅である。近村から移築した
主屋は養蚕農家の特徴を備え、規模形
式とも充実した近世民家建築である。左
右に土間を配する長屋門とともに旧家の
歴史的景観を形成する住宅である。

23



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 

 



横須賀市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 彫刻
木造　阿弥陀如来及両脇侍像
(運慶作)

もくぞう　あみだにょ
らいおよびりょうきょ
うじぞう（うんけいさ
く）

３躯 T15.4.19 横須賀市
浄楽寺（芦名2-30-
5）

浄楽寺

各の像内に梵字宝篋印
陀羅尼等の記がある。
附）木造月輪形銘札３
枚

S50.6.12追
加指定

鎌倉時代。寄木造。内刳部に毘沙門天
像の胎内銘札と同筆で陀羅尼呪文が書
かれており、運慶一派の手によってつくら
れたものと思われる。

国 彫刻 木造　菩薩立像
もくぞう　ぼさつりゅ
うぞう

１躯 S47.5.30 横須賀市 満願寺（岩戸1-4-9） 満願寺

鎌倉時代。寄木造。運慶様の堂々たる量
感をもった像。宋風様式に先行する作品
である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさ
つりゅうぞう

１躯 S47.5.30 横須賀市 満願寺（岩戸1-4-9） 満願寺

鎌倉時代。寄木造。像の表現は菩薩像と
ほとんど共通し、同一作家の手によるも
のと考えられる。

国 彫刻
木造　不動明王・毘沙門天立像
(運慶作)

もくぞう　ふどうみょ
うおう・びしゃもんて
んりゅうぞう（うんけ
いさく）

２躯 S50.6.12 横須賀市
浄楽寺（芦名2-30-
5）

浄楽寺

附）木造月輪形銘札２
枚（各に種子、梵字宝
篋印陀羅尼及び文治五
年三月廿日平義盛芳縁
小野氏、大仏師興福寺
内相応院勾当運慶、執
筆尋西等の記がある）

S38.9.20県
指定

鎌倉時代。寄木造。玉眼、ずんぐりとした
プロポーションの造形。胎内の銘札によ
り和田義盛夫婦を願主として運慶により
造られたことが判明。

国 彫刻
木造　三浦義明坐像(御霊明神
社安置)

もくぞう　みうらよし
あきざぞう（ごれい
みょうじんじゃあん
ち）

１躯 H5.1.20 横須賀市
満昌寺
（大矢部1-15-10）

満昌寺

鎌倉時代末期の作。神格化されたやや
異質な武人俗体肖像彫刻の古例として
注目される。

国 彫刻 木造　観音菩薩坐像
もくぞう　かんのん
ぼさつざぞう

１躯 H10.6.30 横須賀市
清雲寺
（大矢部5-9-20）

清雲寺
H3.2.8   県
指定

南宋時代。京都泉涌寺の木造観音菩薩
坐像とともに、わが国に遺存する南宋彫
刻の代表的作例。

国 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにし
んしょうりゅうぞう

12躯 H24.9.6 横須賀市
神奈川県立金沢文
庫（横浜市金沢区金
沢町142）

曹源寺
S41.7.19
県指定

鎌倉時代。作風から運慶周辺の仏師に
よるものと考えられる。12躯が完存し保
存状態がよいことや、図像的に東国の十
二神将像の起点となる特徴を具えている
ことでも注目される。

県 彫刻 木造　毘沙門天立像
もくぞう　びしゃもん
てんりゅうぞう

１躯 S35.5.17 横須賀市
清雲寺（大矢部5-9-
20）

清雲寺

鎌倉時代。寄木造。小像ながら四肢に力
がこもっている。兜を別に作り、頭部に地
髪を彫む。彩色にも当初のものを残して
いる。

県 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょ
らいざぞう

１躯 S41.7.19 横須賀市
最宝寺（野比1-51-
1）

最宝寺

鎌倉時代。寄木造。膝前の衣文の複雑
な表現が強く、宋風の影響を強く感ぜら
れる。

国 工芸
短刀〈銘来国光／元徳二年以下
切〉

たんとう〈めいらいく
にみつ／げんとくに
んえんいかきれ〉

１口 S30.2.2 不明
（横須賀市）

不明 附）獅子造腰刀拵

来国光の健全で出来のよい作。拵は江
戸時代。

県 考古資料
横須賀市吉井貝塚出土の縄文
時代早期の骨角牙器・貝製品

よこすかしよしいか
いづかしゅつどの
じょうもんじだいそう
きのこっかくがき・か
いせいひん

396点 H14.2.12 横須賀市
横須賀市自然・人文
博物館（深田台95）

横須賀市

縄文時代早期後半。多種・多量の骨角牙
器から構成され、この時代の多様な生産
活動や精神生活を明らかにするうえで貴
重な資料である。

国 歴史資料 スチームハンマー すちーむはんまー ２基 H10.6.30 横須賀市
ヴェルニー記念館
（東逸見町1-1）

横須賀市
H15.5.29追
加指定

1865年オランダ製。横須賀製鉄所の建
設にともないオランダから購入した。蒸気
力で金属を鍛造する機械。
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横須賀市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 歴史資料
東京湾第三海堡構造物（兵
舎・観測所・探照灯・砲側
庫）

とうきょうわんだ
いさんかいほうこ
うぞうぶつ（へい
しゃ・かんそく
じょ・たんしょう
とう・ほうそく
こ）

４基 H30.3.16 横須賀市

兵舎：横須賀市平
成町
観測所・探照灯・
砲側庫：横須賀市
夏島町

横須賀市

我が国が近代国家として発展する中、首
都防衛という当時の国家プロジェクトに
よって、東京湾周辺に築かれた「東京湾
要塞」の一部。
東京湾第一海堡～第三海堡は、我が国
初の本格的な人工島で、特に第三海堡
は最も深い場所での建設であり、埋め立
てや防波護岸工事などに当時の様々な
最先端の土木技術が導入された。残され
た構造物は、全体のごく一部ではある
が、そのような当時において高まってきた
我が国の近代土木技術の貴重な物証と
して高い価値を有す。

国
有形民俗文

化財
三浦半島の漁撈用具

みうらはんとうの
ぎょろうようぐ

2,603点 S49.2.18 横須賀市
横須賀市自然・人文
博物館（深田台95）

横須賀市

網漁具、漁船等は日本でも有数な所蔵。
その他釣鈎製作用具、餌取用具、生簀、
蛸壺、蛸の曳釣用具、磯漁の覗突（みつ
き）用具、漁撈信仰用具など多岐にわた
るコレクション。

県
有形民俗文

化財
鴨居の漁撈用具コレクション

かもいのぎょろうよう
ぐこれくしょん

    １件
（258点）

S46.9.17 横須賀市
横須賀市自然・人文
博物館（深田台95）

横須賀市

生産・生業に用いられる漁具を中心に集
められたコレクションである。

県
無形民俗文

化財
虎踊 とらおどり S51.10.19 横須賀市

浦賀虎踊り保
存会

６月中旬

S47.4.11県
無形文化財
指定
H16.2.6国選
択

全国的に数少ない芸能であり、伊豆下田
から伝えられたという。特に本県のもの
は、和藤内、大唐人、十人余の唐児の踊
りがあるのが特色であり、他にはない。

国 史跡 三浦安針墓 みうらあんじんはか T12.3.7 横須賀市 西逸見町 横須賀市

江戸時代初期に幕府高官として重要な
地位を占めたイギリス人航海士ウィリア
ム・アダムスは、三浦に領地を与えられ
三浦安針と呼ばれたが、本人と妻の供養
塔が建てられている。

国 史跡 夏島貝塚 なつしまかいづか S47.1.27 横須賀市 夏島 横須賀市

縄文時代早期の貝塚で各時期の貝層が
累積しており、最下部の貝層から「夏島
式土器」が出土した。

国 史跡
東京湾要塞跡
　猿島砲台跡
　千代ヶ崎砲台跡

とうきょうわんようさ
いあと
　さるしまほうだいあ
と
　ちよがさきほうだ
いあと

H27.3.10 横須賀市
横須賀市猿島、西浦
賀

横須賀市

東京湾要塞跡は、明治時代に首都防衛
のため陸軍によって東京湾岸一帯に築
かれた要塞の遺跡である。猿島砲台は
明治17年(1884)に，千代ヶ崎砲台は同28
年(1895)にそれぞれ竣工した沿海砲台で
ある。
我が国近代の軍事、土木・建築技術の歴
史を知る上で重要である。

県 史跡 茅山貝塚 かやまかいづか S29.12.3 横須賀市 佐原

縄文時代早期末の貝塚で、明治時代か
らすでに知られていた。茅山式土器の標
準遺跡である。

県 史跡 吉井貝塚を中心とした遺跡
よしいかいづかを
ちゅうしんとしたい
せき

S48.11.2 横須賀市 吉井
S55.9.16
追加指定
横須賀市管理

縄文時代早期の茅山式土器を含む貝層
を主体とする貝塚。平安時代末に怒田城
のあったところとされる。

県
天然記念物
及び名勝

天神島、笠島及び周辺水域
てんじんじま、かさじ
まおよびしゅうへん
すいいき

S40.8.10 横須賀市
佐島及び芦名地先
の水域

横須賀市 S50.10.17追加指定

動植物、地質の海陸共に貴重な自然が
豊富な資料として狭い地域に調和してい
る貴重な地域である。当該物件は天然記
念物としても、県の指定を受けている。

S51.10.19県
指定（浦賀
虎踊り保存
会）

全国的に数少ない芸能であり、伊豆下田
から伝えられたという。特に本県のもの
は、和藤内、大唐人、十人余の唐児の踊
りがあるのが特色であり、他にはない。H16.2.6 横須賀市

浦賀虎踊り保
存会・中村町
内会虎踊り保
存会

６月中旬
国
選
択

無形民俗文
化財

横須賀の虎踊
よこすかのとらおど
り
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横須賀市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 天然記念物 はまおもと はまおもと S28.12.22 横須賀市
佐島水尻1457-1～5
及び1458

横須賀市

ヒガンバナ科の常緑多年草。佐島は分布
北限域の一つ。自生限界は年平均気温
14度の等温線とほぼ一致する。

県 天然記念物 大松寺林 だいしょうじりん S51.8.20 横須賀市
小矢部3-1082-1、
1076

大松寺

三浦半島の郷土林として残り少ない貴重
な歴史を経た常緑広葉樹の寺林。

県 天然記念物 叶神社の社叢林
かのうじんじゃの
しゃそうりん

S51.12.17 横須賀市 東浦賀町2-59-1他 叶神社

常緑広葉樹林が、社叢林として保護さ
れ、安定した自然林として残されている。

県 天然記念物 白髭神社の社叢林
しらひげじんじゃの
しゃそうりん

S51.12.17 横須賀市 野比字中村261 白髭神社

海岸に面した神社林は風衝作用により低
くおさえられ、厳しい立地条件に対応して
成立するスダジイ林の典型。

県 天然記念物 三島社の社叢林
みしましゃのしゃそう
りん

H4.2.14 横須賀市 武1-2749-1他 三島社

アカガシ、スダジイ、モチノキが混生した
常緑広葉樹林。

国 登録有形
横須賀市水道局走水水源地煉
瓦造貯水池

よこすかしすいどう
きょくはしりみずす
いげんちれんがづく
りちょすいち

H12.2.15 横須賀市
横須賀市走水1-1-
26

横須賀市 明治35年 煉瓦

上屋付き煉瓦造貯水池。内部空間を扁
平ヴォールトが、入口・丸窓を左右対称
に配した壁面で覆われ、屋上は盛土され
る。

国 登録有形
横須賀市水道局走水水源地鉄
筋コンクリート造浄水池

よこすかしすいどう
きょくはしりみずす
いげんちてっきんこ
んくりーとづくりじょう
すいち

H12.2.15 横須賀市
横須賀市走水1-1-
26

横須賀市 明治41年 ＲＣ

上屋付き浄水池。内部は鉄筋コンクリー
トの５連馬蹄形ヴォールトで構成され、外
壁には石で縁取りされた丸窓を一列に配
す。

国 登録有形
日本基督教団横須賀上町教会・
付属めぐみ幼稚園

にほんきりすときょう
だんよこすかうわまち
きょうかい・ふぞくめぐ
みようちえん

H15.3.18 横須賀市 横須賀市上町2-43
宗教法人日本
基督教団横須
賀上町教会

昭和５年頃／昭和
25年増築

木造１一部
２階

外装下見張で、尖頭アーチ型の上げ下
げ窓を礼拝堂の各側面に配する。切妻
屋根の道路側に設けられた塔屋に十字
架を掲げる。

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場緩速ろ過池調整室Ⅰ

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうかん
そくろかちちょうせい
しついち

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平
屋建

緩速ろ過池の各調整室は同形式のRC平
屋建で、アングル材を用いて組み上げら
れた鉄骨を３基並べRC造スラブを支える
珍しい構造形式。
配水池の各入口は同形式のRC造、直線
を基調としたセセッション風の幾何学的
デザインでランドマーク的な構造物。
ベンチュリーメーター室は近代水道の仕
組を今に伝える貴重な施設。

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場緩速ろ過池調整室Ⅱ

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうかん
そくろかちちょうせい
しつに

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平
屋建

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場緩速ろ過池調整室Ⅲ

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうかん
そくろかちちょうせい
しつさん

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平
屋建

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場緩速ろ過池調整室Ⅳ

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうかん
そくろかちちょうせい
しつよん

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平
屋建
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横須賀市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場配水池東入口

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうはい
すいちひがしいりぐ
ち

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場配水池西入口

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうはい
すいちにしいりぐち

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造

国 登録有形
横須賀市上下水道局逸見浄水
場ベンチュリーメーター室

よこすかしじょうげ
すいどうきょくへみ
じょうすいじょうべん
ちゅりーめーたーし
つ

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見町
2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平
屋建

国 登録有形 旧澤田家別荘
きゅうさわだけべっ
そう

R4.2.17 横須賀市 横須賀市秋谷
株式会社SUN
EAST

昭和３年／昭和８
年増築

木造2階建、
瓦葺

秋谷海岸東の丘陵地に位置する医師の
旧別荘。南北に長い敷地の北に平屋建
寄棟造桟瓦葺、南に二階建寄棟造桟瓦
葺を建て、廊下で繋ぐ。内部一階は北棟
は二室、南棟は一室で両棟の西に縁を
付す。南棟二階は一室で、高欄付の西
縁から海を臨む昭和前期の別荘。

国 登録有形 髙橋家住宅主屋
たかはしけじゅうたく
おもや

R4.2.17 横須賀市 横須賀市本町 個人 昭和11年
木造平屋一
部2階建、瓦
葺

どぶ板通り南の丘陵に西面する米穀商
の住宅。道に面して入母屋造の玄関を付
す和館の北に、切妻造妻入フランス瓦葺
の洋館を接続する。内部はＬ字形平面で
玄関から東へ片廊下を延ばし、北に座敷
など和室三室を並べる。和洋の意匠を並
置し横須賀の歴史を物語る。

国 登録有形
西﨑家住宅(船越町洋館付き住
宅)主屋

にしざきけじゅうたく
（ふなこしちょうよう
かんつきじゅうたく）
おもや

R4.2.17 横須賀市 横須賀市船越町 個人
昭和13年／昭和47
年、令和元年改修

木造平屋
建、瓦葺

長浦湾を見下ろす丘陵に南面する元御
用商人の住宅。西半を洋館、東半を和館
とし、正面中央に入母屋造の玄関を突出
する。洋館はスティックスタイル風とし、屋
根は半切妻とする。和館は続き座敷を配
し、南西に縁を巡らす。高台にあって地
域の景観を形成する住宅。
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平塚市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 建造物 光明寺本堂内厨子
こうみょうじほんどう
ないずし

１基 S45.6.17 平塚市
光明寺
（南金目896）

光明寺
附）木造聖観音立
像

S38.9.20
県指定

室町時代。一間厨子。入母屋造。本瓦
形板葺。なお前立の木造聖観音像の胎
内銘に明應７年とある。

県 建造物 妙覚寺四脚門
みょうかくじしきゃく
もん

１棟 S48.12.21 平塚市
妙覚寺
（上吉沢388）

妙覚寺

室町時代、本県にはめずらしい室町様
式の小規模な四脚門である。

県 建造物 光明寺観音堂
こうみょうじかんの
んどう

１棟 S54.2.16 平塚市
光明寺
（南金目896）

光明寺

江戸時代（明應７年創建の前身堂の部
材がある）。桁行５間梁行６間宝形造向
拝附。内部は内陣、外陣を仕切る密教
本堂の形式である。

国 彫刻 木造　不動明王立像
もくぞう　ふどうみょ
うおうりゅうぞう

１躯 S8.1.23 平塚市
八剣神社（下吉沢
712）

八剣神社

平安時代。一木造。藤原様式の優美な
像。製作は非常に優れ、中央から移入さ
れたとの説もある。

県 彫刻 木造　金剛力士立像
もくぞう　こんごうり
きしりゅうぞう

２躯 H3.2.8 平塚市 光明寺（南金目896） 光明寺

南北朝時代。一木造。量感があり力強
い。県下はもちろん、関東においても屈
指の作である。

県 彫刻 木造　大日如来坐像
もくぞう　だいにち
にょらいざぞう

１躯 H3.2.8 平塚市 高林寺（四之宮342） 高林寺

鎌倉時代。寄木造。高く結い上げた宝
髻、腰部の波状表現などに宋風の影響
が認められる。

県 工芸 銅鐘（光明寺）
どうしょう（こうみょう
じ）

１口 S38.9.20 平塚市
光明寺
（南金目896）

光明寺
正平七年清原国口作
の銘がある

室町時代（銘に正平七年）。やや細まっ
て見える鐘で、目立たぬが南北朝鐘の
特徴をよく現している。

県
有形民俗文
化財

正福寺の庚申塔
しょうふくじのこうし
んとう

１基 H18.2.14 平塚市
正福寺
（大島813）

正福寺

刻像は四臂青面金剛と二猿。明暦二年
霜月の紀年銘と「相州大島郷為寒念仏
供□造立為浮図一基者也」の銘があ
る。石塔研究や民間信仰史を明らかに
する上で貴重な石塔。

県
有形民俗文
化財

長楽寺の庚申塔
ちょうらくじのこうし
んとう

１基 H18.2.14 平塚市
長楽寺（札場町15-
42）

長楽寺

紀年銘はなく、刻像は四臂青面金剛と二
猿。刻銘は台部にあり、「片倉[ ]母 為
妙□逆修也」など、人名や「逆修也」の
刻銘が並んでいる。石塔研究や民間信
仰史を明らかにする上で貴重な石塔。

国 史跡 五領ヶ台貝塚
ごりょうがだいかい
づか

S47.7.29 平塚市 広川字五領ヶ台 平塚市所有

縄文時代中期初頭の五領ヶ台式土器の
標準遺跡。

国 登録有形 旧横浜ゴム平塚製造所記念館
きゅうよこはまごむ
ひらつかせいぞう
しょきねんかん

H16.7.23 平塚市 平塚市浅間町1-1 平塚市 明治39年頃 木造平屋

日英合弁の日本爆発物製造株式会社
の支配人室として建設。木造平屋建で、
ヴェランダやベイウィンドーなどが特徴。
屋根は鉄板葺で、南東に塔屋を頂き、外
壁はドイツ下見板張とする。創建当初の
姿を良く残し、小規模ながら明治期の木
造洋風建築の佳品といえる。

国指定の相模人形芝居三座と同じく三
人遣い。鉄砲差し操法による古い伝統を
持つ人形芝居である。S57.2.9

平塚市・
南足柄市

前鳥座・足柄
座

不定期県
無形民俗文
化財

相模人形芝居
さがみにんぎょうし
ばい
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平塚市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 原家住宅主屋
はらけじゅうたく
しゅおく

H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

明治中期／昭和前
期・平成元年改修

木造平屋
建、金属
板葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧
長屋門等から構成される。主屋は、
敷地中央に南面して建つ。入母屋造
鉄板葺の平屋建で、県中部の伝統的
な民家形式を踏襲した近代の和風住
宅。

国 登録有形 原家住宅茶室
はらけじゅうたく
ちゃしつ

H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

明治中期
木造平屋
建、茅葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧
長屋門等から構成される。茶室は、
主屋の西側に建つ。寄棟造茅葺で、
皮付材を多用した野趣に富む意匠で
まとめる。近代における上層農家の
暮らしの一端を伝えている。

国 登録有形 原家住宅土蔵
はらけじゅうたく
どぞう

H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

明治中期／平成元
年改修

土蔵造２
階建、金
属板葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧
長屋門等から構成される。土蔵は、
主屋の東側に西面して建つ。土蔵造
二階建、切妻造鋼板葺で、正面中央
に扉口を設けて下屋を付す。外壁は
モルタル塗の腰洗出し仕上。県中部
の農家の伝統的な屋敷構えを伝え
る。

国 登録有形 原家住宅旧長屋門
はらけじゅうたく
きゅうながやもん

H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

江戸後期／昭和21
年・平成２年移築

木造平屋
建、銅板
葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧
長屋門等から構成される。旧長屋門
は、敷地後方の高台に南面して建
つ。埼玉県東松山市の寺院から移築
したもの。寄棟造銅板葺の平屋建
で、間口十三間の中央三間を門口と
する。簡素ながら規模雄大なつくり
で、近世における長屋門の一形式を
伝える。
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鎌倉市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国
宝

建造物 円覚寺舎利殿
えんがくじしゃりで
ん

１棟 S26.6.9 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺

室町時代前期。禅宗様建築の代表作。
旧太平寺の仏殿を室町時代末に移築し
たものと考えられている。

国 建造物 鶴岡八幡宮大鳥居（一の鳥居）
つるがおかはちま
んぐうおおとりい（い
ちのとりい）

１基 M37.8.29 鎌倉市 由比ガ浜2-1082
鶴岡八幡宮
（雪ノ下2-1-
31）

江戸時代（寛文８年）。源頼朝の創建以
来幾度かの造替を経て、現在のものは
徳川秀忠夫人の遺願により建てられたも
のである。

国 建造物 建長寺仏殿
けんちょうじぶつで
ん

１棟 T11.4.13 鎌倉市 建長寺（山ノ内８） 建長寺

江戸時代、寛永創立の芝増上寺の崇源
院霊牌所本殿を正保４年に移築したと思
われ、禅宗様の内でも自由かっ達な処理
が認められる。

国 建造物 建長寺昭堂
けんちょうじしょうど
う

１棟 T11.4.13 鎌倉市 建長寺（山ノ内８） 建長寺

江戸時代。方５間の寄棟造に大きな茅葺
屋根をあげた禅宗様式の簡素な建築。
重要文化財の指定を受けた禅宗寺院昭
堂の中では最大級。

国 建造物 建長寺唐門
けんちょうじからも
ん

１棟 T11.4.13 鎌倉市 建長寺（山ノ内８） 建長寺

江戸時代初期。正保４年幕府より賜った
廟門である。全体の気分もよく、桃山時
代の作風がある。

国 建造物 覚園寺開山塔
かくおんじかいさん
とう

１基 S9.1.30 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺

鎌倉時代。関東形宝篋印塔の代表作。
修理の際開山骨蔵器、墨釉壺、銅製五
輪塔、銘石が発見された。

国 建造物 覚園寺大燈塔
かくおんじだいとうと
う

１基 S9.1.30 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺

鎌倉時代。開山塔とほとんど同形同大の
塔。塔内で古瀬戸壺、銅製台付の水晶
五輪塔などが発見された。

国 建造物 建長寺大覚禅師塔
けんちょうじだいが
くぜんじとう

１基 S9.1.30 鎌倉市 建長寺（山ノ内８） 建長寺

鎌倉時代末。鎌倉地方における石造無
縫塔の代表例であり、保存状態がよく、
後世補修のあとがない。

国 建造物 極楽寺忍性塔
ごくらくじにんしょう
とう

１基 S9.1.30 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺
鎌倉時代末。銘文はないが忍性塔と伝
わる花崗岩製の大五輪塔である。

国 建造物 浄光明寺五輪塔
じょうこうみょうじご
りんとう

１基 S13.8.26 鎌倉市
浄光明寺（扇ガ谷2-
12-1）

浄光明寺
鎌倉時代末。地輪の下方から「多宝寺覚
賢長老遺骨也嘉元４年３月16日入滅」と
刻んだ骨壺が発見された。

国 建造物 極楽寺五輪塔 ごくらくじごりんとう １基 S28.8.29 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺
鎌倉時代。台座正面に刻銘があり、鎌倉
地方の年代の明らかで形の整った五輪
塔として貴重な塔である。

国 建造物 安養院宝篋印塔
あんよういんほう
きょういんとう

１基 S29.3.20 鎌倉市
安養院
（大町3-1-22）

安養院

鎌倉時代。相輪は後補。台座上部の蓮
弁および側面の格狭間は、よく時代の特
徴をあらわしている。

国 建造物 旧一条恵観山荘
きゅういちじょうえか
んさんそう

１棟 S39.5.26 鎌倉市 浄明寺5-1-23

一般財団法人
一条恵観山荘
（浄明寺5-1-
10）

S35.5.17県
指定

江戸時代初期。旧所在京都府京都市北
区西賀茂川上町。江戸時代初期の貴族
の茶屋の傑出した遺構である。

国 建造物
鶴岡八幡宮末社丸山稲荷社本
殿

つるがおかはちま
んぐうまっしゃまる
やまいなりしゃほん
でん

１棟 S42.6.15 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮

室町時代。関東における純粋で本格的
な和様中世神社本殿として重要な建物
である。

国 建造物 旧石井家住宅
きゅういしいけじゅう
たく

１棟 S44.6.20 鎌倉市 龍宝寺（植木128） 龍宝寺

江戸時代中期。旧所在鎌倉市関谷。神
奈川県民家の主流をなす。ヒロマ型で四
方下屋造の代表民家である。

国 建造物 鶴岡八幡宮上宮
つるがおかはちま
んぐううえみや

３棟 H8.7.9 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）普請文書３巻
文政再建時のもの。回廊が巡る一郭の
内部中軸線上に本殿、幣殿、及び拝殿
が工字型に接続。
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国 建造物 鶴岡八幡宮摂社若宮
つるがおかはちま
んぐうせっしゃわか
みや

１棟 H8.7.9 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）棟札１枚
S30.8.30県
指定

徳川秀忠による寛永造替時のもの。本
殿、幣殿及び拝殿が工字型に接続する
複合社殿。

国 建造物 光明寺本堂 こうみょうじほんどう １棟 H11.12.1 鎌倉市
光明寺（材木座6-
17-19）

光明寺
元禄11年建立。現存する鎌倉近世仏殿
のうち最大。桁行９間、梁間11間、入母
屋造銅板葺。

国 建造物 荏柄天神社本殿
えがらてんじんしゃ
ほんでん

１棟 H17.7.22 鎌倉市
荏柄天神社
（二階堂74）

荏柄天神社

鶴岡八幡宮の若宮本殿を移築したもの
で、鶴岡八幡宮の室町時代に遡る主要
社殿を伝える唯一の例として重要であ
る。内外ともに細部の意匠も優れ、中世
鎌倉における社殿の様式を知る上で貴
重な遺構である。

国 建造物 建長寺山門
けんちょうじさんも
ん

１棟 H17.7.22 鎌倉市 建長寺（山ノ内８） 建長寺
S29.12.3県
指定

禅宗様を基調とした三間二階二重門。三
間二重門として東日本最大の規模を誇
り、建長寺の近世伽藍再興の集大成と
いえる重要な建築である。

国 建造物 建長寺法堂 けんちょうじはっとう １棟 H17.7.22 鎌倉市 建長寺（山ノ内８） 建長寺
S29.12.3県
指定

方三間もこし付の仏堂で、禅宗様を基調
としている。組物や軒廻りも大建築に応
じた量感をもたせており、大型禅宗様仏
堂として高い価値がある。

国 建造物 英勝寺 えいしょうじ ５棟 H25.8.7 鎌倉市
英勝寺
（扇ガ谷1-16-3）

英勝寺

・仏殿　附）棟札４
枚、扁額１面、梁牌
２枚
山門　附）棟札２
枚、扁額２面
・祠堂　附）英勝院
墓１基石造笠塔婆
・鐘楼
・祠堂門

仏殿・鐘
楼・祠堂・
祠堂門
S31.8.17県
指定　　山
門
H15.2.10県
指定

英勝寺は徳川家康の側室の英勝院が創
建した寺院。各建物は江戸時代前期に
建てられた主要な堂宇で、墓所と一体と
なって良好に保存されている点が貴重で
ある。禅宗様と和様を自由に組合わせた
意匠を持ち、屋根の弛みも軒の反りもつ
けない直線的な形状で統一されている点
が独創的な造りである。

国 建造物 旧神奈川県立近代美術館
きゅうかながわけん
りつきんだいびじゅ
つかん

１棟 R2.12.23 鎌倉市
鶴岡八幡宮境内（雪
ノ下2-1-53）

鶴岡八幡宮 H28.11.22県指定

昭和26年竣工。ル・コルビュジエに師事
した坂倉準三の代表的作品で、戦後日
本のモダニズム建築のモデルであり、
ル・コルビュジエの国立西洋美術館など
との影響関係を有し、日本における最初
の公立近代美術館であるなど、学術的、
歴史的に高い価値をもつ。また、近代的
な材料と技術を積極的に採用し、日本の
技術史上貴重である。

県 建造物 覚園寺本堂（薬師堂）
かくおんじほんどう
（やくしどう）

１棟 S29.12.3 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺

江戸時代。桁行５間梁間５間寄棟造。梁
牌に源朝臣尊氏の銘文が残されている。

県 建造物 長勝寺法華堂
ちょうしょうじほっけ
どう

１棟 S44.5.20 鎌倉市
長勝寺
（材木座2-12-17）

長勝寺
室町時代末。桁行５間梁間６間一重寄棟
造。本県唯一の中世五間堂である。

県 建造物 建長寺西来庵唐門
けんちょうじせいら
いあんからもん

１棟 S46.3.30 鎌倉市 建長寺（山ノ内8） 建長寺

江戸時代。一間平唐門。正保４年に芝の
崇源院霊牌所から移築したもので、巧み
な意匠で造られている。

県 建造物 杉本寺観音堂
すぎもとでらかんの
んどう

１棟 S52.11.18 鎌倉市
杉本寺
（二階堂903）

杉本寺 附）棟札２枚

江戸時代（棟札に延宝６年）。桁行５間梁
間５間寄棟茅葺。内・外陣に分かれる中
世密教本堂形式のものである。

県 建造物 常楽寺仏殿 じょうらくじぶつでん １棟 S53.2.21 鎌倉市
常楽寺
（大船5-8-29）

常楽寺
附）牌２点、板榜１
点

江戸時代（元禄４年）建立。桁行梁行とも
３間、床を石敷の土間床とする。小形禅
宗様仏殿である。

県 建造物 旧内海家住宅
きゅううつみけじゅう
たく

１棟 S53.11.17 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺
S53.12.1
変更

江戸時代（宝永３年の墨書）。茅葺寄棟
屋根。旧所在鎌倉市手広。神奈川県内
で最も早い時期の四間取りの大型民家
である。
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県 建造物 円覚寺山門 えんがくじさんもん １棟 H7.2.14 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
附)円覚寺山門棟
札１枚（鎌倉国宝
館寄託）

江戸時代。３間２階二重門の禅宗様で、
上層は周囲に擬宝珠高欄のついた縁が
ある。

県 建造物 光明寺山門 こうみょうじさんもん １棟 H13.2.13 鎌倉市
光明寺
（材木座6-17-19）

光明寺
江戸時代（弘化４年）建立。県下唯一の
五間二階二重門。

国
宝

絵画
紙本淡彩　十便図　池野大雅筆
紙本淡彩　十宜図　与謝蕪村筆

しほんたんさい
じゅうべんず　いけ
のたいがひつ　しほ
んたんさい　じゅう
ぎず　よさぶそんひ
つ

2帖 S26.6.9 鎌倉市
川端康成記念館（長
谷1-12-5）

財団法人川端
康成記念会

宜風図に明和八年
八月の年記がある

S10.4.30指
定

江戸時代（明和８年）。清初の李漁笠翁
の伊園十便十二宜の詩に基づいて大
雅、蕪村がそれぞれ十図を描いて二帖と
したものである。

国
宝

絵画 絹本淡彩　蘭渓道隆像
けんぽんたんさい
らんけいどうりゅう
ぞう

１幅 S27.3.29 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

文永八年の自賛が
ある

M38.4.4指
定

鎌倉時代（文永８年）。曲彖に坐す道隆
（大覚禅師）58歳の時の頂相の像であ
る。

国
宝

絵画 紙本著色　当麻曼荼羅縁起
しほんちゃくしょく
たいままんだらえん
ぎ

２巻 S30.6.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

光明寺
（材木座6-17-
19）

附）寛政五年松平
定信添書１巻

M41.4.23指
定

鎌倉時代。奈良当麻寺に伝わる浄土変
相図当麻曼荼羅の織成伝説を描く絵
巻。大和絵の正統を伝えている点で当代
絵巻屈指の名作である。

国
宝

絵画
紙本墨画　凍雲篩雪図　浦上玉
堂筆

しほんぼくが　とうう
んしせつず　うらが
みぎょくどうひつ

１幅 S40.5.29 鎌倉市
川端康成記念館（長
谷1-12-5）

財団法人川端
康成記念会

S27.7.19指
定

江戸時代。画面全体に雪の降る静かで
寒ざむとした山中の世界を細やかな筆法
で描いたものである。

国 絵画 絹本著色　仏涅槃図
けんぽんちゃくしょく
ぶつねはんず

１幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代。釈迦の臨終を描いた作品。涅
槃図に見られる道具立てをすべて備えて
おり、肥痩のある描線がうすい彩色をと
おして画面全体を支配していることが特
色。

国 絵画 絹本著色　虚空蔵菩薩像
けんぽんちゃくしょく
こくぞうぼさつぞう

１幀 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代末期。月輪中宝蓮座上に跏趺
する虚空蔵菩薩。大和絵の手法を基調
に多分に宋元様式を加味する。

国 絵画 絹本著色　五百羅漢像
けんぽんちゃくしょく
ごひゃくらかんぞう

33幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

S43.2.2
名称変更

北宋時代。張思恭筆と伝えるが、詳細は
不明である。背景にある樹石の表現は
保守的な北宋山水画風である。

国 絵画 絹本著色　十六羅漢像
けんぽんちゃくしょく
じゅうろくらかんぞう

８幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

S43.2.2
名称変更

室町時代。各幅にそれぞれ羅漢二人を
大きく描く。中国画風的画風を顕著にそ
なえている。

国 絵画 絹本著色　釈迦三尊像
けんぽんちゃくしょく
しゃかさんぞんぞう

１幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

S43.2.2
名称変更

宋時代。総体に細微に彩色を施した、１
３世紀頃の宋朝風の華麗な絵である。

国 絵画 紙本淡彩　頬焼阿弥陀縁起
しほんたんさい　ほ
ほやきあみだえん
ぎ

２巻 M33.4.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

光触寺
（十二所793）

鎌倉時代。本尊の阿弥陀如来像に関す
る伝説の絵巻物。

国 絵画 絹本著色　大覚禅師像
けんぽんちゃくしょく
だいがくぜんじぞう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

霊石如芝の賛があ
る

元時代。大まかな筆致でよく禅師の風貌
を描出している。もと京都南禅寺金地院
にあったといわれている。

国 絵画 絹本著色　夢窓国師像
けんぽんちゃくしょく
むそうこくしぞう

１幅 M39.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

黄梅院
（山ノ内428）

自賛がある
室町時代。夢窓疎石は南北朝時代きっ
ての名僧で、全国的に活躍したが鎌倉に
おいても多数の寺で一世を風靡した。

国 絵画 絹本墨画　観音像
けんぽんぼくが　か
んのんぞう

32幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

　
鎌倉時代。絵は全体に古風な印象があ
る。岩や水流、草木を水墨画法で描き、く
つろいだ姿勢の観音を配する。

国 絵画 紙本墨画　喜江禅師像
しほんぼくが　きこう
ぜんじぞう

１幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

玉隠叟英の賛が
ある

室町時代。喜江禅師の伝記は不明だ
が、画面上部に玉隠英明応９年の賛が
あり、その事蹟にふれている。

国 絵画 絹本著色　当麻曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく
たいままんだらず

１幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

鎌倉時代後期。形状は通途の当麻曼荼
羅と同じだが、その寸法は原本の９分の
１で九分一曼茶羅とも言われる。
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国 絵画 紙本著色　浄土五祖絵伝
しほんちゃくしょく
じょうどごそえでん

１巻 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

嘉元第三暦伝々の
奥書がある

鎌倉時代。中国浄土宗の祖師５人の伝
歴を描いた絵巻。中国水墨画の筆致を
学んだと思われる表現がある。

国 絵画 絹本著色　十八羅漢及僧像
けんぽんちゃくしょく
じゅうはちらかんお
よびそうぞう

19幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

鎌倉時代。総体に剥落は少なく、比較的
厚での彩色もよく残っている。

国 絵画 絹本著色　被帽地蔵菩薩像
けんぽんちゃくしょく
ひぼじぞうぼさつぞ
う

１幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

S37.2.2
名称変更

元時代。頭に頭巾を被った半迦の地蔵
の下に、宮人、比丘を対い合せ、その中
間に獅子を配した構図の例。

国 絵画 絹本著色　仏光国師像
けんぽんちゃくしょく
ぶっこうこくしぞう

１幅 T2.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

弘安七年九月の自
賛がある

鎌倉時代。円覚寺開山無学祖元の頂相
で図上の自賛の弘安７年は歿する２年
前に当たる。

国 絵画
紙本淡彩　跋陀婆羅像（宗淵
筆）

しほんたんさい
ばっだばらぞう（そう
えんひつ）

１幅 T2.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。十六羅漢中第六番目の抜陀
婆羅の画。

国 絵画
紙本淡彩　鍾馗図（山田道安
筆）

しほんたんさい
しょうきず（やまだど
うあんひつ）

１幅 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。紙本淡彩、幞頭冠の鍾馗像。
右方に方形重廓朱文「山田□道□」の印
がある。

国 絵画 紙本著色　玉隠和尚像
しほんちゃくしょく
ぎょくいんおしょうぞ
う

１幅 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

明月院
（山ノ内189）

自賛がある
室町時代。頂相画として、豊富な色彩を
した宋風の肖像。上部に玉隠の自賛文
がある。

国 絵画 絹本著色　之庵和尚像
けんぽんちゃくしょく
しあんおしょうぞう

１幅 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

帰源院
（山ノ内416）

元弘三年の自賛が
ある

南北朝時代。曲彖に法被をかけて右手
に中圭をもった肖像画。七言古詩のあと
に自賛を入れてある。

国 絵画 紙本淡彩　送海東上人帰国図
しほんたんさい　お
くるかいとうしょうに
んきこくず

１幅 S15.5.3 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

鐘唐傑並に寳従周
の賛がある

南宋時代。古来より栄西禅師帰国図とし
て著名であるが確証はない。

国 絵画 紙本淡彩　帰郷省親図
しほんたんさい　き
きょうしょうしんず

１幅 S16.7.3 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

恵奯等十三僧の賛
がある

室町時代。室町時代初期に盛行した詩
画軸の代表例の一つである。

国 絵画
絹本著色　柿本人麿像（詫摩栄
賀筆）

けんぽんちゃくしょく
かきのもとひとまろ
ぞう（たくまえいが
ひつ）

１幅 S32.2.19 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

性海霊見八十一歳
の賛がある

室町時代。友之装束の狩衣に風竹烏帽
子をいただく人麿像。朱文長方印で「栄
賀」の印がある。

国 絵画 絹本著色茉莉花図
けんぽんちゃくしょく
まつりかず

1幅 S32.2.19 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常 盤 山 文 庫
（笹目町4-3）

南宋時代の作
品。

南宋時代の作品。

国 絵画
絹本著色　大覚禅師像（経行
像）

けんぽんちゃくしょく
だいがくぜんじぞう
（きんひんぞう）

１幅 S48.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

鎌倉時代。自賛像に比べ静寂で繊細な
画境を示す。画面はかなり燻んでいる。

国 絵画
紙本著色　浄土五祖絵（善導
巻）

しほんちゃくしょく
じょうどごそえ（ぜん
どうかん）

１巻 S50.6.12 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

S33.1.14県
指定
S50.6.12名
称変更

鎌倉時代。本絵巻はこの善導の言行を
語り図示しているものである。

国 絵画 紙本墨画　拾得図
しほんぼくが　じゅっ
とくず

１幅 S51.6.5 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

虎岩浄伏の賛があ
る

元時代。禅画独特な減筆体の描法で、
殊に画貌の描き方がすぐれている。

国 絵画 紙本墨画　叭々鳥図（雪村筆）
しほんぼくが　はは
ちょうず（せつそん
ひつ）

１幅 S52.6.11 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

天文二十四年九月
四印道人の賛があ
る

室町時代。本図には四印道人恵蒙なる
人の著賛がある。

国 絵画 絹本著色　八字文殊曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく
はちじもんじゅまん
だらず

１幅 H7.6.15 鎌倉市 個人

鎌倉時代始めの八字文殊曼荼羅図とし
て現在最古の遺品。

国 絵画
紙本著色　紫式部日記繪詩残
闕

しほんちゃくしょくむ
らさきしきぶにっき
えことばざんけつ

１幅 S27.7.19 不明
（鎌倉市）

不明

紫式部が中宮彰子に仕えた期間のうち、
寛弘五年七月から約一年半にわたる生
活等を記した「紫式部日記」の絵詩の一
部。
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県 絵画 絹本著色　花鳥図
けんぽんちゃくしょく
かちょうず

２幅 S28.12.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

明時代。花、鳥、虫の細部にいたるまで
実に刻銘に描写され、写生画として立派
になりたつものである。

県 絵画 絹本著色　五百羅漢図
けんぽんちゃくしょく
ごひゃくらかんず

16幅 S28.12.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。一幅に十羅漢ずつ描いたも
ので、構図的にもかなり堅実な手法で細
部に至るまで丁寧に描かれている。

県 絵画 絹本著色　十六羅漢図
けんぽんちゃくしょく
じゅうろくらかんず

16幅 S28.12.22 鎌倉市
県立歴史博物館（横
浜市中区南仲通5-
60）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代末期。宋元の新様の混入が認
められるもので、十六幅を完備して全図
様を知り得る貴重なものである。

県 絵画 絹本著色　仏鑑禅師像図
けんぽんちゃくしょく
ぶつかんぜんじぞう
ず

１幅 S29.7.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

東陵永璵の賛があ
る

鎌倉時代。「仏鑑禅師」は無準師範とい
い禅師号は皇帝からの徽号である。衲
衣に袈裟をかけた姿で描かれている。

県 絵画 絹本著色　羅漢図
けんぽんちゃくしょく
らかんず

１幅 S29.7.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

室町時代。羅漢像として様式的に特色は
ないが、背後の衝立に水墨をもって山水
画を描いている。

県 絵画 絹本著色　仏涅槃図
けんぽんちゃくしょく
ぶつねはんず

１幅 S33.1.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

宝戒寺
（小町3-5-22）

鎌倉時代。この図の描法は新様を交え、
釈尊を囲繞する諸聖衆諸天禽獣等の悲
歓慟咢の表現も目に余る誇張もなく佳作
である。

県 絵画 絹本著色　在中広衍像
けんぽんちゃくしょく
ざいちゅうこうえん
ぞう

１幅 S40.5.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

南北朝時代（嘉慶２年）。当画像は頂相
としては珍しく墨画で描かれている。日本
墨画の先駆的な作例である。

県 絵画 絹本著色　十六羅漢図
けんぽんちゃくしょく
じゅうろくらかんず

16幅 S57.2.9 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

南北朝～室町時代。背景は描かず尊者
を大きく描く。元時代の一群の作品を学
んだものと思われる。

県 絵画 紙本著色　長谷寺縁起絵巻
しほんちゃくしょく
はせでらえんぎえま
き

２巻 S59.11.22 鎌倉市
長谷寺（長谷3-11-
2）

長谷寺

室町時代。奈良長谷寺の草創と十一面
観音造立の由来を描いたものである。
上・中二巻のみで、下巻を欠いている。

国
宝

彫刻 銅造　阿弥陀如来坐像
どうぞう　あみだ
にょらいざぞう

１躯 S33.2.8 鎌倉市
高徳院（長谷4-2-
28）

高徳院
M30.12.28
指定

鎌倉時代。像高12.38メートル。鎌倉彫刻
の円熟期の傑作。室町時代以降露座。
いわゆる「鎌倉大仏」。

国 彫刻 木造　北条時頼坐像
もくぞう　ほうじょう
ときよりざぞう

１躯 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
 (山ノ内8)

鎌倉時代。寄木造。五代執権で建長寺
開基である時頼の俗体武人像。強装束
の躰部は簡潔にまとめられる。

国 彫刻 木造　上杉重房坐像
もくぞう　うえすぎし
げふさざぞう

１躯 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

明月院
(山ノ内189)

鎌倉時代。寄木造。烏帽子狩衣姿の俗
体武士姿の肖像彫刻である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像
もくぞう　じぞうぼさ
つざぞう

１躯 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

浄智寺
(山ノ内1402)

鎌倉時代。寄木造。運慶作品の影響が
色濃く認められるが、全体に形式化され
た感じが強い。

国 彫刻
木造　十一面観音立像(伝僧円
仁作)

もくぞう　じゅういちめん
かんのんりゅうぞう（でん
そうえんにんさく）

１躯 M32.8.1 鎌倉市 杉本寺（二階堂903） 杉本寺

鎌倉時代。寄木造。表現にかなり古様が
認められ、神経の細かくゆきとどいた作
品である。

国 彫刻
木造　十一面観音立像(伝僧源
信作)

もくぞう　じゅういちめん
かんのんりゅうぞう（でん
そうげんしんさく）

１躯 M32.8.1 鎌倉市 杉本寺（二階堂903） 杉本寺

鎌倉時代。寄木造。前代藤原様式の名
残が認められる堅実な作品である。

国 彫刻 木造　菩薩面
もくぞう　ぼさつめ
ん

１面 M33.4.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鶴岡八幡宮(雪
ノ下2-1-31）

鎌倉時代。檜材製。表は布貼りサビ下地
に漆箔で造られ、自然味の強い目鼻だち
のまとめ方は鎌倉時代の菩薩像をみる
思いがする。

国 彫刻 木造　聖観音立像
もくぞう　しょうかん
のんりゅうぞう

１躯 M33.4.7 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺
鎌倉時代。寄木造。土紋附で高く結い上
げた頭髪などに宋風が認められる。太平
寺より移されたと伝えられる。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさ
つりゅうぞう

１躯 M41.4.23 鎌倉市 覚園寺（二階堂421） 覚園寺

鎌倉時代。寄木造。像の全体が薫香の
ためか黒色にかわり、黒地蔵と呼ばれ広
く信仰を集めている。
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国 彫刻 木造　釈迦如来立像
もくぞう　しゃかにょ
らいりゅうぞう

１躯 M41.4.23 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺
鎌倉時代。寄木造。清涼寺式釈迦像の
忠実な模造のひとつである。

国 彫刻 木造　釈迦如来坐像
もくぞう　しゃかにょ
らいざぞう

１躯 M41.4.23 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺
鎌倉時代。寄木造。全国でも珍しい転法
輪の印を結ぶ。

国 彫刻 木造　不動明王坐像
もくぞう　ふどうみょ
うおうざぞう

１躯 T8.4.12 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺
平安時代。一木造。通例の不動明王像。
大正年間に移入された。

国 彫刻
木造　阿弥陀如来及両脇侍立
像

もくぞう　あみだにょ
らいおよびりょうきょ
うじりゅうぞう

３躯 T12.8.4 鎌倉市 光触寺（十二所793） 光触寺

鎌倉時代。寄木造。寺伝では同寺に伝
わっている頬焼阿弥陀縁起絵巻に出てく
るのは本像であるとする。

国 彫刻 木造　十大弟子立像
もくぞう　じゅうだい
でしりゅうぞう

10躯 T14.4.24 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺
鎌倉時代。寄木造。鎌倉様式の特色を
示す作。十大弟子像の最後を飾る貴重
な一群である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさ
つりゅうぞう

１躯 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

寿福寺(扇ガ谷
1-17-7)

鎌倉時代。一木造。蓮華座まで一木から
作り、内刳りもないこの時代には珍しい
構造の像である。

国 彫刻
木造　阿弥陀如来及両脇侍坐
像

もくぞう　あみだにょ
らいおよびりょうきょ
うじざぞう

３躯 T14.4.24 鎌倉市
浄光明寺（扇ガ谷2-
12-1）

浄光明寺

鎌倉時代。寄木造。典型的な土紋が多く
残る。宋風の強い鎌倉様式の典型作の
一つである。

国 彫刻 木造　歓喜天立像
もくぞう　かんぎて
んりゅうぞう

１躯 T14.4.24 鎌倉市
宝戒寺（小町3-5-
22）

宝戒寺
鎌倉時代。寄木造。象頭人身の抱擁す
る二天像。衣部には土紋が用いられる。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像
もくぞう　じぞうぼさ
つざぞう

１躯 T15.4.19 鎌倉市
宝戒寺（小町3-5-
22）

宝戒寺
胎内に貞治四年五月造
の銘がある

南北朝時代（貞治４年の朱書銘あり）。鎌
倉地方には珍しい円派の作品である。

国 彫刻 木造　夢窓国師坐像
もくぞう　むそうこく
しざぞう

１躯 T15.4.19 鎌倉市 瑞泉寺（二階堂710） 瑞泉寺

南北朝時代。寄木造。ほぼ等身大の像。
卵形の頭部や撫で肩等、夢窓疎石の身
体的特徴を的確に写す頂相彫刻の秀
作。

国 彫刻 木造　弁才天坐像
もくぞう　べんざい
てんざぞう

１躯 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鶴岡八幡宮(雪
ノ下2-1-31)

右足に文永三年九月廿
九日造立の銘がある

鎌倉時代。寄木造。裸形であり、これに
衣裳を着け安置する着装像。中原光次
が舞楽院に安置した像。

国 彫刻
木造　舞楽面(陵王､散手､貴徳
鯉口､貴徳番子､二ﾉ舞)

もくぞう　ぶがくめん
（りょうおう、さん
じゅ、きとくこいぐ
ち、きとくばんず、に
のまい）

５面 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鶴岡八幡宮(雪
ノ下2-1-31)

鎌倉時代。木造。二ノ舞以外は13世紀中
葉を降らぬ作と思われ、当時の舞楽盛
行ぶりがしのばれる。

国 彫刻
木造　仏光国師坐像（開山塔安
置）

もくぞう　ぶっこうこ
くしざぞう（かいざん
とうあんち）

１躯 S2.4.25 鎌倉市 円覚寺（山ノ内409） 円覚寺

鎌倉時代。寄木造。躰部は定型的である
が、鉢の張った頭や穏やかな中にも近寄
りがたい禅像の威風を表す。

国 彫刻
銅造　阿弥陀如来及両脇侍立
像

どうぞう　あみだ
にょらいおよびりょう
きょうじりゅうぞう

３躯 S2.4.25 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
 (山ノ内409)

中尊の台座に文永八年
十月十九日鋳奉、鋳物
師加茂延時の刻銘があ
る

S39.5.26名
称変更

鎌倉時代（文永８年の刻銘）。銅造。いわ
ゆる善光寺式三尊像である。

国 彫刻 木造　惟賢和尚坐像
もくぞう　ゆいけん
おしょうざぞう

１躯 S2.4.25 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

宝戒寺
(小町3-5-22)

附）紙本墨書惟賢筆応
安五年造像記１通

南北朝時代。寄木造。宝戒寺二世となっ
た惟賢の84歳の寿像。頭部内面に「ちょ
うけい」の朱書銘がある。

国 彫刻 木造　退耕禅師坐像
もくぞう　たいこうぜ
んじざぞう

１躯 S17.12.22 鎌倉市
浄妙寺
（浄明寺3-8-31）

浄妙寺
鎌倉時代。寄木造。通常の頂相の形をと
り、衣文はかなり簡略化しているが、面
相は個性的である。

国 彫刻
木造　地蔵菩薩坐像（本堂安
置）

もくぞう　じぞうぼさ
つざぞう（ほんどう
あんち）

１躯 S17.12.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

伝宗庵
(山ノ内483)

鎌倉時代。寄木造、土紋彩色。円覚寺の
塔頭、伝宋庵の本尊である。

国 彫刻 木造　東明禅師坐像
もくぞう　とうみんぜ
んじざぞう

１躯 S17.12.22 鎌倉市 白雲庵（山ノ内462） 白雲庵

鎌倉時代。寄木造。通形の頂相彫刻。衣
文はかなり簡略化されているが、面貌は
老僧の個性をよくとらえている。

36



鎌倉市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 彫刻
木造　薬師如来及日光・月光菩
薩坐像

もくぞう　やくしにょ
らいおよびにっこう・
がっこうぼさつざぞ
う

３躯 S24.2.18 鎌倉市 覚園寺（二階堂421） 覚園寺

日光菩薩像頭部内に仏
師法橋朝祐応永廿九
年三月廿一日の銘があ
る

鎌倉時代。寄木造。中尊は古様を伝える
鎌倉期の作。両脇侍は室町期の朝祐
作。宋風の特色が目立つ作品である。

国 彫刻
木造　弘法大師坐像（本堂安
置）

もくぞう　こうぼうだ
いしざぞう（ほんどう
あんち）

１躯 S33.2.8 鎌倉市 青蓮寺（手広769） 青蓮寺
S31.8.17
県指定

鎌倉時代。寄木造。着装像で、両膝頭が
接ぎ手による特殊な工夫により屈伸で
き、鎖大師と称されている。

国 彫刻

木造初江王坐像（幸有作）･木造
閻魔王坐像･木造倶生神坐像･
木造奪衣婆坐像（弘円作）･木造
鬼卒立像･木造檀拏幢

もくぞうしょこうおう
ざぞう（こうゆうさ
く）・もくぞうえんまお
うざぞう・もくぞうぐ
しょうじんざぞう・も
くぞうだつえばざぞ
う（こうえんさく）・もく
ぞうきそつりゅうぞ
う・もくぞうだんだと
う

６躯及
び１基

R2.9.30 鎌倉市

鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）（木造初江王
坐像･木造閻魔王坐
像･木造倶生神坐
像･木造鬼卒立像･
木造檀拏幢）

円応寺
(山ノ内1543)（木造
奪衣婆坐像）

円応寺

初江王坐像は像内に建
長三年幸有作の銘があ
る。
奪衣婆坐像は像内に永
正十一年八月、仏所法
眼弘円下野等の銘があ
る。

M33.4.7　初
江王坐像･閻
魔王坐像･倶
生神坐像を
それぞれ国
指定。
S40.5.14　奪
衣婆坐像を
県指定。
S47.5.30　初
江王坐像･閻
魔王坐像･倶
生神坐像の
国指定を統
合、鬼卒立
像･檀拏幢を
国附指定。
R2.9.30　奪
衣婆坐像を
国追加指
定、国附指
定鬼卒立像･
檀拏幢を本
指定。

初江王坐像：鎌倉時代（墨書で建長三年
の銘あり）。寄木造。東国に残る鎌倉彫
刻中でも屈指の優品である。
閻魔王坐像：鎌倉時代。寄木造。頭部は
鎌倉時代であるがその他は後補、頭部
がやや大振りで、誇張された忿怒は力強
い。
倶生神坐像：鎌倉時代。寄木造。倶生神
とは閻魔王に人間の現世での所業を奏
上する神で、動きは十王像に対してひか
え目ではあるが、作風は近い。
奪衣婆坐像：室町時代。寄木造。衣文の
彫法に正確さがあるが、鎌倉地方仏師
の佳作である。
鬼卒立像：鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌
入。
檀拏幢：江戸時代。両頭とも寄木造、玉
眼嵌入。

国 彫刻 木造　天神坐像
もくぞう　てんじんざ
ぞう

１躯 S52.6.11 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

荏柄天神社
(二階堂74)

像内に弘長元年五月八
日荏柄神主平政泰の
造立銘がある。　　附）
木造　天神立像１躯

鎌倉時代。寄木造。等身の神体像。像内
には脊椎骨や体毛の数などが書いてあ
る珍しい遺例である。

国 彫刻 木造　高峰顕日坐像
もくぞう　こうほうけ
んにちざぞう

１躯 H3.6.21 鎌倉市 正統院（山ノ内92） 正統院
像内に正和四年九月、
院恵等の銘がある

S53.11.17
県指定

鎌倉時代。桧の寄木造、玉眼。像主の生
前に製作される寿像の数少ない遺例とし
て貴重。

国 彫刻
銅造　薬師如来坐像（鶴岡八幡
宮伝来）

どうぞう　やくしにょら
いざぞう（つるがおか
はちまんぐうでんら
い）

１躯 H5.6.10 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

寿福寺(扇ガ谷
1-17-7)

鎌倉時代。本体を均等な厚さに鋳上げる
鋳技はすばらしく、当時の一流仏師によ
る製作。

国 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにし
んしょうりゅうぞう

12躯 H17.6.9 鎌倉市 覚園寺（二階堂421） 覚園寺
S44.12.2県
指定

室町時代。関東地方で活躍した仏師によ
る基準的な作品である。

国 彫刻
木造　阿弥陀如来及両脇侍像
龕

もくぞう　あみだにょ
らいおよびりょうきょ
うじぞうがん

１基 H19.6.8 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

英勝寺（扇ガ
谷1-16-3）

木造素地。白檀（びゃくだん）の板状のブ
ロックを穿って三尊像および光背・台座
を彫残す巧緻な作品で、10世紀末～11
世紀初め頃の作。日本製作の檀龕仏（だ
んがんぶつ）の初期の例であり、日本に
おけるこの時期の彫檀技術の成熟がう
かがえる貴重な作品である。

国 彫刻 木造　伽藍神像
もくぞう　がらんじん
ぞう

５躯 H22.6.29 鎌倉市
建長寺
（山ノ内8）

建長寺
S60.11.29
県指定

禅宗寺院の伽藍を守護する伽藍神の一
具揃った遺品として最古のものであり、
伽藍神像の最も重要な遺品であるのに
加え、南宋彫刻のかなり直接的な影響
が認められ、鎌倉地方の宋風彫刻を考
える上でも見逃せない作例。
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国 彫刻 木造　不動明王坐像
もくぞう　ふどうみょ
うおうざぞう

１躯 H24.9.6 鎌倉市 明王院（十二所32） 明王院

鎌倉時代。鎌倉五大堂の本尊、五大明
王像の中尊にあたるとみられる作例であ
り、その作者は当代の代表的な仏師の
一人、肥後定慶であるとする説がある。

国 彫刻
木造　蘭溪道隆坐像（西来庵開
山堂安置）

もくぞう　らんけいど
うりゅうざぞう（せい
らいあんかいざんど
うあんち）

１躯 H24.9.6 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

建長寺
S56.7.17
県指定

鎌倉時代。建長寺開山の中国僧、蘭溪
道隆（大覚禅師、1213年～1278年）の肖
像で、没年前後の作であると考えられ
る。
深く変化に富んだ衣文など、力強い造形
から慶派仏師の手になるとみられてい
る。

国 彫刻 木造明巌正因坐像
もくぞうみょうがん
しょういんざぞう

１躯 R2.9.30 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

正伝庵（山ノ内
439）

（院応作）像底に明岩老
師尊像、貞治四年、仏
師院応等の朱書銘、像
内に貞治四年、作者院
応等の墨書銘がある

円覚寺の塔頭に伝わる同寺第24世、明
巌正因の肖像。銘文により貞治四年
（1365）に院応により造られ、像主自ら開
眼したことが知られる。迫真性に富んだ
面貌の表出に当代肖像彫刻の特質をよ
く見せる。作者院応は鎌倉住と知られ、
直線的な衣文構成には京都の院派とは
明確に区別される特色がうかがえる。
当代肖像彫刻の優品であり、また近年知
見が増している東国院派の作例としても
代表的な一作といえ、肖像の造像作法を
知る上でも貴重な作例である。

県 彫刻 木造彩色　阿閦如来坐像
もくぞうさいしき　あ
しゅくにょらいざぞう

１躯 S28.12.22 鎌倉市 覚園寺（二階堂421） 覚園寺 寺伝薬師如来

鎌倉時代。寄木造。頭部内面で「元享弐
季壬戌十二月日法印院興作」「阿閦仏」
の墨書銘が発見された。

県 彫刻 木造彩色　水月観音坐像
もくぞうさいしき　す
いげつかんのんざ
ぞう

１躯 S28.12.22 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺

南北朝時代。寄木造。絵画的な趣致に
富み、また木寄せも細かく巧みであり、
女性的な穏やかさがある像である。

県 彫刻 石造　薬師如来像
せきぞう　やくしにょ
らいぞう

１躯 S29.3.30 鎌倉市
九品寺（材木座5-
13-14）

九品寺

鎌倉時代。石造半肉彫。穏やかな写実
性を見せる。光背に「永仁４年丙申」の陰
刻銘がある。

県 彫刻 木造　栄西禅師坐像
もくぞう　えいさいぜ
んじざぞう

１躯 S29.3.30 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

寿福寺(扇ガ谷
1-17-7)

鎌倉時代。一木割矧ぎ造。栄西禅師の
特徴を大づかみにとらえながらも写実性
を失っていない。

県 彫刻 木造彩色　如意輪観音半跏像
もくぞうさいしき
にょいりんかんのん
はんかぞう

１躯 S29.7.27 鎌倉市
来迎寺（西御門1-
11-1）

来迎寺

南北朝時代。寄木造。衣文の彫り口など
少々鈍いが裳の部分には輪宝の文様の
土紋が残されている。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像
もくぞう　じぞうぼさ
つざぞう

１躯 S29.7.27 鎌倉市
来迎寺（西御門1-
11-1）

来迎寺
南北朝時代。寄木造。大振で力強い目
鼻だちを示す。宅間浄宏の作と伝えられ
ている。

県 彫刻 木造彩色　地蔵菩薩立像
もくぞうさいしき　じ
ぞうぼさつりゅうぞう

１躯 S32.2.19 鎌倉市
浄光明寺（扇ガ谷2-
12-1）

浄光明寺
南北朝時代。寄木造。目鼻立ちも整って
洗練された美しさを持った像である。

県 彫刻 木造　薬師三尊像
もくぞう　やくしさん
ぞんぞう

３躯 S41.7.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鎌倉市
平安時代。一木造。全体にどっしりとした
大きさと明るさを具えた像。両脇侍は江
戸時代の作と思われる。

県 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにし
んしょうりゅうぞう

12躯 S41.7.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鎌倉市
鎌倉時代。寄木造。後補と思われる４躯
を除いて体躯のバランスと動きはしっか
りとした像である。

県 彫刻 塑造　北条時頼坐像
そぞう　ほうじょうと
きよりざぞう

１躯 S41.7.19 鎌倉市 明月院（山ノ内189） 明月院
鎌倉時代。塑造。後世の補修があるが
顔面はかなり元の姿をのこしている。

県 彫刻 鉄造　不動明王坐像
てつぞう　ふどう
みょうおうざぞう

１躯 S44.12.2 鎌倉市 覚園寺（二階堂421） 覚園寺

鎌倉時代。鉄造。関東地方の鉄仏のな
かではもっとも早い作例とされ、穏やか
な忿怒相と全体の身のこなしに平安末の
特色が強く残る像である。
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県 彫刻
木造　阿弥陀如来及び両脇侍
立像

もくぞう　あみだにょ
らいおよびりょうきょ
うじりゅうぞう

３躯 S53.11.17 鎌倉市
教恩寺（大町1-4-
29）

教恩寺

鎌倉時代。寄木造。穏やかな衣文の刻
出や目尻の吊り上がった厳しい表現に
快慶風の作風を感ぜられる像である。

県 彫刻
木造　阿弥陀如来及び両脇侍
立像

もくぞう　あみだにょ
らいおよびりょうきょ
うじりゅうぞう

３躯 S53.11.17 鎌倉市
光明寺（材木座6-
17-19）

光明寺

附）銅造銘札１枚（天保
十年修理銘）、仏説阿
弥陀経２冊（天保十年
行誉清吟書写奥書あ
り・妙雲書写の銘記あ
り）、紙本墨書文書１
枚、木造舎利器１個、
木造塔型舎利器（包紙
添）１個

鎌倉時代。寄木造。中尊と脇侍とは作風
を異にし、中尊は中央仏師の作風を示す
一方、脇侍は宋風を示す像である。

県 彫刻 木造　達磨大師坐像
もくぞう　だるまだい
しざぞう

１躯 S56.7.17 鎌倉市
寿福寺（扇ガ谷1-
17-7）

寿福寺

南北朝時代。寄木造。総体に量感が豊
かで、彫りの深い面部は異国的雰囲気
を巧みに表現している。

県 彫刻
脱活乾漆造(中尊)・木造(脇侍)
釈迦三尊像

だつかつかんしつぞう
（ちゅうそん）・もくぞう
（きょうじ）しゃかさん
ぞんぞう

３躯 S57.2.9 鎌倉市
寿福寺（扇ガ谷1-
17-7）

寿福寺

室町時代。中尊脱活乾漆造、脇侍寄木
造。中世の乾漆像として極めて稀少な価
値をもつものである。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょ
らいざぞう

１躯 S58.11.25 鎌倉市 覚園寺（二階堂421） 覚園寺
室町時代。寄木造、玉眼嵌入。旧理智光
寺の本尊で、鎌倉地方独特の土紋をも
つ像である。（鞘阿弥陀）

県 彫刻 木造　文殊菩薩坐像
もくぞう　もんじゅぼ
さつざぞう

１躯 S58.11.25 鎌倉市
常楽寺（大船5-8-
29）

常楽寺
鎌倉時代。寄木造、彩色、玉眼嵌入。宋
風彫刻の佳作のひとつである。

県 彫刻 木造　観音菩薩半跏像
もくぞう　かんのん
ぼさつはんかぞう

１躯 S58.11.25 鎌倉市
禅居院（山ノ内
1534）

禅居院
鎌倉時代。漆塗り、玉眼嵌入。彫技は的
確で、すぐれた写実性をそなえ、体躯の
量感もゆたかな像である。

県 彫刻 木造　梵天・帝釈天立像
もくぞう　ぼんてん・
たいしゃくてんりゅう
ぞう

２躯 S58.11.25 鎌倉市
宝戒寺（小町3-5-
22）

宝戒寺

南北朝時代。寄木造、玉眼嵌入。唐風の
服制になる通行の梵釈像である。

県 彫刻 木造　三世仏坐像
もくぞう　さんぜぶ
つざぞう

３躯 S60.11.29 鎌倉市
浄智寺（山ノ内
1402）

浄智寺

南北朝時代。寄木造、玉眼、肉身部漆地
漆箔、着衣部彩色。わが国に伝わる三
世仏（釈迦、阿弥陀、弥勒如来）の中でも
造立年代の早い佳作である。

県 彫刻 木造　千手観音菩薩坐像
もくぞう　せんじゅか
んのんぼさつざぞう

１躯 H4.11.20 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
(山ノ内8)

鎌倉時代。寄木造。県下では珍しい当代
千手観音菩薩像の遺例である。

県 彫刻 木造　毘沙門天立像
もくぞう　びしゃもん
てんりゅうぞう

１躯 H10.2.17 鎌倉市
白山神社（今泉3-
13-20）

白山神社
平安時代後期。鎌倉近辺で造立された
作品とみられ県下の貴重な古代彫刻の
遺例である。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像
もくぞう　あみだにょ
らいりゅうぞう

１躯 H13.2.13 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

浄妙寺(浄明寺
3-8-31)

鎌倉時代。ヒノキ材の割矧ぎ造、玉眼嵌
入、金泥塗り仕上げの三尺阿弥陀。鎌倉
地方彫刻の成立期の像。

国
宝

工芸 籬菊螺鈿蒔絵硯箱
まがきにきくらでん
まきえすずりばこ

１合 S26.6.9 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-3
１)

M32.8.1
指定

鎌倉時代。被せ蓋造、沃懸地（いかけじ）
に螺鈿をあしらった蓋表、蒔絵の蓋裏等
精巧な技術を示す。筆、黒柄なども附い
ている。

国
宝

工芸 太刀　銘　正恒
たち　めい　まさつ
ね

１口 S27.3.29 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）糸巻太刀拵 S3.4.4指定

鎌倉時代。長さ78.3センチメートル。徳川
吉宗より奉納された。備中古青江正恒。

国
宝

工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺

円覚寺鐘、正安三年八
月、大檀那平貞時、住
持宋西澗子曇、大工大
和権守物部国光在銘

M42.4.5
指定

鎌倉時代（銘に正安３年８月）。全体に量
感あふれた鐘で、やや長目の鐘身は力
強く張る。鎌倉時代の特徴あふれる名鐘
である。
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国
宝

工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 鎌倉市
建長寺
（山ノ内８）

建長寺

建長寺鐘、建長七年二
月廿一日、大檀那平時
頼、住持宋沙門道隆
題、大工大和権守物部
重光在銘

M42.4.5
指定

鎌倉時代（銘に建長７年２月２１日）。総
体に平安時代の形式を受けた復古的な
鐘。銘文の撰文は蘭渓道隆のものであ
る。

国
宝

工芸

古神宝類
一、袿白小葵地鳳凰文二重織
一、袿紫地向鶴三盛丸文唐織
一、袿紫地向鶴三盛丸文唐織
一、袿淡香地幸菱文綾織
一、袿黄地窠霰文二重織

こしんぽうるい
うちきしらこあおいじほうおう
もんふたえおり
うちきむらさきじむかいづる
みつもりまるもんからおり
うちきむらさきじむかいづる
みつもりまるもんからおり
うちきたんこうじさいわいび
しもんあやおり
うちききじかにあられもんふ
たえおり

５領 S31.6.28 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31)

統合
M32.8.1
M33.4.7

鎌倉時代。五領あるが、重ねて着用する
「五襲の衣」と考えられる。文の様式など
に藤原様式の名残が認められる。

国
宝

工芸

古神宝類
一、朱漆弓
一、黒漆矢（内篦一筋欠）
一、沃懸地杏葉螺鈿平胡籙
一、沃懸地杏葉螺鈿太刀
一、沃懸地杏葉螺鈿平胡籙
一、沃懸地杏葉螺鈿太刀（鐔欠）

こしんぽうるい
しゅうるしゆみ
くろうるしや（うちへら
ひとすじけつ）
いかけじぎょうようらで
んひらやなぐい
いかけじぎょうようらで
んたち
いかけじぎょうようらで
んひらやなぐい
いかけじぎょうようらで
んたち（つばけつ）

１張
30隻
１腰
１口
１腰
１口

S31.6.28 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31)

統合
M32.8.1
M33.4.7

鎌倉時代。社伝に源頼義が社を勧請の
時、「石清水の神宝たりしを申し下して奉
納す」と伝えられる。

国 工芸 黒漆　須弥壇
くろうるし　しゅみだ
ん

１基 M35.4.17 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内8）

M43.2.2
名称変更

鎌倉時代。欄間にはめられた透彫の獅
子牡丹文は雄壮で、鎌倉彫りの元祖とい
われている。

国 工芸 銅造　十一面観音懸仏
どうぞう　じゅういち
めんかんのんかけ
ぼとけ

６面 M42.4.5 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

長谷寺
（長谷3-11-2）

中に元徳嘉暦の銘文が
あるものがある

鎌倉時代。六面とも大型（70～80センチ
メートル位）で十一面観音像は丸彫に近
い鋳像である。

国 工芸 青磁　袴腰香炉
せいじ　はかまごし
こうろ

１口 T4.3.26 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

円覚寺
 (山ノ内409)

S43.2.2
名称変更

宋時代。明るい青緑色の青磁釉が器体
の全面をおおい、釉調は砧青磁（きぬた
せいじ）のそれで浙江省の龍泉窯の製品
である。

国 工芸 髹漆須弥壇１基・前机１脚
きゅうしつしゅみだ
んいっき・まえづくえ
いっきゃく

２点 T14.4.24 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
前机は鎌倉国宝館に寄
託

鎌倉時代。円覚寺開山堂に置かれ、共
に全面朱漆で塗られている。禅宗様式が
強く表れている。

国 工芸 銅鐘 どうしょう １口 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

常楽寺
（大船5-8-29）

宝治二年三月廿一日
の銘がある

鎌倉時代。全体に細身の鐘。竜頭は後
補である。

国 工芸 太刀　金銘　国吉
たち　きんめい　くに
よし

１口 S3.4.4 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）糸巻太刀拵
鎌倉時代。小切先。大磨上無銘の莖に
国吉の金象嵌銘がある。明治天皇が寄
進したものである。

国 工芸 太刀　銘　長光
たち　めい　ながみ
つ

１口 S3.4.4 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）糸巻太刀拵

鎌倉時代。小切先、磨上げ。社伝による
と、徳川家重奉納の太刀。総金具金菊
花紋糸巻太刀拵が附属する。

国 工芸 太刀　銘　大和国尻懸住則長作
たち　めい　やまと
のくにしっかけじゅう
のりながさく

１口 S28.3.31 鎌倉市 個人

鎌倉時代。小切先、磨上げ。白銀太刀拵
が属している。

国 工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 鎌倉市
長谷寺（長谷3-11-
2）

長谷寺
新長谷寺、文永元年七
月十五日、大工物部季
重在銘

鎌倉時代。全体に鋳型の型われのあと
がみられるが、形姿などによく時代の特
徴を示す優品である。
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国 工芸 金銅密教法具
こんどうみっきょう
ほうぐ

３口 S30.6.22 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺

金銅五鈷杵１口、
金銅独鈷杵１口、
金銅五鈷鈴１口
銘文、極楽律寺建長七
年九月日僧清賢大工
橘宗近

鎌倉時代。鋳鋼製鍍金。鎌倉時代中期
の典型的作例である。

国 工芸 初音蒔絵火取母
はつねまきえひとり
も

１口 S35.6.9 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺
室町時代。阿古陀形香爐。源氏物語、初
音巻中の歌を意匠化したものを切金、研
出蒔絵で表す。

国 工芸 雲版 うんぱん １面 S44.6.20 鎌倉市
妙本寺（大町1-15-
1）

妙本寺
建武四年三月五日大
工清原宗広の刻銘があ
る

室町時代。銅製鋳造。時を告げる合図な
どに使われた。形姿が雲形ゆえ雲版と呼
ばれている。

国 工芸 葡萄蒔絵螺鈿聖餅箱
ぶどうまきえらでん
せいべいばこ

１合 S51.6.5 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺

桃山時代。黒漆の地に螺鈿と蒔絵で外
装した円筒形の器で、南蛮漆芸の代表
的遺品である。

国 工芸 円覚寺開山箪笥収納品
えんがくじかいざん
たんすしゅうのうひ
ん

27点 S54.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

附）欝金地桐竹鳳凰文
縫箔槌巾１枚、染付合
子１合、黒角製香合１
合

鎌倉時代～室町時代。開山無学祖元の
所用具をはじめ、その後、開山信仰に
よって寄進されたものからなる。
収納品内訳：丹池霊芝形雲文金襴（大燈
金襴）九条袈裟１領、黄地片輪車文綾九
条袈裟坐具付１領、香色地平絹九条袈
裟１領、紺地宝盡雲文銀襴九条袈裟坐
具付（応永二十九年二月二十一日の墨
書がある）１領、黄地牡丹文紗掛絡１領、
黄地菱繋文綾直綴１領、黄地平絹直綴１
領、白地平絹禅衣１領、萌黄地平絹頭陀
袋１肩、石畳縫合地果蝶雲文刺繍袱子１
枚、酔翁亭図堆黒盆１枚、椿梅竹文堆朱
盆１枚、孔雀牡丹文堆朱香合１合、尾長
鳥椿文堆黒香合１合、念珠３連、払子２
握、団扇１握、竹篦１握、環４箇、組紐残
闕２条

国 工芸
蓮唐草蒔絵箱形礼盤
黒漆華形大壇

はすからくさまきえ
はこがたらいばんく
ろうるしはながただ
いだん

２基 S54.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

青蓮寺
（手広769）

礼盤は室町時代の作。蒔絵、銀象嵌の
金具で飾られる。大檀は南北朝時代の
作。鎌倉式の蓮弁表現がある。

国 工芸
太刀　各銘　相州住綱広作、綱
家作、康国作・桐鳳凰蒔絵糸巻
太刀拵

たち　かくめい　そう
しゅうじゅうつなひろ
さく、つないえさく、
やすくにさく・とうほ
うおうまきえいとま
きたちこしらえ

3口 S59.6.6 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮
S30.8.30
県指定

室町時代。北条氏綱寄進の三口の太
刀。三口とも長大な太刀姿で、元幅広く
踏張りあって反高く切先延び心になり、
鎬地に棒樋添樋が彫ってある。

国 工芸 朱漆輪花天目盆
しゅうるしりんかて
んもくぼん

１面 H16.6.8 鎌倉市
根津美術館（東京都
港区南青山6-5-1）

公益財団法人
常磐山文庫
（笹目町4-3）

底裏に享徳四年、西大
寺沙弥方天目盆、二之
内の漆銘がある

中世社寺を中心に盛んに製作・使用され
た、律動的な曲線で構成される輪花形盆
の大型の優品である。

国 工芸 伝法衣 でんぽうえ ５領 H23.6.27 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
附）二十五条袈裟一
領、坐具二枚、包裂一
枚

円覚寺に伝来した袈裟５領でいずれも九
条仕立て。南宋～元時代の絹織物の特
徴を顕著に示しており、染織史上極めて
重要な遺例。

国 工芸 紫宸殿蒔絵硯箱
ししんでんまきえす
ずりばこ

1合 S53.6.15 鎌倉市 鎌倉市 個人

紫宸殿庭前にある左近桜、右近橘を意匠とした硯
箱。室町時代以来の伝統様式を受け継ぎ、さらに精
緻さを加えたものである。本硯箱は江戸時代初期の
精緻な技巧を示す代表作である。

国 工芸 太刀　無銘　伝光忠
たち　むめい　でん
みつただ

１口 S27.7.19
不明

（鎌倉市）
不明

鎌倉時代。

県 工芸 銅製亀甲花菱文象嵌擬宝珠
どうせいきっこうは
なびしもんぞうがん
ぎぼし

１対 S30.8.30 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）金具２４個

鎌倉時代。全体の形姿が等辺三角形に
近く安定感があり、缺首部をのぞいて全
面に銀材による象嵌を施している。
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県 工芸 堆黒箱 ついこくばこ １合 S30.8.30 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮
裏に贈日本客僧栄西禅
師明昌元侍郎周宏の
朱漆銘がある

鎌倉時代。木胎に黒漆を厚く重ねて塗
り、その上面に図様を彫刻した堆黒の箱
で印籠蓋造りである。

県 工芸 刀　銘　肥後守橘吉次作
かたな　めい　ひご
のかみたちばなよし
つぐさく

１口 S37.3.27 鎌倉市 個人
延宝五年八月七日二ツ
胴截断高屋甚太夫切

江戸時代。中切先身幅広く重ねしっかり
とした反りの少ない新刀期姿で、生中心
である。

県 工芸 大壇（長勝寺）
だいだん（ちょうしょ
うじ）

１基 S44.5.20 鎌倉市
長勝寺（材木座2-
12-17）

長勝寺

鎌倉時代。華形檀と呼称される大檀。格
狭間を設けた基台を下段にしている点が
称名寺大檀と異なる。

県 工芸 鰐口（円覚寺）
わにぐち（えんがく
じ）

１口 S44.12.2 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
室町時代（銘に天文九年）。一般的に形
式化し美しさに乏しくなる同時代の内で、
極めて美しい上作の鰐口である。

県 工芸 銅鐘（浄智寺）
どうしょう（じょうち
じ）

１口 S44.12.2 鎌倉市
浄智寺
（山ノ内1402）

浄智寺
室町時代（銘に暦応三年）。龍頭が鐘全
体にくらべて小さく、かつ繊細な感じのす
る鐘である。

県 工芸 銅鐘（東慶寺）
どうしょう（とうけい
じ）

１口 S44.12.2 鎌倉市
東慶寺
（山ノ内1367）

東慶寺

室町時代（銘に観応元年）。鋳物師大工
大和権守光連。比較的小鐘で目立たぬ
が時代の特徴をよく示している。

県 工芸 鰐口（長勝寺）
わにぐち（ちょうしょ
うじ）

１口 S44.12.2 鎌倉市
長勝寺（材木座2-
12-17）

長勝寺

室町時代（銘に永正十二年）。胴がかな
り丸くふくらみ、特に中心の撞座部分が
丸く盛り上げる特色を見せている。

県 工芸 燭台（長勝寺）
しょくだい（ちょうしょ
うじ）

１対 S44.12.2 鎌倉市
長勝寺（材木座2-
12-17）

長勝寺
鎌倉時代（朱銘に永享四年）。檜材の本
地に黒漆塗。極楽寺講堂にあったことが
銘文によって知られる。

県 工芸 鰐口（長谷寺） わにぐち（はせでら） １口 S44.12.2 鎌倉市
長谷寺（長谷3-11-
2）

長谷寺
室町時代（銘に応永廿年）。径が89セン
チメートルもある大きい鰐口で、現状は
いたみがひどいがりっぱな作である。

県 工芸 獅子牡丹彫木彩漆硯台
ししぼたんちょうぼく
さいしつけんだい

１合 H11.11.26 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

鎌倉市
室町時代。大まかな刀法ながら豪快な図
様と調和する。製法は伝統的な鎌倉彫を
継承している。

県 工芸 屈輪文彫木朱漆大香合
ぐりもんちょうぼく
しゅうるしだいこうご
う

１合 H11.11.26 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。木地に屈輪（グリ）文を掘り、
下地を黒漆でかため、上塗りに朱漆を施
し、身の側面にも同様の屈輪文を配す
る。鎌倉彫。

県 工芸
刀　銘　備前国住長船源五郎清
光

かたな　めい　びぜ
んのくにじゅうおさ
ふねげんごろうきよ
みつ

１口 S41.7.19 鎌倉市 個人

室町時代（銘文に天文二年）。中切先重
ね厚手で調和のとれた刀姿をもつ生中
心である。

県 工芸
刀　銘　肥前国住近江大掾藤原
忠広　慶安元年八月吉日

かたな　めい　ひぜ
んのくにじゅうおう
みだいじょうふじわ
らただひろ　けいあ
んがんねんはちが
つきちじつ

１口 S35.5.17
不明

（鎌倉市）
不明

江戸時代。生中心。身幅重ね十分な刀
である。

県 工芸 短刀　銘　国光
たんとう　めい　くに
みつ

１口 S37.3.27
不明

（鎌倉市）
不明

附）合口拵梨子地蒔絵
紋散し鞘

鎌倉時代。平造り短刀。身幅狭く真の
棟、反りなくいわゆる竹の子反り姿をした
品の良い作例である。

国
宝

書跡・典籍・
古文書

大覚禅師墨蹟　法語規則
だいがくぜんじぼく
せき　ほうごきそく

２幅 S27.3.29 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

鎌倉時代。双幅で一幅には法語、もう一
幅には規則が記してある。

国
宝

書跡・典籍・
古文書

清拙正澄墨蹟　遺偈
せいせつしょうちょ
うぼくせき　ゆいげ

１幅 S27.11.22 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

暦応二年正月十七
日

南北朝時代。建仁寺禅居庵で示寂した
時の遺偈（ゆいげ）。古来「棺割之墨跡」
と称され有名である。

国
宝

書跡・典籍・
古文書

馮子振墨蹟　画跋
ふうししんぼくせき
がばつ

１幅 S27.11.22 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

附）千利休添状（正
月六日）１幅

元時代。北宋の画人易元吉の描いた草
虫図鑑に題した賛詞と思われる。
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国
書跡・典籍・

古文書
定額寺官符 じょうがくじかんふ １幅 M32.8.1 鎌倉市

鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代。円覚寺が定額寺となった際下
された太政官符である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本淡彩　円覚寺境内絵図

しほんたんさい　え
んがくじけいだいえ
ず

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

南北朝時代。円覚寺伽藍の他、路をはさ
んで反対側の地域を含めて四周に朱線
をめぐらせる。線上の五か所に上杉重能
の花押がある。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本淡彩　富田庄図

しほんたんさい　と
みたのしょうず

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代。北条時宗が無学祖元をむか
え円覚寺を創建した折、寄進した富田庄
の絵図である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　北条時宗書状

しほんぼくしょ　ほう
じょうときむねしょ
じょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

弘安元年十二月廿
三日とある

鎌倉時代。建長寺開山蘭渓道隆が示寂
した後、その後継者を求めようとして、中
国への使者にだした書状。これに対し無
学祖元が来日した。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　祖元書状

しほんぼくしょ　そげ
んしょじょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

七月十八日とある
鎌倉時代。前出弘安六年七月十八日の
時宗書状をうけた無学祖元が認めた礼
状である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　円覚寺年中用米注
進状

しほんぼくしょ　えん
がくじねんちゅうようま
いちゅうしんじょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

弘安六年九月廿七
日とある

鎌倉時代。円覚寺の住持、無学祖元が
円覚寺に於ける一年間の寺用米の予算
を、檀那である北条時宗に報告したもの
である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　北条時宗書状

しほんぼくしょ　ほう
じょうときむねしょ
じょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

七月十八日とある

鎌倉時代。円覚寺開基の時宗が、将軍
家御願寺としたこと、寺領が確定したこと
などを伝えた書状である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　華厳塔勧縁疏

しほんぼくしょ　けご
んとうかんえんそ

１巻 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

黄梅院
（山ノ内428）

南北朝時代。円覚寺に華厳塔を再建す
るにあたり、勧進のため義堂周信が至徳
四年五月に書いた偈並びに序である。

国
書跡・典籍・

古文書
大覚禅師墨蹟

だいがくぜんじぼく
せき

３幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内8）

S38.2.8
追加指定

鎌倉時代。本来は別物の断簡だが現在
は一幅対にまとめられている。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本淡彩　明月院絵図

しほんたんさい　め
いげついんえず

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

明月院
（山ノ内189）

氏満の花押がある
室町時代。旧禅興寺の塔頭明月庵、宗
猷庵の絵図である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　鶴岡社務記録

しほんぼくしょ　つる
がおかしゃむきろく

２巻 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鶴岡八幡宮
（雪ノ下2-1-
31）

南北朝時代。建久二年から文和四年に
いたる164年間にわたる編年記録であ
る。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　西来庵修造勧進状
玉隠筆

しほんぼくしょ　さい
らいあんしゅうぞう
かんじんじょう　ぎょ
くいんひつ

１巻 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

永正丙子四月廿四
日とある

室町時代。浄智寺蔵の勧進状から一年
後に書かれたほとんど同文の勧進状で
ある。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　和漢年代記

しほんぼくしょ　わ
かんねんだいき

２冊 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

附）元禄写本１冊

鎌倉時代。日本の記事を上段に、中国
の記事を下段に対比させながら編んだ
年表である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　西来庵修造勧進状
玉隠筆

しほんぼくしょ　さい
らいあんしゅうぞう
かんじんじょう　ぎょ
くいんひつ

１巻 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

浄智寺
（山ノ内1402）

永正乙亥七月廿四
日とある

室町時代。建長寺前住の玉隠が荒廃し
た開山塔所西来庵の有様をなげき、これ
を再興しようと書いた勧進状である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　東帰集（伝仏乗禅師
筆）

しほんぼくしょ　とう
きしゅう（でんぶつ
じょうぜんじひつ）

１巻 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

附）絹本著色仏乗
禅師像１幅、堆朱
印櫃入木印２顆

鎌倉時代。報国寺開山天岸慧広の自筆
といわれる漢詩および偈二百首余を収
録したものである。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　仏乗禅師度牒１通
紙本墨書　仏乗禅師戒牒４幅

しほんぼくしょ　ぶ
つじょうぜんじどちょ
う
しほんぼくしょ　ぶ
つじょうぜんじかい
ちょう

２点 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

仏乗禅師度牒：弘
安九年十一月八日
とある
仏乗禅師戒牒：弘
安元年十一月八日
とある

鎌倉時代。得度し、比丘になったことを
政府が証明したものが度牒で、戒を受け
たことを証明して出されるのが戒牒であ
る。
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国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　円覚寺禁制

しほんぼくしょ　えん
がくじきんぜい

１幅 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

永仁二年正月日

鎌倉時代。北条貞時が檀那として僧侶
等の行動に対して、規律を正すべく禅律
寺院に対し禁制を定めたものである。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　円覚寺制符

しほんぼくしょ　えん
がくじせいふ

１幅 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

乾元二年二月十二
日

鎌倉時代。北条貞時が円覚寺の寺僧の
行動に掣肘を加えるため出した制符であ
る。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　仏日庵公物目録

しほんぼくしょ　ぶ
つにちあんこうもつ
もくろく

１巻 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

貞治二年同四年法
清、崇珊、圭照の
勘記がある

南北朝時代。北条時宗の塔所の仏日庵
の什宝目録である。

国
書跡・典籍・

古文書
印章　無學 いんしょう　むがく ２顆 S11.5.6 鎌倉市

鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

H6.3　　　考古資
料から管理換
え、H7.6.15
名称変更

鎌倉時代。円覚寺開山仏光国師無学祖
元所用の木印である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　大休正念法語

しほんぼくしょ　だい
きゅうしょうねんほう
ご

１巻 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

蔵六庵
（山ノ内419）

弘安元年五月

鎌倉時代。大休正念が泰定居士のため
に迦葉の偈をひいて、生死悟道の一大
道を説いたものである。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　新編仏法大明録

しほんぼくしょ　しん
ぺんぶっぽうだいみ
んろく

８冊 S14.5.27 鎌倉市
松ヶ岡文庫
（山ノ内1375）

財団法人
松ケ岡文庫

自巻第一至第九、自第十
三至第十七、第廿巻第一
に正嘉元年閏三月廿二日
書写の奥書あり「普門院」
「光明院」の印記がある

鎌倉時代。京都東福寺開山聖一国師が
将来した新編仏法大明録の写本である。

国
書跡・典籍・

古文書
伏見天皇宸翰御消息

ふしみてんのうしん
かんごしょうそく

１幅 S19.9.5 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

個人 九月廿六日
鎌倉時代。覚助法親王が紅葉の枝に付
けて奉られた御文に対する返書である。

国
書跡・典籍・

古文書
蘭渓道隆墨蹟　諷誦文

らんけいどうりゅう
ぼくせき　ふじゅも
ん

１幅 S24.2.18 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

鎌倉時代。北条時宗参禅の師である道
隆が時宗の治世の安らかなることを祈願
するに当たって作ったものである。

国
書跡・典籍・

古文書
大休正念墨蹟　尺牘

だいきゅうしょうね
んぼくせき　せきとく

１幅 S24.2.18 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

鎌倉時代。浄智寺の開山大休禅師が法
友にあてた手紙である。

国
書跡・典籍・

古文書
宗峰妙超筆消息

しゅうほうみょうちょ
うひつしょうそく

１幅 S24.2.18 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

十一月八日祐公庵
主宛

鎌倉時代。大徳寺開山大燈国師が弟子
満庵宗祐にあてた手紙である。

国
書跡・典籍・

古文書
退耕徳寧墨蹟　上堂語景定壬
戊

たいこうとくねいぼく
せき　じょうどうごけ
いていじんじつ

１幅 S24.5.30 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

南宋時代。寧上人なる人に与えた上堂
のときの偈である。

国
書跡・典籍・

古文書

竺仙梵僊墨蹟　与潜渓処謙入
祖堂語壬午（康永元年）五月四
日

じくせんぼんせんぼ
くせき　せんけい
しょけんにあたうる
にゅうそどうごじん
ご（こうえいがんね
ん）ごがつよっか

１幅 S24.5.30 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

南北朝時代。南禅寺十六世竺仙和尚が
十世潜渓の位牌を祖堂に納めた法事の
文章である。

国
書跡・典籍・

古文書
剱門妙深墨蹟　与聖一国師尺
牘　淳祐己酉四月望日

けんもんみょうじん
ぼくせき　しょういち
こくしにあたうるせき
とくじんゆうきゆうし
がつぼうじつ

１幅 S28.3.31 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

南宋時代。聖一国師にあてて、共通の
師、無準和尚の示寂を報じた手紙であ
る。

国
書跡・典籍・

古文書
断谿妙用墨蹟　白雲雅号　咸淳
己巳

だんけいみょうよう
ぼくせき　はくうんが
ごう　かんじゅんき
み

１幅 S28.3.31 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

南宋時代。慧暁が南宋の断谿和尚に自
分の号「白雲」について書いてもらったも
のである。

国
書跡・典籍・

古文書
無等恵融墨蹟　与簡上人法語

むとうえゆうぼくせ
き　かんしょうにん
にあたうるほうご

１幅 S29.3.20 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

南宋時代。我国から入宋した簡上人に
与えた激励の文章である。

国
書跡・典籍・

古文書
済川若楫墨蹟　与山叟慧雲尺
牘

さいせんじゃくしゅう
ぼくせき　さんそうえ
うんにあたうるせき
とく

１幅 S29.3.20 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

附）文英清韓添状
１幅

南宋時代。師である木翁若訥の墓が荒
れ果てているのを歎き、日本の慧雲に向
けて援助を乞うた手紙である。
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鎌倉市
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分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国
書跡・典籍・

古文書
中峰明本墨蹟　与済侍者警策

ちゅうぼうみょうほ
んぼくせき　さいじ
しゃにあたうるけい
さく

１幅 S32.2.19 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

元時代。済侍者に与えた激励の言葉で、
極めて個性的な書風である。

国
書跡・典籍・

古文書
石室善玖墨蹟　拈香語

せきしつぜんきゅう
ぼくせき　ねんこう
ご

１幅 S33.2.8 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

貞治二年二月廿五
日

南北朝時代。同門の月林道皎和尚の十
三回忌に際して書した「拈香語」である。

国
書跡・典籍・

古文書
寒山詩（五山版）

かんざんし（ござん
ばん）

１冊 S34.6.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

正中二年十月刊記

鎌倉時代。唐国清寺の僧侶寒山の詩
集。親本はすでに残存せず、五山版の
同版２点も関東大震災で焼失しているの
で、この「寒山詩」は特に価値が高い。

国
書跡・典籍・

古文書
友雲士思、月江正印墨蹟　唱和
偈

ゆううんしさい　がっ
こうしょういんぼくせ
き　しょうわげ

１幅 S34.12.18 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

元時代。友雲が入元し、月江和尚を訪ね
て一偈を呈し、和尚がそれに加筆応酬し
たもの。

国
書跡・典籍・

古文書
仏鑑禅師墨蹟　禅院牌字（巡
堂）

ぶっかんぜんじぼく
せき　ぜんいんはい
じ（じゅんどう）

１幅 S34.12.18 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

東福寺伝来

南宋時代。東福寺開山聖一国師が入宋
して参じた仏鑑禅師からはるばる送り寄
せた牌字の原本である。

国
書跡・典籍・

古文書
無学祖元墨蹟　重陽詩

むがくそげんぼくせ
き　ちょうようし

１幅 S35.6.9 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

弘安二年臘八

鎌倉時代。1279年来朝の年の秋上堂の
偈を、年末になって書いたものである。

国
書跡・典籍・

古文書
足利義満筆額字普現・宿竜・桂
昌

あしかがよしみつひ
つがくじふげん、
しゅくりゅう、けい
しょう

３幅 S36.2.17 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。足利義満が書いた円覚寺正
統院殿堂の額字である。

国
書跡・典籍・

古文書
古剱智訥墨蹟　拈香語

こけんちとつぼくせ
き　ねんこうご

１幅 S36.6.30 鎌倉市
東京国立博物館（東京
都台東区上野公園13-
9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

葵卯歳結制之後十
五日

南北朝時代。伊予長福寺の会庵和尚の
死を悼んだ「拈香語」である。

国
書跡・典籍・

古文書
金剛般若経　蘭渓道隆筆

こんごうはんにゃ
きょう　らんけいどう
りゅうひつ

１帖 S49.6.8 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

建長寺
（山ノ内8）

附）玄津及元松添
状２通

鎌倉時代。鋭い筆鋒を見せる大覚禅師
の書写経。巻尾に「巨福建長」「蘭渓」二
つの朱印がある。

国
書跡・典籍・

古文書
喫茶養生記　上・下

きっさようじょうき
じょう・げ

１冊 S49.6.8 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

寿福寺（扇ガ
谷1-17-7）

鎌倉時代。主として上巻は茶について、
下巻は桑について、名称、効用、使用
法、製法などについて述べたものであ
る。

国
書跡・典籍・

古文書
鶴岡八幡宮文書（二百二十四
通）

つるがおかはちま
んぐうもんじょ

15巻 S58.6.6 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮
S36.7.4
県指定

鎌倉～江戸時代。鶴岡八幡宮文書（131
通）を中心として、八幡宮供僧坊の一つ
相承院に伝来した相承院文書（93通）を
含む。これらの文書は、中世における八
幡宮の変遷を明らかにし、鎌倉幕府、関
東公方家、後北条氏などとの関係を伝え
ている。

国
書跡・典籍・

古文書
足利尊氏自筆願文

あしかがたかうじじ
ひつがんもん

１幅 S59.6.6 鎌倉市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

公益財団法人
常盤山文庫
（笹目町4-3）

建武三年八月十七
日清水寺宛

南北朝時代。建武三年八月十七日に足
利尊氏が自筆をもって清水寺へ奉納した
願文で、楮紙に全文十一行の仮名交じり
文で書かれている。

国
書跡・典籍・

古文書
円覚寺文書（386通） えんがくじもんじょ

20巻､
57幅
1冊､
279通

S60.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

H16.6.8追
加指定

鎌倉時代～桃山時代。中世における禅
宗寺院、経済を具体的に明らかにした文
書である。

国
書跡・典籍・

古文書
覚園寺文書（97通） かくおんじもんじょ

８巻
１幅

S60.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

覚園寺
（二階堂421）

S42.2.3
県指定

鎌倉時代～江戸時代。同寺開山心慧智
海置文や後醍醐天皇緩旨、光厳上皇院
宣などや、足利直義御教書等の御教書
類及び戌神将像胎内より発見された荘
園関係文書からなる文書類である。

国
書跡・典籍・

古文書
黄梅院文書（101通）

おうばいいんもん
じょ

27巻､
１冊
６幅､
６通

S61.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

黄梅院
（山ノ内428）

南北朝～江戸時代。室町幕府並びに関
東公方と深い関係にあった禅宗塔頭寺
院の具体的な変遷を明らかにするまと
まった文書である。
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国
書跡・典籍・

古文書
東慶寺文書 とうけいじもんじょ

777通
20冊

H13.6.22 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺

東慶寺は、江戸時代に女性が寺に駆け
込んで離婚する寺法が幕府に認められ
ていた。駆け込み件数約260件を中心に
したもので、法制史・女性史研究上二重
様な文章群。

国
書跡・典籍・

古文書
浄光明寺敷地絵図

じょうこうみょうじし
きちえず

１幅 H17.6.9 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

浄 光 明 寺 （ 扇
ガ谷2-12-1）

鎌倉時代末から南北朝時代にかけての
浄光明寺の境内の建物・寺域や、周辺
の景観・屋地などを詳細に伝える史料と
して貴重であり、中世の敷地の安堵を示
すものとして重要な絵図である。

国
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書亀山天皇宸翰御消息
（嘉元三年八月五日）

しほんぼくしょかめ
やまてんのうしんか
んごしょうそく

１幅 S15.5.3 鎌倉市 鎌倉市 個人

鎌倉時代。差出書、宛所ともにないが、
「恒明親王立坊事書案」に本書と同内容
の記述がみられることから、恒明親王宛
ての御消息であるとされている。

国
書跡・典籍・

古文書
伝藤原佐理筆賀歌絹地切（うこ
きなき）

でんふじわらのすけ
まさひつがかきぬじ
ぎれ

１幅 S29.3.20 不明
（鎌倉市）

不明

平安時代。

国
書跡・典籍・

古文書
紺紙金字仏舎利奉納願文〈九条
兼実筆／文治五年九月廿八日〉

こんしきんじぶっ
しゃりほうのうがん
もん　くじょうかねざ
ねひつ　ぶんじごね
んくがつにじゅうは
ちにち

１幅 S34.12.18 不明
（鎌倉市）

不明

鎌倉時代。

県
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　明王院文書

しほんぼくしょ　みょ
うおういんもんじょ

４巻
19通

S50.2.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

明王院
（十二所32）

鎌倉時代～江戸時代。鎌倉時代５通、南
北朝時代11通、室町時代７通の文書か
らなり、鎌倉時代の文書には異国降伏祈
祷記などが含まれている。

県
書跡・典籍・

古文書
紙本墨書　法華堂文書

しほんぼくしょ　ほっ
けどうもんじょ

１巻
27通

S50.2.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

明王院
（十二所32）

鎌倉時代～江戸時代。源頼朝の持仏堂
が、彼の死後廟所となったのが法華堂で
ここに伝来した一巻二十七通の中世文
書が法華堂文書で、現在は明王院が所
蔵する。

国 考古資料 銅造　仏応禅師骨壺
どうぞう　ぶつおう
ぜんじこつつぼ

１口 T2.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

続燈庵（山ノ内
431）

嘉暦二年十一月疎石
の銘がある

鎌倉時代。鋳銅製。関東大震災により焼
損しているものの夢窓疎石の書による銘
が刻まれている。

国 考古資料

鎌倉覚園寺開山塔納置品
一、黄釉草葉文壺
一、銅五輪塔
一、阿弥陀径笹塔婆
一、褐釉壺
鎌倉覚園寺大燈塔納置品
一、褐釉双耳壺
一、水晶五輪塔金銅蓮台共

かまくらかくおんじ
かいざんとうのうち
ひん
おうゆうそうようもん
つぼ　　　　　どうご
りんとう
あみだきょうささとう
ば
かつゆうつぼ
かまくらかくおんじ
だいとうとうのうちひ
ん
かつゆうそうじつぼ
すいしょうごりんとう
こんどうれんだいと
も

　
１合
１基
59葉
１口
１口
１基

S43.4.25 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

覚園寺(二階堂
421)

銅五輪塔：元亨三年三
月十九日光広在銘
阿弥陀経笹塔婆：正慶
元年十一月円信奥書

鎌倉時代。建造物として指定されている
二基の塔の納置品。特に黄釉草文壺は
古瀬戸の遺品としてまれにみる優品であ
る。
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国 考古資料

銅骨蔵器
金銅五輪塔
銅骨蔵器
褐釉小壺
黄釉小壺

どうこつぞうき
こんどうごりんとう
どうこつぞうき
かつゆうこつぼ
おうゆうこつぼ

１合
１基
１合
１口
１口

S43.4.25 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺

銅骨蔵器：極楽寺長老
善願上人在銘、金銅五
輪塔：比丘尼禅忍延慶
四年二月八日他界在
銘、黄釉小壺：鎌倉極
楽寺境内石造五輪塔
（寺伝忍公塔）納置

鎌倉時代。昭和三十六年の集中豪雨で
埋没した伝北条重時墓から出土したも
の。これにより同寺三代順忍善願上人の
墓であることが明らかになった。

国 考古資料
鎌倉極楽寺忍性塔納置品
一、金銅骨臓器
一、銅骨臓器

かまくらごくらくじに
んしょうとうのうちひ
ん
こんどうこつぞうき
どうこつぞうき

　
１合
１合

S52.6.11 鎌倉市
極楽寺（極楽寺3-6-
7）

極楽寺

金銅骨臓器　：嘉元元
年十一月日良観上人
舎利瓶記刻銘、銅骨臓
器：嘉元元年十一月廿
五日賢明上人入滅記
刻銘

鎌倉時代。忍性塔に納置された忍性と慈
済の舎利容器。いずれも嘉元元年の刻
銘をもっている。

県 考古資料
鎌倉市国指定史跡永福寺跡内
経塚出土品

かまくらしくにしてい
しせきようふくじあと
ないきょうづかしゅ
つどひん

89点 H15.2.10 鎌倉市
鎌倉歴史文化交流
館（扇ガ谷1-5-1）

鎌倉市

鎌倉時代初期。源頼朝が創建した寺院
跡から発見された経塚の出土品で、この
時代の政治・文化を明らかにするうえで
貴重な資料。

県 考古資料
鎌倉市今小路西遺跡北谷出土
の輸入陶磁器

かまくらしいまこうじ
にしいせききただに
しゅつどのゆにゅう
とうじき

61点 H15.2.10 鎌倉市
鎌倉歴史文化交流
館（扇ガ谷1-5-1）

鎌倉市

鎌倉時代。有力武家の屋敷跡から出土
した、品質・形態の傑出した輸入陶磁器
で、この時期の有力武家の権力や財力
を知るうえで貴重な資料。

国 歴史資料 鶴岡八幡宮指図
つるがおかはちま
んぐうさしず

１鋪 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鶴岡八幡宮
（雪ノ下2-1-
31）

天正十九年五月十
四日

H24.8.6名称変
更

室町時代。鶴岡八幡宮の修理のために
作られた指図書。豊臣秀吉が徳川家康
に命じて修営させた際作られた。

国 歴史資料 円覚寺仏殿造営図
えんがくじぶつでん
ぞうえいず

２鋪 H23.6.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪ノ下
2-1-1）

鎌倉市

建地割図 元亀四
年三月二十三日 １
鋪、指図 元亀四年
三月□日 １鋪

円覚寺の仏殿再興のため元亀４年
（1573）に作成された建地割図（断面図）
と指図（平面図）の清書本。中世五山仏
殿の構造形式を伝える安土桃山時代の
精緻な建築設計図として、建築史上、禅
宗文化史上に史料価値が高い。

県
有形民俗文

化財
獅子型墨壺 ししがたすみつぼ １個 S30.8.30 鎌倉市

鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮
鎌倉～室町時代。全体に丹漆を塗り鎌
倉彫形式の珍しいもの。現在あるなかで
最優良作の一つである。

県
有形民俗文

化財
神輿 みこし ７基 S30.8.30 鎌倉市

鶴岡八幡宮（雪ノ下
2-1-31）

鶴岡八幡宮
桃山～江戸時代初期。三基は本宮用、
四基は若宮用で、後者はわずかに形体
が小柄で手法もやや簡略になっている。

県
無形民俗文

化財
御霊神社の面掛行列

ごりょうじんじゃのめ
んかけぎょうれつ

S51.10.19 鎌倉市
鎌倉市坂ノ下
御霊会

９月１８日
S46.3.30県
無形文化
財指定

同社の祭典で氏子達が明治五年銘の十
種類の異様な仮面を掛けて行道する。
明治維新前まで鶴岡八幡宮の祭礼に加
わっていた。

国 史跡 日野俊基墓 ひのとしもとはか S2.4.8 鎌倉市 梶原字六本松 鎌倉市
後醍醐天皇につかえた公家で鎌倉幕府
打倒計画に加わり、元弘二年にきられた
日野俊基の墓とされる。

国 史跡 浄光明寺境内・冷泉為相墓
じょうこうみょうじけ
いだい・れいぜいた
めすけはか

S2.4.8 鎌倉市 扇ガ谷

H19.2.6追
加指定及
び名称変
更
H21.7.23追
加指定及
び一部解
除

浄光明寺は鎌倉中期創建の北条氏、足
利氏ゆかりの寺院で、その境内は14世
紀作成の重要文化財「浄光明寺敷地絵
図」に描かれた鎌倉時代の景観を良くと
どめている。冷泉為相墓は同境内に位
置し、鎌倉歌壇を隆盛に導いた、歌道の
由緒の地である。平成19年2月6日に既
指定の冷泉為相墓に浄光明寺の境内域
を追加指定し、名称を変更した。

国 史跡 極楽寺境内・忍性墓
ごくらくじけいだい・
にんしょうのはか

S2.4.8 鎌倉市 極楽寺

H20.3.28追
加指定及
び名称変
更、
H20.7.28追
加指定

極楽寺は中世鎌倉を代表する寺院の一
つで、京鎌倉往還の鎌倉側の入り口に
位置し、交通路の支配と防御の拠点と
なった寺院。貧民救済で名高い忍性が
活動の拠点とした。忍性墓は安山岩製
総高357.3センチメートルの大五輪塔。地
輪から忍性と慈済の銘文のある納骨器
が出土した。
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国 史跡 伝上杉憲方墓
でんうえすぎのりか
たのはか

S2.4.8 鎌倉市 極楽寺 鎌倉市
極楽寺支院西方寺跡にある。墳墓堂跡
かと思われる石囲の構造物のまわりに
七層塔他が並ぶ。

国 史跡
稲村ヶ崎（新田義貞徒渉伝説
地）

いなむらがさき(にっ
たよしさだとしょうで
んせつち)

S9.3.13 鎌倉市 稲村ガ崎 鎌倉市

元弘三年、新田義貞が鎌倉攻めの際、
汐の引くことを祈って太刀を海中に投じ
たという伝説の地。

国 史跡 若宮大路 わかみやおおじ S10.6.7 鎌倉市
小町、御成町、由比
ガ浜

鎌倉市
H18.1.26追
加指定

寿永元年源頼朝が造らせた鶴岡八幡宮
の参道。社前から由比ヶ浜へ一直線に
走る道路である。海岸橋交差点から三の
鳥居までの道路敷、歩道敷が追加指定
された。

国 史跡 浄智寺境内 じょうちじけいだい S41.2.28 鎌倉市 山ノ内
鎌倉五山第四位。境内はもと、谷全体
だったと思われるが、現在伽藍は総門、
鐘楼門、仏殿、庫裡のみ。

国 史跡 寿福寺境内 じゅふくじけいだい S41.3.22 鎌倉市 扇ガ谷
H20.7.28追
加指定

鎌倉五山第三位。源義朝の邸跡といわ
れる。境内のやぐらには、源実朝、政子
の墓と伝えられる五輪塔がある。

国 史跡 永福寺跡 ようふくじあと S41.6.14 鎌倉市 二階堂
H20.7.28追
加指定

建久三年（1192）、源頼朝が平泉の中尊
寺、毛越寺をまねて造った寺。平泉的仏
堂が広い池に東面していたと思われる。

国 史跡 建長寺境内
けんちょうじけいだ
い

S41.9.12 鎌倉市 山ノ内
H19.7.26追
加指定

13世紀中期に創建された我が国最初の
禅宗専門道場で、鎌倉五山の第一位。
禅宗式伽藍配置を鎌倉でもっともよく残
している。仏殿前の柏槇（びゃくしん）は
古図にもある。

国 史跡 浄妙寺境内
じょうみょうじけいだ
い

S41.11.2 鎌倉市 浄明寺
鎌倉五山第五位。文治四年足利義兼創
建の極楽寺を改称したと伝える。塔頭20
を数えたがすべて廃絶した。

国 史跡 円覚寺境内 えんがくじけいだい S42.4.24 鎌倉市 山ノ内、大船
鎌倉五山の第二位。中国の径山の伽藍
配置を学び、三門、仏殿が一直線上にな
らぶ禅宗様伽藍配置を残す。

国 史跡 鶴岡八幡宮境内
つるがおかはちま
んぐうけいだい

S42.4.24 鎌倉市
雪ノ下、小町、材木
座

H17.8.29追
加指定

源頼義が由比の郷に石清水八幡宮を勧
請し、頼朝が現在地に移した。武家の尊
崇厚く、院房も２５を数えた。三方堀及び
源氏池部分が追加指定されている。

国 史跡 覚園寺境内 かくおんじけいだい S42.6.22 鎌倉市 二階堂
北条義時が自力で建立した薬師堂を前
身とする。開基は北条貞時。足利尊氏が
再興した。

国 史跡 亀ヶ谷坂 かめがやつざか S44.6.5 鎌倉市 山ノ内、扇ガ谷
鎌倉七口の一つ。長寿寺の谷からくの字
に折れて急な下り坂になり亀ヶ谷に入る
道である。

国 史跡 巨福呂坂 こぶくろざか S44.11.29 鎌倉市 雪ノ下
鶴岡八幡宮石段下を北西に一直線に進
む道で、聖天社を左にみて山裾を進む
坂路になっている。

国 史跡 仮粧坂 けはいざか S44.11.29 鎌倉市
扇ガ谷、山ノ内、梶
原、佐助

H19.7.26追
加指定
H21.7.23追
加指定及
び一部解
除

鎌倉七口の一つ。鎌倉と武蔵、上野を結
んだ街道の切通道で、坂上の平場は繁
華な商業地区でもあり、刑場、葬送の場
でもあった。　葛原が岡神社のある尾根
から梅ヶ谷へ下るＳ字形に山腹を切り
わった坂路になっている。

国 史跡 瑞泉寺境内
ずいせんじけいだ
い

S46.11.8 鎌倉市 二階堂
H20.3.28追
加指定

夢窓疎石が開山の中世鎌倉を代表する
寺院の一つで、関東十刹の一つでもあ
る。仏殿背後の庭園は夢窓疎石が築い
たと伝えられる。
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国 史跡 大仏切通 だいぶつきりどおし S52.8.10 鎌倉市 長谷、常盤、笛田 鎌倉市

H2.3.29追
加指定及
び一部解
除

鎌倉七口の一つ。鎌倉防衛を考慮した
当時の名残と思われる切通路のくりかえ
しがよく旧状を残している。

国 史跡 北条氏常盤亭跡
ほうじょうしときわの
ていあと

S53.12.19 鎌倉市 常盤
大仏切通附近の常磐の地は、北条一族
の邸宅の跡と云われてきたが、発掘で遺
構が確認された。

国 史跡 明月院境内
めいげついんけい
だい

S59.2.9 鎌倉市 山ノ内
明月院は鎌倉十刹の一つ禅興寺の塔頭
で、その境内は旧規をよく今に伝える。

国 史跡 東勝寺跡 とうしょうじあと H10.7.31 鎌倉市 小町 鎌倉市
北条一族が自刃した鎌倉幕府滅亡の地
として、歴史上重要である。

国 史跡
法華堂跡（源頼朝墓・北条義時
墓）

ほっけどうあと（み
なもとのよりともの
はか・ほうじょうよし
ときのはか）

S2.4.8
(法華堂跡)

S2.6.14
(源頼朝墓)

鎌倉市
西御門二丁目・雪ノ
下

鎌倉市

H12.1.31源頼
朝墓と法華堂
跡を統合し新
たに指定
H18.7.28北条
義時墓を追加
指定し、名称
変更

鎌倉大倉幕府跡の背後の山稜部に営ま
れた、幕府の創始者の源頼朝と２代執権
北条義時の墳墓堂・墓所の跡で、幕府を
守護する、精神的な拠り所となった宗教
施設として重要。

国 史跡 鎌倉大仏殿跡
かまくらだいぶつで
んあと

H16.2.27 鎌倉市
長谷四丁目、五丁
目

鎌倉時代中頃に鎌倉幕府が関東鎮護の
寺院として造営した中世寺院跡であり、
大仏の鋳造過程を示す遺構及び大仏殿
建物跡の遺構などが良好に遺存してお
り、幕府の宗教政策を示す遺跡としても
重要。

国 史跡 荏柄天神社境内
えがらてんじんしゃ
けいだい

H17.7.14 鎌倉市 二階堂字荏柄

武家政権の守護神として、鶴岡八幡宮と
ともに信仰された詩歌信仰の中心であっ
た神社である。

国 史跡 仏法寺跡 ぶっぽうじあと H18.7.28 鎌倉市
極楽寺一丁目、坂ノ
下

鎌倉市

鎌倉幕府、北条氏の支援のもとで陸上・
海上交通を支配した極楽寺の有力末寺
の寺院跡で、元弘の鎌倉攻めの激戦地
の一つでもあり、都市周縁部の葬送、供
養関係の遺構も良好に残されている。

国 史跡 一升桝遺跡
いっしょうますいせ
き

H19.2.6 鎌倉市
極楽寺二丁目、同
四丁目

鎌倉市

鎌倉の西側山稜部の交通路を守る、方
形の土塁で囲まれた、鎌倉時代の防衛
施設の跡で、遺存状態も良好。北条氏の
交通路支配、寺院と交通路管理の関連
性等、中世都市鎌倉の特徴を考える上
で重要。

国 史跡 大町釈迦堂口遺跡
おおまちしゃかどう
ぐちいせき

H22.8.5 鎌倉市 大町

総数64基のやぐらと、13～14世紀に造成
された平場の建物等の遺構が、一体で
遺存している数少ない貴重な場所であ
り、鎌倉において宗教的な目的で行われ
たと考えられる谷戸の開発と祭祀信仰の
あり方を知る上で重要。

国 史跡 名越切通 なごえきりどおし S41.4.11
逗子市・鎌

倉市
逗子市小坪、同久
木、鎌倉市大町

S56.10.13､
S58.11.26、
H20.7.28、
H21.7.23追
加指定

鎌倉七口の一つ。山腹路と切通路を組
み合せ、800メートルにおよぶ切岸を伴
い、一大要塞をなす。
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国 史跡 和賀江嶋 わかえのしま S43.10.14
鎌倉市・逗

子市
鎌倉市材木座、逗
子市小坪及び海面

鎌倉市・逗子
市

H18.1.26追
加指定

貞永元年、往阿弥陀仏の言を入れ北条
泰時以下が協力し、一ヶ月を費やして
造った築港の跡である。既指定地西側
及び北側の海面部分が追加指定され
た。

国 史跡 朝夷奈切通 あさいなきりどおし S44.6.5
横浜市・鎌

倉市

横浜市金沢区朝比
奈町、鎌倉市十二
所

H15.8.27、
H19.7.26、
H20.7.28追
加指定

13世紀中期に執権北条泰時によって開
削された。鎌倉七口の一つで最も高く峻
険である。鎌倉と外港・六浦津を結ぶ重
要交通路であり、防禦施設の名残も残さ
れている。

県 史跡 段葛 だんかづら S30.8.30 鎌倉市 雪ノ下
若宮大路の中央に一段高く土盛りをして
ある参詣道。現在は二の鳥居までで終
わっている。

県 史跡 百八やぐら（覚園寺）
ひゃくはちやぐら（か
くおんじ）

S36.7.4 鎌倉市 二階堂
鎌倉時代後半から室町時代にかけて山
腹に営造された中世墳墓窟。150穴を数
える。

国
名勝及び史

跡
建長寺庭園

けんちょうじていえ
ん

S7.7.23 鎌倉市 山ノ内
史跡建長
寺境内の
内

鎌倉五山の第一。禅宗式伽藍配置を鎌
倉でもっともよく残している。仏殿前の柏
槇は古図にもある。当該物件を含む建長
寺境内は、史跡としても国の指定を受け
ている。

国
名勝及び史

跡
円覚寺庭園 えんがくじていえん S7.7.23 鎌倉市 山ノ内

史跡円覚
寺境内の
内

鎌倉五山の第二。中国の径山の伽藍配
置を学び、三門、仏殿が一直線上になら
ぶ禅宗様伽藍配置を残す。当該物件を
含む円覚寺境内は、史跡としても国の指
定を受けている。

国 名勝 瑞泉寺庭園 ずいせんじていえん S46.11.8 鎌倉市 二階堂
H20.3.28
追加指定

史跡瑞泉
寺境内の
内

関東十刹の一つ。仏殿背後の庭園は夢
窓疎石が築いたと伝えられ、発掘整備さ
れた。当該物件を含む瑞泉寺境内は、
史跡としても国の指定を受けている。

国 登録有形 鎌倉国宝館本館
かまくらこくほうかん
ほんかん

H12.4.28 鎌倉市
鎌倉市雪ノ下2-
1051-2

鎌倉市 昭和３年 ＲＣ２

鉄筋コンクリートによる高床式校倉風建
築で、中世の禅宗様の建築様式がコンク
リートで再現されるなど近代的な技法に
より和風表現がされている。

国 登録有形 鎌倉文学館本館
かまくらぶんがくか
んほんかん

H12.4.28 鎌倉市 鎌倉市長谷1-215 鎌倉市 昭和11年 ＲＣ・木造３

もと加賀藩主の家系、前田利為侯爵・陸
軍大将の別荘として建てられた、鎌倉に
現存する戦前に建てられた最大の洋風
邸宅建築。

国 登録有形 鎌倉市長谷子ども会館洋館
かまくらしはせこど
もかいかんようかん

H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市長谷1-227-
32

鎌倉市 明治41年
木 造 二 階
建

国 登録有形 鎌倉市長谷子ども会館蔵
かまくらしはせこど
もかいかんくら

H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市長谷1-227-
32

鎌倉市 明治41年
木 造 平 屋
建

国 登録有形 旧華頂家住宅主屋
きゅうかちょうけじゅ
うたくしゅおく

H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 浄 明 寺 2-
486-1他

鎌倉市 昭和４年
木 造 地 上
三 階 地 下
一階建

端正なつくりのハーフ・ティンバー風の洋
風住宅建築。

国 登録有形 三河屋本店店舗兼住宅
みかわやほんてん
てんぽけんじゅうた
く

H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 雪 ノ 下 1-
270-1他

個人 昭和２年
木 造 二 階
建

国 登録有形 三河屋本店蔵
みかわやほんてん
くら

H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 雪 ノ 下 1-
270-1他

個人 昭和２年
木 造 平 屋
建

国 登録有形 寸松堂主屋
すんしょうどうしゅお
く

H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市笹目町292-1
他

個人 昭和11年
木 造 二 階
建

洋館は、随所に技巧を凝らした華麗な造
形意匠を見せる。蔵は洋館との統一感を
意識した洋風の外観である。

若宮大路に面する。店舗兼住宅は正面
に長大な差鴨居を渡す重厚なつくりで、
北側後方に木造の蔵を配する。

主屋は、寺院風意匠と城郭風意匠とを巧
みに採り入れた商店建築で、北東隅に
は土蔵造２階建の蔵を配する。
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国 登録有形 寸松堂蔵 すんしょうどうくら H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市笹目町292-1
他

個人 昭和11年
土 蔵 造 二
階建

国 登録有形
かいひん荘鎌倉洋館（旧村田家
住宅洋館）

かいひんそうかまく
らようかん（きゅうむ
らたけじゅうたくよう
かん）

H21.8.7 鎌倉市
鎌倉市由比ガ浜4-
1185-2

鎌倉興業株式
会社

大正13年/昭和49
年頃・昭和57年改
修

木造２階建
/スレート葺
一部銅板
葺

富士製紙の社長村田一郎の住宅として
建てられ、昭和27年から旅館となってい
る。腰折屋根やベイウインドウが特徴の
瀟洒な建物で、室内意匠も優れている。

国 登録有形 田丸家住宅主屋
たまるけじゅうたく
しゅおく

H23.1.26 鎌倉市
鎌倉市扇ガ谷2-
254-1

個人
大正７年／昭和３
年・昭和35年・昭和
45年改修

木造平屋
一部二階
建、スレー
ト葺

木造平屋の簡素で軽快な洋風建築。屋
根は南北棟を中心に東西棟を十字に架
ける複雑な外観の切妻屋根となってい
る。また、外壁を下見板張としている点
や開口部枠周りの強調、漆喰が塗られ
た妻面とその下部の板張部分の対比な
ど、細部において洋館らしさを強調する
意匠が用いられている。

国 登録有形 髙﨑家住宅主屋
たかさきけじゅうたく
しゅおく

H23.1.26 鎌倉市
鎌倉市山ノ内字藤
源治942-1

個人
昭和５年／平成19
年改修

木造二階
建、瓦葺

木造二階建て切妻造、洋室付属型の和
風住宅。昭和初期においては洋間部分
の外壁にも洋風のデザインを施すのが
通例な中で、左右対称形の大屋根を架
け、妻面に下屋と庇を２段に付けること
で、住宅の外観を和風としている点に特
徴がある。一方で、間取りは昭和初期に
おける中流住宅の典型となっている。

国 登録有形 檑亭本館 らいていほんかん H25.12.24 鎌倉市
鎌倉市鎌倉山3-
1815-5他

個人
昭和４年／昭和５
年増築／昭和44年
改修

木造及び
鉄筋コンク
リート造平
屋建一部
地階付／
瓦葺

国 登録有形 檑亭山門 らいていさんもん H25.12.24 鎌倉市
鎌倉市鎌倉山3-
1815-5

個人
明和７年（1770）／
昭和６年移築

木造／瓦
葺／間口
3.2メートル

国 登録有形 坂井家住宅和館
さかいけじゅうたく
わかん

H26.10.7 鎌倉市 鎌倉市扇ガ谷
公益財団法人
鎌倉風致保存
会

昭和２年／昭和16
年頃改修

木造２階建
／瓦葺

扇ガ谷の奥寄りに坂井英太郎の鎌倉別
邸として建築された。木造二階建で、南
に面して建ち、正面東寄りに玄関を構
え、背面東寄りに家政部を張出す。南面
の開口を広めて採光するほか、玄関や
取次の間、背面廊下を広めに作り、家政
部分にも配慮がみられる別邸建築。

国 登録有形 坂井家住宅洋館
さかいけじゅうたくよ
うかん

H26.10.7 鎌倉市 鎌倉市扇ガ谷
公益財団法人
鎌倉風致保存
会

昭和２年
木造２階建
／スレート
葺

和館の南東隅に接続して建つ木造二階
建の建物。敷地の高低差を利用し、洋館
の二階に和館の一階を接続する。外壁
はモルタル塗リシン吹付とし、二階出窓
の上下に見切を入れるなど、和館と対照
的に見せる。二階を洋風の応接室とし
て、洋館併設住宅の特徴を伝える。

国 登録有形 日高家住宅主屋
ひだかけじゅうたく
しゅおく

H28.2.25 鎌倉市 鎌倉市腰越五丁目 個人 昭和６年
木造２階
建、銅板葺

国 登録有形 日高家住宅門及び塀
ひだかけじゅうたく
もんおよびへい

H28.2.25 鎌倉市 鎌倉市腰越五丁目 個人 昭和７年頃

門　石造、
間口3.3ｍ
塀　石造、
延長21ｍ

檑亭は、現在、和風レストランとして活用
されている。もとは、事業家の別荘として
建築されたもので、民家の古材を用い、
洋間にステンドグラスを飾って、和洋の
意匠を混交させている。山門は、禅宗様
意匠を取り入れた四脚門である。

日高家住宅は、建築家・日高胖（ゆた
か）の自邸である。主屋は、通風や採光
など住環境への工夫がみられ、和洋の
多様な意匠を取り入れた設計となる。大
谷石を積んだ門及び塀とともに登録す
る。
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国 登録有形 神霊教鎌倉錬成場霊源閣
しんれいきょうかま
くられんせいじょう
れいげんかく

H28.11.29 鎌倉市 鎌倉市長谷三丁目
宗教法人神霊
教

大正７年/
昭和31年増築

木造平屋
建/瓦葺一
部銅板葺

国 登録有形 神霊教鎌倉錬成場待合
しんれいきょうかま
くられんせいじょう
まちあい

H28.11.29 鎌倉市 鎌倉市長谷三丁目
宗教法人神霊
教

昭和31年頃
木造平屋
建/銅板葺

国 登録有形 神霊教鎌倉錬成場練塀
しんれいきょうかま
くられんせいじょう
ねりべい

H28.11.29 鎌倉市 鎌倉市長谷三丁目
宗教法人神霊
教

昭和31年頃
土塀/瓦葺
/延長16m

国 登録有形 神霊教鎌倉錬成場門
しんれいきょうかま
くられんせいじょうも
ん

H28.11.29 鎌倉市 鎌倉市長谷三丁目
宗教法人神霊
教

昭和31年頃
木造/銅板
葺/間口1.8
ｍ

国 登録有形 鎌倉市立御成小学校旧講堂
かまくらしりつおなり
しょうがっこうきゅう
こうどう

H29.6.28 鎌倉市 鎌倉市御成町 鎌倉市 昭和８年
木造平屋
建／鋼板
葺

校舎とともに鎌倉御用邸跡地に建設
された木造平屋建の建物で、戦前の
鎌倉における小学校建築の唯一の遺
構である。入母屋造の屋根に２箇所
の塔屋を設け、内外に和洋の要素を
併せ持つ希少な大規模講堂である。

国 登録有形 鎌倉市吉屋信子記念館主屋
かまくらしよしやの
ぶこきねんかんしゅ
おく

H29.6.28 鎌倉市 鎌倉市長谷一丁目 鎌倉市 昭和37年

木造一部コ
ンクリートブ
ロック造平
屋建、ス
レート葺

国 登録有形
鎌倉市吉屋信子記念館門及び
塀

かまくらしよしやの
ぶこきねんかんもん
およびへい

H29.6.28 鎌倉市 鎌倉市長谷一丁目 鎌倉市 昭和37年頃 木造、瓦葺

国 登録有形 吉岡家住宅主屋
よしおかけじゅうたく
しゅおく

H29.6.28 鎌倉市
鎌倉市由比ガ浜一
丁目

個人 昭和５年
木造２階
建、スレー
ト葺

ラジオ商店舗のショールームのため
の別館として建築された木造二階建
の建物である。一階のステンドグラ
ス、二階の床廻りや天井に様々な意
匠を織り交ぜた特徴的な住宅建築で
ある。

国 登録有形 旧吉原家別邸主屋
きゅうよしわらけ
べっていしゅおく

R1.12.5 鎌倉市 鎌倉市佐助 個人
昭和８年頃／平
成５年改修

鉄筋コン
クリート
造及び木
造地上二
階地下一
階建、ス
レート葺

木造二階建て、寄棟造スレート葺
で、庭側に半円半面のサンルームを
張出し、外壁はプラスター塗とスク
ラッチタイルで仕上げる。和洋折衷
の形式を持つ別荘建築。

国 登録有形
旧田島屋材木店（古民家スタ
ジオ・イシワタリ）主屋

きゅうたじまやざ
いもくてん（こみ
んかすたじお・い
しわたり）しゅお
く

R1.12.5 鎌倉市 鎌倉市長谷 個人
昭和２年／昭和
30年代増築

木造二階
建、瓦葺
一部銅板
葺

元材木店の店舗兼住宅。通りの北側
敷地に建つ木造２階建てで、木材商
の建築らしく軸部堅牢で良材を多用
する。変容著しい長谷周辺において
昭和初期の様相を伝える希少な遺
構。

建築家　吉田五十八(いそや)が設計
した吉屋信子の三軒目の自邸であ
る。主屋は平屋建で、平面計画、内
法材を減らし床レベルに工夫を凝ら
す点など、和風要素を巧みに取り入
れた、当該建築家の数寄屋住宅の特
徴をよく示す。特色ある意匠の門及
び塀ともに保存を図る。

実業家で衆議院議員も務めた山本条太
郎の別荘として建てられた。霊源閣は、
表千家残月亭を意識した意匠を随所に
備えるなど、上質な近代数寄屋建築。待
合等は所有者が変わって後に建てられ
たものであるが、侘びた風情を見せ、一
連の景観を見せている。
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国 登録有形
旧田島屋材木店（古民家スタ
ジオ・イシワタリ）門及び塀

きゅうたじまやざ
いもくてん（こみ
んかすたじお・い
しわたり）もんお
よびへい

R1.12.5 鎌倉市 鎌倉市長谷 個人 昭和２年

（門）木
造
（塀）木
造、瓦葺

門は約20センチメートル角の門柱一
対に板戸引違とし、袖塀は竪板張で
笠木を載せる。塀は腰高のコンク
リート基礎に竪板張の板塀をたてて
銅板葺とする、瀟洒な屋敷構えを創
る門塀。

国 登録有形 田中・大野邸主屋
たなか・おおのて
いおもや

R2.4.3 鎌倉市 鎌倉市扇ガ谷 個人 昭和７年
木造平屋
建、瓦葺

扇ガ谷の谷筋奥の敷地に建つ瀟洒な
住宅。外壁は下見板張で上下窓を並
べ、フランス瓦を葺くなど洋風でま
とめる。平面は16坪の広い居間を中
心としたＨ字形で、東に書斎や寝
室、西に応接間、食堂、水回りを配
する。戦前の鎌倉市における閑静な
住環境を伝える。

国 登録有形
旧太田家住宅主屋（宝善院三
摩耶庵）

きゅうおおたけ
じゅうたくおもや
（ほうぜんいんさ
んまやあん）

R2.8.17 鎌倉市 鎌倉市腰越
宗教法人宝善
院

昭和11年、
昭和16年増築

木造平屋
一部二階
建、瓦葺

宝善院境内地に建つ木造の和洋折衷
住宅。木造平屋一部二階建、寄棟造
瓦葺で、中廊下の南を和室とし、南
側の庭園に面して広縁を設ける。南
西隅に洋風の外観で玄関ポーチや洋
室を配し、和洋の意匠を巧みに配合
する。

国 登録有形 材木座公会堂
ざいもくざこうか
いどう

R2.8.17 鎌倉市 鎌倉市材木座
一般社団法人
材木座自治連
合会

大正７年、
平成９年頃改修

木造平屋
一部二階
建、金属
板葺

町民や別荘地の住民の寄付で建設し
た集会所兼防災施設。通り沿いの敷
地に西面して建ち、敷地の南西隅に
防火水槽を設置する。木造平屋一部
二階建、入母屋造金属板葺である。
内部は広い一室の集会所で東面に床
を構える。地域の集会所として現在
も利用されている。

国 登録有形
旧川喜多家別邸（石島家住
宅）
主屋

きゅうかわきたけ
べってい（いしじ
まけじゅうたく）
おもや

R3.2.4 鎌倉市 鎌倉市雪ノ下
株式会社石島
企画

昭和17年頃／
平成６年改修

木造二階
一部平屋
建、石綿
セメント
板葺一部
鉄板葺

実業家川喜多長政の別邸。木造二階
建の洋館で、玄関は北東隅に半円
アーチの開口をつくりポーチとす
る。内部は南側を主要居室にあて
る。モルタル仕上の壁面と白の窓枠
に特徴付けられた瀟洒な外観は、戦
前の鎌倉の住宅のたたずまいを伝え
る。

国
登録
有形

湯浅物産館
ゆあさぶっさんか
ん

R3.2.4 鎌倉市 鎌倉市雪ノ下 個人 昭和11年
木造二階
建、鉄板
葺

若宮大路に東面して建つ二階建の看
板建築。間口六間、奥行十一間半
で、店の奥にトップライト付きの吹
抜けを設けた近代的なつくりとす
る。正面はスクラッチタイル貼と
し、二階に六連の額縁飾付半円アー
チ窓を配して意匠を凝らし、街路景
観に彩りを添える。

国 登録有形 本覚寺本堂
ほんがくじほんど
う

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

大正12年
木造平屋
建、瓦葺

若宮大路の東に位置する日蓮
宗寺院。本堂は、境内中央西
寄りに東面し、桁行七間、梁
間七間、入母屋造桟瓦葺で、
正面に軒唐破風の向拝を付
す。日蓮宗の伝統的平面なが
ら、小屋組はトラスとして軽
量化を図る。関東大震災を乗
り越えた十代伊藤平左衛門に
よる本堂。
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国 登録有形 本覚寺客殿
ほんがくじきゃく
でん

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和５年
木造平屋
建、瓦葺

本堂の南東に北面する。入母
屋造桟瓦葺の東西棟で、北面
東寄りに入母屋造妻入の式台
玄関を付し、銅板葺の庇を三
方に巡らす。内部は十畳の座
敷を三室並べ、西側を上座敷
として床構えを設ける。関東
大震災後の再建で、伽藍中枢
の景観をつくる広壮な客殿。

国 登録有形 本覚寺庫裏 ほんがくじくり R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和前期
木造平屋
建、瓦葺

客殿の東に北面する。切妻造
桟瓦葺の東西棟で、北面西寄
りに入母屋造妻入の玄関を付
す。内部は四室を田の字に配
し、南西間を床付き座敷と
し、南西面に矩折に廊下が廻
る。関東大震災後の再建で、
床下や軸部に古材を転用し、
伽藍復興の様相を伝える。

国 登録有形 本覚寺分骨堂
ほんがくじぶんこ
つどう

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和５年
木造平屋
建、瓦葺

本堂の北に東面し、日蓮上人
の分骨を納める廟堂。桁行一
間、梁間一間の身舎に裳階を
付し、屋根は宝形造桟瓦葺。
内部は身舎内の須弥壇は彩色
塗装で荘厳し、後方壇に分骨
を納める多宝小塔を安置。関
東大震災後の再建で、伽藍中
枢に雄大な景観を形成する。

国 登録有形 本覚寺鐘楼
ほんがくじしょう
ろう

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和６年
木造、瓦
葺

本堂の北東に位置する。桁行
一間、梁間一間、入母屋造桟
瓦葺で石積基壇上に建つ。四
隅の円柱を腰貫、飛貫、虹梁
型頭貫で固め、上部は干支透
彫欄間で飾る。組物は出組で
軒は二軒繁垂木。関東大震災
後の再建で、寺院の歴史的景
観をつくる装飾豊富な鐘楼。

国 登録有形 本覚寺手水舎
ほんがくじてみず
や

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和前期
木造、銅
板葺

本堂の東に位置する。桁行一
間、梁間一間、切妻造銅板
葺。四隅に几帳面取角柱を建
て虹梁型頭貫を渡し、獏、唐
獅子彫刻の木鼻を架ける。柱
上は枠肘木を載せて虹梁を架
け、欄間を龍や鳳凰の彫刻で
飾る。小規模ながら質の高い
彫刻で華やかに飾る手水舎。

国 登録有形 本覚寺楼門
ほんがくじろうも
ん

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

安政２年
（1855）／明治
９年移築・平成
25年改修

木造二階
建、瓦葺

夷堂橋西詰にある伽藍東辺の
門。桁行三間、梁間二間、入
母屋造桟瓦葺で二軒繁垂木、
組物は出三斗、中備は間斗束
とする。下層両脇間に金剛力
士像を安置する。上層は一室
の板敷、鏡天井とする。寺院
の主要な表構えをつくり、滑
川沿いの歴史的景観を形成す
る。
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鎌倉市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 本覚寺大門
ほんがくじおおも
ん

R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和前期
木造、瓦
葺

本堂北の小路に開く門。一間
一戸の高麗門で門扉を省略す
る。切妻造桟瓦葺、両側面に
袖壁を付す。軸部は円柱の親
柱を立てて内法に梁を渡し、
二段の絵様肘木で丸桁を支持
する。袖壁は腰を板壁、腰貫
上を縦格子窓。境内北辺を画
し、寺院の風格を示す木太い
門。

国 登録有形
本多家住宅（旧中上川家住
宅）主屋

ほんだけじゅうた
く（きゅうなかみ
がわけじゅうた
く）おもや

令和5年2月27日 鎌倉市 鎌倉市小町 個人
昭和４年／同前
期・同29年頃改
修

木造二階
建、瓦葺

鎌倉市小町の滑川西岸に位置
する近代和風住宅。二階建入
母屋造桟瓦葺、南西に平屋建
の離れを付して全体にL字を呈
する。北面中央を玄関とし、
内部は中廊下を通して和洋室
を配し、二階南面にガラス屋
根のサンルームを付す。鎌倉
の旧別荘地に残る良質な住
宅。

木造、瓦
葺

敷地北面に位置する門及び
塀。設計は狩野春一。門は親
柱の前後に控え柱を建てて棟
木と母屋を受け、屋根は切妻
造桟瓦葺。間口は西寄りに二
分し、東を両開戸、西を潜戸
とする。塀は真壁造とし壁は
漆喰仕上げで腰は縦板張。屋
敷の表を整える洗練された門
と塀。

登録有形
本多家住宅（旧山本家住宅）
門及び塀

ほんだけじゅうた
く（きゅうやまも
とけじゅうたく）
もんおよびへい

鎌倉市国 令和5年2月27日 鎌倉市小町 個人
昭和29年／平成
10年改修
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国
宝

絵画
絹本著色　一遍上人絵伝　法眼
圓伊筆

けんぽんちゃくしょく
いっぺんしょうにん
えでん　ほうげんえ
んいひつ

12巻 S27.3.29 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺
正安元年聖戒の奥書
がある

鎌倉時代。生涯の大半を諸国の遊行に
費やし踊念仏をするなど、布教につとめ
た時宗の開祖の一遍上人の行状を詳し
く図絵したものである。

国 絵画 絹本著色　後醍醐天皇御像
けんぽんちゃくしょく
ごだいごてんのうお
んぞう

１幅 M33.4.7 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺

室町時代。画面上部に三社明神号を記
し、冠をつけ、礼服上に袈裟をまとって、
五鈷鈴を手に持つ異形の画。

国 絵画 絹本著色　一向上人像
けんぽんちゃくしょく
いっこうしょうにんぞ
う

１幅 S34.6.27 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺
S29.7.27
県指定

南北朝時代。粗衣をまとって遊行念仏し
ている姿を、いきいきとした描線で写実
的に描いた優品。

県 絵画 絹本著色　二河白道図
けんぽんちゃくしょく
にかびゃくどうず

１幅 S28.12.22 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺
室町時代。善導大師が願往生心をすす
める二河白道の喩えを描いた浄土教の
比喩画。

県 絵画 紙本著色　遊行上人縁起絵巻
しほんちゃくしょく
ゆぎょうしょうにんえ
んぎえまき

10巻 S57.2.9 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺

室町時代。宗俊によって編集された十巻
本の系統に属する。１～４巻に一遍、５
～10巻に他阿の事跡を描く。

県 絵画 絹本著色　一遍上人像
けんぽんちゃくしょく
いっぺんしょうにん
ぞう

１幅 H7.2.14 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺

鎌倉時代の作。数多い一遍上人像の中
で最も有名な作品。

県 絵画 紙本墨画淡彩　一遍上人像
しほんぼくがたんさ
い　いっぺんしょう
にんぞう

１幅 H7.2.14 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺

室町時代の作。阿弥衣に横線を重ねて
描き、衣の質感をだす工夫がされてい
る。

国 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょ
らいざぞう

１躯 S2.4.25 藤沢市
養命寺
（城南4-10-35）

養命寺
鎌倉時代（胎内に建久８年の墨書銘）。
この地方でつくられたものと思われ、粗
放かつ素朴な像である。

国 彫刻 木造　弁才天坐像
もくぞうさいしき　べ
んざいてんざぞう

１躯 R1.7.23 藤沢市
江島神社（江の島2-
3-8）

江島神社
S28.12.22
県指定

鎌倉時代。寄木造。宋風彫刻の影響を
受け複雑な衣文を巧みにまとめている。
八臂弁才天坐像としては、もっとも古い
例に属する。

県 工芸
太刀　銘　肥前国佐賀住河内大
掾藤原正広作

たち　めい　ひぜん
のくにさがじゅうか
わちだいじょうふじ
わらまさひろさく

１口 S33.1.14 藤沢市
江島神社（江の島2-
3-8）

江島神社
裏　正保四年八月吉日　施
主　鍋島大（以下不明）

江戸時代。雄大（刃長93.9センチメート
ル）な姿に思い切った皆焼刃を焼く。社
伝では鍋島甲斐守の奉納という。

県 工芸 わきざし　銘　相州住秋広
わきざし　めい　そう
しゅうじゅうあきひろ

１口 S34.3.6 藤沢市
木村美術館
（湯河原町鍛冶屋
651）

個人 裏　貞治三年十二月日

南北朝時代。平造身幅広く真の棟、先反
りの寸延姿のわきざしで、棒樋が彫られ
ている。

県 工芸 銅鐘（清浄光寺）
どうしょう（しょうじょ
うこうじ）

１口 H2.2.13 藤沢市
清浄光寺（西富１-８
-１）

清浄光寺
南北朝時代（銘に延文六年）。物部光連
の作品。

国
書跡・典籍・
古文書

時衆過去帳　僧衆・尼衆
じしゅうかこちょう
そうしゅう・にしゅう

２帖 S29.3.20 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺
鎌倉時代～江戸時代。僧衆、尼衆の二
冊からなり別名「往古之過去帳」といわ
れる時宗に特有の過去帳である。

国
書跡・典籍・
古文書

六時居讃
安食問答

ろくじいさん　あんじ
きもんどう

１帖
１帖

S29.3.20 藤沢市
清浄光寺（西富1-8-
1）

清浄光寺
指定は２
帖で１件

鎌倉時代。六時居讃は一日を六時に分
け、簡潔な和讃、安食問答、逐条問答体
で書いた時宗の聖典である。

県
書跡・典籍・
古文書

紙本墨書　岩本院文書
しほんぼくしょ　い
わもといんもんじょ

１帖
50巻

S50.2.7 藤沢市 個人

鎌倉時代～江戸時代。岩本院は江ノ島
の本宮をあずかる一山の総別当であっ
た。ここに主に後北条関係を中心とした
中世文書三十六通、近世文書三七〇通
の各古文書である。

国 考古資料 壺形土器 つぼがたどき １箇 S41.6.11 藤沢市 個人
東京都大田区久ケ原町出
土

S49.6.8名
変更

弥生時代。均斉がよくとれ固く焼きあげ、
縄文文様と赤色の彩色が見事で東日本
弥生式土器の代表である。
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県
有形民俗文
化財

藤沢の信仰用具コレクション
ふじさわのしんこう
ようぐこれくしょん

１件
（81点）

S46.9.7 藤沢市 朝日町1-1 藤沢市
藁製の正月の「おかざり」を中心としたコ
レクションで、他に「虫おくりの竹筒」など
もある。

県
有形民俗文
化財

御嶽大神の庚申塔
みたけおおかみの
こうしんとう

１基 H18.2.14 藤沢市
御嶽大神
（遠藤2539）

御嶽大神

刻像は四臂青面金剛と二猿。光背正面
に村名と明暦二年霜月の紀年銘があり、
台部には施主九人の名を刻む。石塔研
究や民間信仰史を明らかにする上で貴
重な石塔。

県
無形民俗文
化財

江の島囃子 えのしまばやし H13.2.13 藤沢市
江の島囃子連
合会

７月１４日前後の土・
日

江の島八坂神社天王祭囃子。江戸後期
までに伝播したものと推定。チャルメラ・
三味線・柄太鼓・鼓・銅鑼等の楽器と、し
んみりとした曲調は全国的にも珍しく、底
抜け屋台も今日では稀少。

国 史跡 藤沢敵御方供養塔
ふじさわてきみかた
くようとう

T15.10.20 藤沢市 西富
禅秀の乱平定の後、応永二十五年、戦
死者の供養の為に建立したもの。角塔
婆である。

県 史跡・名勝 江ノ島 えのしま S35.10.4 藤沢市 江の島

第三紀の凝灰質砂岩からなり、洞窟や
岩嘴が奇異な形をなして、古くからその
名勝をうたわれている。当該物件は史跡
としても県の指定を受けている。

国 登録有形 岩本楼ローマ風呂
いわもとろうろーま
ぶろ

H13.11.20 藤沢市 藤沢市江の島2-2-7
有限会社岩本
楼本館

昭和５年頃 木造１

老舗旅館の洋風浴室。ガラスドームを架
け、壁面には壁泉やベネチア窓風飾りを
タイルやテラコッタで造る。

国 登録有形 旧近藤邸 きゅうこんどうてい H14.8.21 藤沢市 藤沢市鵠沼東8-1 藤沢市
大正14年／昭和56年
移築

木造２

設計は、遠藤新。木造で平面はＴ字形。
外見は下見板張や軒板などで水平線を
強調した造形や、庭側のテラス、建具な
どにライト風の意匠が顕著にみられる。

国 登録有形 旧後藤医院鵠沼分院
きゅうごとういいんく
げぬまぶんいん

H22.9.10 藤沢市
藤沢市鵠沼橘1-
1850-40

藤沢市
昭和８年/平成４年・
平成19年改修

木造平屋
建、銅板
葺

木造平屋建ての医院建築。東半部は医
院、西半部は住居とした。通風のために
床高を高く、出窓を付け二重窓とし、屋
根に換気口を三ヶ所設置するなど環境
改良の工夫が見られる。

県
無形民俗文
化財

相模のささら踊り
さがみのささらおど
り

H20.2.5

藤沢市・秦
野市・厚木
市・海老名
市・綾瀬市

葛原芸能保存
会・遠藤民俗
芸能保存会・
秦野ささら踊り
保存会・愛甲さ
さら踊り盆唄保
存会・長谷ささ
ら踊り盆唄保
存会・海老名さ
さら踊り保存
会・綾瀬ささら
踊り保存会

７月下旬に連合会大
会

旧相模国で江戸時代に流行した七夕踊
り・小町踊りの流れをくむ女性だけによる
盆踊り。大正末期には廃絶してしまった
が、戦後、旧相模国域各地で復活した。
揃いの浴衣に帯を締めた襷掛けの女性
が、長詞型または短詞型の独特な唄に
合わせてビンザサラを突き、小太鼓を打
ちながら踊る。
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 桔梗屋店蔵 ききょうやみせぐら H25.12.24 藤沢市
藤沢市藤沢1-751-1
他

藤沢市 明治44年
土蔵造２
階建／瓦
葺

国 登録有形 桔梗屋主屋 ききょうやしゅおく H25.12.24 藤沢市 藤沢市藤沢1-750-1 藤沢市
明治44年頃／昭和初
期増築

木造２階
建／鉄板
葺

国 登録有形 桔梗屋文庫蔵
ききょうやぶんこぐ
ら

H25.12.24 藤沢市
藤沢市藤沢1-752-1
他

藤沢市
文久元年(1861)／大
正14年改修

土蔵造３
階建／瓦
葺

国 登録有形 旧三觜八郎右衛門家住宅主屋
きゅうみつはしはち
ろうえもんけじゅう
たくしゅおく

H25.12.24 藤沢市
藤沢市羽鳥3-1039-
1他

個人
明治11年／昭和前期
改修

木造２階
建／瓦葺

国 登録有形 旧三觜八郎右衛門家住宅門
きゅうみつはしはち
ろうえもんけじゅう
たくもん

H25.12.24 藤沢市
藤沢市羽鳥3-1039-
1他

個人 明治後期

木造／瓦
葺／間口
2.7メートル
／左右袖
塀及び潜
戸付

国 登録有形 林家住宅主屋
はやしけじゅうたく
しゅおく

H26.10.7 藤沢市 藤沢市鵠沼桜が岡 個人
昭和12年／昭和33年
改修

木造平屋
一部２階
建／銅板
葺一部瓦
葺／門付

急勾配の切妻屋根で、外壁をハーフティ
ンバーとする。内部は、母体となっている
古民家の木太い軸部や梁組を現しつ
つ、間仕切りにテューダーアーチを用い、
ステンドグラスを飾るなど巧みに和洋を
折衷する。上質な意匠の住宅で、戦前の
郊外型住宅の好例を示す。

登録有形

桔梗屋は、旧東海道藤沢宿で茶や紙の
問屋を営んだ旧家である。店蔵は、土蔵
造り、外壁は黒漆喰仕上げであり、店蔵
の北側に建つ主屋との１階境には千人
扉と呼ぶ重厚な観音開の土戸を設ける
など、優秀な左官技術が窺える。文庫蔵
は、旧藤沢宿における近世に遡る希少な
遺例で、店蔵とともに東海道の旧宿場的
雰囲気を伝える。

三觜家は、源流が室町前期まで遡る旧
家で、代々、八郎右衛門を襲名してお
り、江戸期には羽鳥村の名主を務めた。
主屋の土間や板の間では、良材で柱や
差物を堅牢に組んでいる。また襖や透彫
欄間、釘隠金具等の造作も入念で、格調
高い室内意匠をもっている。

国 登録有形 旧稲元屋呉服店内蔵
きゅういなもとやご
ふくてんうちぐら

H27.8.4 藤沢市 藤沢市藤沢 個人 昭和10年
土蔵造２
階建／銅
板葺

旧稲元屋呉服店内蔵は、東海道藤沢宿
で呉服商を営んだ稲元屋の土蔵である。
外壁を人造石洗出し及び研出し仕上げ
として石造風に目地を切り、蔵前を付け
る。宿場の面影を伝える土蔵である。

国 旧稲元屋呉服店一番蔵
きゅういなもとやご
ふくてんいちばんぐ
ら

H27.8.4 藤沢市 藤沢市藤沢 個人 明治中期
土蔵造２
階建／鉄
板葺

旧稲元屋呉服店一番蔵は、東海道藤沢
宿で呉服商を営んだ稲元屋の土蔵で内
蔵の南に東面して並び建つ。外壁を漆喰
塗りとし、内部には関東大震災後に多数
の筋違や金物が付加される。震災復旧
の様子を窺うことができ、藤沢宿の土蔵
の古例としても価値がある。
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 月山堂滴水庵主屋
つきやまどうてきす
いあんしゅおく

H28.2.25 藤沢市
藤沢市辻堂太平台
一丁目

個人
明治後期／昭和35年
移築

木造平屋
建、瓦葺
一部銅板
葺

国 登録有形 月山堂滴水庵待合
つきやまどうてきす
いあんまちあい

H28.2.25 藤沢市
藤沢市辻堂太平台
一丁目

個人 昭和35年頃
木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 月山堂滴水庵大門
つきやまどうてきす
いあんおおもん

平成28年2月25日 藤沢市
藤沢市辻堂太平台
一丁目

個人 昭和35年頃

木造、瓦
葺一部銅
板葺、間
口4.6ｍ

国 登録有形 清浄光寺本堂
しょうじょうこうじほ
んどう

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 昭和12年
木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 清浄光寺御番方
しょうじょうこうじご
ばんかた

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺
大正２年／昭和前期
改修

木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 清浄光寺小書院
しょうじょうこうじこ
じょいん

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺
明治前期／昭和前期
改修

木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 清浄光寺百間廊下
しょうじょうこうじ
ひゃっけんろうか

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 昭和12年
木造平屋
建、瓦葺

国 登録有形 清浄光寺回向堂
しょうじょうこうじえこ
うどう

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 昭和前期
木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 清浄光寺宇賀神社
しょうじょうこうじうが
じんじゃ

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 明治前期
木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 清浄光寺鐘楼
しょうじょうこうじしょ
うろう

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 昭和９年
木造、銅
板葺

国 登録有形 清浄光寺手水舎
しょうじょうこうじちょ
うずや

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 明治前期
木造、瓦
葺

国 登録有形 清浄光寺惣門
しょうじょうこうじそう
もん

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺 明治前期
木造、銅
板葺、間
口5.0ｍ

国 登録有形 清浄光寺石垣及び築地塀
しょうじょうこうじいし
がきおよびついじべ
い

H28.2.25 藤沢市 藤沢市西富一丁目 清浄光寺
江戸末期／大正15年
頃改修

石垣　石
造、総延
長53ｍ
築地塀
土塀、瓦
葺、総延
長22ｍ

清浄光寺は、遊行寺と通称される時宗総
本山寺院である。関東大震災後に多くの
建物が旧材を用いて再建されている。本
堂は桁行梁間とも30ｍ規模の大堂で、
総本山寺院らしい荘厳と華麗さを備え
る。御番方は、正面に軒唐破風付の大
振りな入母屋玄関を張り出し、遊行上人
の出立などに用いる。小書院は法務や
接待に使用される書院建築で、対面所
風の平面を持つ。回向堂は方一間裳階
付の堂で、仏壇上に中世風意匠の蟇股
を飾る。宇賀神社は向拝廻りを彫刻で濃
密に飾る境内社。正面を飾る大型冠木
門の惣門をはじめ、境内の主要な建造
物を一連で登録する。

月山堂滴水庵主屋は、茶人の益田鈍翁
の元別荘建築である。茶室を備え、自然
起伏や湧水を利用した庭に対して開放
的な構成の上質な数寄屋建築である。
待合は自然の曲り材を前面柱や梁に用
いて奇想に富み、大門は栗ナグリ材を用
いるなど、草庵の正門としての風情を醸
している。
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 関次商店穀物蔵
せきじしょうてんこく
もつぐら

H28.2.25 藤沢市 藤沢市本町四丁目 個人
明治19年／大正後期
増築

土蔵造平
屋建、鉄
板葺

国 登録有形 関次商店肥料蔵
せきじしょうてんひ
りょうぐら

H28.2.25 藤沢市 藤沢市本町四丁目 個人
明治40年／大正後期
増築

木骨石造
平屋建、
瓦葺

国 登録有形 旧越前屋雨谷商店店舗兼主屋
きゅうえちぜんやあ
まやしょうてんてん
ぽけんしゅおく

H29.5.2 藤沢市 藤沢市打戻
宗教法人盛岩
寺

大正13年／昭和13
年・平成26年移築

木造平屋
建／鋼板
葺

もと薬問屋の建物で二度の移築を経て、
現在は寺院境内の薬師堂として使用さ
れている。出桁や庇の太い桁など震災
復興期らしい重厚さが見られ、藤沢の往
時の風情を今に伝えている。

国 登録有形 旧石曽根商店店舗兼主屋
きゅういしそねしょう
てんてんぽけんしゅ
おく

H29.10.27 藤沢市 藤沢市藤沢 個人
大正13年／昭和42年
改修

木造二階
建、鉄板
葺

旧石曽根商店は、旧東海道藤沢宿に
位置する履物屋。その店舗兼主屋は
木造二階建鉄板葺で、二階は出桁造
とする。

国 登録有形 旧鈴木薬店店舗兼主屋
きゅうすずきやく
てんてんぽけん
しゅおく

H30.3.27 藤沢市 藤沢市大鋸 個人 昭和10年
木造２階
建、瓦葺

藤沢宿近くの境川東岸に位置する商
家。２階建、切妻造、桟瓦葺で、２
階天井高を高く取り、ガラス戸を用
いて明るい空間を実現している。近
代商家の好例である。

国 登録有形 有田家住宅主屋
ありたけじゅうた
くしゅおく

H31.3.29 藤沢市 藤沢市大鋸 藤沢市 昭和６年
木造平屋
建、瓦葺

有田家住宅主屋は、旧東海道遊行寺
坂東側の丘上に南面して建つ。寄棟
造桟瓦葺の周囲に下屋を廻し、正面
東半の玄関回りに太い柱を用いる。
近代の藤沢宿周縁の様相を伝える民
家である。

国 登録有形 有田家住宅土蔵
ありたけじゅうた
くどぞう

H31.3.29 藤沢市 藤沢市大鋸 藤沢市
大正12年／昭和２年
増築

土蔵造２
階建、金
属板葺

有田家住宅主屋は、旧東海道遊行寺
坂東側の丘上に南面して建つ。土蔵
は、主屋の南側に南北棟で建つ家財
蔵。置屋根式の土蔵造二階建で、西
面に下屋を出して戸口を設け、東面
に味噌蔵を張出す。二階南面と西面
に設けた土戸付の窓に繰形付の側板
を飾る庇を付す等丁寧な造作をも
つ。

国 登録有形 玉屋本店店舗兼主屋
たまやほんてんて
んぽけんおもや

R2.4.3 藤沢市 藤沢市片瀬海岸 個人 昭和10年

木造二階
建、銅板
葺一部金
属板葺

江ノ島参詣道沿いの老舗羊羹店。木
造２階建ての町屋で、１階正面を下
屋、上下階ともに正面を出桁造とす
る。前寄りの土間のミセは大断面の
ケヤキで重厚な軸部としつつ、屋号
を表すステンドグラスを飾り瀟洒な
意匠も備える。後方はコウバ等を配
する。戦前の参詣道の様相を伝え
る。

関次商店は、旧東海道藤沢宿に所在す
る商店である。穀物蔵・肥料蔵とも内部
では半割丸太を各柱間に横方向に入れ
込んで荷摺木とし、壁に板張りも上塗り
もせず木舞をそのまま見せる特異な技
法を持つ。

国 登録有形 尾日向家住宅洋館・和館
おびなたけじゅう
たくようかん・わ
かん

H30.3.27

南北棟平屋建の洋館と和館の間を２
階建の洋館でつなぐ。洋館外壁は腰
スクラッチタイル貼、上部モルタル
塗とし、屋根は赤褐色の洋瓦を葺
く。和館は銅板葺下屋庇を巡らす入
母屋造とし、意匠的にも意を凝らし
た大規模住宅である。

藤沢市 藤沢市鵠沼松が岡 個人
昭和３年頃／昭和40
年・昭和60年増築

木造平屋
一部２階
建、瓦葺
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形
旧藤澤カントリー倶楽部クラ
ブハウス（グリーンハウス）

きゅうふじさわカ
ントリーくらぶク
ラブハウス（グ
リーンハウス）

R3.2.26 藤沢市 藤沢市善行 神奈川県
昭和７年／
令和２年改修

鉄筋コン
クリート
三階建、
瓦葺

アントニン・レーモンド設計。県立
スポーツセンター内に所在。切妻造
三階建の正面に車寄を張り出し、背
面に二階建をのばす。車寄などの開
口部の半円アーチによる構成、青緑
色のスパニッシュ瓦葺屋根など、全
体をスパニッシュでまとめる。戦前
のゴルフクラブハウスとして希少。

国 登録有形 福岡家住宅橐駝庵
ふくおかけじゅう
たくたくだあん

R3.2.26 藤沢市 藤沢市辻堂 個人 大正５年頃

木造平屋
建、茅葺
一部鉄板
葺

土佐藩出身の政治家福岡孝弟の茅葺
き別荘。板間と和室からなり、豪壮
な梁組とともに竹や丸太材を用いる
等、民家風に数寄屋趣味を加味した
風趣ある造りで、戦前の別荘の様相
を伝える。

国 登録有形 龍口寺妙見堂
りゅうこうじみょ
うけんどう

R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

享保５年（1720年)
／明治後期改修

木造平屋
建、銅板
葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由
緒地所在の日蓮宗寺院。妙見堂は本
堂に向かう参道の西側に東面して建
つ。桁行四間梁間三間、入母屋造銅
板葺、向拝付で正面と北側面に縁を
廻らす。内部は一室で格天井を張
り、後方一間を仏壇として塗装など
で荘厳し、妙見菩薩像を安置する。

国 登録有形 龍口寺大書院
りゅうこうじだい
しょいん

R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

昭和７年
木造二階
建、瓦葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由
緒地所在の日蓮宗寺院。大書院は境
内南東に建つ。入母屋造妻入の正面
に切妻造の平屋と入母屋造庇付の式
台を張り出すなど巧みに屋根を重層
させた豪壮な外観とする。一階に大
小六室を配し、二階は大広間二室で
折上格天井の広闊な空間とし、室ご
とに異なる意匠の座敷飾を備えた大
規模な接客施設。

国 登録有形 龍口寺鐘楼
りゅうこうじしょ
うろう

R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

明治14年／
昭和44年移築

木造、瓦
葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由
緒地所在の日蓮宗寺院。鐘楼は本堂
南東の基壇に南北棟で建つ。入母屋
造本瓦葺、吹放し形式の鐘楼。長方
形平面で規模が大きく、軸部は禅宗
様を基調とし、四本の丸柱を内転び
に立て、組物は三斗詰組とする。虹
梁形内法貫と頭貫の間に蟇股を飾り
格天井を張る。意匠簡明ながら力感
のある鐘楼。

国 登録有形 龍口寺手水舎
りゅうこうじちょ
うずしゃ

R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

慶応３年（1867年）
木造、瓦
葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由
緒地所在の日蓮宗寺院。手水舎は妙
見堂の向いに南北棟で建つ。桁行八
尺梁間七尺、起り付きの切妻造桟瓦
葺。禅宗様を基調とし組物は出組詰
組。内転びの四本の角柱や頭貫に地
紋彫を施し、木鼻に波に亀、妻飾に
丸彫で雲龍の彫刻を飾る等、幕末ら
しい技巧性が随所にみられる手水
舎。
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藤沢市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 齋藤家住宅主屋
さいとうけじゅう
たくおもや

R3.6.24 藤沢市 藤沢市本鵠沼 個人
明治20年／大正３年
増築

木造平屋
建、茅葺
(鉄板仮
葺)

代々鵠沼の名主を務めた旧家の主
屋。敷地中央に西面して建つ。桁行
九間梁間四間半、整形六間取の大型
民家で一部に中二階を設ける。入母
屋造茅葺（鉄板仮葺）で軒は出桁
造。二重梁の上に扠首組を架ける小
屋組は、県下幕末期の大型上層民家
の特徴を伝える。

国 登録有形 齋藤家住宅石蔵
さいとうけじゅう
たくいしぐら

R3.6.24 藤沢市 藤沢市本鵠沼 個人 大正３年
木造2階
建、鉄板
葺

主屋の背面に南面して建つ二階建の
石蔵。桁行三間半、梁間二間半の規
模で、木造軸組の外面に大谷石を積
み、要所を柱から鎹で引付ける。屋
根は切妻造波形鉄板葺とし、二階の
東妻壁に窓を設ける。当地において
大谷石積を化粧で現した石蔵の遺例
として貴重。

国 登録有形 齋藤家住宅長屋門
さいとうけじゅう
たくながやもん

R3.6.24 藤沢市 藤沢市本鵠沼 個人
明治23年／昭和前期
増築

木造平屋
建、茅葺
（鉄板仮
葺）

街路に面して建つ。桁行七間半梁間
二間、中央二間に門口、両脇に部屋
を配し、部屋前方に下屋を付す。屋
根は寄棟造茅葺（鉄板仮葺）で軒を
出桁造とし疎垂木を配る。門口回り
は欅材を用い、本柱を立て冠木で繋
ぎ、板戸両開きを吊る。屋敷の表構
えを構成する。
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小田原市
指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 勝福寺本堂 しょうふくじほんどう １棟 S32.2.19 小田原市
勝福寺
（飯泉1161）

勝福寺

江戸時代（棟札に宝永３年）。桁行５間梁
間５間一重宝形造。基本的に中世密教
本堂の継承であるが、彫刻欄間や手
挾、絵様の豊富さに時代の特色を示して
いる。

県 建造物 小田原城天守模型　木造三重
おだわらじょうてん
しゅもけい　もくぞう
さんじゅう

１個 S38.3.5 小田原市
小田原城天守閣（城
内6-1）

大久保神社
（城山3-27-7）

江戸時代。三重４階の天守で、おそらく
安政大地震後再建を企てて造られたも
のと考えられる模型。

県 建造物 小田原城天守模型　木造三重
おだわらじょうてん
しゅもけい　もくぞう
さんじゅう

１個 S38.3.5 小田原市
小田原城天守閣（城
内6-1）

小田原市

江戸時代。明治３年の取毀中の天守写
真に最も近い模型で、20分の１の縮尺で
作られたものである。

県 建造物
二宮尊徳生家　茅葦寄棟造(旧
二宮家住宅)

にのみやそんとくせ
いか　かやぶきよせ
むねづくり（きゅうに
のみやけじゅうたく）

１棟 S38.3.5 小田原市
小田原市尊徳記念
館（栢山2065-1）

小田原市

江戸時代。寄棟造。ヒロマ型民家の代表
例であるともに、二宮尊徳の生家として
有名である。

県 建造物 宗福院地蔵堂
そうふくいんじぞう
どう

１棟 H8.2.13 小田原市 宗福院（板橋566） 宗福院
江戸時代中期。正面中央間が著しく大き
い。県下唯一の黄檗仏殿遺構である。

国 絵画 絹本著色　阿弥陀如来像
けんぽんちゃくしょく
あみだにょらいぞう

１幅 M32.8.1 小田原市
東京国立博物館（東
京都台東区上野公
園13-9）

報身寺
（南町3-11-3）

鎌倉時代。独尊の阿弥陀如来が雲に
のって来迎するさまを表した来迎図であ
る。

県 絵画 絹本著色　日蓮上人像
けんぽんちゃくしょく
にちれんしょうにん
ぞう

１幅 S33.6.17 小田原市
鎌倉国宝館（鎌倉市
雪ノ下2-1-1）

浄永寺（城山
2-24-20）

桃山時代。女人成仏を説く日蓮上人の
説法画像である。

県 絵画 絹本著色　真言八祖像
けんぽんちゃくしょく
しんごんはっそぞう

８幅 H19.2.9 小田原市
宝金剛寺（国府津
2038）

宝金剛寺

鎌倉～南北朝時代の祖師像の優品と認
められる。また県内に希少な真言八祖像
の遺品としても貴重である。

国 彫刻 銅造　大日如来坐像
どうぞう　だいにち
にょらいざぞう

１躯 S46.6.22 小田原市
宝金剛寺（国府津
2038）

宝金剛寺
S34.3.6
県指定

鎌倉時代。銅造。鋳技はなかなか優秀
で体躯は均衡が良く、面貌は整ってお
り、鎌倉前半の金銅仏の代表作である。

国 彫刻 木造　真教坐像
もくぞう　しんきょう
ざぞう

１躯 H17.6.9 小田原市
県立博物館（横浜市
中区南仲通5-60）

蓮 台 寺 （ 国 府
津1789）

病気のため歪んだ面相を誇張に走るこ
となく忠実に表現し、厳しい人柄を感じさ
せる。いくつか残る真教肖像の中で寿像
が確認されたことはとりわけ意義深い。

県 彫刻 木造　十一面観音立像
もくぞう　じゅういち
めんかんのんりゅう
ぞう

１躯 S32.2.19 小田原市 勝福寺（飯泉1161） 勝福寺

平安時代。一木造。素地像で髭、眉など
を墨で描く。面相部では両頬がゆたかで
下ぶくれの藤原朝風の像である。

県 彫刻 木造　不動明王及両童子立像
もくぞう　ふどうみょ
うおうおよびりょうど
うじりゅうぞう

３躯 S34.3.6 小田原市
宝金剛寺（国府津
2038）

宝金剛寺

附）不動像内納入品
　［経巻（大日経７巻、金剛
頂経３巻、蘇悉地経３巻、
略法華経１巻、般若心経１
巻、般若理趣経１巻、宝篋
印陀羅尼経１巻、尊勝陀羅
尼経１巻）、永仁二年六月
十九日定聖写経目録１通
（裏面に延慶二年奉納の記
がある）、延慶二年陀闍梨
能宴願文１通、天文六年仏
舎利奉納文書１通、水晶五
輪塔形舎利容器１通、享保
寛延修理文書２紙］

鎌倉時代（胎内納入文書に延慶２年）。
裳の複雑なひだに鎌倉後半の特色が見
られる。通例の不動三尊像である。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさ
つりゅうぞう

１躯 S34.3.6 小田原市
宝金剛寺（国府津
2038）

宝金剛寺
H17.2.8 附）木造如意
輪観音像1躯を分割

平安時代。一木造。穏やかな表情をもつ
像で小像である。

県 彫刻 木造　釈迦如来立像
もくぞう　しゃかにょ
らいりゅうぞう

１躯 H4.2.14 小田原市
東学寺
（別堀74）

東学寺
南北朝時代。寄木造、彫眼。京都の清
涼寺式釈迦像の一つである。
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県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像(その一)
もくぞう　あみだにょ
らいりゅうぞう（その
いち）

１躯 H4.2.14 小田原市
本誓寺（城山2-1-
24）

本誓寺

鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌入。本尊。歯
吹き阿弥陀の別名を持ち、両足を穴に
差し込む技法。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像(その二)
もくぞう　あみだにょ
らいりゅうぞう（その
に）

１躯 H4.2.14 小田原市
本誓寺（城山2-1-
24）

本誓寺

鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌入。脇仏。本
尊と同系統作家の作品。歯吹き像の条
件を満たし貴重。

県 彫刻 銅造　如意輪観音菩薩坐像
どうぞう　にょいりん
かんのんぼさつざ
ぞう

１躯 H17.2.8 小田原市
宝金剛寺（国府津
2038）

宝金剛寺

木造地蔵菩薩立像の
附）木造如意輪観音
像１躯としてS34.3.6に
県指定したものを分割

平安時代。小像であるが、儀軌に忠実な
像容、太く高い髻や横に丸く張った顔な
ど平安時代初期の密教彫刻の系譜に連
なることを示す金銅仏。

県 工芸 銅鐘（総世寺）
どうしょう（そうせい
じ）

１口 H2.2.13 小田原市
総世寺
（久野3670）

総世寺

室町時代（銘文に応永十五年）。再追銘
文には羽柴中納言秀次が総世寺に寄進
したとあり、天正十八年小田原攻めに使
用したという。

国
書跡・典籍・

古文書
仏法大明録〈巻第十、第十一、
第十八／第十九〉

ぶっぽうだいみんろ
く　まきだいじゅう
だいじゅういち、だ
いじゅうはち、だい
じゅうきゅう

２冊 S14.5.27 不明
（小田原市）

不明

鎌倉時代。

県 考古資料
小田原市羽根尾貝塚の縄文時
代前期出土品

おだわらしはねおか
いづかのじょうもん
じだいぜんきしゅつ
どひん

458点 H16.2.10 小田原市
小田原市小船収蔵庫
（小船260-1）ほか

小田原市

低地に埋没した縄文時代前期の貝塚
で、土器・石器・骨角器のほか、台地上
の遺跡では通常残らない木製品・漆製
品・繊維類が豊富に出土。縄文時代の
生活や文化を知る上で貴重な資料。

県 考古資料
小田原市中里遺跡の弥生時代
中期出土品

おだわらしなかざと
いせきのやよいじだ
いちゅうきしゅつど
ひん

141点 R1.9.17 小田原市
小田原市城内1-22ほ
か

小田原市

弥生時代中期中葉。在地の土器に混
じって他地域の土器が複数認められて
いるほか、鍬などの木製農耕具や伐採
用・加工用の磨製石斧、それらの製作道
具類等が出土。水田耕作など新来の技
術・文化を取り入れる上で、他地域との
交流・往来があったことを示す良好な資
料であり、南関東地方における稲作農耕
社会への転換期の様相を解き明かす上
で重要。

県
無形民俗文

化財
小田原囃子 おだわらばやし S51.10.19 小田原市

小田原囃子多
古保存会

不定期
S44.5.20県無形文
化財指定

江戸中期に伝来したという江戸葛西囃
子の系統に属する祭囃子。篠笛１、すり
鉦１，大太鼓１，締太鼓２で構成する。五
人囃子ともいう。

県
無形民俗文

化財
寺山神社の鹿島踊

てらやまじんじゃの
かしまおどり

S51.10.19 小田原市
根府川鹿島踊
保存会

７月中旬の土・日曜日
S46.3.30県無形文
化財指定

鹿島踊は、小田原から伊豆賀茂郡まで
の２２の神社で行われているが、中でも
根府川、吉浜の鹿島踊は古型を保って
いる。白丁を着、烏帽子をつけ白足袋、
白緒の草履を付け、舞態は円舞と方舞
とがある。太鼓、鉦、日月黄金柄杓の三
役を中心に踊る。

S28.12.22県無形
文化財指定
S46.4.21国選択
S51.10.19県指定

県内には、江戸時代から明治にかけて
十五か所の三人遣いの人形芝居があっ
たが、現在でも五座で続けられている。
そのうち国指定は３座である。カシラが
文楽よりもやや小ぶりで「鉄砲ざし」とい
う操法を伝える江戸系人形芝居の遺産
である。

S55.1.28
小田原市　・

厚木市
下中座・長谷
座・林座

不定期国
無形民俗文

化財
相模人形芝居

さがみにんぎょうし
ばい

S62.2.20　1,359
点、H7.2.14　2,109
点追加指定

尊徳自筆のものや、尊徳の日常生活の
記述などがある。また２代目尊行や３代
目尊親時代の日記がほぼ完全な形で保
存されている等、いずれも貴重な資料で
ある。

S56.2.10 小田原市

報徳博物館・
尊徳記念館・
報徳二宮神

社・個人

県 歴史資料 二宮尊徳関係資料
にのみやそんとくか
んけいしりょう

3,872点
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国 史跡 小田原城跡 おだわらじょうあと S13.8.8 小田原市
城内、本町、幸、栄
町、浜町、緑、城山、
十字、谷津、南町

小田原市

S34.5.29、
S52.5.4、
H18.1.26、
H19.7.26、
H20.7.28、
H22.2.22、
H23.2.7、
H24.9.19、
H26.10.6、
H28.10.3、
H30.10.15、
R4.3.15
追加指定

鎌倉時代から山城、館などがあったが、
後北条氏が本拠として整備を重ね、大規
模な総曲輪が築かれた。後北条氏滅亡
後は、徳川譜代大名等の持城となり、近
世城郭として整備された。八幡山古郭の
中枢部に隣接した東曲輪の一部等が追
加指定された。

国 史跡 石垣山 いしがきやま S34.5.13 小田原市 早川 H18.1.26追加指定

天正十八年、豊臣秀吉の小田原攻めの
陣城。通称一夜城。崩れた石垣が累々
とし、古城の雰囲気がある。本城曲輪跡
の西側斜面の一部が追加指定された。

国 史跡 江戸城石垣石丁場跡
えどじょういしがき
いしちょうばあと

H28.3.1 小田原市 早川 小田原市

江戸城石垣石丁場跡は、神奈川県から
静岡県にかけて、伊豆半島とその周辺
に分布する江戸城改修に伴う石垣の石
材を採石、加工した石丁場の跡である。
神奈川県では、小田原市西部の丘陵部
から以南の沿岸部に分布している。小田
原市の早川石丁場群関白沢（かんぱくざ
わ）支群は、江戸城石垣石丁場跡を構
成する遺跡のひとつであり、早川の支流
関白沢の南東側斜面一帯に立地する。
江戸時代前半の採石・加工・運搬技術
やそれに伴う労働力の編成のみでなく、
その背景にある社会的・政治的動向を
知る上で重要である。

国 天然記念物 早川のビランジュ
はやかわのびらん
じゅ

T13.12.9 小田原市 早川飛乱地1374-1 小田原市 小田原市
ハダカノキともいわれるサクラ科の常緑
広葉樹。分布の北限にあたる。根廻り６
メートル、高さ20メートル。

県 天然記念物 勝福寺の大イチョウ
しょうふくじのおおい
ちょう

S32.2.19 小田原市 飯泉1161 勝福寺

目通し7.5メートル、高さ25メートルある雄
株の大イチョウ。

県 天然記念物
神奈川県立小田原高等学校の
樹叢

かながわけんりつおだ
わらこうとうがっこうの
じゅそう

S46.3.30 小田原市
城山3-963-20及び
城山3-1112-1

神奈川県

学校の南面に残された、数少ない残存
照葉樹林。

県 天然記念物 勝福寺と八幡神社境内の樹叢
しょうふくじとはちまん
じんじゃけいだいの
じゅそう

S47.7.21 小田原市
飯泉1158他、1162-1
他

勝福寺・八幡
神社

ケヤキ、ムクノキ、イチョウなどの落葉高
木を主としてクスノキ、カヤなどの常緑の
高木が生育している社寺林。

県 天然記念物
中津層群神沢層産出の脊椎動
物化石

なかつそうぐんかんざ
わそうさんしゅつのせ
きついどうぶつかせき

H6.2.15 小田原市
入生田499　神奈川
県立生命の星・地球
博物館

神奈川県

新生代第三紀鮮新世後期から産出した
脊椎動物化石標本で、古環境、生物相
を解明するうえで学術的価値が高い。

国 登録有形
小田原文学館（旧田中光顕別
邸）本館

おだわらぶんがくかん
（きゅうたなかみつあ
きべってい）ほんかん

H12.9.26 小田原市 小田原市南町2-3-4 小田原市 昭和12年 ＲＣ３

宮内大臣などを務めた田中光顕の別邸
で、展示施設として活用。モダニズムの
特徴を示し、近代別荘地の景観を伝えて
いる。

国 登録有形
小田原文学館（旧田中光顕別
邸）別館

おだわらぶんがくか
ん（きゅうたなかみ
つあきべってい）
べっかん

H12.9.26 小田原市
小田原市南町2-3-
18

小田原市土地
開発公社

大正13年 木造２

田中光顕の別邸で、白秋童謡館として
活用。屋根は入母屋造、瓦棒銅板葺。
内部は数寄屋風の意匠で、玄関奥には
洋室をもつ。

治承四年八月、石橋山における源頼朝
挙兵の先陣で討死した佐那田与一義忠
と家臣豊三家康の墓である。

S29.3.30 小田原市 米神、石橋県 史跡
石橋山古戦場のうち与一塚及び
文三堂

いしばしやまこせん
じょうのうちよいちづ
かおよびぶんぞうど
う
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国 登録有形
松永記念館老欅荘（旧松永安左
ヱ門邸）

まつながきねんかんろ
うきょそう（きゅうまつ
ながやすざえもんて
い）

H12.9.26 小田原市 小田原市板橋513-7 小田原市
昭和21年/昭和28年
増築

木造１

中部電力の設立者である松永安左ヱ門
が晩年を過ごした居宅。数寄屋風の意
匠を凝らした質の高いつくりになる和風
建築。

国 登録有形 松永記念館葉雨庵
まつながきねんか
んよううあん

H12.9.26 小田原市 小田原市板橋941-1 小田原市
大正13年頃/昭和61
年移築

木造１

実業家の野崎広太（幻庵）が別邸・自怡
荘内に営んだ茶室で設計は幻庵自身。
洗練された意匠を持ち、床の間・中板及
び中柱による室内構成が優れている。

国 登録有形 だるま料理店主屋
だるまりょうりてん
しゅおく

H14.8.21 小田原市
小田原市本町2-1-
30

有限会社エス
ティケイ

大正15年 木造２
正面中央に唐破風玄関を設け、比翼入
母屋造風屋根とするなど、楼閣風の際
だった存在である。

国 登録有形 済生堂薬局小西本店店舗
さいせいどうやっ
きょくこにしほんて
んてんぽ

H14.8.21 小田原市
小田原市本町4-2-
48

株式会社済生
堂薬局小西本
店

大正14年頃 木造１

寄棟造、桟瓦葺、平入り。柱など主要部
に欅材を用い、店部分は天井も高く、薬
棚等の内部意匠もよく残る。

国 登録有形 山月（旧共寿亭）
さんげつ（きゅうきょ
うじゅてい）

H14.8.21 小田原市 小田原市板橋870-1
学校法人光和
学園

大正９年 木造２

入母屋造を基本とした複雑な銅板瓦葺
を架け、２階部分は楼閣風になる。室内
は数寄屋風で伝統的な造形を巧みに用
い丁寧に仕上げる。

国 登録有形 千世倭樓主屋 ちよわろうしゅおく H14.8.21 小田原市 小田原市風祭50
株式会社鈴廣
蒲鉾本店

明治中期／平成12年
移築

木造２

秋田県中南部で江戸末期から明治初期
頃に広まった曲屋形式を継承した住宅。
入母屋造の屋根を架け豪快な外見。

国 登録有形 千世倭樓土蔵 ちよわろうどぞう H14.8.21 小田原市 小田原市風祭50
株式会社鈴廣
蒲鉾本店

明治中期／平成12年
移築

土蔵２
切妻造、桟瓦葺，妻入で戸口に重厚な
造りの観音扉を設ける。内部木部は漆
喰を用いる。

国 登録有形 長谷川家住宅店舗及び主屋
はせがわけじゅうた
くてんぽおよびしゅ
おく

H16.6.9 小田原市
小田原市国府津3-
13-4

個人 昭和２年 木造２

国府津地区の東海道沿いにあって、関
東大震災後の復興期に建てられた店舗
兼住居。木造２階建、平入、入母屋造、
桟瓦葺で、棟木銘より昭和２年の上棟が
知られる。正面軒は出桁造で支え、屋根
には緩やかなむくりをつける。国府津に
おける震災復興町家の好例。

国 登録有形 長谷川家住宅石蔵
はせがわけじゅうた
くいしぐら

H16.6.9 小田原市
小田原市国府津3-
2-25

個人 大正５年 木骨石造２

国府津地区の東海道近傍に建つ木骨石
造２階建の蔵。古写真より大正５年の建
築であることが知られる。１階は西面に
戸口２箇所を開き、内部は２室構成とす
る。屋根は切妻造、桟瓦葺で、関東大震
災後に設けられた補強帯鉄が外観のア
クセントとなっている。

国 登録有形 神戸屋ふるや店店舗及び主屋
こうべやふるやてん
てんぽおよびしゅお
く

H16.6.9 小田原市
小田原市国府津4-
2-18

個人 昭和10年頃 木造２

国府津駅前に位置し、国道１号線に面し
た角地に建つ。タクシー会社の車庫兼社
屋として建てられたもので、現在では店
舗として利用されている。木造であるが、
外壁はモルタルで洋風石造建築を模し
ており、隅の円柱、窓周り、軒部等に特
徴的な意匠を備えている。

国 登録有形 清閑亭 せいかんてい H17.7.12 小田原市
小田原市南町1-5-
73

小田原市 大正初期
木造平屋一部二
階建

全体として雁行状平面で数奇屋風の丁
寧なつくり。

国 登録有形 岩瀬家住宅主屋
いわせけじゅうたく
しゅおく

H21.1.8 小田原市
小田原市鴨宮字宝
町692

個人
安政５年頃/昭和40年
頃・平成19年改修

木造平屋建/茅葺

もと名主の家で、軒先を出桁造りとして
深い軒の出を作っている。足柄地方の上
層農家建築の一例。

国 登録有形 寶金剛寺庫裏 ほうこんごうじくり H23.1.26 小田原市
小田原市国府津字
八幡上2038他

宗教法人寶金
剛寺

寛政12年（1800年）／
昭和33年改修

木造平屋建、瓦葺

旧東海道に近い山裾に位置し、庫裏は
境内奥で西側に面している。南側の玄関
後方に座敷を一列に配し、北側の大広
間（改修前は土間）では豪壮な軸組が見
える。真言宗寺院庫裏として県下で類例
の少ない平面形式を有している。
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小田原市
指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 旧内野醤油店店舗兼主屋
きゅううちのしょ
うゆてんてんぽけ
んしゅおく

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 明治36年
木造二階建、鉄
板葺及び瓦葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油
醸造業を営んでいた。店舗部は土蔵造
で、外壁は腰を石張、上方を海鼠壁と
し、東端の店舗入口にアーチをつくる。
内部は二階を中心に上質な座敷をもつ。
正面窓廻りに銅板を張り、袖壁を設ける
など防火対策も講じている。

国 登録有形 旧内野醤油店新座敷
きゅううちのしょ
うゆてんしんざし
き

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正12年
木造平屋建、瓦
葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。新座敷は店
舗兼主屋の西に張出す角屋で、通り
から前庭を介して建つ。木造平屋
建、入母屋造桟瓦葺で、正背面に下
屋を設ける。内部は八畳一室で丸太
柱を使い、西面に甕形の墨跡窓を開
けた床を設け、東面に茶道具を納め
る洞庫を造り付ける。

国 登録有形 旧内野醤油店店蔵
きゅううちのしょ
うゆてんみせぐら

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正前期
木造二階建、鉄
板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。店蔵は土蔵
造で、店舗兼主屋の東に東西棟で建
つ。外壁モルタル塗で正面の腰を洗
出し仕上げとする。北面の戸口に庇
を付し、南面二階の縦長窓に掛子塗
戸を両開とする。

国 登録有形 旧内野醤油店文庫蔵
きゅううちのしょ
うゆてんぶんこぐ
ら

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正前期
木造二階建、鉄
板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。文庫蔵は店
舗兼主屋の北側に南北棟で建つ。土
蔵造二階建、切妻造鉄板葺で、外壁
モルタル塗で鉢巻を廻らし、二階東
面に窓を設ける。一階南妻面の戸口
に重厚な土戸を開き、主屋廊下と連
絡する。内蔵形式の土蔵。

国 登録有形 旧内野醤油店穀蔵
きゅううちのしょ
うゆてんこくぐら

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正前期
木造平屋建、鉄
板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。穀蔵は敷地
東面に南北棟で建ち、切妻造鉄板葺
である。西面に戸口を開き広い下屋
を設け、窓二所を穿つ。外壁モルタ
ル塗で鉢巻を廻らし、腰を石張とす
る。内部は一室でキングポストトラ
スを組む。

国 登録有形 旧内野醤油店工場
きゅううちのしょ
うゆてんこうじょ
う

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正期
木造平屋建、鉄
板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。工場は敷地
の北西側に位置し、東西棟で南面に
広い下屋を持つ主体部と、南北棟で
敷地西辺を画す建物を矩折れに繋
ぐ。いずれも木造で小屋はキングポ
ストトラスを組む。外壁モルタル塗
で要所に窓を配する。

国 登録有形 旧内野醤油店稲荷社
きゅううちのしょ
うゆてんいなり
しゃ

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 明治後期
木造平屋建、銅
板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。稲荷社は主
屋北面の庭に石積基壇上に建つ一間
社。正面入母屋造、軒唐破風付で背
面寄棟造とする。正面の庇の虹梁形
頭貫に華やかな絵様を彫り、獅子鼻
を付す。組物は出組だが正面では枠
肘木を重ねて複雑に組み上げ、軒は
二軒繋垂木とする。

国 登録有形 旧内野醤油店表塀
きゅううちのしょ
うゆてんおもてべ
い

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正12年頃 木造、鉄板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤
油醸造業を営んでいた。表塀は店舗
兼主屋の西にのびて新座敷前庭を画
し、店舗寄りに潜戸を開く。布石積
基礎上の土台に柱を立て、腕木で鉄
板葺の板軒を受ける。壁は漆喰塗で
各間に堅格子の欄間をあけ、腰は表
側は竪板を大和張とし、庭側は竪板
張目板打とする。
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小田原市
指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 旧豊島家住宅主屋
きゅうとしまけ
じゅうたくおもや

R3.2.4 小田原市栄町 小田原市 昭和16年
木造平屋建、瓦
葺

小田原中心部の旧武家地に位置す
る。主屋は通りから広い前庭を介し
て建ち、平屋建入母屋造桟瓦葺で庭
に面して入母屋の妻を両端に掲げ格
式を高める。端正な座敷を有する上
質な近代和風住宅。

国 登録有形 旧豊島家住宅門及び塀
きゅうとしまけ
じゅうたくもんお
よびへい

R3.2.4 小田原市栄町 小田原市 昭和16年

（門）木造、瓦
葺
（塀）木造、瓦
葺

小田原中心部の旧武家地に位置す
る。通りに面して塀を巡らし表門を
開ける。門は腕木門形式で切妻造桟
瓦葺とし、冠木等に丸太を使う数寄
屋風意匠をとる。左右塀は基礎を大
谷石、腰を板張、上部を漆喰塗とし
て桟瓦を葺く。主屋とともに城下町
の旧武家地の様相を伝える。

国 登録有形
小田原宿なりわい交流館（旧
角吉店舗）

おだわらじゅくな
りわいこうりゅう
かん（きゅうかど
きちてんぽ）

R4.10.31 小田原市 小田原市本町 小田原市
昭和７年／平成13年
改修

木造二階建、瓦
葺一部銅板葺

小田原宿中心部にある旧漁網
店の店舗。かつては魚市場が
隣接。二階建、切妻造桟瓦
葺、外壁下見板張、正面ガラ
ス戸の下屋を設け、二階正面
は出格子とし、二段の出桁造
とする。一階は土間と十五畳
のミセ、二階は漁具の作業場
とした。水産業の歴史的景観
を伝える。

国 登録有形 松永記念館無住庵
まつながきねんか
んむじゅうあん

R5.2.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市
昭和30年頃／同50年
頃・令和２年移築

木造平屋建、銅
板葺

小田原城西方の松永記念館内
に移築した実業家松永安左ヱ
門（耳庵）の茶室。入母屋造
桟瓦葺で、間取りは東半に土
間と板間、西半に茶席と水屋
を配し、上部は小屋裏を表
す。茶席北東隅に長炉を設
け、西南に躙口を開ける。民
家古材を用いた数寄者の茶
室。
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茅ヶ崎市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 彫刻
銅造　阿弥陀如来及両脇侍立
像

どうぞう　あみだ
にょらいおよびりょう
きょうじりゅうぞう

３躯 S34.6.27 茅ヶ崎市 宝生寺（西久保546） 宝生寺

鎌倉時代。銅造。善光寺式阿弥陀三
尊。頭頂から足枘までを、両手首を除い
て一鋳する。

県 彫刻 銅造　弁才天坐像
どうぞう　べんざい
てんざぞう

１躯 S41.10.25 茅ヶ崎市
浄見寺
（堤4317）

浄見寺
室町時代。金銅仏。像高11.5センチメー
トル。江の島弁天信仰につながる遺品と
思われる。

県
有形民俗文
化財

八幡大神の庚申塔
はちまんおおかみ
のこうしんとう

１基 H18.2.14 茅ヶ崎市
八幡大神
（甘沼292）

八幡大神

承応三年正月の紀年銘をもち、刻像は
四臂青面金剛と二猿。台部に十一人の
名と「天沼村」の村名を刻む。石塔研究
や民間信仰史を明らかにする上で貴重
な石塔。

県
有形民俗文
化財

金山神社の庚申塔
かなやまじんじゃの
こうしんとう

１基 H18.2.14 茅ヶ崎市
金山神社
（行谷766-2）

金山神社

刻像は四臂青面金剛と二猿。光背上部
に青面金剛の種字を刻み、承応四年正
月の紀年銘と「庚申惣供養之所也」、願
主名の刻銘がある。石塔研究や民間信
仰史を明らかにする上で貴重な石塔。

県
有形民俗文
化財

神明宮の庚申塔
しんめいぐうのこう
しんとう

１基 H18.2.14 茅ヶ崎市
神明宮（十間坂3-9-
47）

神明宮

刻像は四臂青面金剛と二猿。光背正面
に村名と明暦四年の紀年銘があり、台
部に「同行□（十）六人」とある。石塔研
究や民間信仰史を明らかにする上で貴
重な石塔。

県
無形民俗文
化財

茅ケ崎海岸浜降祭
ちがさきかいがんは
まおりさい

S53.6.23 茅ヶ崎市
茅ヶ崎海岸浜
降祭保存会

７月２０日
S52.2.9県選
択

湘南地方随一の壮大な祭典。海上で30
余基の神輿が早朝茅ヶ崎市南湖海岸で
潮でみそぎする。

国
史跡
天然
記念物

旧相模川橋脚
きゅうさがみがわ
きょうきゃく

T15.10.20 茅ヶ崎市 下町屋字中河原 茅ヶ崎市

H19.2.6追加
指定
H25.3.27天
然記念物指
定

関東大震災（大正12年）の液状化現象に
より水田から出現した中世前半代の橋
脚跡。発掘調査によって、建設当時の護
岸を目的としたと考えられる土留め遺構
の一部や、指定当時（大正１５年）の保
存工事跡が指定地外で確認されたた
め、これらの部分を追加指定。

国 史跡 下寺尾官衙遺跡群
しもてらおかんがい
せきぐん

H27.3.10 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市下寺尾 茅ヶ崎市

H30.2.13、
H31.2.26、
R5.3.20追加
指定

下寺尾官衙遺跡群は、郡庁、正倉、郡
寺といった地方官衙を構成する諸施設
が比較的狭い範囲に密集しており、官衙
遺跡群の全体像が把握できるとともに、
その成立から廃絶に至るまでの過程が
確認できる遺跡である。
地方官衙の構造や立地を知る上でも重
要である。

国 史跡 下寺尾西方遺跡
しもてらおにしかた
いせき

H31.2.26 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市下寺尾 茅ヶ崎市
R3.3.26、
R5.3.20追加
指定

神奈川県の西部、相模川から東に2.5キ
ロメートル、標高13メートルの相模野台
地の西端部分に所在する弥生時代の集
落跡。遺跡の北から西への比高差は7
メートル前後で非常に良い眺望となって
いる。
本遺跡は弥生時代中期後半における南
関東最大級の環濠集落で、その成立か
ら解体までの過程を知ることができる点
で重要であり、集落がほぼ完存する稀有
な事例でもある。石器と鉄器が出土し、
南関東における鉄器化の実態を知ること
ができる。南関東における弥生時代中期
後半の社会を知るうえで重要な遺跡であ
る。
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茅ヶ崎市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 史跡 堤貝塚 つつみかいづか H4.2.14 茅ヶ崎市 堤字南谷
茅ヶ崎市管
理

縄文時代後期前半の貝塚で、貝層及び
その下に竪穴住居跡、石囲い炉が確認
された。

県 天然記念物 浄見寺のオハツキイチョウ
じょうけんじのおは
つきいちょう

S36.3.14 茅ヶ崎市 堤4317 浄見寺

５～10センチメートルの葉柄に不整形の
葉をつけるが、その葉片の基部に多少
変形ぎみの果実をつけるイチョウの大
木。

県 天然記念物 鶴嶺八幡のイチョウ
つるみねはちまん
のいちょう

S37.10.2 茅ヶ崎市 浜之郷462 鶴嶺八幡宮

勢いのよい木が４、５本癒着して生長を
つづけ現在の幹を形づくったと見られ
る。目通し８メートル、高さは27メートル。

県 天然記念物 浄見寺の寺林 じょうけんじのじりん S42.7.21 茅ヶ崎市 堤4318､4329～30 浄見寺

かつてのこの付近の自然林の面影を残
した貴重な寺林。

国 登録有形 茅ヶ崎館広間棟
ちがさきかんひろま
とう

H21.1.8 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市中海岸3-
11595-1他

個人 大正15年頃

木造平屋一
部二階建/
鉄板葺・ス
レート葺及び
瓦葺

国 登録有形 茅ヶ崎館中二階棟
ちがさきかんちゅう
にかいとう

H21.1.8 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市中海岸3-
11595-1他

個人 大正14年
木造平屋建
/スレート葺

国 登録有形 茅ヶ崎館長屋棟
ちがさきかんながや
とう

H21.1.8 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市中海岸3-
11595-1他

個人
大正15年頃
/昭和8年頃
移築

木造平屋建
/スレート葺
及び瓦葺

国 登録有形 茅ヶ崎館浴室棟
ちがさきかんよくし
つとう

H21.1.8 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市中海岸3-
11595-1他

個人 大正15年頃
木造平屋建
/鉄板葺

国 登録有形 藤間家住宅主屋
とうまけじゅうたく
しゅおく

H27.3.26 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市柳島 茅ヶ崎市 昭和７年
木造平屋建
／鉄板葺

藤間家住宅主屋は、設計者西村伊作の
作風の一端を示す近代住宅である。洋
間部分を含めた東立面全体を洋風意匠
とし、その他の部分を和風意匠とする。
和洋の意匠を対比的に採用した、落ち
着いたたたずまいの住宅である。

国 登録有形 旧南湖院第一病舎
きゅうなんこいん
だいいちびょう
しゃ

H30.3.27 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市南湖 茅ヶ崎市

明治32年／
昭和54年・
昭和58年・
平成15年改
修

木造２階
建、スレー
ト葺

南湖院は明治32年に設立された結核
療養施設。第一病舎は、敷地北寄り
に建つ木造２階建、外壁下見板張で
２階窓上部にはペディメントを飾
る。療養地として著名な湘南で希少
な明治期の結核病棟である。

国 登録有形 旧氷室家住宅主屋
きゅうひむろけじゅ
うたくしゅおく

H30.11.2 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市東海岸南 茅ヶ崎市
昭和10年／昭
和35年・平成
12年増築

木造２階一部
平屋建、瓦葺

実業家の元別荘で、前庭を控え敷
地北西に建つ。西半は板敷の居間
中心に開放的につくり、東半は緩
やかな傾斜の軒や直線的構成等モ
ダンな和風意匠とする。昭和初期
の近代住宅の思潮及び茅ヶ崎の別
荘地開発の様相を伝えている。

湘南海岸を望む高台に建つ明治３２年
創業の老舗旅館で、映画監督・小津安
二郎が定宿としていたことでも知られる。
広間棟の広間は３０畳大で軽快な意匠
の座敷飾りを備え、南西側に中二階棟、
南東に長屋棟を配して中庭を囲む。広間
棟後方の浴室棟は数寄屋風意匠でまと
めている。
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逗子市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 建造物 五輪塔 ごりんとう １基 S28.8.29 逗子市
東昌寺
（池子2-8-33）

東昌寺

高さ141ｃｍ程度。水輪には金剛界大日
如来をあらわす梵字の「バン」、地輪には
「沙弥行心帰寂、乾元二年(1303)癸卯七
月八日」の銘が刻まれている。鎌倉時代
末期の中型五輪塔として、地域の基準と
なる貴重な文化財。

県 建造物 神武寺薬師堂 じんむじやくしどう １棟 S60.11.29 逗子市
神武寺（沼間2-
1402）

神武寺 附）棟札３枚
慶長３年造立上葺棟札がある。桁行３間
梁間３間寄棟造、近世初期の年代判明
遺構である。

県 絵画 絹本著色　大威徳明王像
けんぽんちゃくしょく
だいいとくみょうおう
ぞう

１幅 S29.3.30 逗子市
神武寺（沼間2-
1402）

神武寺

鎌倉時代末期。水上を突進する水牛の
背上で忿怒の大威徳明王を描き、「怨敵
調伏」の祈願の本尊と思われる。

県 絵画 絹本著色　千手観音像
けんぽんちゃくしょく
せんじゅかんのん
ぞう

１幅 S29.3.30 逗子市
神武寺（沼間2-
1402）

神武寺

鎌倉時代末期。十一面四十二臂の立像
を画面中央に描き、衣部には切金文様
を施し描かれている。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像
もくぞう　あみだにょ
らいりゅうぞう

１躯 S56.7.17 逗子市
光照寺
（沼間2-20-17）

光照寺
鎌倉時代。寄木造。光触寺の重文阿弥
陀如来立像の系統に属する作風だが、
総体に穏やかな表現である。

県 工芸 銅鐘（海宝院）
どうしょう（かいほう
いん）

１口 S44.12.2 逗子市
海宝院（沼間2-12-
15）

海宝院  

室町時代（銘に応永十年）。全体は細く
丈高で、極めてスマートな感じの鐘であ
る。

県 考古資料 逗子市池子遺跡群出土品
ずししいけごいせき
ぐんしゅつどひん

241点 H14.2.12 逗子市
逗子市池子遺跡群
資料館（池子）

逗子市

弥生時代中期。初期水田耕作の農耕具
をはじめとする多様な木製品と骨角牙製
品。特に木製品は製作過程の各段階を
示す未製品も多く見られ、製作技術を明
らかにできる貴重な資料。

国 史跡 名越切通 なごえきりどおし S41.4.11
逗子市・鎌

倉市
逗子市小坪、同久
木、鎌倉市大町

S56.10.13､
S58.11.26、
H20.7.28、
H21.7.23追
加指定

鎌倉七口の一つ。山腹路と切通路を組
み合せ、800メートルにおよぶ切岸を伴
い、一大要塞をなす。

国 史跡 和賀江嶋 わかえのしま S43.10.14
鎌倉市・逗

子市
鎌倉市材木座、逗
子市小坪及び海面

鎌倉市・逗
子市

H18.1.26
追加指定

貞永元年、往阿弥陀仏の言を入れ北条
泰時以下が協力し、一ヶ月を費やして
造った築港の跡である。既指定地西側
及び北側の海面部分が追加指定され
た。

国 史跡 長柄桜山古墳群
ながえさくらやまこ
ふんぐん

H14.12.19
逗子市・葉

山町
逗子市桜山、葉山
町長柄

逗子市・葉山
町所有

現存する県内最大級の二基(第１号墳全
長90ｍ、第２号墳全長88ｍ)の前方後円
墳からなる古墳群で、出土した埴輪片の
年代観から四世紀半ばから後半に築造
された前期古墳。東海地方から連続して
畿内政権の勢力拡大を示唆する古墳と
して注目される。

県 天然記念物
五霊神社の大イチョウとその周
辺の樹木

ごりょうじんじゃのお
おいちょうとその
しゅうへんのじゅもく

S42.7.21 逗子市 沼間3-10-34 五霊神社

樹高25メートルのイチョウの大木を中心
に、暖帯性の広葉樹林の代表的な種に
より組成されている。

県 天然記念物 鎧摺の不整合を示す露頭
あぶずりのふせい
ごうをしめすろとう

S52.5.20 逗子市 桜山9-2405-21 逗子市
三浦半島でもっとも古い地層である葉山
層とその上部の三浦層とがなす典型的
な不整合を示すもの。

国 登録有形 長島孝一家住宅主屋
ながしまこういちけ
じゅうたくしゅおく

H13.8.28 逗子市 逗子市新宿1-5-14 個人 明治33年頃 木造１

木造平屋建の和風別荘で、南面に玄
関、東面に座敷と広縁、北に離れを配す
るが、震災後90度振って復旧したと伝え
られる。海浜別荘の遺構。

国 登録有形 旧脇村家住宅主屋
きゅうわきむらけ
じゅうたくしゅおく

H22.4.28 逗子市 逗子市桜山8-2241 逗子市 昭和９年
木造2階
建、瓦葺

南西方向に海を臨む丘陵地に立地する
昭和初期の和風別荘建築。採光に配慮
した部屋配置をとり、南西に窓を連ねた
開放感のある居室を持つ。
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逗子市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 旧正力家別邸主屋
きゅうしょうりきけ
べっていおもや

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人

昭和前期／
昭和14年改
修、昭和36
年増築、平
成28年改修

木造2階
建、瓦葺

逗子海岸の北に位置する別邸。東の玄
関から南庭に面して、部屋を雁行して並
べ、南東に書院造の座敷を配す。座敷
上部に設けた洋室は、庭を臨む三面に
ガラス窓を入れ、開放的な造りとする。洋
室の外部には欄干付の縁を巡らし、外観
を和風にまとめた良質な住宅。

国 登録有形 旧正力家別邸蔵
きゅうしょうりきけ
べっていくら

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和34年／
平成28年改
修

鉄筋コン
クリート
造2階
建、瓦葺

主屋西側に位置する蔵。鉄筋コンクリー
ト造二階建、切妻造妻入の東西棟で、東
面に戸口を設け、各階南北面中央に窓
を開けて鉄扉を備える。外壁はリシン吹
付仕上で、腰は刷毛引仕上。内部は各
階とも一室で南東隅に階段を設ける。主
屋西側の景観をつくる。

国 登録有形 旧正力家別邸表門
きゅうしょうりきけ
べっていおもてもん

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人 昭和中期

木造、銅
板葺、間
口1.8m、
左右袖塀
付

主屋の東に位置し、通りに東面する腕木
門。主柱と冠木は皮付丸太で、主柱は角
柱の控柱と貫で固める。主柱で棟木を直
接受け、軒桁を腕木で支持する。門口に
板戸を吊り、屋根は銅板葺で棟は熨斗
積とする。両脇に袖塀を付して屋敷表構
えを整える数寄屋風の表門。

国 登録有形 須藤家住宅主屋
すどうけじゅうたくお
もや

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和７年/昭
和41年、平
成12年改修

木造2階
建、ス
レート葺

逗子海岸近くに位置する住宅。東を玄関
とし、内部は中廊下平面で、玄関脇に洋
室の応接、南面中央に続き座敷と広縁、
南西に洋室の書斎を配し、庭を臨む。二
階は洋室と和室を東西に並べる。軒の
出を押さえ、窓庇を水平に連続させて意
匠平明な昭和前期の住宅。

国 登録有形 須藤家住宅旧ボイラー室
すどうけじゅうたく
きゅうぼいらーしつ

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和21年頃
／昭和27年
改修

木造平屋
建、鉄板
葺

主屋北側に位置するＧＨＱが建築した旧
ボイラー室。切妻造鉄板葺平入の平屋
建東西棟で、南に戸口、三面に高窓を開
け、外壁下見板張とする。内部はかつて
西にボイラー、貯湯槽、東に石炭庫を配
した。現在は一室の倉庫として利用す
る。昭和戦後の歴史を伝える。

国 登録有形 旧本多家住宅主屋
きゅうほんだけ
じゅうたくおもや

R4.10.31 逗子市 逗子市山の根
株式会社久米
設計

昭和13年
木造二階
建、ス
レート葺

逗子駅近くの山裾に建つ洋風
住宅。外観はモルタル仕上大
壁で、開口部廻りに擬石をあ
しらい、バルコニー腰壁にメ
ダリオンを飾る。正面西に
ポーチと玄関、東に吹抜の居
間を配す。久米権九郎の設計
で、束ね式の小柱と横架材を
用いた独自の耐震木骨構造に
よる。
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三浦市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 海南神社本殿、幣殿及び拝殿
かいなんじんじゃほ
んでん、へいでんお
よびはいでん

１棟 H23.3.22 三浦市
海南神社（三崎4-
12-11）

海南神社 附）棟札２枚

棟札から本殿は寛保３年（1743）、幣殿
及び拝殿は寛政10年（1798）の建立。本
殿は元は二間社流造で、地方の社殿と
しては規模が大きく、控えめながら装飾
の質も高く、県内の江戸時代中期を代表
する社殿である。拝殿及び幣殿は、細部
が時代に比して古様であり、本殿との調
和を強く意図したと思われる。

県 彫刻
木造　薬師如来及び両脇侍立
像

もくぞう　やくしにょ
らいおよびりょうきょ
うじりゅうぞう

３躯 S53.11.17 三浦市
天養院（初声町和田
1669）

天養院

平安時代。一木造。平安中期11世紀頃
の製作と考えられ、県下の仏像の中でも
古い作例である。

県 工芸 刀　銘　津田越前守助広
かたな　めい　つだ
えちぜんのかみす
けひろ

１口 S32.2.19 三浦市 個人

江戸時代。銘津田越前守助広延宝三年
八月日。中切先反りの少ない新刀姿で、
生中心である。

県 工芸 銅鐘（本瑞寺）
どうしょう（ほんずい
じ）

１口 S44.12.2 三浦市
本瑞寺（三崎1-19-
1）

本瑞寺
室町時代（銘文に康永三年）。駒の爪も
低く、鎌倉鐘としての姿を残すものであ
る。

県 工芸 刀　銘　一竿子粟田口忠綱
かたな　めい　いっ
かんしあわたぐちた
だつな

１口 S32.2.19
不明

（三浦市）
不明

江戸時代。反りの少ない小切先厚い新
刀姿で、表に真の昇り龍、裏に独鈷付素
剣に梵字を彫るものである。

県
有形民俗文
化財

城ヶ島漁撈用具コレクション
じょうがしまぎょろう
ようぐこれくしょん

１件
（657点）

S57.2.9 三浦市
旧城ヶ島分校海の
資料館（三崎町城ヶ
島411）

三浦市
舫ちょう用具と各種漁網など、城ヶ島の
漁撈技術と習俗を端的に示すコレクショ
ン。

県
有形民俗文
化財

三番叟面 さんばそうめん １面 H7.2.14 三浦市
海南神社（三崎4-
12-11）

海南神社
室町時代初期。狂言面だが、定形化す
る以前の自由な造形がみられ、全国的
にも珍しい。

国
無形民俗文
化財

チャッキラコ ちゃっきらこ S51.5.4 三浦市
ちゃっきらこ保
存会

１月１５日
S40.5.14県無形文
化財指定
S45.6.8国選択

七、八歳から十四、五歳までの少女が十
人ないし二十人くらいでコキリコ、扇等を
もって、主婦の歌にあわせて踊る。曲は
「ハツイセ」「チャッキラコ」「二本踊」「ヨサ
サ節」「鎌倉節」「お伊勢参り」の六種。

国
無形民俗文
化財

三戸のオショロ流し
みとのおしょろなが
し

H23.3.9 三浦市
三戸お精霊流
し保存会

８月１６日
S52.2.9県選択
S53.6.23県指定無
形民俗文化財

三浦市初声町三戸で毎年８月16日に行
われる盆の精霊送り行事。先祖の霊を
船に託して送る、船流しの形態をとる盆
行事の典型例。セイトッコと呼ばれる少
年の年齢集団によって行事が伝承され
てきたことが地域的な特色で、少子化が
進む中でも伝統的な要素をよく残してい
る。

県
無形民俗文
化財

菊名の飴屋踊り
きくなのあめやおど
り

S51.10.19 三浦市
あめや踊保存
会

不定期
S30.11.1県無形文
化財指定

女性は一切加わらず踊りは青年、歌と囃
子は長老によって行われる農村芝居。
手踊と段物が伝えられる。他県では粉屋
踊、万作芝居などという。

国 史跡 赤坂遺跡 あかさかいせき H23.3.8 三浦市 初声町 三浦市所有

三浦半島の拠点的集落で、南関東でも
屈指の大規模集落。弥生時代中期後半
から後期に継続して営まれていた県内で
は数少ない集落として重要。周囲を海に
囲まれた立地から、遠隔地との海路での
交流や漁撈活動がうかがわれる点でも
学術的価値が高い。

県 史跡 毘沙門洞窟弥生時代住居阯群
びしゃもんどうくつ
やよいじだいじゅう
きょしぐん

S35.11.4 三浦市
南下浦町毘沙門字
八浦原

四つの海蝕洞窟中に、下層から弥生式
後期土器片などが、上層から古墳時代
の埋葬例が発見された。

国 天然記念物 諸磯の隆起海岸
もろいそのりゅうき
かいがん

S3.3.24 三浦市
三崎町諸磯字石打
789

三浦市 三浦市
穿孔貝の巣穴によって過去の汀線の位
置や高度をみいだすとともに、過去の大
地震の間隔や隆起量を推定しうる場所。

県 天然記念物 漣痕（波調層）
れんこん（はちょう
そう）

S32.2.19 三浦市
海外町3958地先岩
礁

三浦市
新生代第三紀中新世の中頃堆積した三
崎累層に、当時の波状の漣痕がよく保
存されている。

75



三浦市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 天然記念物
城ケ島のウミウ、ヒメウ及びクロ
サギの生息地

じょうがしまのうみ
う、ひめうおよびくろ
さぎのせいそくち

S35.5.31 三浦市 城ヶ島 三浦市

城ヶ島南端の高さ約30メートルの懸崖
で、冬期この岩棚に約２千羽のウミウ、
それにヒメウ、クロサギが共同生息して
いる。

県 天然記念物 三浦市海外町のスランプ構造
みうらしかいとちょう
のすらんぷこうぞう

S53.9.1 三浦市 海外町4228-6の内 三浦市

岩が未固結のコロイド状態の時、海底地
すべりによって転位変形した結果生じた
ものと思われる。典型的な褶曲型スラン
プ構造。

国 登録有形 旧長谷川家住宅主屋
きゅうはせがわけ
じゅうたくしゅお
く

R1.12.5 三浦市 三浦市初声町三戸 個人 昭和５年
木造平屋建、瓦
葺一部銅板葺

敷地北寄りに南面して建ち、周囲に
下屋を廻らし正面中央に入母屋造の
玄関を張り出す。東に連なる離れは
瀟洒な数寄屋として趣を変える。三
浦半島沿岸部の良質な昭和初期住
宅。

国 登録有形 旧長谷川家住宅主屋石蔵
きゅうはせがわけ
じゅうたくいしぐ
ら

R1.12.5 三浦市 三浦市初声町三戸 個人
明治中期／
昭和前期改修

木骨石造二階
建、瓦葺

二階建て、切妻造、置屋根形式の桟
瓦葺で、西面中央に戸口を開き、吹
放し下屋を付す。当初は土蔵造だ
が、後の改修で柱の外側に切り石を
積み、石造風に仕上げる。地域の技
術的な特徴を備える旧家の蔵。

国 登録有形 旧長谷川家住宅庭門及び内塀
きゅうはせがわけ
じゅうたくにわも
んおよびうちべい

R1.12.5 三浦市 三浦市初声町三戸 個人 昭和５年
（門）（塀）木
造、銅板葺

主屋玄関の南東隅柱と石蔵の下屋柱
の間に建つ。庭門は丸太材を使用し
た数寄屋風のつくりで、内塀は腰高
に竪板張を細竹の押縁で押さえ、軒
を薄くつくり、庭門と調和した繊細
な意匠でまとめる。
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秦野市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 彫刻 木造　大日如来坐像
もくぞう　だいにち
にょらいざぞう

１躯 S49.4.19 秦野市
宝蓮寺
（蓑毛674）

宝蓮寺

平安時代。県内最大級の大日如来で、
他に四如来を具す五知如来の本尊で後
補部も多いが県内ではめずらしい遺作で
ある。

県 彫刻 木造薬師如来立像
もくぞうやくしにょら
いりゅうぞう

１躯 R2.3.17 秦野市
東光寺（秦野市南矢
名366）

東光寺

鎌倉時代。寄木造。全体の造りが簡素な
ものとなっていることが特徴。頭髪は螺
髪とせず、渦巻状の線刻によって表現
し、目鼻、袖、衣文等も簡略な彫刻となっ
ている。これらの特徴は、一日で造って
供養した「一日造立仏」と共通する点が
多い。本像は「一日造立仏」の確実な作
例と断定はできないものの、「建長八年
三月八日」の墨書から、この日一日で
造った可能性が強い。

国 工芸 象図鐔　銘　安親
ぞうずつば　めい
やすちか

１枚 S28.11.14
不明

（秦野市）
不明

江戸時代。鉄地。表中央に大きく象を鋤
出彫し、裏に林整字の詩を刻む。

県 考古資料
秦野市平沢同明遺跡出土の弥
生前期壺形土器

はだのしひらさわど
うめいいせきしゅつ
どのやよいぜんきつ
ぼがたどき

１点 H15.2.10 秦野市
秦野市立桜土手古
墳展示館（堀山下
380-3）

個人

弥生時代前期後半。大型の壺形土器
で、特徴から伊勢地方（三重県）で作られ
た可能性が強く、農耕文化の伝播に伴っ
て持ち込まれたと考えられる。南関東唯
一の完形の遠賀川式系統の土器として
貴重な資料である。

国 無形文化財 芸能　義太夫節浄瑠璃
げいのう　ぎだゆう
ぶしじょうるり

H11.6.21 秦野市

上田悦子
（芸名・雅号
等：竹本駒之
助)

義太夫節浄瑠璃は、場面の情景や雰囲
気、登場人物の言葉や心情を表現する
重要な技法である。氏は、竹本春駒、十
世豊竹若大夫、八世竹本綱大夫、竹本
越路大夫に師事し、長年義太夫節浄瑠
璃の研鑽に励み、現在では義太夫節浄
瑠璃の第一人者として高く評価されてい
る。

県 史跡 二子塚古墳 ふたごづかこふん S58.8.30 秦野市 下大槻字二タ子

六世紀後半の全長46メートルの前方後
円墳。確認調査の結果、横穴式石室が
発見された。

県 天然記念物 鶴巻の大欅
つるまきのおおけや
き

S28.12.22 秦野市 鶴巻南4-23 地神社

根回り12.25メートル、目通し10メートル、
樹高30メートルの大ケヤキ。

国 登録有形 猿渡堰堤 さるわたりえんてい H15.3.18 秦野市 秦野市堀山下・戸川 神奈川県 昭和７年
重力式コ
ンクリート

重力式練積堰堤。湾曲する旧河道を矯
正するために堤体左岸側を締切り、岩盤
形状に合わせ左岸側に水通しを全面に
張り出す特異な構造を有す。

旧相模国で江戸時代に流行した七夕踊
り・小町踊りの流れをくむ女性だけによる
盆踊り。大正末期には廃絶してしまった
が、戦後、旧相模国域各地で復活した。
揃いの浴衣に帯を締めた襷掛けの女性
が、長詞型または短詞型の独特な唄に
合わせてビンザサラを突き、小太鼓を打
ちながら踊る。H20.2.5

藤沢市・秦野
市・厚木市・
海老名市・綾
瀬市

葛原芸能保存
会・遠藤民俗
芸能保存会・
秦野ささら踊り
保存会・愛甲さ
さら踊り盆唄保
存会・長谷ささ
ら踊り盆唄保
存会・海老名さ
さら踊り保存
会・綾瀬ささら
踊り保存会

７月下旬に
連合会大会

県
無形民俗文
化財

相模のささら踊り さがみのささらおどり
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秦野市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 山ノ神堰堤 やまのかみえんてい H15.3.18 秦野市 秦野市堀山下・戸川 神奈川県 昭和７年
重力式コ
ンクリート

重力式練積堰堤。水通しの右岸側端部
に灌漑用水の水路を設け、提体全面に
導水するために既存の岩盤を利用して
提体右側を筒状に張り出す。

国 登録有形 戸川堰堤 とがわえんてい H15.3.18 秦野市 秦野市堀山下・戸川 神奈川県
昭和16年／
昭和25年嵩
上げ

重力式コ
ンクリート

提体表面を谷積、隅部を五角形に切り
取った切石で丁寧に造る。嵩上げ部分
は、コンクリート造りとしつつも提体表面
を下部と同様の谷積石張とする。

国 登録有形 宇山商事店舗兼主屋
うやましょうじてんぽ
けんしゅおく

H29.6.28 秦野市 秦野市寿町 個人
昭和３年／
昭和40年頃
改修

木造２階
建、瓦葺

旧矢倉沢往還沿いに建てられた木造二
階建の商家である。一階下屋は一段、
二階は二段の出桁造で奥行の深い庇
(ひさし)を構成している。内部は壁を
磨き漆喰にするなど丁寧な仕上げであ
り、また、良材が用いられている座敷
部が、当地の歴史的景観を伝えてい
る。

国 登録有形 五十嵐商店店舗兼主屋
いがらししょうて
んてんぽけんしゅ
おく

H29.10.27 秦野市 秦野市本町 個人
昭和３年／
昭和11年頃
増築

木造三階
建、門柱
付

五十嵐商店は、秦野市中心部に建つ商
店。店舗兼主屋は木造三階建で外壁は
正面をモルタル洗出し。一階は店舗部
で広い土間と畳敷のミセ・帳場を配
し、二及び三階は居室部で応接間を設
ける。

国 登録有形 五十嵐商店第一号倉庫
いがらししょうて
んだいいちごうそ
うこ

H29.10.27 秦野市 秦野市本町 個人 昭和初期
木造二階
建

五十嵐商店は、秦野市中心部に建つ商
店。第一号倉庫は敷地後方中央に南面
する。木造二階建で、小屋組は登梁形
式。モルタル仕上げの外壁に目地を刻
み石造風に仕上げる。

国 登録有形 五十嵐商店第二号倉庫
いがらししょうて
んだいにごうそう
こ

H29.10.27 秦野市 秦野市本町 個人 昭和初期
木造二階
建

五十嵐商店は、秦野市中心部に建つ商
店。第二号倉庫は店舗兼主屋と第一号
倉庫との間に南面する。木造二階建
で、小屋組はキングポストトラスを組
む。

国 登録有形 五十嵐商店第三号倉庫
いがらししょうて
んだいさんごうそ
うこ

H29.10.27 秦野市 秦野市本町 個人 昭和初期
木造平屋
建

五十嵐商店は、秦野市中心部に建つ商
店。第三号倉庫は第一号倉庫の南に建
つ。木造平屋建、切妻造とするが、軒
の出は造らず、壁から屋根までモルタ
ルで塗込め、正面のみ水切のため、妻
壁を迫出す。小屋組は梁を架け、棟木
を受ける簡素な構造。

国 登録有形
五十嵐商店第四号倉庫及び第
五号倉庫

いがらししょうて
んだいよんごうそ
うこおよびだいご
ごうそうこ

H29.10.27 秦野市 秦野市本町 個人 昭和12年頃
木造平屋
建

五十嵐商店は、秦野市中心部に建つ商
店。第四号倉庫及び第五号倉庫は敷地
北西にあり南面する。木造平屋建で、
桁行四間、梁間三間の二棟に切妻造の
屋根を架け、正面に下屋庇を付ける。
外壁は四隅の柱や鉢巻にモルタル仕上
げを見せる。小屋組はキングポストト
ラスを組む大型倉庫。

国 登録有形 蓑毛大日堂
みのげだいにちど
う

H29.10.27 秦野市 秦野市蓑毛
宗教法人宝蓮
寺

享保14年
木造平屋
建、瓦葺

大山の登山口にあり山岳信仰の拠点と
して信仰を集めた。大日堂は敷地の中
央に南面して建つ。近世寺院建築で、
組物は尾垂木付二手先とし、向拝廻り
の彫刻は牡丹の手挟など華やかに飾
る。
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秦野市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 蓑毛不動堂 みのげふどうどう H29.10.27 秦野市 秦野市蓑毛
宗教法人宝蓮
寺

17世紀末／
昭和50年頃
改修

木造平屋
建、銅板
葺

大山の登山口にあり山岳信仰の拠点と
して信仰を集めた。不動堂は大日堂北
東の小高い場所に建つ。桁行四間、梁
間三間、入母屋造、妻入で、一間向拝
を付ける。近年の改造を受けるが境内
で最も古い建築。

国 登録有形 蓑毛地蔵堂 みのげじぞうどう H29.10.27 秦野市 秦野市蓑毛
宗教法人宝蓮
寺

18世紀前半
／昭和50年
頃改修

木造平屋
建、鉄板
葺

大山の登山口にあり山岳信仰の拠点と
して信仰を集めた。地蔵堂は不動堂の
北東に東面する三間堂。寄棟造、平入
で、一間向拝を付ける。向拝の水引虹
梁や木鼻、蟇股、手挟の細部意匠に18
世紀前半の特徴を見せる。

国 登録有形 蓑毛大日堂仁王門
みのげだいにちど
うにおうもん

H29.10.27 秦野市 秦野市蓑毛
宗教法人宝蓮
寺

19世紀前半
木造平屋
建、鉄板
葺

大山の登山口にあり山岳信仰の拠点と
して信仰を集めた。仁王門は大日堂の
南面に建つ。三間一戸八脚門、入母屋
造で、両脇間前方に二王像を安置す
る。

国 登録有形 旧芦川家住宅主屋（緑水庵）

きゅうあしかわけ
じゅうたくおもや
（りょくすいあ
ん）

R2.4.3 秦野市 秦野市蓑毛 秦野市
昭和５年頃
／平成３年
移築

木造平屋
建、茅葺
（金属板
仮葺）

市街南部から移築した民家で、桁行八
間規模の寄棟造茅葺金属板仮葺であ
る。良質な竹を産した当地らしく外壁
を割竹張とする手法等に、地域的特色
をよく示す。現在は市立蓑毛自然観察
の森のガイダンス施設。

国
登　録
記念物

曽屋水道 そやすいどう H29.10.13 秦野市 秦野市水神町
秦野市
宗教法人曽屋
神社

遺跡関係

曽屋水道は、秦野市水神(すいじん)町
(ちょう)1587番１外に所在し、明治23
年に竣工した、県内では横浜に次ぐ、
全国的にも極めて早い時期に建設され
た水道施設です。
現存の遺構としては、水源から掘られ
た隧道の開口部２基（明治21年・大正
３年）、隧道を通った水が集められた
明治時代の円形沈殿池跡の一部、水源
を周囲に配水するための大正期と昭和
期の配水池、消火用に設置された大正
期のポンプ室があります。これらの遺
構は、近代水道の草創期まで時代を遡
ることができる貴重な文化財です。

国
登　録
記念物

震生湖 しんせいこ R3.3.26 秦野市
秦野市今泉、足柄
上郡中井町境別所
ほか

秦野市ほか
秦野市
中井町

動物、植物
及び地質鉱
物関係

大正12年に発生した関東地震で生じた
堰き止め湖である。当時、地震による
崩壊地が多数生じたが現存するものは
希有。震生湖では現在も「湖面」「崩
落地」「堰止地」を一体として確認で
きる。地震にともない、地塊運動が生
じることを現在に伝える貴重な資料で
ある。
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厚木市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 本禅寺本堂 ほんぜんじほんどう １棟 H7.2.14 厚木市
本禅寺（飯山
3515）

本禅寺
附）本禅寺本
堂棟札１枚

江戸時代。桁行５間、梁間６間寄棟造、
鉄板葺。日蓮宗本堂の典型的建物。

県 建造物 荻野神社本殿及び拝殿
おぎのじんじゃほん
でんおよびはいでん

２棟
（１枚）

H26.3.28 厚木市
荻野神社（上荻
野１番地イ）

荻野神社

附）貞享四年
木札（奉造立
石神大明神
社惣旦那寄
進之覚）

本殿は貞享４年（1687）という年代の割に
は、細部の手法は先進的であり、また装
飾も大変豊かで質も高いもので、当時の
江戸の作風を見事に消化しきった建築と
して高く評価されている。
　また、拝殿は延享２年(1745）と造立時
期は、本殿より遅れるが、細部に複雑な
細工がほどこされており、華やかな本殿
の雰囲気によく調和した端正な社殿とし
て評価されている。

国 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょ
らいざぞう

１躯 S36.6.30 厚木市
金剛寺（飯山
5456）

金剛寺
S33.6.17
県指定

平安時代。寄木造。定朝様をうけ、全体
に洗練された趣がみられる半丈六の像で
ある。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像
もくぞう　じぞうぼさ
つざぞう

１躯 S33.6.17 厚木市
金剛寺（飯山
5456）

金剛寺
正安元年九月作
者□慶の銘があ
る

鎌倉時代。寄木造（一木割り矧ぎ）。安定
感に富んだ姿などを総じて堅実な作風。
鎌倉末の関東彫刻の基準作である。

県 彫刻 木造　不動明王立像
もくぞう　ふどうみょ
うおうりゅうぞう

１躯 H3.2.8 厚木市
法雲寺（酒井
2471）

法雲寺
平安時代。寄木造。繊細な趣、流麗な衣
文表現、浅い彫り口など典型的な藤原期
の様式である。

県 工芸 銅鐘（浅間神社）
どうしょう（せんげん
じんじゃ）

１口 S44.12.2 厚木市
浅間神社（中依
知488）

浅間神社

室町時代（銘文に貞和六年）。全体として
胴がややふくらみを帯び、ずんぐりとした
感じの鐘で、元鎌倉大楽寺の鐘である。

県 工芸 鰐口（本照寺）
わにぐち（ほんしょう
じ）

１口 S44.12.2 厚木市
本照寺
（下古沢130）

本照寺

室町時代（銘文に永祿九年）。戦国争乱
のさなかの作だけに作風はあまりよくな
いが、同時代の文化を知るためには重要
な作例である。

県 工芸 銅鐘（長谷寺）
どうしょう（はせで
ら）

１口 H2.2.13 厚木市
長谷寺
（飯山5605）

長谷寺
室町時代（銘文に嘉吉二年）。清原国光
の作で清原様式をよくあらわした作例で
ある。

県 考古資料
厚木市登山一号墳出土埴
輪

あつぎしどうやまい
ちごうふんしゅつど
はにわ

98点ほ
か

H4.2.14 厚木市

あつぎ郷土博物
館（下川入1366-
4）
文化財調査室
（下川入1365-8）

厚木市
H24.2.14追
加指定

６世紀中葉から後半のもの。形象埴輪と
円筒埴輪に大別され、古墳時代を知る上
で価値が高い。

S28.12.22
県無形文
化財指定
S46.4.21
国選択
S51.10.19
県指定

県内には、江戸時代から明治にかけて十
五か所の三人遣いの人形芝居があった
が、現在でも五座で続けられている。そ
のうち国指定は３座である。カシラが文楽
よりもやや小ぶりで「鉄砲ざし」という操法
を伝える江戸系人形芝居の遺産である。

S55.1.28
小田原市　・

厚木市
下中座・長谷
座・林座

不定期国
無形民俗
文化財

相模人形芝居
さがみにんぎょうし
ばい
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厚木市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県
選
択

無形民俗
文化財

厚木大神楽 あつぎだいかぐら S55.9.12 厚木市
伊勢十二座
神楽

伊勢十二座
神楽

伊勢大神楽十二組のひとつ。正月から二
月にかけて、大神楽長持を二輪車に乗せ
て厚木周辺の檀那場の祓いをしてまわ
る。

県
天然記念

物
妻田の楠 つまだのくすのき S29.3.30 厚木市 妻田653

妻田神社保
存会

常緑広葉樹。樹高約22メートル、目通し
約11メートル、根回り約17.5メートル。内
陸部には珍しい大きなクスノキ。

県
天然記念

物
松石寺の寺林 しょうせきじのじりん H3.2.8 厚木市

上荻野字真弓
4227 他

松石寺
H20.2.5追加
指定

内陸に残されたヤブコウジ－スダジイ群
集の数少ない郷土森として重要。

国 登録有形 小島家住宅主屋
こじまけじゅうたく
しゅおく

H27.11.17 厚木市 厚木市飯山 個人

明治18年頃
／昭和48年
頃・平成５年
頃改修

木造２階
建／茅葺
（銅板仮
葺）

小島家住宅は、養蚕農家の特徴を備え
た住宅である。主屋の屋根は正面、側面
ともに切り上げて兜造とする。表門はケ
ヤキの良材を用いた薬医門で、屋敷構え
を引き立てる。敷地内の置屋根式の蔵と
ともに登録する。

国 登録有形 小島家住宅蔵
こじまけじゅうたくく
ら

H27.11.17 厚木市 厚木市飯山 個人 明治18年頃

土蔵造平
屋一部２
階建／銅
版葺

国 登録有形 小島家住宅門
こじまけじゅうたくも
ん

H27.11.17 厚木市 厚木市飯山 個人
明治20年頃
／昭和44年
移築

木造／瓦
葺

旧相模国で江戸時代に流行した七夕踊
り・小町踊りの流れをくむ女性だけによる
盆踊り。大正末期には廃絶してしまった
が、戦後、旧相模国域各地で復活した。
揃いの浴衣に帯を締めた襷掛けの女性
が、長詞型または短詞型の独特な唄に
合わせてビンザサラを突き、小太鼓を打
ちながら踊る。

H20.2.5

藤沢市・秦野
市・厚木市・
海老名市・綾

瀬市

葛原芸能保
存会・遠藤民
俗芸能保存
会・秦野ささら
踊り保存会・
愛甲ささら踊
り盆唄保存
会・長谷ささら
踊り盆唄保存
会・海老名さ
さら踊り保存
会・綾瀬ささら
踊り保存会

７月下旬に連
合会大会

県
無形民俗
文化財

相模のささら踊り
さがみのささらおど
り
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大和市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 考古資料 大和市上野遺跡出土品
やまとしかみのいせ
きしゅつどひん

1,058点 S62.2.20 大和市
大和市つるの舞の
里歴史資料館（つき
み野7-3-2）ほか

大和市
附）第１・第２地点出土
土器破片、　　第１・第２
地点出土　他の剥片

縄文土器の発生期の文化を知ることので
きる先土器時代から縄文時代草創期の
出土品。

県 考古資料 大和市上和田城山遺跡出土品
やまとしかみわだ
じょうやまいせきしゅ
つどひん

244点 S62.2.20 大和市 鶴間1-19-8 大和市 附）出土　他の剥片

先土器時代の細石刃の製作方法が復元
でき、併せて、その時期の文化も知ること
のできる出土品。

相模原台地の傾面景観を残している貴
重な林。

S42.7.21 大和市
上草柳1712、1713､
1722､1723

大和市県 天然記念物 大和のシラカシ林
やまとのしらかしり
ん
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伊勢原市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 建造物 宝城坊旧本堂内厨子
ほうじょうぼうきゅう
ほんどうないずし

１基 S43.4.25 伊勢原市
宝城坊
（日向1644）

宝城坊
S40.8.10
県指定

室町時代初期。一間厨子。入母屋造。柿
葺。禅宗様を摂取した厨子のもっとも古
い例の一つである。

国 建造物 宝城坊本堂
ほうじょうぼうほん
どう

１棟 H7.12.26 伊勢原市
宝城坊
（日向1644）

宝城坊
江戸時代。茅葺。広大な内陣と華やかな
外陣が特徴。

県 絵画
板絵著色　歌川国経筆美人図
絵馬

いたえちゃくしょく
うたがわくにつねひ
つびじんずえま

１面 S35.11.4 伊勢原市
上粕屋比々多神社
（上粕屋1764）

上粕屋比々多
神社

江戸時代（享和２歳１２月吉日の年記が
ある。）。描線は流暢でデッサンは正確で
すぐれた手腕で描かれている。

国 彫刻 木造　薬師如来両脇士像
もくぞう　やくしにょ
らいりょうきょうじぞ
う

３躯 M33.4.7 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊

平安時代。一木造。すべて丸のみで彫り
出した規則的な縞模様を見せるいわゆ
る鉈彫りである。

国 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょ
らいざぞう

１躯 T6.4.5 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊

鎌倉時代。寄木造。丈六の像。面相部は
中世補修のためかするどさに欠けるが、
鎌倉彫刻の新様式を示す。

国 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょ
らいざぞう

１躯 T6.4.5 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊
鎌倉時代。寄木造。木寄せはやや古式
であるが、面相は男性的で鎌倉初頭の
作風を示している。

国 彫刻 木造　日光・月光菩薩立像
もくぞう　にっこう・
がっこうぼさつりゅう
ぞう

２躯 T14.4.24 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊

鎌倉時代。寄木造。丈六の三尊像の脇
侍と思われる像。彫技は巧みで関東の
菩薩像の中では注目される作例である。

国 彫刻 木造　四天王立像
もくぞう　してんのう
りゅうぞう

４躯 T14.4.24 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊
鎌倉時代。寄木造。６尺を超す大きな
像。作風は慶派に近く、激しい動きを示し
ながら破綻がない。

国 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにし
んしょうりゅうぞう

12躯 T14.4.24 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊
鎌倉時代。寄木造。等身よりやや大きな
像。動きがかたく、全体にぎこちない感じ
が強い。

国 彫刻 鉄造　不動明王及二童子像
てつぞう　ふどう
みょうおうおよびに
どうじぞう

３躯 S3.8.17 伊勢原市 大山寺（大山724） 大山寺

鎌倉時代。鉄造。関東地方に散在する
鉄仏の一つ。両眼に水晶片を嵌入して
玉眼の効果をねらった像である。

国 彫刻 木造獅子頭 もくぞうししがしら ２面 H28.8.17 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊

「獅子頭」の
名称で県指
定有形民俗
文化財にも
指定されて
いる。
（S30.11.1）

古くは霊山寺と言い、現在は日向薬師の
名で知られる相模地方の古刹に伝わっ
た獅子頭である。丈の高い形や穏やか
な表現に平安風の古様をとどめ、遅くと
も13世紀後半までには造られていたと思
われる。霊山寺は鎌倉時代を通じて寺勢
が栄えたことが現存する仏像群よりうか
がえ、本面もその中で法会のために製作
されたとみられる。獅子頭の古例であり、
また、左右一対がともに残り、表面仕上
げまで当初のものを留めており貴重であ
る。

県 彫刻 木造　不動明王坐像
もくぞう　ふどうみょ
うおうざぞう

１躯 S59.11.22 伊勢原市
大山寺
（大山724）

大山寺

平安時代。寄木造、彫眼。大山寺二世の
光増の作と伝え、護摩所の本尊であった
と伝えられている。平安時代後期の特色
を示し、全体の繊細な表現は１２世紀中
葉の作と思われる。

県 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにし
んしょうりゅうぞう

12躯 H18.2.14 伊勢原市 宝城坊（日向1644） 宝城坊

本堂の内陣に、江戸時代の薬師如来坐
像とともに安置されている像高70㎝弱の
十二神将像で、平安時代後期の卓抜な
表現を持つ重要な作品である。

国 工芸 銅鐘 どうしょう １口 T14.4.24 伊勢原市
宝城坊
（日向1644）

宝城坊
暦応三年十二月十五日の銘
がある

室町時代。鐘銘は陽鋳で、寺の来歴が
記されている。

県 工芸 みか みか １個 S31.8.17 伊勢原市
三之宮比々多神社
（三ノ宮1472）

三之宮比々多
神社

うずらみか

平安時代。須恵器の系統に属するもの
で、焼きは比較的よく灰色を呈する。伝
世器であることがめずらしい。

県 工芸 銅鐘（高部屋神社）
どうしょう（たかべや
じんじゃ）

１口 S44.12.2 伊勢原市
高部屋神社
（下粕屋2202）

高部屋神社
室町時代（銘文に至徳三年）。全体として
よく整った作のいい鐘で特に竜頭の出来
が優れている。
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伊勢原市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 工芸 宝城坊の錦幡・唐櫃
ほうじょうぼうのき
んばん・からびつ

１具 S55.2.15 伊勢原市
宝城坊
（日向1644）

宝城坊

大幡　赤地牡丹唐草文錦１
流
小幡　赤地牡丹唐草文錦２
流
木造　黒漆唐櫃１合　延文二
年在銘

南北朝時代。大小三流からなるもので、
大きさはわが国最大のもので、日向薬師
の信仰を知る上で重要である。

県 工芸 銅鐘（八坂神社）
どうしょう（やさかじ
んじゃ）

１口 H2.2.13 伊勢原市
八坂神社（沼目2-3-
30）

八坂神社
室町時代（銘文には応永十年）。史料性
が高く、銘文に当地方の同時代の地名
や豪族名が記されている。

県
有形民俗文
化財

獅子頭 ししがしら ２個 S30.11.1 伊勢原市
宝城坊
（日向1644）

宝城坊

鎌倉～室町時代初期。伎楽獅子舞の獅
子頭で大きく、雄勁なる表情を豪快に彫
刻する。本県最古に属する獅子頭であ
る。
なお、この文化財は「木造獅子頭」の名
称で国指定重要文化財（彫刻）にも指定
されている。（H28.8.17）

県
有形民俗文
化財

大太鼓 おおだいこ １個 S30.11.1 伊勢原市
宝城坊
（日向1644）

宝城坊
室町時代。現在皮革が破れ、胴の中に
書かれた墨書が判読され、天文九年以
来数回張り替えられたことがわかる。

国
選
択

無形民俗文
化財

大山こまの製作技術
おおやまこまのせ
いさくぎじゅつ

R5.3.22 伊勢原市
伊勢原市大山
こま製作技術
保存会

本件は、神奈川県伊勢原市の大山に伝
承される、木製玩具の「こま」を製作する
技術である。大山こまは、近世中期から
盛んとなる大山詣りの土産物として知ら
れ、家内安全や商売繁盛の縁起物とし
て参詣者に買い求められてきた。ミズキ
を原材料として作られ、芯棒が太く、全体
に丸みを帯びた重厚な形が特徴である。
その製作技術は、轆轤の回転を利用し
て部材の成形や彩色をする木地師の技
術を伝えていて重要である。

県
無形民俗文
化財

大山阿夫利神社の倭舞及び巫
子舞

おおやまあふりじん
じゃのやまとまいお
よびみこまい

S51.10.19 伊勢原市
倭舞・巫子舞
保存会

８月２８日
S28.12.22
県無形文
化財指定

明治初期奈良春日大社の富田家により
伝授され、現在倭舞八曲、巫子舞七曲
他が中学生を中心に舞わられる。楽器
は和琴、大和笛、ひちりき、笏拍子。

国 史跡 伊勢原八幡台石器時代住居跡
いせはらはちまんだ
いせっきじだいじゅ
うきょあと

S9.12.28 伊勢原市 東大竹、八幡台 伊勢原市

縄文時代後期の敷石住居跡。大小の河
原石を敷きつめた２つの住居跡が保存さ
れている。

県 天然記念物 大福寺の大楠
だいふくじのおおく
すのき

S30.5.10 伊勢原市 伊勢原262 大福寺
根回り18メートル、樹高30メートル、５本
の太い枝が約30メートルも四方に枝張り
を広げる大クスノキ。

県 天然記念物 宝城坊の二本杉
ほうじょうぼうのに
ほんすぎ

S30.11.1 伊勢原市 日向1644 宝城坊

約４メートルを隔てて二本並ぶスギの大
木。南のものは目通し7.2メートル、樹高
50メートル。北のものは目通し5.5メート
ル、樹高45メートル。

県 天然記念物 大山の原生林
おおやまのげんせ
いりん

S41.10.25 伊勢原市
大山阿夫利山6-1及
び43-6

大山阿夫利神
社

傾面に残るモミを主体とした原生林。

県 天然記念物 日向薬師の寺林
ひなたやくしのじり
ん

H3.2.8 伊勢原市
日向字日向山1639
他

宝城坊
自然植生種と植栽樹種で構成されてい
るとともに景観的に優れている。

国 登録有形 山口家住宅主屋
やまぐちけじゅうたく
おもや

H10.9.2 伊勢原市 伊勢原市上粕屋862 個人
江戸末期/明治元年移
築

木造２

当地域の自由民権運動の中心的役割を
担った旧家で、六間取りの民家である
が、二階に二間続きの数寄屋風座敷を
明治初期に増築している。

国 登録有形 山口家住宅離れ
やまぐちけじゅうたく
はなれ

H10.9.2 伊勢原市 伊勢原市上粕屋862 個人
江戸末期/明治元年移
築

木造２
主屋の北端から雁行形に増築され、奥
に二階建ての土蔵を付ける。八帖と六帖
の二間からなり、三方に縁側を回す。
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伊勢原市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 八段堰堤 はちだんえんてい H16.7.23 伊勢原市 伊勢原市大山 神奈川県 昭和３年
重力式コ
ンクリート

金目川水系南沢に築かれる。凝灰岩質
の岩盤を基礎として築かれた堤長37ｍ、
堤高11ｍ、下流法勾配２分、上流法勾配
５分の大規模重力式練積堰堤。堤体表
面に谷積を施し、正面立面をほぼ左右
対称とする。金目川の水源近くに配され
た、渓流砂防の基幹的施設。

国 登録有形 元滝堰堤 もとたきえんてい H16.7.23 伊勢原市 伊勢原市大山 神奈川県 昭和５年
重力式コ
ンクリート

八段堰堤の下流に築かれる。堤長25
ｍ、堤高4.3ｍで、下流法勾配４分、上流
法を垂直とした重力式練積堰堤で、堤体
表面は谷積とする。同時期に花水川流
域に築かれた他の堰堤と同様に、水通し
の角に丸みをつけるのが特徴的。

国 登録有形 袋町堰堤 ふくろまちえんてい H16.7.23 伊勢原市 伊勢原市大山 神奈川県 昭和４年
重力式コ
ンクリート

金目川水系の不動沢に築かれる。堤長
24ｍ、堤高6.0ｍで上下流とも法勾配を３
分とした重力式練積堰堤で、水通しを岩
盤に近い左岸側に設ける。霊山大山へ
の登拝路に近接し、集落への水害を防ぐ
のみならず、信仰道を保護する役割も果
たす砂防施設。

国 登録有形 小澤家住宅主屋
おざわけじゅうたく
しゅおく

H19.5.15 伊勢原市 伊勢原市西富岡370 個人 明治初期

木造平屋
建/茅葺
(鉄板仮
葺)

国 登録有形 小澤家住宅表門
おざわけじゅうたく
おもてもん

H19.5.15 伊勢原市 伊勢原市西富岡370 個人
江戸末期/明治20年頃
移築

木造/瓦
葺

国 登録有形 小澤家住宅庭塀
おざわけじゅうたく
にわべい

H19.5.15 伊勢原市 伊勢原市西富岡370 個人 大正末期
練塀/瓦葺
/延長11
メートル

国 登録有形 高部屋神社本殿
たかべやじんじゃほ
んでん

H28.2.25 伊勢原市 伊勢原市下糟屋 高部屋神社 昭和４年
木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 高部屋神社拝殿及び幣殿
たかべやじんじゃは
いでんおよびへい
でん

H28.2.25 伊勢原市 伊勢原市下糟屋 高部屋神社 慶応元（1865）年

木造平屋
建、茅葺
一部銅板
葺

主屋は20畳座敷を備え、桁行11間、梁
間７間の規模を誇る。特に柱や梁は太
く、建具や床の間まわりの造作は優秀で
ある。表門は旧平塚宿本陣の表門という
由緒を持ち、平塚宿における唯一の建築
遺構である。また敷地隅には瓦を積んだ
練塀で、瓦小口を並べて見せた重厚な
つくりの庭塀を残す。

高部屋神社は、延喜式内社のひとつと
伝えられる神社である。本殿は五間社流
造の大規模なもので、江戸前期の部材
を用いて関東大震災後に再建されてお
り、震災復興造営の一例を示す。茅葺の
拝殿及び幣殿は躍動的で濃密な彫刻で
向拝を飾る。
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海老名市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 彫刻 木造　千手観音立像
もくぞう　せんじゅかん
のんりゅうぞう

１躯 T14.4.24 海老名市
龍峰寺（国分北2-
13-40）

龍峰寺
鎌倉時代。一木造。いわゆる清水寺式
千手観音像で、一木造にもかかわらず
玉眼を嵌入している。

国 工芸 銅鐘 どうしょう １口 T12.8.4 海老名市
国分寺（国分南1-
25-38）

国分寺
正応五年十月特六日
の銘がある

鎌倉時代。全体にすっきりした感じの
鐘。銘文に「国分尼寺槌鐘」とある。

国 史跡 相模国分寺跡 さがみこくぶんじあと T10.3.3 海老名市 国分南 海老名市
法隆寺式伽藍配置をもつ日本有数の大
規模な国分寺跡、礎石は、比較的よく残
されている。

国 史跡 相模国分尼寺跡 さがみこくぶんにじあと H9.4.3 海老名市 国分北
（公有地化した
範囲を海老名
市が管理）

H14.3.19
、
H20.3.28
追加指定

金堂は全国の国分尼寺の中で最大規模
の柱間をもつ。律令制下における仏教体
制の在り方を象徴する遺構として重要で
ある。

国 史跡 秋葉山古墳群 あきばやまこふんぐん H17.7.14 海老名市 上今泉 海老名市
弥生時代終末期から古墳時代初頭にか
けて営まれた古墳群である。

県 史跡 上浜田中世建築遺構群
かみはまだちゅうせい
けんちくいこうぐん

S56.2.10 海老名市 浜田町 海老名市管理

南北朝～室町時代。掘立柱建物址８棟
を中心とする主屋、付属屋の存在や中
国産青磁等の出土によって上層階級の
住居遺構と推定される。

県 天然記念物 海老名の大欅 えびなのおおけやき S29.3.30 海老名市 国分南1-1150 海老名市
樹高約20メートル、目通し約7.5メート
ル、根回り15.3メートルの大ケヤキ。

県 天然記念物
有馬のはるにれ
（通称なんじゃもんじゃ）

ありまのはるにれ（つう
しょうなんじゃもん
じゃ）

S29.7.27 海老名市 本郷3881 海老名市

落葉高木で寛永年間にこの地に移植さ
れたと伝えられる。樹高20メートル、目通
し6.58メートル、幹には空洞がある。

国 登録有形 旧今福家住宅文庫蔵
きゅういまふくけじゅ
うたくぶんこぐら

H30.11.2 海老名市 海老名市中新田 海老名市
弘化４年／明治22
年・昭和前期・平
成19年改修

土蔵造３
階建、瓦
葺

今福家は江戸時代には名主も務めた
旧家。文庫蔵は、敷地西側の北寄り
に建つ。南北棟の切妻造桟瓦葺で、
鉢巻を二段に廻し、東面北寄りの戸
口を設けて下屋を付す。外観は二階
建てにみせるが内部は三層で、妻側
の窓の内戸を斜めに取付ける特異な
形式をもつ。上層農家の屋敷構えの
構成を伝えている。

国 登録有形 旧今福家住宅表門及び塀
きゅういまふくけじゅ
うたくおもてもんおよ
びへい

H30.11.2 海老名市 海老名市中新田 海老名市
嘉永６年／明治27
年・大正期改修

表門：木
造、瓦葺
塀：木
造、金属
板葺

今福家は江戸時代には名主も務めた
旧家。表門は、敷地西面南寄りに通
りから後退して開く。桟瓦葺の一間
薬医門で両脇に縦板張目板打の袖塀
を延ばし、北側に潜戸を付す。旧家
の表構えの格式を備える門塀。

国 登録有形 旧今福家住宅裏門
きゅういまふくけじゅ
たくうらもん

H30.11.2 海老名市 海老名市中新田 海老名市 大正期 石造

今福家は江戸時代には名主も務めた
旧家。裏門は敷地東面を流れる水路
に面して建つ。石製の冠木を渡し、
冠木上に「今」をアールヌーヴォー
風に図案化した鉄製飾を載せる。旧
家の近代の暮らしの一端を伝えてい
る。

旧相模国で江戸時代に流行した七夕踊
り・小町踊りの流れをくむ女性だけによる
盆踊り。大正末期には廃絶してしまった
が、戦後、旧相模国域各地で復活した。
揃いの浴衣に帯を締めた襷掛けの女性
が、長詞型または短詞型の独特な唄に
合わせてビンザサラを突き、小太鼓を打
ちながら踊る。

H20.2.5

藤沢市・秦野
市・厚木市・
海老名市・綾
瀬市

葛原芸能保存
会・遠藤民俗
芸能保存会・
秦野ささら踊り
保存会・愛甲さ
さら踊り盆唄保
存会・長谷ささ
ら踊り盆唄保
存会・海老名さ
さら踊り保存
会・綾瀬ささら
踊り保存会

７月下旬に連合会
大会

県
無形民俗文
化財

相模のささら踊り さがみのささらおどり
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海老名市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 嶋﨑家住宅主屋
しまざきけじゅうたく
おもや

R3.10.14 海老名市 海老名市上郷 個人
明治後期／大正15
年・昭和50年・昭
和57年改修

木造平屋
建、銅板
葺

相模川左岸の集落の敷地に東面して
建つ。入母屋造銅板葺の周囲に下屋
(げや)を廻らす。軸部重厚で施工も
洗練された、近代の上質な民家建
築。

国 登録有形 嶋﨑家住宅離れ
しまざきけじゅうたく
はなれ

R3.10.14 海老名市 海老名市上郷 個人 昭和３年
木造平屋
建、銅板
葺

主屋の北東側に廊下を介して東西棟
で建つ。平屋建、入母屋造銅板葺で
下屋を廻らす。四方柾(しほうまさ)
の杉材など材料を吟味し、意匠を凝
らした離れ。
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座間市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S42.6.15 座間市
星谷寺（入谷3-
3583）

星谷寺

嘉禄三年丁亥正月廿
一日、大勧進秀亳、大
檀那源信綱、大工源吉
国の鋳出銘がある

S33.6.17
県指定

鎌倉時代。すらりとした姿の鎌倉時代の
鐘。撞座が一個だけしかないという特徴
をもっている。

所在地は
神奈川
県、埼玉
県、千葉
県の三県
にわたる

端午の節句に行われ、子どもの成長祈
願と凧合戦と呼ばれる競技の２要素をも
つ大凧揚げ習俗。埼玉県東北部の江戸
川流域、千葉県上総地方、神奈川県相
模川流域の３地域で現在も盛んに行わ
れている。

H3.2.2
相模原市
・座間市

相模の大凧文
化保存会・座
間市大凧保存
会

５月４日～５日
国
選
択

無形民俗文
化財

関東の大凧揚げ習俗
かんとうのおおだこあげ
しゅうぞく
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南足柄市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 地蔵堂内厨子 じぞうどうないずし １基 S54.2.16 南足柄市
地蔵堂（矢倉沢
2391）

地蔵堂自治会

室町時代末。三間厨子入母屋造。軸部
に唐様、軒を和様とした折衷様厨子であ
る。

県 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょ
らいざぞう

１躯 S31.8.17 南足柄市 保福寺（内山1959） 保福寺

鎌倉時代。一木造。彫り口は荒っぽく、
単純、明快で地方仏師の手になる像と
思われる。

県 彫刻 木造　十一面観音立像
もくぞう　じゅういち
めんかんのんりゅう
ぞう

１躯 S31.8.17 南足柄市 保福寺（内山1959） 保福寺

平安時代。一木造。素朴だが伏目がち
な眼や小さな口もとなど穏やかな表情を
刻む藤原時代の像である。

県 彫刻 木造　兜跋毘沙門天立像
もくぞう　とばつび
しゃもんてんりゅうぞ
う

３躯 S39.12.15 南足柄市
朝日観音堂（怒田
2179）

朝日観音堂
（上怒田自治
会）

附）小仏像群１３躯

平安時代、室町時代。一木造。面相やひ
きしまった体躯から平安時代と思われる
２躯が残されている。

県 彫刻 木造　聖観音立像
もくぞう　しょうかん
のんりゅうぞう

１躯 S39.12.15 南足柄市
朝日観音堂（怒田
2179）

朝日観音堂
（上怒田自治
会）

平安時代。一木造。がっしりとした体躯
で、強い顔立ちは平安時代も早い頃の
名残を残している。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさ
つりゅうぞう

１躯 S54.2.16 南足柄市
矢倉沢地蔵堂（矢倉
沢2391）

矢倉沢地蔵堂
（地蔵堂自治
会）

鎌倉時代。寄木造。通例の姿をとる地蔵
像で、張りのある頬、鋭い複雑な衣文線
などに鎌倉様式が認められている。

県
無形民俗文
化財

足柄ささら踊 あしがらささらおどり S51.10.19 南足柄市
足柄ささら踊保
存会

不定期
S42.7.21県無形
文化財指定
S50.12.8国選択

江戸時代から明治にかけて少女達の盆
踊として盛んに行われた。竹のビンザサ
ラを突き小太鼓を打ち、二本の扇をあや
なす小町踊、七夕踊の系統の踊である。

県
選
択

無形民俗文
化財

内山の｢忠臣蔵踊り｣及び｢曽我
の夜討ち踊り｣

うちやまの「ちゅうし
んぐらおどり」および
「そがのやうちおど
り」

H3.2.8 南足柄市
内山剣舞おど
り保存会

不定期

江戸末期頃から伝わる風流踊。語りもの
に合わせて二人一組になって踊る。

県 天然記念物 大雄山杉林
だいゆうざんすぎば
やし

S28.12.22 南足柄市
関本字浦山大雄山
最乗寺参道両側5間
以内と寺院境内

大雄山最乗寺

応永以来植林、保護育成され、現在樹
齢約350～450年、約二万本の杉林と
なっている。

県 天然記念物 御嶽神社の社叢林
みたけじんじゃの
しゃそうりん

H6.2.15 南足柄市 三竹343-1他 御嶽神社

スダジイ、カシを主体とした常緑広葉樹
で、貴重な自然林。

国指定の相模人形芝居三座と同じく三
人遣い。鉄砲差し操法による古い伝統を
持つ人形芝居である。S57.2.9

平塚市・
南足柄市

前鳥座・足柄
座

不定期県
無形民俗文
化財

相模人形芝居
さがみにんぎょうし
ばい
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綾瀬市

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 考古資料 綾瀬市神崎遺跡出土品
あやせしかんざきい
せきしゅつどひん

25点 H14.2.12 綾瀬市
綾瀬市吉岡
3425-5

綾瀬市

弥生時代後期。土器の大半が愛知県東
部～静岡県西部に特徴的に見られる技
法で製作されていることから、東海地方
からの集団移住を示す貴重な資料。

国 史跡 神崎遺跡 かんざきいせき H23.2.7 綾瀬市 吉岡 綾瀬市

弥生時代後期前半という短期間に営ま
れた環濠集落で、東海西部からの移住
があったことを明らかにしており、弥生時
代後期の東海から南関東の社会のあり
方を知る上で重要。また、こうした集落が
完全な形で遺存している希有な例。

県 史跡 早川城跡 はやかわじょうあと H20.2.5 綾瀬市 早川城山三丁目
綾瀬市
管理

早川城跡は、古くから城山（じょうやま）と
呼ばれ、鎌倉時代の御家人で当地の領
主であった渋谷氏の居城と伝えられる中
世の城跡。
城跡は、往時の姿を現在までよくとどめ
ており、遺存状態が良好な中世城郭とし
て貴重。

旧相模国で江戸時代に流行した七夕踊
り・小町踊りの流れをくむ女性だけによる
盆踊り。大正末期には廃絶してしまった
が、戦後、旧相模国域各地で復活した。
揃いの浴衣に帯を締めた襷掛けの女性
が、長詞型または短詞型の独特な唄に
合わせてビンザサラを突き、小太鼓を打
ちながら踊る。H20.2.5

藤沢市・秦野
市・厚木市・
海老名市・綾
瀬市

葛原芸能保存
会・遠藤民俗
芸能保存会・
秦野ささら踊り
保存会・愛甲さ
さら踊り盆唄
保存会・長谷さ
さら踊り盆唄
保存会・海老
名ささら踊り保
存会・綾瀬ささ
ら踊り保存会

７月下旬
に連合
会大会

県
無形民俗文
化財

相模のささら踊り
さがみのささらおど
り
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葉山町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 新善光寺四脚門
しんぜんこうじし
きゃくもん

１棟 S39.12.15 葉山町
新善光寺（上山口
1368）

新善光寺
江戸時代初期。四脚門切妻造。当時鎌
倉地方で宗派をこえて強かった禅宗様
式で作られたものである。

県 建造物 新善光寺本堂
しんぜんこうじほん
どう

１棟 S47.11.24 葉山町
新善光寺（上山口
1368）

新善光寺 附）厨子１基
江戸時代初期。桁行７間寄棟造。四脚門
同様禅宗様式により、厨子は棟札による
と寛政９年の建造である。

県
有形民俗文
化財

翁面 おきなめん １面 H7.2.14 葉山町
森戸大明神
（堀内1025）

森戸大明神
室町時代初期。猿楽に用いられた面。様
式化される以前の作として貴重なもの。

国 史跡 長柄桜山古墳群
ながえさくらやまこ
ふんぐん

H14.12.19
逗子市・葉
山町

逗子市桜山、葉山
町長柄

逗子市・葉山
町所有

現存する県内最大級の二基(第１号墳全
長90ｍ、第２号墳全長88ｍ)の前方後円
墳からなる古墳群で、出土した埴輪片の
年代観から四世紀半ばから後半に築造
された前期古墳。東海地方から連続して
畿内政権の勢力拡大を示唆する古墳と
して注目される。

国 登録有形 日影茶屋本店客室棟
ひかげちゃやほん
てんきゃくしつとう

H23.1.26 葉山町
葉山町堀内字五ツ
合16-1他

株式会社日影
茶屋

大正12年／
昭和９年・昭
和40年頃改
修

木造二階
建、瓦葺

通りに西面して車寄せを構えた南北棟と
北側で直行する東西棟とがＬ字型に連な
る。南北棟は二階を広間とし、東西棟は
各階とも小部屋に分け、老舗旅館の面
影を残す。

国 登録有形 日影茶屋本店石蔵
ひかげちゃやほん
てんいしくら

H23.1.26 葉山町
葉山町堀内字五ツ
合16-1

株式会社日影
茶屋

大正10年頃
石造二階
建、瓦葺

石蔵は客室棟の南方に所在し、房州石
で積み上げた重厚な外壁や道路側の二
階開口両側の半円柱の柱型が特徴であ
る。

国 登録有形
イエズス孝女会修道院
旧館（旧東伏見宮葉山別
邸）

いえずすこうじょか
いしゅうどういん
きゅうかん（きゅうひ
がしふしみのみや
はやまべってい）

H29.5.2 葉山町 三浦郡葉山町堀内
宗教法人イエ
ズス孝女会

大正３年／
昭和51年・同
62年改修

木造２階
建/銅板
葺

宮内省内匠寮の木子幸三郎（きごこうさ
ぶろう）が設計した、もと東伏見宮葉山別
邸で、洋館部分が現存している。木造２
階建で、玄関ポーチと塔屋を設け洋風に
仕上げている。富士山や江の島を望む
西側には広いサンルームを設け、２階に
は上質な和室も備えている。内外とも気
品を備えた意匠で海浜の別邸らしく開放
的な構成となっている。

国 登録有形 旧加地邸 きゅうかちてい H29.10.27 葉山町 三浦郡葉山町一色
株式会社ヨネ
ヤマ

昭和３年

木造一部
鉄筋コン
クリート
造二階一
部地下一
階建、銅
板葺

建築家遠藤新による設計の住宅。大
谷石を多用し、水平に大きく伸びる
軒などプレーリースタイルでまとめ
るライト風住宅の秀作。

国 登録有形
旧金子堅太郎葉山別邸
恩賜松荘

きゅうかねこけんた
ろうはやまべってい
おんしまつそう

R3.2.4 葉山町 三浦郡葉山町一色 個人

大正11年頃
／昭和30年
増改築／平
成19年改修

木造平屋
建、瓦葺

政治家や学者として活躍した金子堅太
郎の別邸。葉山御用邸に近く、海に面し
た景勝地に位置する。南北棟にわかれ、
南棟は平屋建切妻造桟瓦葺、北棟は平
屋建寄棟造桟瓦葺で、銘木を用い欄間
など細部まで意匠を凝らした上質な別
邸。

国 登録有形
旧金子堅太郎葉山別邸
米寿荘

きゅうかねこけん
たろうはやまべっ
ていべいじゅそう

R3.2.4 葉山町 三浦郡葉山町一色
有限会社上田
義彦写真事務
所

昭和15年頃
／昭和25年
頃増築／平
成18年改修

木造二階
建、瓦葺

政治家や学者として活躍した金子堅
太郎の別邸。恩賜松荘の東に建つ。
二階建入母屋造桟瓦葺で、一階は民
家を移築したと伝え農家風意匠と
し、二階は銘木を用いた数寄屋風意
匠とする。恩賜松荘とともに葉山の
別邸の歴史を物語る上で重要。
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葉山町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 旧足立家別邸主屋
きゅうあだちけ
べっていおもや

R4.10.31 葉山町 三浦郡葉山町堀内 個人
昭和８年／
令和２年改
修

木造二階
建、瓦葺

葉山町西部の山裾に位置する実業家
の別邸で、設計は佐藤功一。二階
建、切妻造桟瓦葺で南面し、外壁は
ハーフティンバー。内部は中廊下を
通して和洋の部屋を巧みに配し、内
外装材には王子製紙製繊維板のトマ
テックスを多用する。佐藤功一の作
品としても貴重な住宅。

国 登録有形
山口蓬春記念館（旧山
口蓬春邸）主屋

やまぐちほうしゅ
んきねんかん
（きゅうやまぐち
ほうしゅんてい）
おもや

R5.2.27 葉山町 三浦郡葉山町一色
公益財団法人
JR東海生涯学
習財団

大正前期／
昭和32年・
同40年増
築、平成３
年・同25年
改修

木造平屋
一部二階
建、瓦葺

一色海岸北の丘陵に位置する日本画
家の自邸。寄棟造桟瓦葺の東西棟平
屋建、南東隅を二階建とし、南と東
に張り出す増築の茶の間棟・風呂棟
は吉田五十八の設計。繊細な建具や
床の納まりで和室とベランダの連続
性を実現する近代和風住宅。

国 登録有形
山口蓬春記念館（旧山
口蓬春邸）画室

やまぐちほうしゅ
んきねんかん
（きゅうやまぐち
ほうしゅんてい）
がしつ

R5.2.27 葉山町 三浦郡葉山町一色
公益財団法人
JR東海生涯学
習財団

昭和28年
木造平屋
建、瓦葺

主屋西に位置する画室。設計は吉田
五十八。切妻造桟瓦葺の起屋根で周
囲に銅板庇を付す。室内は大壁で細
かな線を排除し、床を一段下げた南
のベランダ境には天井高いっぱいの
引込み障子戸を建てる。
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寒川町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 工芸 六十二間筋兜鉢
ろくじゅうにけんすじ
かぶとばち

１頭 H11.11.26 寒川町
寒川神社
（宮山3916）

寒川神社 附）金具残闕３種

室町時代62枚の細長い鉄板を鋲止めで
矧ぎ合わせた筋兜鉢。武田信玄の小田
原攻めに際して奉納されたと伝えられ
る。

県
有形民俗文
化財

下大曲神社の庚申塔
しもおおまがりじん
じゃのこうしんとう

１基 H18.2.14 寒川町
寒川神社
（宮山3916）

大曲神社

刻像は四臂青面金剛像と二猿。台部に
雌雄の二鶏像を刻み、塔身正面に承応
二年九月の紀年銘と「大曲村」の村名を
刻む。石塔研究や民間信仰史を明らか
にする上で貴重な石塔。
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大磯町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２
登録
基準

重複
指定

概　　　　　要

国 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょら
いざぞう

１躯 S2.4.25 大磯町 王福寺（寺坂639） 王福寺

平安時代。一木造。全体として、古風な
つくりの像で、その彫り口からこの地方
で制作されたものと思われる。

国 彫刻 木造　伝了源坐像
もくぞう　でんりょう
げんざぞう

１躯 H4.6.22 大磯町 善福寺（高麗1-7-7） 善福寺
S57.8.31
県指定

鎌倉時代。寄木造、玉眼、彩色の技法
になる。浄土系僧侶肖像彫刻の優れた
古例として注目。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像
もくぞう　じぞうぼさ
つざぞう

１躯 S49.7.12 大磯町
慶覚院（高麗2-9-
48）

慶覚院
像内に建治四年
三月十一日の銘
がある

鎌倉時代（胎内墨書に建治４年）。寄木
造。やや粗豪ながら、慶派により造られ
たと思われる地蔵菩薩の大作である。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像
もくぞう　あみだにょ
らいりゅうぞう

１躯 S57.8.31 大磯町 善福寺（高麗1-7-7） 善福寺

鎌倉時代。寄木造。Ｙ字型の衣文構成
の流麗な線などから、快慶に近い関係
にある作家の作と思われる。

県 彫刻
木造　武装神形立像
木造　女神形立像

もくぞう　ぶそうしん
ぎょうりゅうぞう
もくぞう　じょしん
ぎょうりゅうぞう

１躯
１躯

H21.2.3 大磯町
六所神社(国府本郷
935)

六所神社

平安時代後期（１２世紀頃）、一木造。天
部の仏像と同形だが、特異な表情を持
つため当初から神像として造られた可能
性がある。平安時代後期の優れた作品
であり、神社に伝来した異色ある彫刻と
して貴重である。

県 彫刻

木造男神立像
木造女神立像
木造僧形神立像
木造男神立像　弘安五年の銘がある
木造女神像頭部残欠　弘安五年の銘があ
る
木造僧形神立像（頭部欠）
木造随身立像（頭部欠）
附　左右袖部

もくぞうだんしんりゅうぞう
もくぞうじょしんりゅうぞう
もくぞうそうぎょうしんりゅう
ぞう
もくぞうだんしんりゅうぞう
こうあんごねんのめいがあ
る
もくぞうじょしんぞうとうぶざ
んけつ　こうあんごねんのめ
いがある
もくぞうそうぎょうしんりゅう
ぞう（とうぶけつ）
もくぞうずいじんりゅうぞう
（とうぶけつ）
つけたり　さゆうそでぶ

10軀１
箇
附２箇

R4.3.18 大磯町
大磯町西小磯446番
地の１　大磯町郷土
資料館

宗教法人高来
神社

大磯町東北部、高麗山の麓に所在する高
来神社神輿堂に安置されていた、男神、女
神、僧形神、随身の神像群であり、一部に
弘安５年（1282）の銘がある。平成12年11
月の調査で見出され、同16年に大磯町指
定文化財となる。同年から令和２年にかけ
て保存修理が実施され、現在は大磯町郷
土資料館に寄託されている。
鎌倉時代の神像がこれほどまとまって伝来
する例は全国的にも珍しく価値が高い。ま
た、製作年の判明する点も貴重である。さ
らに銘記に登場する勧進聖玄西の名は、
高来神社が神仏分離令以前に高麗権現と
称していた時の別当寺である高麗寺にあっ
た地蔵菩薩坐像（現在慶覚院に安置、県指
定重要文化財）の銘記にも見え、13世紀後
半、この周辺で活動していた僧侶とわか
る。高麗寺は北条政子の安産祈願をする
など鎌倉幕府との関係も知られる。
朽損が進行する前に見出され、修理が施さ
れたことは非常に喜ばしい。鎌倉時代の高
麗権現で造像されたことは明らかで、鎌倉
幕府の関与も考えられる作例として、本県
にとって貴重な文化財である。

国
無形民俗文
化財

大磯の左義長
おおいそのさぎちょ
う

H9.12.15 大磯町
大磯町左義長
保存会

１月１４日

S52.2.9県
選択「大
磯町の道
祖神祭」
S53.6.23
県指定

１月１４日夜に大磯海岸で行われる火祭
りを中心とする行事。一番息子やオカリ
コ、ヤンナゴッコなど、さまざまな行事を
含み、関東地方における大規模で代表
的な小正月の火祭り。

県
無形民俗文
化財 国府祭 こうのまち S53.6.23 大磯町 国府祭保存会 ５月５日

S52.2.9県
選択

神婚儀礼の性格をもつ古式祭事。相模
国一ノ宮から五ノ宮と六所神社による合
祭で県下最大の広域性がある。

県 史跡 釜口古墳 かまぐちこふん S29.3.30 大磯町 大磯字前谷原 大磯町管理

奈良時代初。傾斜のゆるい山腹にあり、
横穴式石室をもつ古墳。散蓮華形銅製
小匙などが発見された。

県 史跡 たれこ谷戸西横穴群
たれこやとにしおう
けつぐん

S41.7.19 大磯町 虫窪字たれこ谷戸

22穴からなり、すでに前壁を失った最末
期型のもの。21号穴には蓮の座に座す
如来像が浮彫されている。

県
無形民俗文
化財

西小磯の七夕行事
にしこいそのたなば
たぎょうじ

H20.2.5 大磯町

西小磯東七夕
保存会
西小磯西子ど
も育成会

東地区：８月６
日７日
西地区：８月６
日７日に近い
土日

S53.9.1県
選択「大磯
町の七夕
祭」
H14..2.12
国選択「大
磯の七夕
行事」

大磯町西小磯の東西両地区で八月上旬
に行われる七夕行事。子どもたちが竹
飾りを振りながら地区内各地でお祓いし
た後、竹飾りを束ねて竹ミコシを作り再
び地区内を回る。翌日早朝、竹ミコシを
浜まで担ぎ、泳いで海に流す。全国的に
も珍しい西小磯独自の七夕行事である。
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大磯町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２
登録
基準

重複
指定

概　　　　　要

県 史跡 庄ケ久保横穴群
しょうがくぼおうけつ
ぐん

S41.7.19 大磯町 国府本郷字庄ヶ久保

八世紀後半。丸穴からなる群で玄室と羨
道との境を失った最末期型のもの。線刻
画のあるものがある。

県 史跡 楊谷寺谷戸横穴群
ようこくじやとおうけ
つぐん

S41.7.19 大磯町 楊谷寺谷戸

山腹に四段にわたって分布し、27穴から
なる。造築時期により、形が簡略化され
ていった様子がわかる。

県 天然記念物 大磯高麗山の自然林
おおいそこまやまの
しぜんりん

S47.3.31 大磯町
高麗580-1、577-2、
579、580-2～5

神奈川県、高
来神社

東海道線沿線で常緑広葉樹からなる自
然林の残存している唯一のもの。

県 天然記念物 鷹取神社の社叢林
たかとりじんじゃの
しゃそうりん

H4.2.14 大磯町 生沢字鷹取1401他 鷹取神社

スダジイ、タブノキによる深山の郷土林。

県 天然記念物 大磯照ヶ崎のアオバト集団飛来地
おおいそてるがさき
のあおばとしゅうだ
んひらいち

H8.2.13 大磯町
大磯字南下町1398-
2地先岩礁

大磯町

海水を飲むという興味深い習性を持つア
オバトが多数飛来する岩礁海岸。

国 登録有形 旧木下家別邸
きゅうきのしたけ
べってい

H24.2.23 大磯町
大磯町大磯字北本
町1007イ号２

大磯町 大正元年

木造二階
一部地下
一階建、
スレート
葺

切妻造スレート葺で左右の屋根上にドー
マー窓を開け、各室にベイウィンドウを
設ける。別荘地大磯に残る数少ない洋
風の別荘建築である。

国 登録有形 日本基督教団大磯教会礼拝堂
にほんきりすときょう
だんおおいそきょう
かいれいはいどう

H28.2.25 大磯町 中郡大磯町大磯
日本基督教団
大磯教会

昭和12年／
昭和25年改修

木造平屋
一部２階
建、鉄板
葺

国 登録有形
日本基督教団大磯教会門柱及び
塀

にほんきりすときょう
だんおおいそきょう
かいもんちゅうおよ
びへい

H28.2.25 大磯町 中郡大磯町大磯
日本基督教団
大磯教会

昭和12年頃

門柱　コ
ンクリート
造、間口
2.0ｍ、塀
コンクリー
ト造、総
延長5.0ｍ

国 登録有形 旧吉田茂邸サンルーム
きゅうよしだしげ
るていさんるーむ

H31.3.29 大磯町
中郡大磯町国府本
郷

神奈川県 昭和38年 鉄骨造

大磯海岸沿いにある政治家・吉田茂
の旧邸。サンルームは、主屋西北隅
に建つ。吉田五十八の設計で、細身
の鉄骨材による骨組や軒を曲面とし
たポリカーボネイト屋根等、現代的
な材料を繊細な意匠でまとめる。

国 登録有形 旧吉田茂邸七賢堂
きゅうよしだしげ
るていしちけんど
う

H31.3.29 大磯町
中郡大磯町国府本
郷

神奈川県
明治36年頃／
昭和35年移築

木造平屋
建、銅板
葺

大磯海岸沿いにある政治家・吉田茂
の旧邸。七賢堂は、内庭の一角に西
面して建つ。伊藤博文旧邸から移築
し、当時は近代の元勲を祀っていた
祠堂。二間四方の入母屋造銅板葺
で、正面は虹梁を通して桟唐戸風の
引戸を入れる。良材を用いた丁寧な
つくりの小堂。

国 登録有形 旧吉田茂邸兜門
きゅうよしだしげ
るていかぶともん

H31.3.29 大磯町
中郡大磯町国府本
郷

神奈川県 昭和29年
木造、檜
皮葺

大磯海岸沿いにある政治家・吉田茂
の旧邸。兜門は、前庭の内庭を画
し、北面して建つ。寄棟造檜皮葺
で、裏千家今日庵の兜門に倣った上
質な意匠をもつ数寄屋建築。

日本基督教団大磯教会は、旧東海道大
磯宿に所在する木造教会である。正面
に尖塔アーチの玄関を構え、内部にもゴ
シック風のアーチを架ける。門柱及び塀
はアール・デコ風に仕上げられ、門柱に
は三筋の溝が表されている。
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二宮町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 天然記念物 ナシ、モモ原木群 なし、ももげんぼくぐん S47.7.21 二宮町 二宮1217 神奈川県

ナシ11本、モモ１本の品種改良上、各品
種に遺伝的に固定した原木である。
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中井町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 天然記念物 中井のエンジュ なかいのえんじゅ S33.6.17 中井町 雑色郷中226 中井町

マメ科の落葉高木。この木は落雷によっ
て損傷を受けているが、根回り9.8メート
ル、高さ16.2メートルある。

国
登　録
記念物

震生湖 しんせいこ R3.3.26 中井町
秦野市今泉、足柄上
郡中井町境別所ほ
か

秦野市ほ
か

秦野市
中井町

動物、植
物及び地
質鉱物関
係

大正12年に発生した関東地震で生じた
堰き止め湖である。当時、地震による崩
壊地が多数生じたが現存するものは希
有。震生湖では現在も「湖面」「崩落地」
「堰止地」を一体として確認できる。地震
にともない、地塊運動が生じることを現
在に伝える貴重な資料である。
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大井町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 彫刻 木造　薬師如来坐像
もくぞう　やくしにょ
らいざぞう

１躯 S62.11.20 大井町
三嶋神社（上大井
331）

三嶋神社

鎌倉時代中期。寄木造、玉眼嵌入、肉身
部漆箔。関東では数少ない中央風の作
品で、後補もごく少なく、当初の状態を良
く保っている。

国
書跡・典籍・
古文書

往生要集　上中下
おうじょうようしゅう
じょうちゅうげ

３幅 H1.6.12 大井町
最明寺
（金子3315）

最明寺
書写奥書はないが平安時代後期の書写
になり「往生要集」の完存する写本として
は現存最古のものである。

県 工芸 太刀　銘　吉房 たち　めい　よしふさ １口 S32.2.19
不明

（大井町）
不明

鎌倉時代。踏張りある腰反りの太刀姿で
中心は少し磨りあげている。

国 考古資料 土偶 どぐう １箇 S36.2.17 大井町 個人

附）骨片一括
（足柄上郡大井
町大字山田字
中屋敷出土）

S29.12.3
県指定

縄文時代。内部が中空になったいわゆる
容器形土偶。発見当時内部に粉末状の
小児の骨片が入っていた。
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松田町

指定 分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 概　　　　　要
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山北町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 工芸 鰐口（薬師堂）
わにぐち（やくしど
う）

１口 S44.12.2 山北町
薬師堂
（皆瀬川1695）

薬師堂
室町時代（銘文に文安元年）。比較的小
さい鰐口で作はかなりよいが、銘文には
誤字や不明字が多い。

国
無形民俗文

化財
山北のお峯入り

やまきたのおみね
いり

S56.1.21 山北町
お峯入り保存
会

不定期

S28.12.22県
無形文化財
指定
S48.11.5国
選択
S51.10.19県
指定

修験道の儀式が芸能化される課程を示
すものとして貴重。足柄上郡山北町の共
和地区に古くから伝わる、八十人の男が
十種の芸能を演ずる県下最大の芸能風
流である。

県
無形民俗文

化財
世附の百万遍念仏

よづくのひゃくまん
べんねんぶつ

S53.6.23 山北町
世附百万遍念
仏保存会

２月中旬の土・
日曜日

S52.2.9県選
択

念仏と同時に、大数珠を車輪にかけ、手
繰っては投げるようグルグル廻す全国的
にも珍しい形式の百万遍念仏と大神楽
獅子舞、鳥刺し等がつく。

県
無形民俗文

化財
室生神社の流鏑馬

むろうじんじゃのや
ぶさめ

H7.2.14 山北町
室生神社流鏑
馬保存会

附　鞍三背
１１月３日

地元の人々が伝える流鏑馬として県内
唯一。口伝えによる作法に従い最も古い
かたちを保つ。

県 史跡 河村城跡 かわむらじょうあと H8.2.13 山北町 字山北他
H15.2.10
追加指定
山北町管理

河村氏の居城と伝えられる中世の山城。
畝堀（障子堀）が良好な状態で確認され
た。

国 天然記念物 箒スギ ほうきすぎ S9.3.26 山北町 大字中川702 山北町 山北町
中川ぞいの県道わきの傾斜地に直立す
る杉の大木。目通り10メートル樹高４５
メートル、県下一の大スギ。

県 天然記念物 頼政神社のトチノキ
よりまさじんじゃのと
ちのき

S39.12.15 山北町 神縄477 頼政神社
落葉高木。主幹がまっすぐに伸び、樹高
約25メートルに達する。

県 天然記念物 シダ類植物群落とその生育地
しだるいしょくぶつぐ
んらくとそのせいそく
ち

S44.12.2 山北町
皆瀬川字蛇石1238-
1及び2、大字山北長
岩3869

個人、山北町
S53.6.23追加指
定

イワダレヒトツバ、ハコネシダ、マメヅタ、
イワヒバなどのシダ植物による特徴的な
断崖植物群落。

県 天然記念物
西丹沢の董青石、ベスブ石及
び大理石

にしたんざわのきん
せいせき、べすぶせ
きおよびだいりせき

S50.2.7 山北町 中川927-2の内 神奈川県

白石沢を中心とした斜面は、接触変成帯
として知られ、珍しい変成鉱物を産出す
る。

県 天然記念物 山北町高杉のウラジロガシ
やまきたまちたかす
ぎのうらじろがし

S53.11.17 山北町
皆瀬川字南平1409-
ｲ1 他

個人

ウラジロガシの大木。樹高約21メートル、
根廻り約５メートルで、四方に分枝が広
がり約340平方メートルの樹冠を形成す
る。

県 名勝 洒水の滝 しゃすいのたき S30.5.10 山北町
平山字向山、字上野
山、字滝

個人

礫岩層にかかる三段の滝。最大の一の
滝は69.3メートル。修験道の滝行場として
有名。

県 天然記念物 山北町岸のヒキガエル集合地
やまきたまちきしの
ひきがえるしゅうごう
ち

S47.2.25 山北町 岸1640、1714 般若院、個人

新篇相模風土記稿に「蛙合戦あり」と記
載のある場所。繁殖のため、三月中旬産
卵のため集まる。

県 天然記念物
山北町人遠のネフロレピディ
ナを含む石灰岩

やまきたまちひとど
うのねふろれぴでぃ
なをふくむせっかい
がん

S55.2.15 山北町
皆瀬川字アコヤ
1771、1772-ｲ～ﾛ

個人

新生代第三紀中新世の下部の示準化石
であるネフロレピディナを含む石灰岩。
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開成町

指定 分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要
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箱根町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 建造物 五輪塔 ごりんとう ３基 S28.8.29 箱根町 元箱根 箱根町
鎌倉時代。二基は同一基壇上に相接し
て立ち龕を造って地蔵菩薩を浮彫し、他
の一基に銘文を刻む。

国 建造物 宝篋印塔 ほうきょういんとう １基 S36.3.23 箱根町 元箱根 箱根町
鎌倉時代。台石四面に格狭間を彫る関
西形宝篋印塔の優作である。

国 建造物 福住旅館萬翆楼・金泉楼
ふくずみりょかんばん
すいろう・きんせんろ
う

２棟 H14.12.26 箱根町 湯本643
有限会社湯本
福住

明治11年（萬翆楼）、同10年（金泉楼）竣
工。１、２階は木骨石造で３階は土蔵造。
数少ない擬洋風建築物。

国 建造物
国道一号箱根湯本道路施設
　函嶺洞門、千歳橋、旭橋

こくどういちごうはこ
ねゆもとどうろしせつ
　かんれいどうもん、
ちとせばし、あさひば
し

３基 H27.7.8 箱根町
箱根町湯本、塔之
澤

神奈川県

附）箱根塔ノ澤架
設千歳橋計算書
１冊、国道第一号
線足柄下郡湯本町
地内旭橋設計計算
書　１冊、国道一号
線旭橋改築工事設
計書　１冊

国道一号箱根湯本道路施設は、箱根山
の東麓に位置する近代の道路施設で、
函嶺洞門（昭和６年竣工）、千歳橋（昭和
５年竣工）、旭橋（昭和８年竣工）から構
成されている。
これらは、自動車交通に対応した我が国
初期の幹線道路施設で、国道一号の険
路であった箱根路の近代化を象徴する
施設として、近代道路史上、価値が高
い。また、高度な鉄筋コンクリート技術を
駆使して建設され、昭和初期における道
路構造物の技術的達成度を示す遺構と
して重要である。

国 絵画 絹本淡彩　北条早雲像
けんぽんたんさい
ほうじょうそううんぞう

１幅 M41.4.23 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
室町時代。上畳に坐し向かって右斜向き
僧形の北条早雲を描いたものである。

国 絵画 紙本著色　箱根権現縁起
しほんちゃくしょく　は
こねごんげんえんぎ

１巻 S11.5.6 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社
鎌倉時代。箱根権現の縁起をかきつ
づったもの。永仁の再興時の作といわれ
る。

県 絵画 紙本著色　北條氏綱像
しほんちゃくしょく　ほ
うじょううじつなぞう

１幅 S42.2.3 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
桃山時代。早雲の長子で本像は藍色の
衣をつけ、上げ畳の上は座る姿を描き、
顔は細かく入念に描写されている。

県 絵画 紙本著色　北條氏康像
しほんちゃくしょく　ほ
うじょううじやすぞう

１幅 S42.2.3 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
江戸時代。氏綱の長子で小田原に城を
築いた。この像も氏綱同様の構図で描か
れている。

県 絵画 紙本著色　枇杷小禽図
しほんちゃくしょく　び
わしょうきんず

１幅 S42.2.3 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
室町時代。中国の花鳥図の影響を受け
て、細かく描かれている写生的な花鳥図
である。

県 絵画 紙本墨画　早雲寺本堂襖絵
しほんぼくが　そうう
んじほんどうふすまえ

38面 S42.2.3 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
江戸時代。本堂襖絵で、竜虎図と山水人
物の二種類に分けることが出来る。

県 絵画 紙本墨画　羅漢図
しほんぼくが　らかん
ず

３幅 S42.2.3 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
江戸時代。寺伝では雪村筆と伝えるが
不明である。羅漢の衣や岩坐など処々
に鋭い筆法や表現が認められる。

県 絵画 紙本墨画淡彩　機婦図
しほんぼくがたんさい
きふず

２幅 S59.11.22 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺

室町末期～桃山時代。室内で三人の人
物が糸を紡いでいる図と、機を織る夫人
と糸車を回す人物が描かれた図の二幅
からなる。

国 彫刻 木造　万巻上人坐像
もくぞう　まんがんしょ
うにんざぞう

１躯 S3.4.4 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社
平安時代。一木造。翻波式の衣文が巧
みに量感のある像身を引きしめている。
同神社の創祀、僧万巻の像である。

国 彫刻 元箱根磨崖仏
もとはこねまがいぶ
つ

計29躯 S49.6.8 箱根町 元箱根 箱根町

地蔵菩薩坐像（正安二
年庚子八月八日の刻
銘がある）
地蔵菩薩立像24躯、阿
弥陀如来立像１躯、供
養菩薩立像１躯（永仁
元年八月、同三年九月
等の刻銘がある）、地
蔵菩薩立像３躯（応長
元年七月八日の刻銘
がある）

鎌倉時代。かつて箱根のこの地は、地蔵
菩薩の霊場で「六道地蔵」「火焚き地蔵」
「廿菩薩」など通称される三か所に大きく
わかれて所在する。半肉彫の磨崖仏に
は「永仁元年」「永仁三年」などの造像銘
がある。
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国 彫刻
　　　　　　　　男神坐像
木造神像
　　　　　　　　女神坐像

もくぞう　しんぞう
（だんしんざぞう、じょ
しんざぞう）

２躯 H24.9.6 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1)

箱根神社

平安時代。一対の男女神像で、目鼻立
ちの彫りが共通することなどから同じ作
者の手になると見られる。作風および女
神像の足部（亡失）の接合方法などに11
世紀の特徴を示し、男神の鼻の高い相
貌に外来神としての特色が認められるな
どの点が注目される。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつ
りゅうぞう

１躯 S38.9.20 箱根町
正眼寺
（湯本562）

正眼寺
鎌倉時代（胎内の紙片に康元６年）。寄
木造。彫り口はなかなか鋭いが、やや装
飾的である。

県 彫刻 木造　普賢菩薩坐像
もくぞう　ふげんぼさ
つざぞう

１躯 S41.7.19 箱根町 興福院（元箱根26） 興福院

鎌倉時代（永仁５年の朱銘）。寄木造。箱
根権現の別社能善権現の本地仏。彩
色、截金文様もよく残る像である。

県 彫刻 木造　菩薩頭 もくぞう　ぼさつとう １個 S41.7.19 箱根町 興福院（元箱根26） 興福院

平安時代。等身像の頭部だけが残ったも
ので、整った目鼻だち、巧みな彫技より
中央の作と思われる。

県 彫刻
　　　　　　　　　　神立像
木造神立像　　 男神立像
　　　　　　　　　　女神立像

もくぞうしんりゅうぞう
（しんりゅうぞう、だん
しんりゅうぞう、じょし
んりゅうぞう）

３躯 H25.3.29 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社

鎌倉時代後期。一木造。表現および技
法の共通性から同時に作られた一揃の
作と認められる。神奈川県内でも他に例
の少ない鎌倉時代の木造神像として価
値が高い。

県 彫刻 木造女神立像
もくぞうじょしんりゅう
ぞう

１躯 H25.3.29 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社

鎌倉時代後期。一木造。唐衣を着け、左
手を袖に隠し頭にあてるように上げ、袖
を後ろに垂らし舞うような姿である。
若々しい相貌と動きのある肢体が巧みに
表現されている。

県 彫刻 木造男神立像
もくぞうだんしんりゅう
ぞう

１躯 H25.3.29 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社

鎌倉時代後期。割矧ぎ造。頭部は他像
からの転用とみられるが、当初のもので
ある体部は的確な技術によって公卿の
束帯姿があらわされている。頭部の制作
時期も鎌倉時代のものとみられる。

県 彫刻 銅造男神坐像
どうぞうだんしんざぞ
う

１躯 H25.3.29 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社
鎌倉時代後期。銅造。若々しく穏やかな
相貌がみられる作風である。鎌倉時代の
本格的な銅造神像として価値が高い。

国 工芸
織物張文台及硯箱（伝北条氏政
所用）

おりものばりぶんだいお
よびすずりばこ（でんほ
うじょううじまさしょよう）

１組 T8.4.12 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺

室町時代。裂の下の素地は寄木細工の
ように桐の小板を接ぎあわせて一枚の
板にした珍しい作である。

国 工芸 赤木柄短刀 あかぎづかたんとう １口 T11.4.13 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社
鎌倉時代。熱帯産の赤色を帯びた堅木
を用い、柄と鞘に赤銅製の筒金を入れた
合口造りの短刀である。

国 工芸 鉄湯釜 てつゆがま ２口 S59.6.6 箱根町
箱根神社（元箱根
80-1）

箱根神社
S37.10.2
県指定

鎌倉時代（銘文に文永５年）。鋳鉄製。破
損が甚だしく、鍔は全部欠損しているが、
古釜の資料として価値の高いものであ
る。
鎌倉時代（銘文に弘安□年）。大きさは
先の文永釜に近いがかなり分厚く作ら
れ、形の損壊は少ない。

国 工芸
色絵竜田川文透彫反鉢　尾形
乾山作

いろえたつたがわも
んすかしぼりそりばち
おがたけんざんさく

１口 H27.9.4 箱根町
岡田美術館（足柄下
郡箱根町小涌谷
493-1）

個人

尾形乾山（1663～1743年）が創作した陶
器。内外面に描かれた文様が相呼応す
る反鉢は乾山が得意とした器形であり、
内面に水流が描かれていることから、歌
枕の竜田川を表した意匠であることが知
られている。乾山の色絵の代表作であり
貴重である。

県 工芸 銅鐘（早雲寺） どうしょう（そううんじ） １口 S44.12.2 箱根町
早雲寺
（湯本405）

早雲寺
鎌倉時代（銘文は削られているが、元徳
弐年と見える）。胴がふくれてどっしりした
感じの鐘である。
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国
無形民俗文

化財
箱根の湯立獅子舞

はこねのゆたてししま
い

R4.3.23 箱根町

箱根湯立獅子
舞保存会（宮
城野獅子舞保
存会、仙石原
神楽保存会）

宮城野…７月15日
ほか
仙石原…３月27日
及び
５月５日ほか

S29.12.3県
無形文化財
指定
S49.12.4国
選択
S51.10.19県
指定

　本件は、全国的に分布する湯立神楽
のなかでも、獅子頭を被った者が、幣束
や笹を用いて釜の湯をかき混ぜ、集まっ
た人々などへ湯を振りかけて祓い清める
湯立を行う類例の少ない芸能である。
　また、湯立の前日や別日には、悪疫祓
いを目的とした辻締めを行う特色も有し
ている。湯立神楽と太神楽系の獅子舞
が組み合わされた希少な事例であり、神
楽の変遷の過程や地域的特色を示して
重要である。

国 史跡 箱根関跡 はこねのせきあと T11.3.8 箱根町
大字箱根字小田原
町他

箱根町

芦ノ湖湖畔にあり、東海道をはさんで湖
側に御番所が、山側に牢屋などが建って
いた。現在復元整備されている。

国 史跡 元箱根石仏群
もとはこねせきぶつぐ
ん

S16.10.3 箱根町
大字元箱根字提灯
山

箱根町

附）永仁三年
在銘石造五
輪塔、石造五
輪塔、永仁四
年在銘石造
宝篋印塔

鎌倉時代、精進池畔の露岩に合計27体
の地蔵等を彫った通称二十五菩薩、巨
大な六道地蔵などがある。

国 史跡 箱根旧街道 はこねきゅうかいどう S35.9.22 箱根町
箱根・畑宿・湯本茶
屋

H16.10.18、
H21.7.23追
加指定

江戸時代に整備された石畳路を数か所
断続的に残し、元箱根には老杉の並木
路がある。畑宿一里塚及び近辺の石畳
が追加指定されている。なお、本史跡は
静岡県部分を含めて指定されている。

国 名勝 神仙郷 しんせんきょう R3.3.26 箱根町
足柄下郡箱根町強
羅

宗教法人世界
救世教

H25.8.1国
登録

昭和10年代から20年代にかけて、宗教
家が強羅地区の地形と地質を活かして
理想郷として整備した庭園。斜面に造ら
れた様々な建物の周囲に園池や滝、石
組を築き、また一部は現地の岩石をその
まま景観の要素としている。タケ類やコケ
類等の植栽も特徴的である。

国 天然記念物 箱根仙石原湿原植物群落
はこねせんごくはらし
つげんしょくぶつぐん
らく

S9.1.22 箱根町
仙石原字大原817-
66

箱根町

箱根火山の火口原に発達したもので、ミ
ズゴケ類の湿地からヨシ、ハンノキ群落
までみられる代表的な湿原。

県 天然記念物 ひめしゃらの純林
ひめしゃらのじゅんり
ん

S28.12.22 箱根町 元箱根90-2 箱根神社
ツバキ科の落葉高木で純林を形成する
ことは珍しい。また群落分布の北限域に
あたる。

県 天然記念物
箱根二子山の風衝低木植物群
落

はこねふたごやまの
ふうしょうていぼくしょ
くぶつぐんらく

S48.5.18 箱根町
畑宿字二子山395-
26、同字二会平
334-12

神奈川県

単独峰のため年間を通して強風が続くた
め、特有の風衝植物群落が生育してい
る。

県 天然記念物 早雲寺林 そううんじりん S53.6.23 箱根町 湯本398 他 早雲寺
スダジイを中心とする寺林で、ヒメハルゼ
ミ（町指定天然記念物）も生息する。

国 登録有形 富士屋ホテル本館
ふじやほてるほんか
ん

H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

明治24年 木造２

国 登録有形 富士屋ホテル一号館
ふじやほてるいちごう
かん

H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

明治39年 木造２

国 登録有形 富士屋ホテル二号館
ふじやほてるにごうか
ん

H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

明治39年 木造２

国 登録有形 富士屋ホテルアイリー ふじやほてるあいりー H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

明治17年 木造２

本館、一・二号館，アイリーは、外国人の
宿泊を意識してつくられた洋風を基調に
和風の意匠を加味した建物。昭和期に
つくられた食堂、花御殿は和風を基調に
豪華な室内装飾をもつ建物。
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国 登録有形 富士屋ホテル花御殿
ふじやほてるはなご
てん

H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

昭和11年 ＲＣ５

国 登録有形 富士屋ホテル食堂
ふじやほてるしょくど
う

H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

昭和５年
ＲＣ・木造
２

国 登録有形 富士屋ホテル菊華荘
ふじやほてるきっかそ
う

H9.12.12 箱根町 箱根町宮ノ下359
富士屋ホテル
株式会社

明治28年 木造１

国 登録有形
吉池旅館別荘（旧岩崎弥之助別
邸和館）

よしいけりょかんべっ
そう（きゅういわさきや
のすけべっていわか
ん）

H10.12.11 箱根町 箱根町湯本597-1
株式会社吉池
旅館

明治37年頃 木造１

明治期箱根の和風別荘建築を代表する
遺構のひとつ。入母屋桟瓦葺、銅板葺四
方下屋付きの数寄屋を雁行させる。

国 登録有形 箱根登山鉄道早川橋梁
はこねとざんてつどう
はやかわきょうりょう

H11.6.7 箱根町
箱根町塔之澤字
臺ヶ嶽192-7～大平
台字吹付道下10-3

箱根登山鉄道
株式会社

明治21年製作、大
正６年移設

土木

明治中期を代表する鉄道遺構であるイ
ギリス制ピン結合200ftダブルワーレント
ラス。東海道線開通時（明治22年）天竜
橋梁の１連で、イギリス制練鋼混合桁と
伝えられる。

国 登録有形
三井翠松園（旧三井高達別荘）
本館

みついすいしょうえん
（きゅうみついたかみ
ちべっそう）ほんかん

H12.12.4 箱根町 箱根町小涌谷519-9
ヒューリック株
式会社

大正14年
木造二階
建、瓦葺

広大な和風別荘で、意匠は質実簡明、
施工は富士屋ホテルを手がけた河原徳
治郎と伝える。

国 登録有形 環翠楼本館北棟
かんすいろうほんか
んきたとう

H13.8.28 箱根町 箱根町塔之澤88
株式会社環翠
楼

大正８年
木造一部
ＲＣ４

国道側からは３階建地下１階で、３階に
72畳の大広間を設ける。

国 登録有形 環翠楼本館南棟
かんすいろうほんか
んみなみとう

H13.8.28 箱根町 箱根町塔之澤88
株式会社環翠
楼

大正13年 木造４
平面形状がおおむねＬ型の木造４階建。
最上階に100畳大の「神代閣」と60畳大
の「万象閣」の大広間を持つ。

国 登録有形 環翠楼別館
かんすいろうべっか
ん

H13.8.28 箱根町 箱根町塔之澤88
株式会社環翠
楼

大正期 木造３
木造３階建、２・３階は本館の３・４階とそ
れぞれ同レベルで、廊下でつながる。真
鶴町から移築したものといわれる。

国 登録有形 神山荘（旧藤山雷太別荘）
しんざんそう（きゅうふ
じやまらいたべっそ
う）

H13.10.12 箱根町 箱根町強羅1300-92
宗教法人世界
救世教

昭和10年頃 木造１

軽快な玄関の右手に緑色瓦、洋館仕立
ての食堂・応接室棟、左手に茅葺きの
「中の間」棟と「上の間」棟を配する。

国 登録有形
箱根小涌園貴賓館（旧藤田平太
郎別荘）

はこねこわきえんきひ
んかん（きゅうふじた
へいたろうべっそう）

H13.11.20 箱根町 箱根町二ノ平1297
藤田観光株式
会社

大正７年 木造１

北端の玄関から南に座敷を並べ、西に
中庭を挟んでサービス部分を配する。各
室を廊下で繋ぐ巧みな配置に近代的な
特徴がある。

国 登録有形 箱根小涌園迎賓館
はこねこわきえんげ
いひんかん

H13.11.20 箱根町 箱根町二ノ平1297
藤田観光株式
会社

明治８年／昭和28
年移築

木造２
階上を養蚕のための空間とした２階建、
入母屋造で屋根の一部を切り下げた養
蚕農家独自の外見。

国 登録有形 白雲洞茶苑白雲洞
はくうんどうちゃえん
はくうんどう

H13.11.20 箱根町 箱根町強羅1300-69
箱根登山鉄道
株式会社

大正５年頃 木造１

三井物産総帥益田孝が営んだ山荘の茶
室の一つ。寄棟造、茅葺で田舎屋風外
観を呈し、室内には古在を数多く用い、
内外とも野趣のあふれる独自の意匠。

国 登録有形 白雲洞茶苑不染庵
はくうんどうちゃえん
ふせんあん

H13.11.20 箱根町 箱根町強羅1300-69
箱根登山鉄道
株式会社

大正５年頃 木造１
白雲洞の西に独立して建つ寄棟造、茅
葺の茶室。草庵風の侘びた意匠。

国 登録有形 白雲洞茶苑寄付
はくうんどうちゃえん
よりつき

H13.11.20 箱根町 箱根町強羅1300-69
箱根登山鉄道
株式会社

大正初期 木造１
白雲洞などに至る苑路の手前にあり、こ
れらの茶室の寄付となる建物

国 登録有形 白雲洞茶苑白鹿湯
はくうんどうちゃえん
はくろくとう

H13.11.20 箱根町 箱根町強羅1300-69
箱根登山鉄道
株式会社

大正５年頃 木造１
寄付東の一段低い位置に築かれた浴
室。大岩を巧みに利用し上屋をかけて造
られた建物。

国 登録有形 白雲洞茶苑対字斎
はくうんどうちゃえん
ついじさい

H13.11.20 箱根町 箱根町強羅1300-69
箱根登山鉄道
株式会社

大正11年 木造１

白雲洞の東に建つ。寄付を介して渡廊
下で連結し、東寄り傾斜地の部分は掛造
りとし変化に富んだ外観を造る。
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箱根町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 正眼寺本堂（旧今村繁三別荘）
しょうげんじほんどう
（きゅういまむらしげ
ぞうべっそう）

H14.2.14 箱根町 箱根町湯本562
宗教法人正眼
寺

明治37年頃／
昭和７年移築

木造１

正方形平面の入母屋造とし、外装を真
壁・一部押縁下見、三方に一見幅の畳
廊下と半間幅の縁を設ける開放的な造り
とし、内部の欄干に意匠を凝らしている。

国 登録有形 正眼寺庫裏 しょうげんじくり H14.2.14 箱根町 箱根町湯本562
宗教法人正眼
寺

昭和６年 木造１
銅板瓦棒葺、入母屋造、平入りとし、全
面に縁を回し、真壁造とする。本堂と並
列し、境内の景観に欠かせない存在。

国 登録有形 福住旅館別荘主屋
ふくずみりょかんべっ
そうしゅおく

H15.3.18 箱根町 箱根町湯本613 個人 大正７年 木造１

南を正面としたコ字型平面を持つ、桟瓦
葺、寄棟造。北側の１間幅廊下の南方に
和室７室と台所、北方に便所と浴室を配
する。

国 登録有形 福住旅館別荘石蔵
ふくずみりょかんべっ
そういしぐら

H15.3.18 箱根町 箱根町湯本613 個人
明治初期／
昭和８年移築

木骨石造
２

桁行２間半梁間２間、桟瓦葺、切妻造。
外部に白石あるいは湯本石と呼ばれる
地元産の凝灰岩を積む。

国 登録有形 福住樓主屋 ふくずみろうしゅおく H15.3.18 箱根町 箱根町塔之澤74 個人
明治20年頃～昭和
初期

木造３Ｂ
１

玄関棟とその奥の棟は前身の「玉之湯
旅館」時代の木骨石造建築を改造したも
の。西方に浴室棟や部屋ごとに意匠を変
えた客室棟、質の高い書院造りの広間な
どを連ねる。

国 登録有形 福住樓茶室 ふくずみろうちゃしつ H15.3.18 箱根町 箱根町塔之澤74 個人 昭和８年頃 木造１

「洗小亭」と名付けられ、中央に位置する
五畳間の北西方に小間、南西方に風呂
場を配する。小間は中板付３畳台目の茶
室で、野崎幻庵の設計と伝える。

国 登録有形 出山堰堤 でやまえんてい H16.7.23 箱根町 箱根町大平台 神奈川県 昭和４年
重力式コ
ンクリート

芦ノ湖を水源とする早川の中流域に国
道１号と近接して築かれる。堤長52ｍ、
堤高20ｍの大規模な重力式練積堰堤
で、下流法勾配２分、上流法勾配６分と
する。２基の副堰堤を一体的につくり、幹
線道路の下方に切立つ河岸の脚部と河
床の安定効果を高める。

国 登録有形 観音坂堰堤
かんのんざかえんて
い

H16.7.23 箱根町 箱根町湯本茶屋 神奈川県 昭和５年
重力式コ
ンクリート

旧東海道沿いを流れる早川支川須雲川
に築かれる。岩盤を基礎に利用した堤長
51ｍ、堤高10ｍ、下流法勾配２分、上流
法勾配５分の重力式練積堰堤で、本堰
堤の約15ｍ下流に副堰堤を設ける。石
積の堤体を流れる水流が、湯治場の自
然景観に彩りを与えている。

国 登録有形 箱根湯本ホテル暁亭
はこねゆもとほてるあ
かつきてい

H17.7.12 箱根町
箱 根 町 湯 本 茶 屋
182-7

箱根暁庵株式
会社

大正末期／
昭和62年移築

木造平屋
建

須雲川右岸にある端正なつくりの平屋建
別荘建築。

国 登録有形 箱根太陽山荘本館
はこねたいようさんそ
うほんかん

H18.11.29 箱根町
箱 根 町 強 羅 1320-
374

個人
昭和15年/
昭和25・26年増改
築

木造二階
一部三階
建

傾斜地に建つ本館と別館を、道路をまた
ぐ廊下でつなぐ独特な構成。湯治場の風
情を残す近代和風建築である。

国 登録有形 箱根太陽山荘別館
はこねたいそうさんそ
うべっかん

H18.11.29 箱根町
箱 根 町 強 羅 1320-
375

個人
大正後期/
昭和28年増改築

木造二階
一部三階
建

国 登録有形 塔之澤一の湯本館
とうのさわいちのゆほ
んかん

H21.8.7 箱根町
箱根町塔之澤字湯
ノ沢90-1他

株式会社一の
湯

明治後期/大正６
年・大正11年増築/
昭和中期、昭和後
期改修

木造４階
一部地下
１階建/
銅板葺及
び鉄板葺

一の湯は寛永年間創業と伝わる老舗温
泉旅館で、塔之澤温泉の入口に位置す
る。複雑な屋根構成を持ち、室内意匠に
も様々なものを採用している建物であ
る。

国 登録有形 三河屋旅館本館
みかわやりょかんほ
んかん

H23.10.28 箱根町
箱根町小涌谷字小
涌谷503-1

三河屋旅館株
式会社

大正13年頃

木造二階
一部平屋
建／鉄板
葺一部ス
レート葺

明治16年創業の老舗旅館の本館。唐破
風玄関を構える社寺建築風の主屋や、
洋風の内装を持つラウンジ棟等を複合さ
せた旅館建築である。
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箱根町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 山口家住宅主屋
やまぐちけじゅうたく
しゅおく

H27.11.17 箱根町 箱根町大平台 個人
昭和５年／
昭和中期改修

木造２階
建／瓦葺

山口家住宅は、富士屋ホテル創業者一
族の自邸で、洋風外観を基本としつつ、
屋根や軒を和風として温泉地の景観との
調和が図られる。内部は階段ホールを中
心として洋間を配置し、南側に和室を附
属する。往時の洋風生活の様相を伝え
る瀟洒な住宅である。

国 登録有形 松の茶屋田舎家
まつのちゃやいなか
や

H25.3.29 箱根町
箱根町湯本字上町
518-1他

公益財団法人
三井文庫

大正３年頃

木造平屋
一部二階
建、茅葺
一部瓦葺

国 登録有形 松の茶屋中央棟
まつのちゃやちゅうお
うとう

H25.3.29 箱根町
箱根町湯本字上町
518-1他

公益財団法人
三井文庫

昭和27年／昭和後
期改修

木造平屋
一部二階
建、こけ
ら葺一部
瓦葺

国 登録有形 松の茶屋浴室棟
まつのちゃやよくしつ
とう

H25.3.29 箱根町
箱根町湯本字上町
518-1他

公益財団法人
三井文庫

昭和28年
木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 松の茶屋松月
まつのちゃやしょうげ
つ

H25.3.29 箱根町
箱根町湯本字上町
518-1他

公益財団法人
三井文庫

昭和前期／昭和34
年移築・昭和後期
改修

木造平屋
建、銅板
葺

国 登録有形 環山 かんざん H27.3.26 箱根町 箱根町木賀 個人
昭和初期／昭和56
年・平成24年改修

木造平屋
建／茅葺
一部瓦葺

環山は、多様な数寄屋意匠でまとめられ
た田舎家風山荘で、入母屋造茅葺の広
間棟と寄棟造茅葺の茶室棟を繋げた独
特な構成を持つ。箱根に残る戦前の財
界人の数寄屋別荘としても価値がある。

国 登録有形 龍宮殿本館
りゅうぐうでんほんか
ん

H29.6.28 箱根町
足柄下郡箱根町元
箱根字蛸川

株式会社プリ
ンスホテル

昭和13年／昭和31
年移築／平成28年
改修

木造２階
一部３階
建、銅板
葺

浜名湖弁天島に建てられたホテルを
昭和31年に芦ノ湖(あしのこ)東岸に
移築した、木造二階建一部三階建の
建物である。平等院鳳凰堂を模した
外観で、二階建の中央建物の両翼に
三階建の望楼風建物を配置してい
る。太い円柱と二手先組物で支えら
れた階段ホールは秀逸であり、外国
人向けホテルの希少な例である。

国
登録有形
民俗

箱根細工の製作用具及び製品
はこねざいくのせい
さくようぐおよびせ
いひん

1,677
点

H30.3.8 箱根町 箱根町湯本256 箱根町

県西部の箱根・小田原地方におい
て、箱根細工の製作に使用された用
具と製品である（製作用具660点、製
品1,017点）。ロクロを用いて作る挽
物細工と、色合いの異なる樹種の板
材を組み合わせて作る指物細工に大
別され、指物細工は、表面の装飾技
法から、さらに寄木細工と象嵌細工
に分類される。

国
登録記念
物

恩賜箱根公園
おんしはこねこうえ
ん

H25.8.1 箱根町
足柄下郡箱根町元
箱根

神奈川県

明治時代に芦ノ湖東岸の塔ヶ島に新
築された箱根離宮の跡地が、戦後、
神奈川県に下賜され、恩賜箱根公園
として公開された。箱根外輪山、富
士山を望む良好な立地で、離宮当時
の地形・植生、施設の痕跡を生かし
た公園整備が行われている。

国
登録記念
物

強羅公園 ごうらこうえん H25.8.1 箱根町
足柄下郡箱根町強
羅

箱根登山鉄道
株式会社

高級避暑地・別荘地である箱根の強
羅地区では、大正３年（１９１４
年）に小田原電気鉄道株式会社が上
流階級の親睦･保養のために強羅公園
を開園した。ヨーロッパ風の明確な
軸線に基づく意匠・構成及び強羅の
地質を生かした多数の巨岩を用いる
点は、独特である。

箱根湯本で営まれた別荘を拡張整備し
た元旅館。茅葺屋根をもつ田舎家は、残
月の間や霞の間などを配し、書院風や草
庵風など、多彩な室内空間を併せ持って
いる。中央棟は複雑な平面構成になり、
各室はいずれも上質な造作である。中央
棟の谷側には八角形平面の浴室棟を接
続するなど、起伏のある敷地を巧みに利
用して各棟を配し、旅情を醸し出してい
る。
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真鶴町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国
無形民俗文
化財

貴船神社の船祭り
きふねじんじゃのふ
なまつり

H8.12.20 真鶴町 貴船祭保存会
７月の最終土曜日
及びその前日

S33.11.28
県無形文
化財指定
S51.10.19
県指定

二艘の櫂伝馬に曳航される御座船の巡
航に御舟歌や船競漕を伴う海上の祭り。
陸上でも鹿島踊りなどの行事が行われ
る。関東地方の典型的な船祭り。

県 天然記念物 真鶴半島の照葉樹林
まなづるはんとうの
しょうようじゅりん

H21.2.3 真鶴町 真鶴字岬1171-1他 真鶴町

昔から漁師の間で「魚を育てる森」すな
わち「魚付き保安林」として大切に保護さ
れ、地元では「御林（おはやし）」として親
しまれている。相観的にはクスノキ林や
スダジイ林などの照葉樹林と、マツ林か
らなっている。神奈川県海岸部を代表す
る照葉樹林であり、半島としてまとまった
面積で残されていることは貴重である。

県 天然記念物

真鶴半島沿岸に生息
するウメボシイソギン
チャクとサンゴイソギン
チャク

まなづるはんとうえ
んがんにせいそくす
るうめぼしいそぎん
ちゃくとさんごいそぎ
んちゃく

S54.2.16
真鶴町・湯河
原町

真鶴岬三ツ石周辺
海域（ウメボシイソギ
ンチャク）、福浦カツ
ラゴ地先海域（サン
ゴイソギンチャク）

ウメボシイソギンチャクは三崎以南の暖
海の岩礁に分布し、色は濃紅色で非常
に美しい種類。一方サンゴイソギンチャク
はすこぶる大形の熱帯性のイソギンチャ
ク。
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湯河原町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 建造物 五所神社本殿
ごしょじんじゃほん
でん

１棟 H7.2.14 湯河原町
五所神社（宮下359-
1）

五所神社
附）五所神社元
和七年棟札１
枚

室町時代後期。三間社流造で、瓦棒鉄
板葺。昭和57年再建の拝殿後部の幣殿
と接続しているが、元々は独立した本
殿。

国 工芸 刀　無銘　伝行光
かたな　むめい　で
んゆきみつ

１口 S36.6.30 湯河原町
木村美術館
（鍛冶屋651）

財団法人相州
刀美術博物館

S63.12.1　変更

鎌倉時代。鎬造、板目地沸強くさえる。
のたれに小互の目、金筋、二重刃あり、
匂口冴える。五郎正宗の師。

県
無形民俗文

化財
吉浜の鹿島踊り

よしはまのかしまお
どり

S51.10.19 湯河原町
鹿島踊り保存
会

８月１日

S29.7.27県無形
文化財指定
S46.11.11国選
択

鹿島踊は、小田原から伊豆賀茂郡まで
の２２の神社で行われているが、中でも
根府川、吉浜の鹿島踊は古型を保って
いる。白丁を着、烏帽子をつけ白足袋、
白緒の草履を付け、舞態は円舞と方舞
とがある。太鼓、鉦、日月黄金柄杓の三
役を中心に踊る。

県
無形民俗文

化財
鍛冶屋鹿島踊り かじやかしまおどり R5.3.20 湯河原町

鍛冶屋鹿島踊
り保存会

４月の第３土・
日曜日

鹿島踊は神奈川県西部から伊豆半島に
かけての相模湾西岸に伝承されており、
一説には鹿島神宮由来の疫病退散等の
踊りが起源であるとされる。白張、白袴、
白足袋、白緒の衣装を付け、舞態は円
舞と方舞とがある。太鼓と鉦を持つ三役
と、黄金柄杓、三日月を持つ者を中心に
踊る。

県 史跡
土肥椙山巌窟（伝源頼朝隠潜
地）

どひすぎやまがんく
つ(でんみなもとのよ
りともいんせんち)

S30.11.1 湯河原町 吉浜字鍛冶屋

石橋山合戦で敗れた源頼朝主従が逃げ
こんだと伝えられる岩穴である。真鶴に
も同じ伝説が残っている。

県 史跡 土肥一族の墓所
どひいちぞくのぼ
しょ

S30.11.1 湯河原町 城堀字御庭平
鎌倉時代の層塔、宝塔や大小五輪塔四
十基などが城願寺境内に集まって一族
の墓と伝えられている。

国 天然記念物 城願寺のビャクシン
じょうがんじのびゃく
しん

S14.9.7 湯河原町 城堀字御庭平252 城願寺

目通5.9メートル、樹高18メートル、推定
樹齢750年のビャクシンの大木。源頼朝
の家臣により植えられたとの伝説をもっ
ている。

国 天然記念物 山神の樹叢
やまのかみのじゅそ
う

S14.9.7 湯河原町 城堀字山神331～3 湯河原町 湯河原町
暖帯性の常緑広葉樹林。ホルトノキを中
心にヤブニッケイ、タブノキ、ヒメユズリ
ハなどからなる。

県 天然記念物
真鶴半島沿岸に生息するウメボ
シイソギンチャクとサンゴイソギ
ンチャク

まなづるはんとうえ
んがんにせいそくす
るうめぼしいそぎん
ちゃくとさんごいそぎ
んちゃく

S54.2.16
真鶴町・湯河

原町

真鶴岬三ツ石周辺海
域（ウメボシイソギン
チャク）、福浦カツラゴ
地先海域（サンゴイソ
ギンチャク）

ウメボシイソギンチャクは三崎以南の暖
海の岩礁に分布し、色は濃紅色で非常
に美しい種類。一方サンゴイソギンチャ
クはすこぶる大形の熱帯性のイソギン
チャク。

国 登録有形 愛光商会吉浜寮
あいこうしょうかいよ
しはまりょう

H18.3.2 湯河原町
湯河原町吉浜字柏坂
１

個人 昭和初期 木造三階建
外壁をモルタル塗の大壁とするが、２
階、３階正面は持ち送りで柱形を前に出
し、上げ下げ窓を連続して配する。

国 登録有形 尾崎家住宅主屋
おざきけじゅうたく
しゅおく

H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字入谷
261-38

個人
昭和16年/昭和
25年・昭和27年
増築

木造平屋一部
２階建/桟瓦葺

国 登録有形 尾崎家住宅浴室
おざきけじゅうたくよ
くしつ

H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字入谷
261-38

個人
昭和16年/昭和
25年増築

木造平屋建/銅
及び鉄板葺

国 登録有形 尾崎家住宅四阿
おざきけじゅうたくあ
づまや

H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字入谷
261-38

個人 昭和16年
木造平屋建/銅
板葺

温泉地の別荘として南向きの傾斜地に
建築。主屋には客間や茶室などがあり、
建具や欄間などに凝った意匠がみられ、
地下通路で浴室と繋がっている。四阿は
庭園の中に建ち、網代張りの天井など
瀟洒な意匠を取り入れている。門は皮付
丸太を柱に用いるなど、全体として重々
しさを排除した数奇屋風の軽快な造りと
なっている。
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湯河原町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

国 登録有形 尾崎家住宅門
おざきけじゅうたくも
ん

H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字入谷
261-38

個人 昭和16年 銅板葺

国 登録有形 上野屋本館 うえのやほんかん H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字丸山
616-1他

有限会社上野
屋

昭和５年/昭和
前期・昭和25年
増築/平成２
年・平成４年改
修

木造4階建/鉄
板葺

国 登録有形 上野屋玄関棟
うえのやげんかんと
う

H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字丸山
616-1他

有限会社上野
屋

昭和11年頃/昭
和25年頃・昭和
35年頃・昭和50
年頃改修

木造2階建/鉄
板及び銅板葺

国 登録有形 上野屋別館 うえのやべっかん H22.1.15 湯河原町
湯河原町宮上字丸山
616-1他

有限会社上野
屋

大正12年/昭和
25年頃・昭和35
年頃・平成元年
頃改修

木造2階建/鉄
板葺

国 登録有形 伊藤屋旅館本館
いとうやりょかんほ
んかん

H26.4.25 湯河原町
湯河原町宮上字橋下
484-1他

個人 大正15年
木造２階建／
瓦葺

国 登録有形 伊藤屋旅館奥棟
いとうやりょかんおく
とう

H26.4.25 湯河原町
湯河原町宮上字橋下
484-2他

個人 大正前期
木造２階建／
瓦葺

国 登録有形 伊藤屋旅館門柱及び石垣
いとうやりょかんも
んちゅうおよびいし
がき

H26.4.25 湯河原町
湯河原町宮上字橋下
484-3他

個人
昭和初期／平
成20年頃移築

門柱 石造/間
口7.1メートル、
石垣　石造/総
延長47メートル

国 登録有形 藤田屋旅館本館
ふじたやりょかんほ
んかん

H26.12.19 湯河原町 湯河原町宮上 個人
大正12年／昭
和４年・昭和26
年改修

木造２階建／
瓦葺一部銅板
葺

藤田屋旅館は、東棟・西棟ともに、室内
のトコや欄間に繊細な意匠の組子細工
や透彫が見られ、東棟では各室の戸口
に多様な数奇屋意匠の小庇が付されて
いる。温泉街の旅情を醸す老舗旅館建
築である。

国 登録有形 富士屋旅館旧三号館
ふじやりょかん
きゅうさんごうか
ん

R2.4.3 湯河原町 湯河原町宮上
藤田観光株式
会社

大正12年頃
木造二階建、
瓦葺

湯河原温泉の川沿いに建つ２階建て
の木造旅館。入母屋造の主体部の両
端から川側に入母屋の張出しを設
け、大屋根の中央に千鳥破風を飾
り、上階は刎高欄付の縁を廻らす
等、風格ある立面を構成している。
往時の温泉街の風情を伝える。

江戸時代創業の温泉旅館。背後の山の
傾斜に沿って建てられた楼閣風の外観
をもつ本館に接続して玄関棟、別館が並
ぶ。入り組んだ屋根が複雑な外観を構
成し、老舗旅館の風格を漂わせる。

伊藤屋は政府の高官を宿泊させる目的
で明治21年に創業した旅館である。南面
して建つ本館とその後方に建つ奥棟とも
に、客室の内部造作は座敷飾など繊細
な意匠で、通風採光に配慮したものに
なっている。丸面取を施した門柱、切石
を積み蒲鉾型の笠石を載せた石垣とと
もに登録する。
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愛川町

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 建設年代 構造概要 概　　　　　要

県
無形民俗
文化財

三増の獅子舞 みませのししまい S51.10.19 愛川町
三増獅子舞保
存会

７月２０日前後の
日曜日

S36.7.4県
無形文化
財指定

一人立ち三頭獅子舞。バンバ面の刻銘
から十八世紀初期に始まったものと推定
される。

県
天然記念
物

八菅神社の社叢林
はすげじんじゃの
しゃそうりん

H3.2.8 愛川町
八菅山字宮村139-1
他

八菅神社
スダジイ林が広範囲にまとまっており、
貴重である。

国 登録有形 平山橋 ひらやまばし H16.11.8 愛川町
愛川町田代字下河
内～平山

愛川町
大正２年／大
正15年

鋼製トラ
ス

相模川水系中津川に架かる３連の鋼製
下路式曲弦プラットトラス橋で、橋脚には
布積の石張を施し橋長112ｍ、支間長は
37ｍ。大正２年に左岸１連の鋼製トラス
と右岸２連の木造トラスで開橋し、大正
15年に木造トラスを鋼製トラスに架け替
える。現在は歩道橋として利用されてい
る。

国 登録有形 古民家山十邸主屋
こみんかやまじゅう
ていしゅおく

H21.1.8 愛川町
愛川町中津字松台
485-5他

愛川町
明治16年/平
成元年改修

木造平屋
建/瓦葺

国 登録有形 古民家山十邸門
こみんかやまじゅう
ていもん

H21.1.8 愛川町
愛川町中津字松台
485-5

愛川町 明治中期

木造/瓦葺
/間口2.8
メートル/
左右袖塀
付

山十の屋号をもつ豪農の旧宅。主屋は
大規模で、座敷飾りを備える広間をもつ
など豪壮な農家建築。門も大型の薬医
門で力感にあふれる。
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清川村

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 工芸 宮ケ瀬小学校鰐口
みやがせしょうがっこう
わにぐち

１口 S44.12.2 清川村
宮ケ瀬湖畔園地内
（宮ケ瀬951-3）

清川村
室町時代（銘文に応永三年）。地方作と
思われる素朴な作風を示す作例である。

県 天然記念物 丹沢札掛のモミ林
たんざわふだかけのも
みりん

S48.12.21 清川村
煤ケ谷字丹沢山
5172の内

神奈川県
ツガを混えて相観的にも、また自然相生
としても珍しいモミ林。

県 天然記念物 八幡神社の社叢林
はちまんじんじゃのしゃ
そうりん

S51.3.23 清川村
煤ケ谷字八幡1554-
1～2､1555

八幡神社
安定立地本来の自然植生として残存す
る貴重な郷土林。
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県外

指
定

分　類 名　　　　称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所　在 所有者等
管理
団体

備考１ 備考２ 概　　　　　要

県 工芸 刀　銘　肥前国忠吉
かたな　めい　ひぜん
のくにただよし

１口 S31.8.17 東京都 個人

江戸時代。反りの少ない小切先鎬造り新
刀姿の刀。肥前国初代忠吉の傑作であ
る。

県 工芸 刀　無銘　伝備前長義
かたな　むめい　でんび
ぜんながよし

１口 S31.8.17 東京都
株式会社ニ
トロプラス

大磨上無銘であるが、備前長船長義作
だと認められる。

県 工芸 太刀　銘　備州長船住元重
たち　めい　びしゅうお
さふねじゅうもとしげ

１口 S33.1.14 東京都 個人

鎌倉時代。小切先やや延び心の太刀。
表裏に棒樋を彫刻する。中心少磨上で
ある。

県 工芸 刀　無銘　伝正宗
かたな　むめい　でんま
さむね

１口 S41.7.19 千葉県 個人

鎌倉時代末。棒樋と添樋を彫刻する大
磨上無銘である。

県 工芸 太刀　銘　康次 たち　めい　やすつぐ １口 S35.5.17 静岡県 個人

鎌倉時代。鎬造り太刀。小切先やや延
心で身幅狭く、元身中広張り腰反り高き
優美な太刀姿で古青江鍛治である。
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